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    　その年のクライマックスは、まさに闘争が人の心を動かした、夢のような一か月半になった。


    　スポーツ競技というかたちで文化になった闘争が、人々を熱狂させた、長いお祭りだった。


    　宇宙でもっとも人気があるスポーツであるストライクフォール、太陽系一部リーグ第二十三シーズン──。全五十八節で三十チームがぶつかり合った激闘の終盤戦が、人類圏けんで桁けた外れの人口と経済力を誇ほこる地球圏で行われたのだ。


    　そして、上位四チームで戦われるグランドチャンピオンシップ・トーナメント。その決着として、地球の高度五万メートルを周回する超巨大チル・ウエポン、黄金の《門ゲート》のそばでグランドファイナルが開催された。


    　最後に栄冠を掴つかんだのは、太陽系じゅうから名選手レジエンドを集めた月の名門チーム、《ホライズンズ》だ。


    　太陽系最強、人類最高チームが決まったとき、まだ一軍に昇格すらしていない少年は、奥歯を噛かみしめていた。


    　鷹たか森もり雄ゆう星せいは、観客席で決戦を観戦した。プロになって、本気でそこを目指すからこそ、この高さに届くものかとあきらめと疑いにさいなまれる。もう、憧あこがれだけではない。見上げることは、そこにたどり着くと決めた者には、自分の足りなさを見つめるということなのだ。


    　兄弟が目標とした年間ＭＶＰ、もっとも高い場所にヒーローとして立ったのは《ホライズンズ》のエースで得点王の、ダリオ・エ・カヴァロだ。届かないことが、去年までとは違って、嫉妬と焦りをわき上がらせる。


    「今年は、そのてっぺんを預けといてやるさ……」


    　言っていて自分でわかる負け惜おしみだ。それでも、言葉にすると、世界のてっぺんに向かって思い切り石を投げたようで、わくわくした。


    　彼らは、もう、新たな戦いのさなかにいた。

  


  
    第一章


    



    　一部リーグには、前年二十五位より下位チームは、次年の優勝に絶対からめないというジンクスがある。


    　全三十チーム中、二十七位から最下位までのチームは、太陽系二部リーグの一位から四位と争う入れ替え戦送りになるためだ。


    　これは、合計八チームによる総当たり戦の、チームの命運がかかった熾し烈れつ極まる勝負だ。当然、チームはぼろぼろになるし、機材の損失も選手の負傷も多くなる。こんな入れ替え戦だけは避けたいから、ここに落ちかねない二十五位以下のチームもなり振り構わない荒れる試合だらけになるのだ。


    　慣かん性せい制御という歴史を変える技術を握ったシルバーハンズの、二週間の没収試合の後の順位は、二十五位だった。もちろん、壮絶な袋叩だたきが始まった。没収試合で落とした勝ち星ぶんを取り戻すため、無理を重ねるしかないシルバーハンズには、必然として隙すきができた。最後は、制せい式しき機の《ホーリーグレイル》がクラッシュしすぎて修理が間に合わず、二軍の《クエスター》まで引っ張り出しての総力戦だった。


    　最終順位は二十一位。慣性制御を標準搭とう載さいした改修機、《ホーリーグレイル・アサルト》が間に合わなければ、危なかったというのが、スポーツ界の見方だ。


    　雄ゆう星せいは、スポーツ誌をパッド型コンピューター上で読む。シルバーハンズの通年の分析は、言われてみれば納得する部分は多い。だが、記事の最後に記載された次シーズンの予想順位に視線を走らせて、鼻で笑った。


    「わかってねえな、今シーズンは、シルバーハンズだろ」


    　スポーツ評論家によるシルバーハンズの次シーズン予想順位は、十五位だ。だが、まったく焦りはなかった。それどころか、雄星の口の端はは昂こう揚ようでつり上がっている。月面のアリストテレスクレーター内に築かれたドーム都市アリアンロッドに、彼はいた。次シーズンのための強化選手枠として、一軍キャンプに帯同が許されたのだ。


    　アリアンロッド市の空気は、調整されていて澄んでいる。空は、昼間の間はドーム天井に投影された青空だ。この直径十五キロメートルの巨大なメインドームの、高い場所では高度二百メートルを超える天井に、半透過式のパネルが一面に張られているのだ。月の自転周期約二十七日の、長い昼の間は強すぎる日光をほぼフィルタリングし、住民の二十四時間の生活リズムに合わせて天井に空を投影している。肉眼では自然の風景とまったく見分けがつかない空の下に、高層建築が立ち並ぶ。


    　雄星は、キャンプ練習場であるスタジアムへ向かって、大通りを歩き出す。シルバーハンズの公式トレーニングウェアを感知して、手に持ったパッド型コンピューターから目的地までの順路が空中に立体映像で表示される。歩いて十五分、走れば五分ほどで着くらしかった。


    　調整環境であるアリアンロッド市では、あらゆることが管理されている。大型の高級車が、信号がない車道を悠々と走り抜けてゆく。自動車はすべて自動運転で完全管理なのだ。


    　月面都市は、とにかく快適だ。生きてゆくには不自由がない。約七十年前に突然現れた《宇宙の王》と呼ばれる何者かがもたらした万能の道具、チル・ウエポンがそういう豊かさを人類に与えた。


    　それでも、彼らはストライクフォールというスポーツになった戦争に熱狂する。


    「しゃぁっ」


    　雄星は、気合いを入れて、車道を走る。走りながら、誰でも使える共用パッド型コンピューターを道の脇の返却ボックスに投げ込む。暴れずにいられなくなって、車を追いかける。


    　二百メートルほどダッシュして、振り切られては足をゆるめる。そして、次の車と競走する。スポーツ選手の習性か、最高のクオリティを突き詰めたくて、なにかというとトレーニングを始めてしまう。


    　結局、三キロメートルそれを繰り返す。シルバーハンズが練習場として借りている球技用のスタジアムに到着する。雄星は汗だくだ。前傾して、荒い息をつく。


    　シルバーハンズは、選手が生身で練習するときの場所として、昔ながらの野球の試合を行う競技場を借りている。宇宙では空気や水にコストがかかるから、運動場の確保が大変だ。特に、人気競技の選手が一堂に集まるとなると、場所選びがさらに限られる。


    　薄暗い選手用通路から、ロッカールームの脇を通ってベンチへ向かう。投影された青空がよく見える広いグラウンドで、シルバーハンズの一軍、雄ゆう星せいの憧あこがれたチームのスターたちが練習していた。


    　マウンド近くで柔軟体操をしている、スタイルのよいゴージャスな赤毛の美女は、ケイトリン・レヴェット。スタンド近くを、刃やいばのような緊張感をはらむ長身で細身の男性、ウェイロン・ヤンがランニングしている。一塁あたりでコーチと話している無精ひげの手足の長い男は、中軸を担になうユーティリティプレイヤー、ザッカリー・ヴィネットだ。


    　スポーツ中継で見たスターたちが、目の前で練習していた。


    「マジか、本物だよ、おい……」


    　雄星は、ベンチの同じ空気を大きく吸い込む。シーズンインに先だった仕上がりを見るため開幕直前に行われる、強化キャンプ──一軍キャンプに合流するとは、この人たちと一緒にやるということだ。


    　グラウンドに足を踏み入れる前に、大きく声を張り上げる。


    「おはようござまっス！　今日からお世話になる、鷹たか森もり雄星っス!!」


    　ずっと憧れていた選手たちが、こちらを向いた。背筋にびりびりするような緊張が走る。


    　かつて、弟の英ひで俊としと入れ替わって試合に出たとき、そこにいたのは雄星だったが彼自身だと認識されていなかった。だが、今は違う。


    　彼らから雄星に向けられる目は、あたたかいものではない。当たり前だ。雄星のせいで受けた没収試合がきっかけで、一軍は他チームから袋叩だたきにあった。かつていた二軍は余波で大変なことになっただけだが、この一軍は直撃を受けたのである。


    　それでも、一礼すると、勢いをつけて雄星はグラウンドにのぼる。しっかりと人工芝の地面を踏みしめ、足の裏に伝わる感触を確かめる。今日を最高の一日にするために、時間をかけて柔軟をしっかり行う。


    「緊張しすぎだよ！　自分のやること、しっかりこなさないとね」


    　振り向くと、柔軟中の雄星の背中が、突然、勢いよく押された。満面の笑みを浮かべた美しい少女に、背筋をぶっ叩かれた。健康的に上気した真っ白な肌が、ファスナーを大きく開けたトレーニングウェアの胸元から覗のぞいている。雄星が走り出すきっかけになった、同じ接近戦専門キラーの先輩選手、アデーレ・コンテだ。


    「ユウセー！　押すよ」


    　ポニーテールの金髪を揺らして、笑顔の彼女が背中をぐいぐい押してくる。身体からだを折り曲げて心地よい痛みと、筋肉が伸びる感触を楽しむ。


    　そして、立ち上がろうとしたとき、隣に座ったアデーレが、しなやかな筋肉がついた自みずからの背中を、ちょんちょんと指さす。


    「今度はユウセーが押すんだよ」


    　アップの途中だったのか、彼女のうなじがかすかに汗ばんでいる。その熱気に、たじろいだ。


    　思わず手をウェアの太ももでぬぐってから、彼女の背中にそっと触れる。体重をかけると、距離が縮まって肉体を意識してしまって、一瞬呼吸を忘れた。


    「弱いよ、ユウセー。もっと強く！」


    　彼女に不平を漏もらされて、力をかける。かたちのよい肩甲骨から背中にかけての肉が、雄ゆう星せいの手のひらを押し返してくる。


    　関節がやわらかいアデーレは、思い切り前屈すると足に自分の胸が押しつぶされる。


    　ふと女性らしさを垣かい間ま見てしまってどぎまぎしていた雄星に、背後から声がかけられた。


    「ぉう、ぉう、やってるねえ。キャンプのことなら、オレに聞きな」


    　軽薄な男の声だった。軽い足取りでやってきたのは、身長一九〇センチほどの細身の男だ。金髪で鼻び梁りようが太く、目は細く、表情は絶えず周囲を値踏みしているようだ。二軍で見事な手のひら返しを見せた、カール・リンネだ。一軍強化キャンプには、例年、雄星やカールのように、二軍で注目された選手が呼んでもらえるのだ。


    　雄星たちがランニングを始める頃には、一軍の選手たちが続々とグラウンドに集まってきた。シルバーハンズの公式ジャージ姿のコーチ陣もだ。


    　パッド型コンピューターを持ったケイトリンと、髪をオレンジ色に染めてウェアを着崩くずした女性選手が話しこんでいる。彼女を守る直掩機エスコートのポジションで活躍するメリッタ・イズメイリだ。その隣には、長いストレートの黒髪を結い上げた女性選手がいる。ユエン・コーだ。リーダーのケイトリンと、メリッタ、ユエンの二人のガンナーは、遠征先でよく食事をしながらネットに画像を上げていて、仲がよいことで有名だ。


    　コーチとマンツーマンで、ホログラムの標的を掴つかむ反射神経のトレーニングをする禿とく頭とうの巨漢がいる。第二リーダー機をつとめるオールラウンダーのアンドリュー・ペインだ。陰いん謀ぼうの犠牲になった弟の英ひで俊としが生きていれば、彼と同じポジションだった。


    　そして、外野フェンスあたりでひとり黙々と柔軟を行う、輪りん郭かくも荒々しい鍛きたえ上げた男は、ウェイロン・ヤン。最強だけがスタメンを掴むことができる接近戦専門のポジション、キラーの一番手をつとめる、シルバーハンズでもっとも暴力に長たけた男だ。


    「ユエンとメリッタ、いいよな。ショートパンツって、オレたちにパワーをくれるよな」


    　雄星に併走していたカールが、なれなれしく声をかけてくる。ずっと美人選手の足を見ていたのだ。


    　雄星は、広いグラウンドで練習するスターたちに目移りしそうな視線を、まっすぐ正面に向けるのにも苦労した。それでも、規則正しい呼吸が乱れないように、グラウンドを走る。


    「それどころじゃねえよ。キャンプで結果出さねえと、また二軍に逆戻りじゃねえか」


    　今日から、憧あこがれたチームの一軍のみんなが、彼のライバルだ。そして、雄星は、二か月後に開幕する今シーズンで活躍しなければ、選手生活を続けられない。


    　そのためには、たった二週間の強化キャンプで、戦力になるとアピールできなければ、一軍に上がることもできない。人生がかかった勝負のキャンプだ。


    　雄ゆう星せいは、彼の先を走る一軍選手たちの後ろ姿を見る。アデーレは、さっそく勝ち気を起こして、スターたちに突っかかるように全力ダッシュしていた。雄星が見習うべきは、あの無鉄砲さに思えた。


    「ダッシュすっぞ！」


    　一声あげて気合いを入れて、思い切りスピードをあげる。自分のペースを守るのは、後でもよかった。追いすがって、自分の武器を見つけて磨いて、それを首脳陣にアピールするしかないのだ。


    　そして、茶色の髪を後ろになでつけた四十代の男性、フォックス・アルバ一軍監かん督とくがグラウンドにやってきた。彼は六年前までシルバーハンズを支えていた名選手だった。雄星も、フォックス・アルバがリーダー機をつとめた試合に胸躍らせてきた。この人はヒーローだった。


    　アルバ監督が、グラウンドにあがってきた。そして、開口一番、言った。


    「アップが終わったら、着替えて搭とう乗じようゲートへ向かえ。全員、ストライクシェルに乗れ」


    　選手たちがどよめいた。


    　すぐそばにいた、長い髪をドレッドヘアにした彫りの深い黒人選手、エイジェイ・ロジャースが芝しば生ふにつばを吐いた。


    「マジかよ。一日目から機体に乗せんのか」


    　今日はまだ、シーズン終了後に五か月のオフシーズンを挟んでいた、キャンプの立ち上がり初日なのだ。雄星がスポーツメディアで知る限り、普通なら、プロチームでは、選手たちの仕上がりを確認したキャンプ三日目くらいからストライクシェルに乗る。それが、初しよっ端ぱなからだということは、つまり全員が自主トレでしっかり調整したうえでここにいると、監督は考えているのだ。


    　チームの実戦部隊トップが、三日間の練習日程を惜おしんでいる。選手おのおのが、どれだけ意気込みと問題意識をもってオフを過ごしてきたかが、試されている。それは、監督の、今年は本気で優勝を狙ねらいに行くという、決意の表れだった。


    　彼らはパイロットスーツに着替えると、シルバーハンズが借りているスタジアムから、自動操縦の送迎バスに分乗してゲートに向かった。バスは前後左右を武装した護衛の車列に守られている。雄星は、ファンとして競技を見ているときは、装甲を施された大型バスでの移動をおおげさだと内心思っていた。けれど、弟を失い、チームの仲間に裏切られた今となっては、物々しい車列にどこか安心感を覚えた。二軍の試合が襲しゆう撃げきされた事件は、一時はニュースになったが、解決しないまま闇やみに紛まぎれてしまった。軍事の問題では、すっきりしない展開になることは珍しくないと、シルバーハンズの情報担当部署の職員は言っていた。ストライクフォールは軍事に近すぎるスポーツだから、プロチームは不意の攻撃に備そなえて防備に気を遣う。身をもって体験すると、フィールド外のことで死ぬのはごめんだから、仕方ないと思えた。


    　車両の分厚い耐レーザーコート付き強化ガラス越しに、アリアンロッド市を見る。市内は明るく、計画して造成された景観は観光地らしく目に楽しい。月は、人類にとって、最初に本格的な移民が始まった歴史的な天体だ。人類にチル・ウエポンをもたらした《宇宙の王》が現れるより、ずっと早くから植民が始まっていた。


    　月面都市は、天井の形から、造られた年代がわかるのだという。今では当たり前になっている人工重力も、チル・ウエポンで実現しているせいだ。アリアンロッド市の広大なメインドームは、重力制御技術を前提に造られたものだ。その超技術が現れる前の月面都市は、直径三百メートル程度の狭くて天井が低いドームを、たくさん連結していたらしい。《宇宙の王》が到来して、約七十年で、世界は大きく変わった。雄ゆう星せいがいた地球は、積み上げられた歴史によってしっかりした設備が数多くあり、空気や水は自然から手に入ったが、他の地域はそうではない。設備が大きく変わると、風景が土台から一変する。


    　アリアンロッド市の行政区画から、もっとも近いドーム外壁に、大きなセキュリティゲートがある。ここが、市の最古の区画である旧ドーム市街だ。入植の最初の地は、人工重力が実現するより前の、野球場よりすこし大きい程度のドームだった。ゲートをくぐって、旧ドーム市街に入ると、突然天井が五十メートルほどにも低くなる。都市そのものが狭いせいで道幅も急にせばまり、息苦しさを感じるほどだ。大ドームが世界中から金持ちを呼び込む豪華なリゾート都市だとすれば、こちらは地元でもとりわけ貧しい住人が住むバラックのようだ。二車線の道を挟む建物は、二階建てか三階建てのものばかりで、レンガのような白い建材を積み上げて造られている。


    　碁盤の目状に道路を敷かれた旧ドーム市街をまっすぐ横断すると、乗用車ならかろうじて入れる程度のセキュリティゲートに行き着いた。大型バスのままではくぐれないので、車から出るよう同乗したコーチから指示が出る。


    　雄星は、何もかもが初めて見るものばかりで、完全に大きな子どものようになっていた。おっかなびっくり、古いケイ素材の床に降りる。地面を踏む感覚は硬く、空気は大ドームよりも明らかに乾いている。空の色はいかにも投影されたくすんだ青で、街の匂いもまったく違っていた。


    　思い思いに練習前の緊張を楽しむ選手やコーチに混じって、雄星は宇宙都市の異国情緒に打たれていた。スタジアムを出て、たった十分で、まるで別の国に来たかのようだった。


    「びっくりした？　古い宇宙都市って、こんな感じだよ？」


    　アデーレが、そんな雄星に、面白そうに声をかけてきた。彼女も、宇宙コロニー生まれの宇宙住民なのだ。


    「スタジアム出て、十分しか車に乗ってないのに、まるで外国に来たみたいだな」


    「そこのゲートをくぐったら、昔の宇宙港だから、もっとすごいよ！」


    　そして、楽しそうなアデーレの言葉のとおり、雄ゆう星せいはゲートをくぐって唖あ然ぜんとすることになる。


    　空を、真っ暗な宇宙と、数えきれない星が覆っていた。そこは、だだっ広い、さっきの旧ドーム市街よりも広大な空間だったのだ。大気がない月の風景が丸見えなのは、天井も壁も透明なせいだ。


    　雄星は、巨大なガラス張りの展望室に入ったような絶景に打たれていた。地平線は大気がないせいでぼやけず、地球からではあり得ないほど黒い宇宙と白い月面のコントラストが鮮あざやかだ。空がとてつもなく広い。そして、巨大な青い星──地球が、まるで地上から見る月のように欠けている。


    　一軍の選手たちが宇宙港の奥へと歩いていく中、雄星は興奮して立ち尽くしていた。地球から見上げていた月にいることに、感慨を抱いているだけではない。


    「ここで、これから練習するんだな」


    　思わずため息が出た。そんな雄星の顔を、回り込んできたアデーレが覗のぞき込む。


    「すごいでしょ！　百年くらい前に、カメラつけるより、壁とかを透明な素材で造るほうがいいって、流は行やったんだって」


    　だが、アデーレのそんな説明に、突っ込む声がした。


    「ちげぇよ。素材のほうが先に進歩しただけだ。チル・ウエポン時代よりも、宇宙開発で素材革命が起こったほうが早かったのさ」


    　声のほうを振り返ると、身長二メートルを超える長身の男がいた。サングラスをかけた、ドレッドヘアの長身の黒色人種のこの選手を、雄星はよく知っていた。中軸選手であるエイジェイ・ロジャースだ。エイジェイは、名門の大学リーグ出身のインテリなのだ。


    「そうなの？」


    　アデーレが、さっきまで得意そうにしていた顔を、きょとんとさせていた。エイジェイが、足を止めて星空を見上げる。


    「コンピューターは、《宇宙の王》がやってきてからこっち、進歩してねえからな。チル・ウエポンは、コンピューター制御じゃなくて人間でなけりゃ作動させられないせいで、開発予算がチル・ウエポンに全振りされてる。けどまあ、新素材ってやつは、コンピューターの発展で進歩するんだな。コンピューターに半世紀近くぱっとした成果がねえから、ストライクシェルの装甲や部品に使われてる素材も、理論はチル・ウエポン以前にあったもんばっかだ。……あの《ホーリーグレイル》の装甲だってな」


    　宇宙港は、旧ドーム市街全体よりも広大だ。しかも、不安になるほど仕切りや装置もほとんどなく、物流倉庫の役割を兼ね備そなえていたことがわかる。そこに、白い巨人が片膝をついた駐機姿勢で整列している。シルバーハンズの一軍制せい式しきストライクシェル《ホーリーグレイル》だ。


    　身長六メートル。ブースターの加速速度、姿勢制御スラスターの出力ともに高く、高出力のジェネレーターをオーバードライブすることで、一時的にさらに大きなパワーを得ることができる。シルバーハンズのチームカラー、誇りある白プラウド・ホワイトを背負う、名機である。


    　雄ゆう星せいは、月面の強い太陽光に照らされた白騎士たちを、眺ながめる。選手たちが、のびをしたり雑談をしたり、思い思いの方法で緊張をほぐしながら、機体へ向かっている。


    　濃く長い影を伸ばす巨人騎士たちの姿は、まるで神話から抜け出てきたかのように厳おごそかだ。彼らこそが、世界で一番新しいおとぎ話をつむぐ主役だ。雄星が子どもの頃から憧あこがれた世界が、ここにあった。


    　思い切り頬ほおを叩たたいて、気合いを入れる。


    「うっしゃっ！」


    　声をあげた雄星へ、アデーレはうれしそうに、エイジェイは試すように目を向ける。


    　自分の機体があるだろう奥のほうへ、雄星は駆けだした。《ホーリーグレイル》、スポーツ中継で数え切れないほど見てきた夢の機体に、彼もついに乗ることができる。


    　だが、アルバ監かん督とくが彼を呼び止めたのだ。


    「タカモリ、おまえの機体はあっちだ」


    　監督が指さしたのは、宇宙港の隅だ。天井からぶら下がった荷運び用クレーンの、ピック用かぎ爪づめのすぐそばに、一機だけ、黒い機体がたたずんでいた。


    　見間違えようもなかった。丸みを帯びた力強いシルエットは、二軍制せい式しき機のものだ。ただ、背部から長く巨大な角のように伸びている装置だけが、アンバランスで異様な雰囲気を漂ただよわせている。これが、ストライクフォールと人類の歴史を変えたと言われる、慣かん性せい制御装置だ。《クエスター・アサルト》──雄星を一軍キャンプに連れてきてくれた機体が、そこにあった。


    　雄星は、黒騎士の足下にたどり着く。機体を見上げていると、ほんの半年ほどで自分の運命が転変したことが、誇ほこらしさと苦しみがないまぜな感慨として胸によみがえる。弟である英ひで俊としが死に、弟になりすまして《コントラクター》で一軍の試合に出たこと。《コントラクター》の《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》が、慣性制御ユニットを作り出したこと。そして、試合後に拘こう束そくされて、次シーズンで活躍することを条件にシルバーハンズと契約したこと。そして、二軍からキャリアをスタートし、実力では未熟すぎたから、孤こ独どくの中で努力を積んだこと。そして、この《クエスター・アサルト》と出会って、慣性制御を多用できるパワー型プレイヤーとして目覚めたこと。彼がたどり着いた道の先が、この黒騎士だった。


    「また、世話になるな」


    　相棒に、声をかける。ストライクフォールは人機一体の、ストライクシェルなしでは成り立たない競技だ。雄星が、この勝負の強化キャンプで浮かぶも沈むも、この《クエスター・アサルト》でどんな結果を出せるかにかかっている。


    　身長六メートルが標準のストライクシェルでは、操縦槽コツクピツトは機体に背負われるように後背に設置されている。操縦槽コツクピツトから垂れた、ワイヤー式の簡易エレベーターの踏み台ステツプに足をかける。自動でワイヤーが巻き上げられて、雄ゆう星せいは上部の開いた蓋ふたから乗り込む。


    《クエスター・アサルト》の操縦席は、オーソドックスな、サドルに腰掛けて上半身をガイドダンパーに固定するタイプだ。ヘルメットをかぶって搭とう乗じよう姿勢をとる。ヘルメット内部のディスプレイに、起動リストが表示される。ストライクシェルを成り立たせる万能の装置、チル・ウエポンの動作チェックが開始する。そして、ストライクシェルのもっとも基本的な機能、パイロットを守るチル・ウエポンであるセーフティシェルが起動した。


    　機体各所のカメラとセンサーが、ヘルメット内ディスプレイと同期する。


    　ヘルメットの通信器から、管制オペレーターによるチェックアナウンスが聞こえた。


    〈ユウセイ・タカモリ。《クエスター・アサルト》、管制側機体チェック、オールグリーンすべて問題なし。機体側チェックをお願いします──〉


    「鷹たか森もり雄星、《クエスター・アサルト》機体側チェック、オールグリーン。行き先指示お願いします」


    　雄星の要よう請せいにこたえて、ヘルメットに順路が表示される。


    　脳波コントロールで、ストライクシェルがその鋼の足を踏み出す。重い足音を力強く鳴らして、巨人が透明な屋根の下を進む。チームメイトたちが、大型エアロックに入ってゆく。招しよう聘へいされていたキャンプの参加選手が六十人以上、自然と、見事に整列している。


    　かつては都市の正面玄関を担になったのだろう、宇宙港のメインエアロックの入場口を雄星もくぐり抜ける。この騎士たちの列に、自分も並べることが誇ほこらしかった。


    　都市宇宙船でも見たことがない大型エアロックのドアが軋きしみながら閉じる。そして、エアロック内の空気が急速に抜かれてゆく。ヘルメット内ディスプレイで、周辺気圧の数値が下降してゆく。そして、地球大気密度の百兆分の一しかない月面の外気圧に、気圧が釣り合う。それと同時に、月面側のドアが開き出す。


    　まわりの地面は灰色だ。真夏の陽光よりもなお強い、大気に減げん衰すいされない日光が、あらゆるものを炙あぶっている。ごつごつした月の岩が転がっている。


    　その輝かがやきにあふれる世界に、騎士たちが歩み出てゆく。透明な壁と天井の宇宙港ですら、相当に光を減衰していたのだと知った。


    《ホーリーグレイル》の純白の装甲が、ぎらぎらと陽光を照り返している。シーズンオフで、装甲にはスポンサーステッカーが何も貼られていない。


    　月面クロウラーが停車していた。施設に武器を持ち込む許可が出ないとき、ストライクフォールでは施設外に武器車両を置くことが多いのだ。


    　アルバ監かん督とくから通信が入った。


    〈各自、まずは銃をとれ。まずは射撃からチェックする〉


    　一軍選手たちとともに、雄星は、武器を取りに歩く。その一歩で、よろけた。思った速度で足を踏み下ろせないのだ。


    「そうか。月の重力は、地球の六分の一だったな」


    　人間は、歩くとき、足を踏み下ろす力を、自分の筋力だけではなく重力に頼っている。彼らが自然な動きだと思っている動作は、重力を利用したものだ。だから、重力制御で地球と同じ重力を作っていたドーム都市から月面にくると、イメージ通りに動けない。


    　雄ゆう星せいは、まわりのスターたちに遅れないようにと、コンテナを積んだクロウラーへと向かう。一軍の選手たちは、ぶ厚い砂の層に岩が転がる月地表でもまったくふらつくことはない。高度な姿勢の制御を、当たり前のようにこなすのだ。


    　緊張で、手に汗がにじんだ。誰も彼もが、自分よりも遙はるかにレベルが高い選手だった。クロウラーのコンテナから、雄星は大型のレーザーを手に取る。練習を続けてはいるが、射撃はまだ苦手なままだ。少しでも当たりやすいレーザーを扱あつかうのが最良に思えた。


    　次に何をすればいいのか迷っていると、選手たちが次々に、荒れ地に設置された巨大な金属のレールのほうへと向かってゆく。ここは宇宙港だから、船を飛び立たせるための施設があるのだ。


    「どうすればいいんだ？　これ、他の選手の後ろに引っついていけばいいのか？」


    　どうすればいいのか迷う雄星に、通信でアデーレが教えてくれた。


    〈マスドライバーだよ！　見て！　ゴンドラに、三つ足場がついてるでしょ。三機いっぺんに飛ばすやつだから、ユウセー、いっしょに飛ぼっか？〉


    　百メートルほど離れたあたりから、アリストテレスクレーターの縁へと向かって二キロメートルほどもまっすぐに伸びた銀色のレールが、合計六本。この一本一本が、宇宙船に高い初速を与えて飛ばすマスドライバーなのだ。


    「さっすが月だな。こんなの地球じゃ使ってなかった」


    〈短い距離ですっごい加速できるんだけど、地球でそこまでスピード出したら、大気摩擦で機体燃えちゃうもんね！〉


    　アデーレが、とても楽しそうに言った。彼女は、野蛮で危険なことが大好きな、蛮族なのだ。そんな彼女の機体は、真しん紅くに塗装された、鋭角的で肩が上へと張り出した独特なフォルムのストライクシェルだ。両手の指に格闘用ワイヤーを装備し、キラーとしての使用に特化したアデーレの専用機、《レッドソーン》だ。


    　アデーレの《レッドソーン》は、扱いの難しそうな大型レールガンを抱えていた。彼女も専門が接近戦だとはいえ、射撃もプロとして十分通用するくらいうまい。戦いにかかわるあらゆるセンスが、抜群によいのだ。


    　監かん督とくからの重要コールを意味する《注意caution》の表示が現れる。


    〈第四から第六が、シルバーハンズが使えるマスドライバーだ。一般の使用客もいるから、迷惑をかけるな〉


    「わかったぜ！」


    　雄ゆう星せいは、おそれを隠すように声を張り上げる。活躍できないことも、自分が下へ手たくそだと思い知らされることも、憧あこがれの選手たちの前で無様をさらすことも、ご免だった。


    　だが、腹の底から熱いものがこみ上げて、止まらなかった。ひょっとして、何か目に物見せられるのではないかと、楽天的な部分がわくわくしていた。それに、もしも負けたとしても、今の自分の全力を見てもらえることが、うれしかった。


    　勢いよく、マスドライバーの巨大なレールへと、ストライクシェルで駆ける。身長六メートルの巨人も、月面ではその動きが軽やかだ。低重力のせいで、蹴け立てた砂レゴリスが空中にいつまでも滞留して、まるで煙幕のようだった。


    〈子犬かよ？　走んな、視界が悪くなるだろ〉


    　ハスキーな声の女性から、通信でしかられた。美人選手で有名なメリッタ・イズメイリである。


    「すんません！」


    　そうは言っても、今さら舞った砂すな埃ぼこりがおさまるはずもない。


    　砂さ塵じんの向こうから、《ホーリーグレイル》の白い機影がやってくる。その機体から、雄星機に通信が入った。軽薄なツラをしたカール・リンネからだった。


    〈オレがいっしょに飛んでやっか。なんつっても、一軍経験はそれなりにあっからよぉ！〉


    　二軍と一軍を行ったり来たりしているわりに、カールの態度は大きかった。手のひらを返すのが早い、驚くほど無節操な男でも、カールの経験はそれなりに助けになる。


    「頼むよ。マスドライバーの乗り方もよくわかんねえんだ」


    　だが、連れだって打ち上げ台に向かおうとする雄星たちを、通信が呼び止めた。スポーツ中継やインタビューで何度も聞いたことがある声だった。


    〈アホか？　ド素人しろうと同士で飛んでどうすんだ？〉


    　エイジェイ・ロジャースだった。踊るような軽い足取りで《ホーリーグレイル》を歩かせ、エイジェイが先導する。


    〈カール、おまえはチャンと、ピエル＝ルイスと乗れ。こっちのルーキーは、おれとだ〉


    　エイジェイ機の後ろについて、金属製のレールへと近づく。厚みが二メートルほどもあるレールが並行に伸びた、まっすぐな構造物が横たわっていた。レールの上に、そりのような台座が設置されている。台座上には、ストライクシェルの足を固定する金具が、三つ横並びにセットされていた。この上に足を固定して、マスドライバーで空高く機体を放り投げるのだ。エイジェイの後ろについて、台座に跳び乗り、機体を固定する。


    　去年の自分に言っても絶対に信じないような、まさに夢みたいな経験だった。


    「すげぇな。エイジェイ・ロジャースとタンデムかよ……」


    　雄星は、夢の中にいるようだった。かつてとは違って、今は英ひで俊としではなく、鷹たか森もり雄星だとわかってくれている。真剣勝負なのに、どこか心が浮うわついていた。


    　ヘルメット内ディスプレイに、射出のカウントダウンが現れる。


    　わくわくしながら待っていた雄ゆう星せいに投げかけられたのは、冷や水を浴びせる一言だった。


    〈カッ、腑ふ抜ぬけやがって！　いつまで観光客気分だ〉


    　エイジェイ・ロジャースだ。スポーツメディアのインタビューでは知的な紳士のエイジェイに、嘲あざけられていた。


    「誰が観光客だって？」


    〈おめえだよ、おめえ！　一軍の、憧あこがれの選手と一緒に練習できて、うれしいか？〉


    　足下を見透すかされた恥はずかしさに、顔が熱くなった。それと同時に、怒りがわいてくる。相手が誰であろうと、侮あなどらせていてはならない。


    「うれしいね。あんたたち、いっつも中継で見てた選手と並んで、追い抜けるんだからな！」


    　カウント、三スリー、二ツー、一ワン──。


    　そして、《投射インジエクシヨン》の告知とともに、マスドライバーの加速が始まった。


    　一瞬でレールを伝って台座が速度を上げ、アリストテレスクレーターを横断し、その縁を這はい上がって月面上空へと射出される。大気密度がゼロに近い月面だからこそ、すさまじい加速で引き裂かれることはない。星の海へと、機体は投げ込まれる。秒速十五キロメートル、地上からの加速としては、破格の加速性能だ。高出力の重力カタパルトを地上で使いすぎると、月の自転に影響を与えてしまうから、これが法定限界速度だ。


    　星の海に沈んで、少しずつ遠ざかり小さくなってゆく月を見下ろす。同じマスドライバーで上がってきたエイジェイが、雄星の頭上にいた。


    〈ハッ、おれたちも舐なめられたもんだな。おまえさんが、ウキウキしたまま、おれたちを追い出せるような結果を出せるってか？〉


    「ウキウキしてて、何が悪いんだよ！　俺は、楽しくてたまんねえんだ!!」


    　雄星は、それをぶつけるように、エイジェイへと銃を向ける。


    　ストライクフォールは、矛む盾じゆんを抱えたスポーツだ。気持ちを、自分の存在をぶつけるために、銃を向け合う。続けて打ち上げられてきたチームの選手たちも、それぞれに射撃体勢をとっていた。一流の選手たちの気合いが、真空の空を熱気であふれさせるようだ。


    　アルバ監かん督とくが、臨戦態勢の騎士たちに、力を見せろと檄げきを飛ばす。


    〈全員あがったな？　では、二人一組で、模擬弾で射撃訓練キヤツチボールだ。時間は五分。……当然、勝敗のスコアは、スコアラーがすべて計算している〉


    　そして、撃うち合いが始まった。


    　模擬レーザーと模擬弾が、月の北極近くの闇やみ夜を切り裂いた。ストライクフォールは、宇宙の競技だから、地上のそれとは戦闘距離と速度が隔かく絶ぜつしている。雄星は、秒速十五キロメートルの機体から、近似した軌き道どうを飛ぶエイジェイ機へとレーザーを放つ。彼ひ我がの距離は、二十キロメートル。宇宙ではごく近距離だ。


    　雄ゆう星せいの思考に反応して、《クエスター・アサルト》が両手持ちの中型レーザー銃を撃うつ。すでに、エイジェイ機は、狙ねらった位置から移動していた。メインブースターの噴ふん射しや光が、視界に鮮あざやかな輝線を引いて横切る。物体が現在の運動状態を保ち続ける力──慣かん性せいで流されながら、ブースター噴射の推力を合力させて、急速に軌き道どうを曲げたのだ。ストライクフォールの機動の基本である慣性イナーシヤルターンだ。


    　エイジェイが、レーザーをこちらへ向ける。雄星の回避の意志に反応して、チル・ウエポンが体温を奪うかすかな寒さむ気けとともに、視界からエイジェイ機が消える。慣性力のはたらく方向そのものを操作することによる、減速なしの極限の高速ターン。これが、《クエスター・アサルト》に備わった、ストライクフォールという競技の歴史を変える力だ。


    〈それが、慣性制御か──、なんて言うと思ったか？〉


    　エイジェイの声とともに、模擬レーザーが命中したという告知がヘルメット内ディスプレイに表示される。


    　雄星が、初めて慣性制御を発動させてから、およそ半年になる。その間に、一軍も《ホーリーグレイル》の慣性制御改修機を使っていて、すでになじみある技術になっているのだ。昨シーズンの最後の数試合では、シルバーハンズ以外のチームも慣性制御機を試合に出場させており、対戦も発生している。慣性制御による機動は強力だが、もはや使えばそれだけで勝てる力ではない。


    「さすがだよ、チクショウ！　ろくに軌道も見えてねえはずだろ。なんで、こんなあっさり」


    　エイジェイのレーザーがこちらに向いていた。人間に反応しきれる速度変化ではないから、動きを完かん璧ぺきに読まれたということだ。雄星は、二軍の感覚なら見失わせている目算だったから、背中に冷や汗がにじむ。自分が積み上げてきたものがまったく通用しない予感がしたのだ。


    〈そいつは自分で考えるんだな、ルーキー。試合で、相手チームが、おまえさんのダメなとこを教えてくれるとでも？〉


    　一流選手の前にいるのだと、思い知らされる。照準をつけようとするたびに、慣性制御ユニットを積んでいないはずのエイジェイが、視界から消える。そして、雄星の銃じゆう口こうの前には、常にエイジェイはいない。


    　雄星は、二軍で結果を出して、一軍キャンプに呼ばれた。なのに、一軍の選手と一対一だと、明らかに格が違った。


    　流星同士をぶつけ合うように、超高速のストライクシェル同士が、互いの銃口の前から逃れ、死角を取り合う。だが、どちらが優位かだけは常に明らかだった。最新の超技術である慣性制御で、雄星はエイジェイの背後を何度もとっている。なのに、当たるのは慣性制御機に乗っていないエイジェイの攻撃で、雄星からは、かすめればいいところだ。


    　荒い息をつく。何度も仕掛けるたび、無力にうつむきそうになる。今、どうしようもない腕の差を見せつけられていた。


    　言葉が出ないように、歯を噛かみしめた。言葉が漏もれたら、弱音になると思ったのだ。


    　模擬ダメージを示す棒グラフの目盛りゲージが、どんどん縮んでゆく。同じように空を飛んで、同じように銃を向け合っているのに、勝てるビジョンが浮かばない。たった数分で、格付けが済んでしまったかのようだった。気力が弱まると、まわりはどんな様子かと無性に気になった。集中力が落ちかけているのが何より恐ろしくて、自分を叱しつ咤たする。


    　必死だった。神経をすり減らしていると、月上空のわずかな重力で機体の軌き道どうが微妙に歪ゆがんでいる気がした。レーザーがまったく相手に当たらないことを、機体トラブルなのではないかと疑った。そうではないと、頭の中の冷静な部分がささやいていた。


    　──努力してきたつもりだった。シーズンの終わりには、二軍で存在感も出せたし、オフシーズンにもずっとトレーニングを続けてきた。足りなかった基礎を、死にものぐるいで固めてきた。下へ手たくそだった射撃だって、ずいぶん改善したつもりだった。


    　なのに、まったく届かない。


    　何をやってもエイジェイに読まれて、模擬レーザーに被弾した。これが試合なら、すでに雄ゆう星せいは満まん身しん創そう痍いで機体はぼろぼろだった。こちらからの攻撃は、ストライクフォールでもっとも命中しやすい武器であるレーザーを使ったのに、ほぼ機体をかすめただけだ。


    　そして、五分経過を告げるブザーが、通信機越しに鳴った。


    　まったくいいところを見せられなかった。


    　雄星は、萎なえそうな気力をなんとか振り絞しぼろうと、天を仰あおぐ。


    　一軍の壁はとてつもなく厚くて、今年中に活躍など本当にできるのかと、愕がく然ぜんとした。自分が、あまりにも弱すぎた。これほど差があったら、たった一年で這はい上がれるとは、まったく信じられなかったからだ。


    　身体からだの芯しんを縛りつけるような疲れに、雄星は荒い息をついて、しばらく動けずにいた。超常の力と引き替えに人体から体熱を奪うチル・ウエポンの作用ではなく、心からくる寒さむ気けに襲われていたのだ。


    　だが、来期の優勝を目指す一軍の訓練は、雄星の心のケアなど当然待ってはくれない。


    〈タカモリ、何をしている？　次の相手だ。休憩までに、まずは十本行くぞ〉


    　そして、雄星が撃うち合うべき次の選手が、ヘルメット内ディスプレイに表示される。銀色に染めた髪をオールバックにした、貴族的な風貌の男だ。地球を根拠にするチームを渡り歩いてきたベテランで、狙撃の名手、ピエル＝ルイス・シディ・モンテだ。


    〈ラッキー、お次はルーキー君か。これは、一息つけそうだ〉


    　スポーツ中継で応援してきたスターたちが、雄星を打ちのめそうと襲いかかってくる。当たり前のことだ。このキャンプは、彼らと限られた一軍選手の座を奪い合うための場所なのだ。


    「休憩ポイント扱あつかいはヒドくねっすか！」


    　雄ゆう星せいは、戦闘開始のブザーと同時に、ピエル＝ルイスに向けて突進する。距離は遠距離で、二人の飛行軌き道どうは、速度も飛行方向もまったく違う。ストライクフォール競技では、普通なら、軌道の大きく異なる相手に近づくには、まず相手の軌道に一瞬だけ交差する──イントルードか、相手の軌道に方向や速度を合わせる──ランデブーかを、選ばなければならない。例外は、慣かん性せいを直接ねじ曲げる機動法、雄星の操あやつる慣性制御だけだ。


    　その圧倒的な優位を利用して、雄星は軌道を細かく変えながら、ピエル＝ルイスに肉薄する。雷光織りサンダーウイーブと呼ばれる戦闘機動だ。この急激な軌道の変化で、ピエル＝ルイスからは、雄星が視界の外からさらに死角へと、人間の反応速度では追随不可能な運動をしているように見えるはずだった。これは射撃の訓練で、接近戦はルール違反だが、自分の得意な間合いに入れば、雄星にも勝機がある。


    「あんま舐なめてっとなあ！」


    　吠ほえた。これまでに積み上げてきたものを、出し惜おしみせずに全部ぶつけるつもりだった。


    　雷光織りの弱点は、軌道を慣性制御で変えるたびにチル・ウエポンに体熱を捧げなければならないことだ。急激に体温が下がって、呼吸が浅くなる。だが、つらい程度で止まっていては、ストライクフォールでトップを目指すことなど到底できない。


    　一瞬で距離表示がゼロに近づく。名手ピエル＝ルイスが、まったく反応できていない。その背後を、完全にとった──。


    「この距離ならッ！」


    〈──工く夫ふうしたまえ〉


    　ダメージゲージが一気に半分以上削られた。直撃だった。


    　そのまま立て直す暇もなく、連続で撃うち込まれる。また、やりたいことを何もさせてもらえないまま、相手替えのブザーを聞いた。


    「なにがどうなってる？」


    　だが、逸はやる雄星に頭から冷や水をぶっかけるように、アルバ監かん督とくの宣告がくだった。


    〈タカモリ。慣性制御を使いすぎだ。体温がこれ以上下がったら、フィールドから、お前をおろす〉


    　負けていないと、気合いを入れ直す。


    「くそ！　まだ終わってねえ！」


    　そして、疲れが蓄積する雄星のヘルメット内ディスプレイに、また別の選手と撃ち合えと指示するマーカーが表示される。次は誰だと見てみれば、ひとりの選手が、マスドライバーの台座上にいて、上空に打ち上げられるところだった。


    　その選手は、光の矢のように、高速で打ち上げられるやいなやブースターを全開にしてさらに加速した。慣性ターンでこちらに向かう間も、常に限界まで加速している。


    　その、華はながある派手な機動を、雄星は知っていた。通信機から、忘れようもない声が響いた。


    〈よう、ユウセイ。こうして撃うち合うのは初めてだな〉


    　シルバーハンズの絶対エース、ジェシー・アインシュタインだった。宇宙にきて、初めて出会った一軍のスターだった。英ひで俊としと入れ替わったあの試合では、勝負を決めるアシストをしてくれた。そのジェシーと、雄ゆう星せいは戦うのだ。


    　雄星は、腹の底から突き上げてきた衝動のまま、笑い出していた。背中を震わせ、横おう隔かく膜まくを引きつらせて。


    　打ちのめされているのか？　いや、違う──。


    　今、雄星は、世界で一番しあわせな男なのだ。


    「ああ、行くぜ！」


    　わけもわからず、涙が出そうになった。


    　あまりに贅ぜい沢たくな夢を、今、体験していた。


    



    　そして、苦しく、悔くやしくも、このうえなく充実した初日の練習は、ついにラストの紅白戦を残すのみになった。


    　シルバーハンズの一軍選手たちと、雄星たち強化枠の選手たちが、月の上空五千キロメートルに展開する。ストライクフォールは、十五機ずつのチームで戦い、リーダーを撃げき破はすれば勝ちというシンプルな競技だ。


    　一軍の選手と試合ができる夢のチームで、雄星は、ケイトリン・レヴェットから直接指示を受けていた。


    〈ユウセイ・タカモリ。君は、こちら側のキラーだ。だが、今回はキラー戦術をやるつもりはない。エイジェイをつけるから、こちらの指示したタイミングで、敵編隊をかき回してくれ。標的は、試合が始まってから決める〉


    　シルバーハンズの第一リーダー機担当であるケイトリンが、雄星の紅白戦中の動きの指示を出した。


    　一軍の《ホーリーグレイル》の慣かん性せい制御改修機、《ホーリーグレイル・アサルト》は、キャンプ初日に四機しか間に合わなかった。だから、与えられているのは、赤チームではケイトリンと、中軸を支えるオールラウンダーのアンドリュー・ペイン。白チームでは、ジェシー・アインシュタインと、アラサー三十間近だが女の子のように見える男性プレイヤー、クリクリ・リビエルだけだ。


    　試合開始を告げるブザーまでの、カウントダウンが始まる。両チームのメンバー情報が、紅白戦の出場選手全員に転送されてきた。


    「相手の白チームは、ジェシーと、クリクリ、ウェイロン、ピエル＝ルイスにチャオ……、豪華メンバーだな。……アデーレも、あっちか」


    　そんな雄星のつぶやきに、カール・リンネが通信越しに反応した。


    〈こっちだって、豪勢だろうよ。なにしろ、ケイトリンとアンドリューの、うちの第一と第二リーダー機がそろっている。ユエンにメリッタのコンビに、ニキ、ソフィア……。カァッ！　うちのきれいどころがそろってるじゃねえかよ〉


    　カールの声を聞いていると、緊張していても仕方ない気がしてくる。この調子がよすぎる男も、こちらの赤チームなのだ。


    〈何より、オレがいて、相棒がいる。どうだ？　一発どでかい花火を、あげてやろうじゃねえか！〉


    　この男も、雄ゆう星せいが今日の練習でぼろぼろだったことを見ているはずだった。カール自身だって、うまくいっていたはずがない。ここで結果を出せるなら、一軍と二軍を行ったり来たりしていないはずだ。なのに、しっかり前を向いている。


    　雄星がカールを見直していると、エイジェイがこちらを呼んだ。


    〈余裕だな、カール。……せっかくだ。おまえも、ついてこい。ケイトリン！　カールもこっちで引き取っていいな？〉


    〈カール・リンネか……。かまわん。どうせ私も、そいつの有効な使い道が思いつかない〉


    　ケイトリンが、ある意味残酷な返事をよこした。赤チームのリーダー機をつとめる彼女は、チームの現場の戦術すべてを最終的に決断する現場責任者なのだ。


    　実質的な戦力外通告を受けたカールが、なにやら騒いでいた。


    　雄星は、ヘルメットのディスプレイに、相手チームの布陣情報を呼び出す。そして、愕がく然ぜんとした。


    「おいおい、相手方、リーダー機はアデーレかよ……」


    　意表をつきたいなら、まったくあり得ない采さい配はいではなかった。


    　アデーレの様子を、ＡＩ追尾カメラを通して呼び出す。ジェシー・アインシュタインが、アデーレの《レッドソーン》と、拳こぶしを合わせていた。いかにもジェシー好みな、エンタテインメント的な派手な展開だ。


    　そして、ブザーが鳴り、紅白戦が開始する。


    　開戦と同時に、アデーレのリーダー機を中心に白チームが前進してくる。十五機がひとかたまりになっている。


    　ストライクフォールでは、フォーメーションとして編成せずに一団で突撃を行うことはまずない。これはジュニアリーグで最初に誰でも考えて、誰でも挫ざ折せつする戦法だからだ。ストライクシェルの主武装が銃器なため、包囲されて集中砲火を受けると、いっそ笑えるほど短時間で壊かい滅めつしてしまう。


    　当然、ケイトリンが、アデーレたちの愚おろかな戦法を見逃すはずもない。雄星のヘルメットに、白チームの十五機編隊に対して後方から回り込む指示が表示された。


    「さすがに、これは無む謀ぼうじゃねえかな……」


    　雄ゆう星せいは、十五機がまっすぐこっちに突っ込んでくる異様な光景に、息を呑のんだ。だが、昨日までの常識が、慣かん性せい制御の時代ならひっくり返ることだってあるかもしれない。惑わされるなと首を横に振る。いくらなんでも、このフォーメーションで勝ったなんて、ジュニアリーグでも聞いたことがない。


    　ケイトリンの指示は、包囲する構えを見せて挑発することだ。慣性制御機を与えられたジェシーとクリクリを、この十五機から引き剥はがしたいのだ。白チームにいるこの二機さえ潰つぶせば、あとは勝敗のはっきりした袋叩だたき展開だ。


    〈ユウセイ。おまえの《クエスター・アサルト》があるぶん、我々のほうが慣性制御機が一機多い。だから、慣性制御機には慣性制御機であたるセオリーで、ジェシーかクリクリを釣り出せ〉


    　リーダー機の指示は、なかなかにハードだった。標的は、二人ともシルバーハンズの不動の中軸選手なのだ。


    「釣り出すったってよ。固まってるってことは、そんだけ守りは堅いんだぞ」


    　ぼやく雄星の前に、エイジェイ機が出た。


    〈仕掛け方を教えてやる。ついてこい、ルーキー〉


    　そして、カール機が、わざわざ加速して先導役を争うように前に出る。


    〈わかんねえことあったら、言えよ。オレは、ほら、相棒だからよ！〉


    　カール・リンネが、ストライクシェルに親指を立てさせる。《ホーリーグレイル》に乗っていると、カールでもいっぱしの一軍選手に見えた。


    　十五人のチームを、リーダー機のケイトリンは、三つの編隊に分けた。雄星たち三人で組んだ編隊と、アンドリュー・ペイン、ユエン・コー、メリッタ・イズメイリの三人の編隊、そしてケイトリンを直接掩えん護ごする直ちよく掩えんの九人だ。三人の慣性制御機を、三つの編隊に分けて敵を包囲するのだ。


    　秒速十キロメートルの超高速で、激突へと、赤チームと白チームとが急速に接近してゆく。


    　雄星にとっては、紅白戦とはいえ一軍での初試合だ。その緊張に、大きく息をつく。この試合は、おそろしく大味な展開になろうとしている。アデーレたちが総攻めで突撃してきた編隊を包囲して、リーダー機を削りきれば雄星たちのチームの勝ち。万が一、こちらのリーダー機のケイトリンまで突破されれば負けだ。


    　だから、敵編隊にとっての勝ち目は、ケイトリンを狙ねらうことに絞しぼられる。リーダー編隊以外を攻めてもどのみち包囲されるから、価値の高い標的を攻撃するしかないのだ。そのせいで、ケイトリンたちが動けば、そちらに向かって進路を限定されてしまう。これによって死地へと誘導されるから、いっそう包囲にかかりやすくなる。


    　今、セオリー通りにケイトリンたちが、アデーレ編隊の進行方向に対して直角に移動を始める。アデーレ編隊は、それに対して軌き道どうを曲げて対応するしかない。そして、そう進むとわかっているから、待ち構えていた雄ゆう星せいたちは有利な軌き道どうと速度で接近できる。


    　雄星たちの編隊を先導するエイジェイが、軌道を指示する。


    「わかったぜ！　タイミングは、俺が決めていいんスか？」


    〈ひよっこが。あいつらに読まれまくってんのに、させるわけねえだろ〉


    　エイジェイが指示したのは、衝しよう突とつ直前の敵に横合いから突入するコースだった。雄星の得意な接近戦を生かすための方法を、エイジェイが考えてくれた。いや、戦術はリーダー機が決めるものだから、たぶんこのプランはケイトリンのものだ。


    　胸で熱が暴れるようだ。一軍の第一リーダー機の彼女が、雄星のことをわかってくれていた。彼を勝利のために活いかそうとしてくれていた。だから、勝利で、このチームに報いたいと強く願った。


    〈総員、距離カウント合わせ！　三十秒で片付けるぞ〉


    　ケイトリンの号令に、チームが了解のコールを返す。アデーレたちの十五機編隊は、常識をまったく無視してひとかたまりで巨大な槍やりのような鋭するどいフォーメーションで突っ込んでくる。後のない一発勝負の構えだ。これから始まる勝負は、本当にこのたった一度の接触コンタクトで終わる。


    　雄星の目にすら、これはまったくむちゃくちゃに思えた。白チームのフォーメーションの中心にいるアデーレの《レッドソーン》をズームする。加速を続けて、速度は秒速二十キロメートルにも達している。


    《ホーリーグレイル・アサルト》に乗ったジェシーとクリクリの位置を確かめる。普通に考えれば、この二機が何かを仕掛けてくるのが当然だからだ。


    　十五機の編隊は、まるでのたうつ龍のように見えた。雄星たちも秒速十五キロメートルほどの速度を出しているせいで、相対速度は三十五キロメートル。牽けん制せいの射撃が放たれるが、彼らを迎げい撃げきする別働隊を分離する様子はまったくない。包囲するならしてみろと、誘いをかけているようにも見える。


    　雄星は、その速すぎる敵の圧力に、猛烈に嫌な予感がした。


    「やばいぞ！　一当てして速度を下げさせねえと、包囲する編隊が来る前に、予定ポイントを通り過ぎちまうぞ」


    〈手をつないホールドハンズで、慣かん性せい制御に相乗りタンデムする。おまえが中心だ！　今だ、行け！〉


    　エイジェイの突入の指示は、雄星のイメージするタイミングとは違った。


    「ちょっと引きつけすぎじゃねえのか!?」


    　雄星の《クエスター・アサルト》が伸ばした両手に、エイジェイ機とカール機が、左右から手を繋つなぐ。慣性制御は、接触している機体も引き連れるかたちで発動するのだ。


    〈撃うたれてひるんだりするんじゃねえぞ！　加速いっぱいだ〉


    　アデーレ編隊からの砲火が、雄星たちを襲った。十五機対三機ならば、本来ならこちらがあっさり墜おとされる圧倒的な火力差だ。だが、背部ブースターで最大加速を続ける敵は、側面から突撃する雄ゆう星せいたちを全力で迎げい撃げきすることはできない。迎撃態勢をとれば速度が落ち、アデーレ編隊にとっては、フォーメーションが縦に長く引き延ばされて次の動きを限定されてしまうということだ──本来ならば。


    〈牽けん制せい射撃だけだと!?　マジか〉


    　エイジェイが焦った声をあげた。こちらに飛んでくる火線は、十五機からくるにはあまりに密度が薄かったからだ。それはつまり、編隊を切り裂く雄星たちの一撃を防御しないということだ。


    「やばい、もう突っ込ませてくれ！」


    〈バカか、あっちにも慣かん性せい制御機が二機いることを忘れんな！　突入は三機同時だ〉


    　エイジェイが、逸はやる雄星を引き留める。彼らは、慣性に流されながら、アデーレ編隊の中心を切り裂く軌き道どうで飛んでいる。予測よりもアデーレ編隊が速いせいで、最大加速を続けてすらぎりぎり間に合うかどうかだ。


    　カールは、さしたる抵抗もなく突撃を決められそうだから、もうノリノリだ。


    〈難しいこと考えんなって！　コンタクトで二、三機も落ちりゃ、アデーレの蛮族脳だって冷えるさ、間違いねえ!!〉


    　接触まであと三秒──。


    　そして、完かん璧ぺきなタイミングで、雄星たちはアデーレ編隊を切り裂いた。両手を離して、《クエスター・アサルト》の両手を自由にする。三人で、ここで一機でも多く叩たたき落とす。エイジェイがレーザーで精せい密みつ射撃を浴びせ、カールが当たるを幸いと撃うちまくる。雄星も、手近にいた《ホーリーグレイル》に、慣性制御による無減速機動で斬りかかる。回避機動をとるが、通常機動で慣性制御を振り切るのは不可能だ。抜刀した液体金属の刀かたなで、胴を薙ないだ。疑似ダメージで撃げき墜つい判定が出て、セーフティシェルが発動する。


    　雄星は、わきあがった歓喜のままに、吠ほえた。


    「やった！　やったぞ!!」


    　一軍での初撃墜だった。


    　だが、そんな彼に、エイジェイが怒鳴る。


    〈ユウセイ！　追撃しろ!!　おれたちじゃ間に合わねえ〉


    　撃げき破はしたのは二機だ。だが、墜おとしたのは慣性制御機ではないし、まったくアデーレたちを減速させられなかった。相手を二機墜として、決戦に三機が間に合わなければ、差し引きでこちらの劣勢だ。


    「いや、リーダー機を信じろよ！　早く来い!!　追いついて、後ろから殴る」


    　雄星が慣性制御でエイジェイとカールを連れていけば、三機脱落にはならない。合流に一分かかっても、アデーレ編隊はケイトリンと接触するときかならず減速するから、確実に包囲できるのだ。


    〈……そうくるか。まァ、その理屈もわかる。だが、あいつらと秒速十キロ離されてる。かなりきっちィぞ！〉


    　全速で雄ゆう星せいへと突っ込んできたエイジェイ機の手を、雄星は掴つかんで、慣かん性せい制御で無理やり軌き道どうを同調させる。カール機も、遅れて到着し、追撃の準備は整った。


    　雄星が、再度、ブースターとスラスターを総動員して最大加速に入る。


    　今、まさにアンドリュー・ペインの第二編隊とケイトリンのリーダー機編隊が、巨大なアデーレ編隊を挟み込もうとしているところだった。雄星は、内心、これで決まったと思った。このままだと相対速度秒速三十五キロメートルという超高速のイントルード・アプローチで、ケイトリン機を確実に墜おとせないから、減速しなければならない。そんな馬鹿げた速度で敵を撃げき墜ついできるほどの決定力のある選手は、そうはいない。だが、減速すれば後ろからアンドリュー編隊に攻撃を受けて、白チーム本隊は壊かい滅めつする──。そう雄星が思ったとき、矢のように、白チームの編隊から一機だけ白騎士が飛び出した。《ホーリーグレイル・アサルト》、ジェシー・アインシュタインの機体だった。


    　たった一機のジェシー機が、計算し尽くした慣性制御機動でアンドリュー編隊のさらに背後に回り込む。普通の選手がやれば、自分が捨て石になって時間を稼ぐ構図だが、これは三対一で自分が勝てると挑発している。アンドリューは、慣性制御機に乗り決定力のあるエースを潰つぶす、絶好の機会に飛びついた。


    〈三十秒耐えろ、ケイトリン！　あのニヤケ野郎、叩たたき落としてやる〉


    　そして、アデーレ編隊が急減速を開始し、リーダー機編隊同士が激突した。ケイトリンの赤チームは九機で慣性制御機は一機、アデーレの白チームは十二機で慣性制御機は一機だ。今は劣勢だが、三十秒ほどでアンドリュー編隊の慣性制御機一機を含む三機、二分以内に雄星たち三機がさらに援軍にやってくる。


    　白チームの一軍の正キラー、ウェイロン・ヤンが、最初に突撃した。狙ねらいは、ケイトリンの直掩エスコートについたユエン・コーとメリッタ・イズメイリだ。これまで溜めていた力を一気に爆発させるような猛攻で、ユエンがまず撃げき破は判定を受けた。だが、ケイトリン編隊もやられっぱなしで終わるはずもなく、ウェイロンに集中砲火を浴びせる。死線をわたる数秒間の攻防で、メリッタとウェイロンが相打ちになった。


    　だが、この接触の瞬間に集中砲火を受ける選手がいることは、裏を返せば他の選手への攻撃が薄くなるということでもある。


    　アデーレ編隊の全機が、ただケイトリン一機に向けて殺到する。


    「全員でキラー戦術!?」


    　雄星が思わず声をあげたほど、それは常識破りな戦術だった。襲い来る射撃の嵐あらしを突っ切って、撃破されても進むそのさまは、ばかばかしいほど勇壮な光景でもあったのだ。


    　カールが呆あきれたように声をかけた。


    〈あっちの連中、頭がおかしいんじゃねえか？〉


    　絶え間ない連続突撃に対して、ケイトリンの《ホーリーグレイル・アサルト》が、落ち着いて慣かん性せい制御機動で大きく軌き道どうを変えてかわした。


    　当然、ここで慣性制御を切ってくることは、白チーム側も読んでいる。《ホーリーグレイル・アサルト》を駆るくせ者、クリクリ・リビエルが、ケイトリンを押し戻すような嫌なタイミングで、頭を押さえにきた。この動きに対応して、赤チームは、風に舞う落ち葉のようにとらえどころのないクリクリを包囲にかかる。クリクリほど、相手の嫌なところをつくのがうまいプレイヤーは、そうそういない。だが、ケイトリンは防御戦の名手だ。超高速の攻防で、詰め将棋のように追い詰めていた。


    　そして、その激戦の隙すき間まへ、真しん紅くの矢のように一機の機体が突っ込んだ。アデーレの《レッドソーン》だった。墜おちれば敗北のリーダー機が、みずから狙ねらい澄ました特攻をぶちかましたのだ。こちらは、完全に、ケイトリン編隊の虚を衝ついていた。


    《レッドソーン》が狙うのは、クリクリに退路をふさがれたケイトリンただ一機だ。その一対一を、ケイトリンは焦らず迎え撃うつ。


    　アデーレの声が、オープンチャンネルで聞こえた。


    〈そうだよね。そっちが慣性制御機の《ホーリーグレイル・アサルト》に乗ってて、非慣性制御機の《レッドソーン》と戦えば負けるわけがない。そう思ってるよね？〉


    　真っ向からアデーレがケイトリンに一対一の勝負を挑んだのだ。その様子をヘルメットのディスプレイで見て、雄ゆう星せいはぞっとした。天性の狩かり人うどは、ただ無む謀ぼうに身を投げたのではない。薄い勝ち目に賭かけて仕掛けていたのだ。


    〈機体が対等なら、一対一で負けるはずがないとでも言うのか。舐なめてもらったものだな！〉


    　リーダー機を守ってきたケイトリンが、一軍にあがったばかりのアデーレに挑発されて、退くはずもない。


    〈──わお！　かかった〉


    　アデーレの《レッドソーン》が、複雑な加速とターンで肉薄する。そして、ケイトリンの脇をすり抜ける。その瞬間、《レッドソーン》と、《ホーリーグレイル・アサルト》が、からみ合うように互いのまわりを激しく回転し始めた。


    　ケイトリン機がワイヤーにからめ取られたのだ。この状態では、もう慣性制御を発動しても距離を離して逃げられない。慣性制御は、発動時に触れているものをすべて引き連れて運動方向をねじ曲げるからだ。


    　だが、雄星はほっと胸をなで下ろした。


    「……これで決まりか」


    　雄星は、もっとも慣性制御に適応した新しいタイプの選手、パワー型プレイヤーだ。そのパワーに特化した選手の目から、勝負は決したと見えた。アデーレと接触状態なのだから、ケイトリンが慣かん性せい制御で味方の密集地帯へ移動すればいい。三回も慣性制御を使えば、一緒に引きずって、アデーレをちょうどいい場所キルゾーンまで連れていける。


    　だが、ケイトリンは、慣性制御を使わずにアデーレを撃うった。


    　絶好機を逃す、致命的なミスだった。


    　焦る雄ゆう星せいの疑問に答えたのは、ケイトリンではなく、オープンチャンネルのアデーレだ。


    〈ケイトリンさ。……わたしが十五機編隊を作った段階で、詰みだと思ってたでしょ？　昨日までそうだったから、今日も同じだってタカをくくった。昨日の常識なんて、全部通用しなくなってるかもしれないのに〉


    　そして、《レッドソーン》が小刻みなスラスター噴ふん射しやで、ケイトリンの射撃をかわす。その機体の勢いを利用して腕を力強く引き、ワイヤーをさらに強くからみつかせる。ケイトリンの《ホーリーグレイル・アサルト》の右腕が、肘ひじ関節から引きちぎれた。《レッドソーン》の手が、ケイトリン機の頭を鷲わし掴づかみにする。


    　白チームを束ねるアデーレは、リーダー機をつとめているが、もともとはキラー──接近戦の専門家だ。


    〈フィールドは、殺したり殺されたりする場所なんだよ。この展開が読めないの、ちょっと、殺意が足りなくない？〉


    　試合終了のブザーが鳴った。このとき、雄星は、ケイトリンが撃げき破はダメージを負ったことを知った。赤チームの誰もが、言葉を失っていた。衝しよう撃げきから立ち直れなかった。


    　開始からたった数分で、不動のリーダー機が撃破されたのだ。慣性制御は理由にならない。ケイトリンのほうが慣性制御機に乗っていた。


    　この結末がなぜ起こったのか、徐々に頭が回るようになってきて、理解が及んできた。ケイトリンは、ベストのタイミングで慣性制御を使わなかったのではない。使えなかったのだ。チル・ウエポンは、耐性が高い者からは少量の、低い者からは大量の体熱を奪う。ケイトリンのチル・ウエポン耐性では、慣性制御の連続使用は難しかったのだ。


    　結局のところ、雄星も、アンドリューも、あのケイトリン・レヴェットがワンチャンスで落ちるとは、思っていなかった。だが、アデーレ・コンテの嗅きゆう覚かくは、その勝機を嗅かぎ当てていた。


    　勝利を掴つかんだ赤チームでは、無茶なギャンブルを成功させたアデーレが、近寄ってきたチームメイトにもみくちゃにされていた。


    　練習試合にしては、激しすぎるダメージを受けて、ケイトリン機の右腕が月上空を漂ただよっていた。


    　──そして、これが、強化キャンプの波乱の幕開けだったのだ。


    



    　ケイトリン撃げき墜ついの波紋は大きかった。


    　ただのマグレではなかったからだ。第一リーダー機が、戦術で裏をかかれ、そしてチル・ウエポン耐性の低さのため慣性制御を連続使用できないという、弱点をつかれて負けた。真っ向からの敗北だった。


    　ケイトリン・レヴェットは、飽ほう和わ攻撃を受けると慣かん性せい制御で逃げられない。アデーレがついた弱点は、トップリーグでは、試合であらゆるチームから攻められることになる。そして、チル・ウエポン耐性は訓練では向上しない、純粋な才能の領域だ。どのチームも慣性制御で攻撃力が上がる来シーズンに、撃げき墜ついされれば即敗北のリーダー機を任せるには、不安がでてきたのだ。不動のリーダー機だったケイトリンが、今、資質を問われている。


    　そして、勝ったアデーレはというと、初日の練習後、アリアンロッド市の洒しや落れたカフェでテーブルに突っ伏していた。


    「うっそでしょ……」


    　額を天板に押しつけてこすりつけているから、彼女の金髪のポニーテールがしっぽを振っているようだ。


    　雄ゆう星せいはといえば、相談したいということで連れ出されて、予想外の展開に驚いている。


    「まさかのリーダー機候補に大抜ばつ擢てきかよ。すっげえ出世だよな……」


    　正リーダー機を引きずり落とした紅白戦の劇的な勝利の後、アデーレが、第三リーダー機に任命されたのだ。ストライクフォールでは、リーダー機が撃げき破はされると負けというルールなため、三セット勝負で行われる公式戦では、かならず二番手以降の控ひかえリーダーが必要になる。たとえば一セット目の敗戦時に第一リーダー機が試合に修理復帰できないヘヴィクラッシュを受けた場合、二セット目以降に出場する選手がいなくては試合を続行できないからだ。


    　アデーレが顔を上げ、月面都市の美しい青い空を、恨めしそうに仰あおぐ。そんな仕草すら、彼女がやると絵になった。


    「ああ、もう！　楽しくキラーしてたいのに!!　リーダー機とか、むちゃくちゃめんどくさいに決まってるよ！」


    「ぜいたくなこと言ってんな。第三リーダー機っていったら、第一第二の予備なんだから、ベンチ入りまでは確定じゃねえか。こっちは、開幕一軍に入れるかどうかも怪しいんだぞ」


    　シルバーハンズでは、第三リーダー機の選手が負傷治療で二か月ほどは合流できないため、早急な補強が必要だった。アデーレはその戦力の穴にすっぽり嵌はまったのだ。


    　対して、雄星は、まったくいいところを見せられなかった。


    　けれどアデーレは、心配した様子もなく、言ったのだ。


    「ユウセーは、一軍に残るよ。まちがいないし！」


    「そうは言ったって、一軍の選手と比べたら、まだまだだ。射撃も通常の戦闘機動も、このキャンプで一番ダメかもしんねえ」


    　現実を見せつけられたようだった。雄星としても、やるだけのことはやったつもりだったから、壁を高く感じた。


    「でも、半年前は二軍ぜんぶと比べても、一番下へ手ただったじゃん！　半年で、これだけ伸びるって、そうないよ。オフの間も、ずっとがんばってたじゃん」


    「ああ……。でも、この体ていたらくは、アデーレが紹介してくれたコーチには、ちょっと言いにくいなあ」


    　雄ゆう星せいは、シーズンオフの半年近くの間、アドバイスを受けて個人コーチを自分で雇って、地道に体力と基礎技術を向上させてきたのだ。毎日走り込みや筋力トレーニング、シミュレータートレーニングを含んだ、合理的なメニューを組んでもらって鍛きたえた。高校を自主退学したときは幼なじみに反対もされたが、すべてを懸けて走ってきたのだ。


    「絶対ほめてくれるって！　だって、一軍の練習にまじってるのに、負けることができてるじゃん!!　何をされたかさっぱりなわけでも、何にもわかんないわけでもないんでしょ。それって、すごいことだよ」


    　なんのてらいもなく、そうはっきり告げられると、自信がわいてくる気がした。アデーレ・コンテは、出会ったときから、すさまじいセンスで常に雄星の一歩も二歩も先をゆく選手だったのだ。


    「そうか……。それなら、俺にもチャンスがあるってことだよな」


    　舞台にすら上がれていないわけではない。それなら、新しい技術で何もかもが変わる今なら、シーズン開幕で一軍に残るチャンスがある。目の前で、シルバーハンズの序列が崩壊するのを目にしたばかりなのだ。ケイトリンの牙が城じようが崩くずれたからといって、雄星自身が強くなったわけではない。だが、まずは価値を認めてもらわなければ、その先はないかもしれない。プロの一流レベルでは、自分の可能性を伸ばすことすら、チャンスを活いかせるかどうかに左右されてしまう。


    「そうそう！　ユウセーはきっとすごい選手になる。そんな予感がしたんだ」


    　彼女には、雄星に見えていないものが、ちゃんとわかっているかのようだ。


    　思えば、彼女との出会いがきっかけで、雄星はここまでやってきた。彼自身も知らなかった可能性を見つけたほどのセンスの塊かたまりが、たかがチームひとつまかされただけで何を迷っているのか、不思議なくらいだった。


    「アデーレなら作れるだろ。イメージどおり敵をぶちのめす、最高のチームってやつをさ。ひょっとしたら、キラーよりも面白いかもしんねえぞ」


    　ふと、今、気づいたというように、アデーレがあどけない顔をした。そして、その顔が満面の笑みに変わる。


    「……なるほど。それは、なかなか素敵かもだ！」


    



    　アデーレ・コンテが第三リーダー機を引き受けたことにより、フォックス・アルバ一軍監かん督とくは、開幕後のチーム方針を三人のリーダーに話し合わせて決めることにした。


    　不透明な未来に打ち勝つため、三人に、競い合わせることにしたということだ。だが、昨年までひとりでこれを任されていたケイトリンにとっては、おのれへの信任の揺らぎを突きつけられたも同然だった。


    　そして、シーズン直前の強化キャンプでの激動が、スポーツメディアの興味をかき立てないはずがなかった。アリアンロッド市には、太陽系じゅうから百人を超えるメディアが押し寄せてきていたのだ。市街の外の月面にまで、わざわざ宇宙服を着て練習を見るためにやってくるほどの熱の入れようだった。


    　ほとんど大気のない月面に、巨大な撮影車両を十台以上も引き連れて、取材陣が陣取っていた。ＡＩ管理された大量の撮影ドローンも浮かんでいる。ストライクフォールの試合は、肉眼では絶対に視認不可能な速度で、普通のカメラの視野角では追い切れない移動距離で行われる。試合中継を撮影するときにも通じる、万全の態勢だった。


    《ホーリーグレイル》に乗ったエイジェイ・ロジャースが、それを見下ろしていた。


    〈おうおう、増えたねえ。メディアの皆さん〉


    　通信越しにその声を聞く雄ゆう星せいは、汗まみれだ。雄星の練習は、他の選手たちと比べてもいっそう激しい。足りないことが多すぎるうえに、チームで唯一チル・ウエポン耐性がＡを超える雄星は、慣かん性せい制御にかかわる訓練で便利に使われるからだ。


    　今日も、機体を接触させた状態の慣性制御で、複数の機体を引き連れる連れん係けい練習のポスト役をずっと繰り返していた。つまり、ばらばらの方向からイントルード突入軌き道どうで接近してきた選手を、慣性制御中の雄星が手を掴つかむことで、速度と軌道を無理やり自分の慣性系に同調させるのだ。宇宙空間では、一度分かれた仲間がふたたび集結することは、とても難しい。これが慣性制御で可能になったことが、チーム戦術を根本から変えてしまうと予測されているのだ。


    「そりゃそうと、ちょっと、こき使いすぎじゃねえのか。俺の練習、まだあんだぞ。射撃の練習してえんだけど」


    　雄星としては、ポスト役の練習は不本意なのだ。なんといっても、チームの誰よりも下へ手たな射撃をどうにか改善しないと、未来永えい劫ごう最下位のままなのだ。


    　監かん督とくから、次の選手がくると、通信が入った。


    　頭上と背後から、それぞれ二機ずつだ。それぞれ突っ込んでくる《ホーリーグレイル》を、つかまえて速度と軌道を同調させるのだ。


    　雄星は、ほとんど視認不可能な速度で突っ込んできた機体に、接近戦の専門家として培つちかった反射速度と技術で触れる。その瞬間、雄星の慣性系に組み入れられた《ホーリーグレイル》の速度と軌道が同調し、相対速度がゼロになった。そして、雄星と、速度と慣性方向を同じくする四機が、流れるように再度ブースターを噴ふかして、フォーメーションを組む。


    　ばらばらに飛んでいた選手たちが、雄星を中心に、わずか数十秒で、戦力になる編隊として再編されてしまった。これは、昨年までのストライクフォールでは絶対に成立しなかった、とてつもない進化だった。


    〈中盤のハブ役としてなら、いくらでも役目があるだろうに。リンカーとして立派に役割もらえるのに、そんなに嫌かねえ……〉


    　エイジェイがため息をついている。リンカーは、慣かん性せい制御で速度と軌き道どうを即座に同調できるようになったことで生まれた、最新のポジションだ。リンカーを中心ハブにして、ばらばらな軌道の選手からフォーメーションを簡単に組むことができるのだ。


    　だが、雄ゆう星せいには譲れないものがあった。


    「俺はキラーだっての！　キラーが前線に出ねえで、どうすんだよ!!」


    　ヘルメット内ディスプレイに現れた画面の中で、エイジェイがヘルメットを指で掻かいている。


    〈山ザルだねえ……〉


    　一軍キャンプに参加して、すくなくとも雄星にとっては、ひとつ変わったことがある。雄星をその罪から遠巻きにしていた一軍選手たちが、幾人かの例外を除けば、とげとげしい視線を向けてくることはなくなったのだ。エイジェイによると、ストライクフォールしか見えていないガキ丸出しの雄星は、好き嫌いがはっきり分かれる人柄らしい。


    「こんなに誰もかれもにサル呼ばわりされんのは、はじめてだぜ。どんだけサル扱あつかいだよ」


    〈サルで結構じゃねえかよ！　ま、おまえさんをサル扱いするやつの顔を、よく見とくんだな。そういうキャラだと認識されただけなのか、マジな軽けい蔑べつと憎しみを向けられてんのか、知っとくほうがいい〉


    　雄星は、背中に刃物の切っ先を押し当てられたような、恐怖と焦りを感じた。


    「憎むとこまで行くのかよ……」


    　エイジェイが、雄星が理り不ふ尽じんな想いを抱えているのを察したように、言った。


    〈アデーレとまとめて、問題児扱いだからな。特に、おまえさんのことは、キャンプに来た二軍の連中から、人柄だのやらかしたことだの話はしっかり聞いてんのよ。で、結果、こいつは深く考えてない山ザルだってことで、だいたい一致してんだな〉


    　二軍から強化キャンプに呼ばれたのは、雄星とカール・リンネ、英ひで俊としの相棒だったキラーのロバート・アッシュ、そしてガンナーのエラン・パクたちだ。彼らが雄星のことをどう言ったのかはわからない。だが、礼儀知らずのサル呼ばわりされるくらいのトラブルは、確実に二軍ではあった。そもそも、何もかもが足りなくて必死で、ストライクフォール以外のほとんど何も見ていなかったのだ。


    「……そりゃ、言い訳できねえな。やったことだから、もう受け入れるしかねえよ」


    　雄星だって、憧あこがれの選手たちには好かれたいに決まっていた。だが、後悔があっても言い訳のしようもない。雄星がこれまでやってきたことは、立派に無礼で無法だ。


    　この先の人間関係に悩む雄星に、エイジェイの声はひどく心強く響いた。


    〈まあ、そこはチームを信頼してろ。おまえさんは山ザルだが、そのままにさせとくわけにはいかん。まともなチームのおとなってやつを、誰かがやらなきゃならん〉


    「ぅす！　お願いします!!」


    　つまり、エイジェイ・ロジャースが、雄ゆう星せいの教育係につけられたということだった。贅ぜい沢たくな話だった。だが、そのぶん身が引き締まった。試合中継で応援していたスタープレイヤーに見捨てられでもしたら、あまりに情けなかったからだ。


    



    　その日の練習後のミーティングは、雄星にとっては緊張感に満ちていた。


    　エイジェイにいいところを見せたかった。それに、この中に自分を憎んでいる選手がいると思うと落ち着かなかった。明らかに自分よりも強い人間たちに、憎悪を抱かれていることの重圧は、ただごとではない。


    　ストライクフォールには莫ばく大だいな金額がかかっているのに、なぜかミーティングルームは椅い子す同士の隙すき間まがほとんどないほど狭い。雄星は、エイジェイとカールのそばの席を選ぶ。室内には、人間関係の小さな集団クラスターがいくつもできていた。


    　今日の練習で確認できたことと、浮かび上がってきた課題について、大柄な壮年の黒人男性、ヘッドコーチのオリバー・カークマンが分析していた。空中に浮かんだ立体映像ホログラムのディスプレイに、選手たちのプレイの様子が映し出されている。問題のあった箇所にくると、映像が止まって、コーチからコメントがくる。ＡＩ補助による画像分析でのチェックには見落としがなく、指示はおそろしく的確だ。


    　緊張感の中、ついに雄星の番がきた。カークマンヘッドコーチが、空中に大きく《クエスター・アサルト》を映し出す。


    「タカモリは、リンカーとして、他のプレイヤーをキャッチすることに、今のところ問題はない。よくやっている。これからも、慣かん性せい制御を使ったポスト役として、さまざまな集合パターンを試してゆくことにする」


    　一軍に来て、初めてほめられた。それだけで、興奮で頭がゆだったようだった。顔がにやけたりしないようにと、がんばって顔を引き締めようとする。


    　案の定、続いて告げられたのは厳しい言葉だった。


    「射撃はいまだ課題が多い。これが相当に控ひかえめな表現であることは、本人が一番わかっているはずだ」


    　一軍のみんなの目の前で、今日の練習中の恥はずかしい失敗の数々が映し出された。一日目と同じ、ワンペアになっての一対一の射撃練習は、近距離でも中距離でも遠距離でも、全敗だ。改善プランとして、雄星の二軍での試合データが続いて映し出された。何十枚という、引き金を引いた瞬間の射撃フォームの画像だった。画像から立体映像が自動生成される。


    「おまえの射撃によくない場所は数多いが、もっとも問題が大きいのは、肘ひじの位置が安定しないことだ。そのせいで、急いで狙ねらいをつけようとするほど銃じゆう口こうが不安定になっている」


    　二軍でもコーチ陣の優秀さに舌を巻いたが、一軍はさらにその先を行くようだった。ストライクフォールを始めてから、肘ひじを意識しろと指導を受けたことは数あるが、一番具体的だった。


    「今のままでは、リンカーとして以外では試合に出場する機会は未来永えい劫ごうないと思え！　この練習後に、肘ひじの位置を頭に叩たたき込むために、シミュレーターで特別練習のメニューを組んだ。参加するな？」


    　雄ゆう星せいは、大きく「はい！」と返す。


    　自分が成長して、そのぶん夢に近づくと思うと、興奮でじっとしていられなくなった。


    「それで、練習は、これからシミュレータールームに行けばいいのか？」


    　テンションが上がって、いつも通りの話し方で尋ねたら、チームのみんながざわついた。


    　二軍ではこれで許してもらえたが、一軍ではさすがにまずかったかと冷や汗をかく。だが、謝って訂正しなければならないのか、迷う雄星の頭上に、わかりやすい答えが降ってきた。エイジェイから、頭に拳げん骨こつを落とされたのだ。
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    「コーチにタメ口きいてんじゃねえ！　そういうところが山ザルだってんだよ!!」


    「二軍で聞いたんだよ！　宇宙じゃ、タメ口が基本なんだろ？」


    「誰が、ンなこと教えやがった！」


    　雄星にとっては、大切な思い出だった。


    「レイカだけどよ……」


    　名前を久しぶりに口に出した。褐かつ色しよくの肌にショートカットの、背の低い少女の姿が、記憶の底から浮かぶ。弟の死に関わっていても、裏切られても、強烈な印象を残した彼女のことを、今も忘れられずにいるのだ。


    　エイジェイが、そんな彼を見上げると、大きなため息をついた。


    「いいか、ユウセイ。おまえさんの、木星の彼女が教えたのは、木星でしか通用しないくそローカルな常識だ。てか、前のシーズン終わってから半年近く経ってんだから、誰か注意しろよ」


    　大笑いが起こった。身体からだを折って、椅い子すを引いて、全力で笑われていた。雄ゆう星せいは、大声で打ち消した。


    「彼女じゃねえよ！」


    　監かん督とくやヘッドコーチまで笑っていた。それで、二軍への襲撃を、チームは恐れていないと笑って乗り切ることにしたのだと察した。ふと、クリクリが思い出したように、アデーレへと首を傾けた。


    「……お嬢じゃなかったんだ？　人間関係、ふっくざつー」


    　そのとき、雄星のすぐ隣の椅子が引かれ、誰か立ち上がる気配がした。


    「そういう話と、ぜんぜんちがうし！」


    　アデーレだった。彼女が、顔を真っ赤にしていた。そして、部屋中の選手たちがニヤニヤしているのに気づいて、おしりから背筋へと震えが上がってきたように身体をぷるぷるさせていた。


    「……か、か、帰る！」


    　そして、振り返ってミーティングルームから勝手に飛び出してしまった。まさかの、アデーレの逃走だった。


    　とてもしあわせそうに相手をぶちのめす蛮族アデーレが、多感な十七歳の女の子だったことを、チームの面々は思い出した。そして、微妙な空気になった。部室のロッカールームのような、人間関係にあけすけな気配が、雄星を取り囲んでいた。男性選手は明らかに何かを妄想しているし、女性選手は品定めするような視線を向けてくる。


    「先に進めろよ。まだミーティング中だろ？」


    　言い返した雄星も、アデーレが恥はずかしがっているのがうつったか、顔が熱くなっていた。タメ口は、今度は受け入れられた。


    



    　選手としての成長という意味では、一軍強化キャンプはこのうえなく有意義な時間だった。


    　日々、新しい可能性を引き出し、足りないところを補強してゆく。自分の可能性を鍛きたえ上げてゆくことには、レベルの向上が目に見えることもあって、素そ朴ぼくなよろこびがあった。


    　だが、この生みと育ての幸福を、強化キャンプで一番謳おう歌かしているのは、たぶんアデーレ・コンテだった。


    　アデーレの《レッドソーン》が、月面上空で編隊を率いて飛んでいた。彼女が第三リーダー機に任命されて、編隊での攻撃や防御の連れん係けい練習が密に組まれるようになった。アルバ監督が、アデーレを本気で試合に使うことを構想しているのは、明らかだった。


    〈ああ、もう！　ばーんっていっちゃって!!　ぐっ、じゃない！　ばーん!!〉


    　搭とう乗じよう者のもどかしさを脳波コントロールで拾ったのか、アデーレ機が身もだえしていた。最近は一日二回、第一から第三までのリーダー機の指揮で、紅白戦が行われている。おのおののリーダー機の適性や強みを確認するため、選手をシャッフルして、十五人のチーム同士で戦っているのだ。


    　突入カウントダウンが刻々と迫せまってゆくのに、アデーレチームは誰も動き出せない。リーダー機の指示がわからないせいだ。ついに、エイジェイが怒鳴り返した。


    〈人間の言葉をしゃべれよ！　わかんねえんだよ〉


    　アデーレの指示は、興奮すると擬音が増えてゆき、さっぱりわからないと不評である。


    〈なんでわからないかなあ？　ほら、ディスプレイに状況出すよ。今、わたしたちが、こう飛んでるでしょ。で、相手がこう。だから、ぐって曲がったら、相手が驚いて防御を固めちゃうじゃん。だから、ばーんってやって、フォーメーションを崩くずして、そのあと、ぎゅって感じで処理していくんだよ！〉


    　アデーレが、矢印で進路を描く。敵チームの進路へ割り込むことで減速と防御をうながし、そのフォーメーションの足並みが揃そろいきる前に慣かん性せい制御で突入したいらしかった。その後は、敵陣を崩して各個撃げき破はだ。


    〈わかるよね、ユウセー？〉


    「悪ぃ。絵を描いてくんねぇと、さっぱりだ」


    〈そっかー。ユウセーにもわかんないかー。じゃあ、本気で考えないとだ〉


    　アデーレ機が、コックピットでたぶん彼女がやっているように深くうなずく。


    　編隊の先頭に、慣性制御に対応した専用機《パイロン・アサルト》を駆る正キラー、ウェイロン・ヤンが躍り出た。


    〈もちろん先陣は、私にまかせてもらえるなッ！〉


    　だが、それでも一軍の選手たちがアデーレに従っている。つまり、アデーレ・コンテの敵を狩るセンスは本物だと認められはじめているのだ。


    　ウェイロン・ヤンが、相手チームへと慣性制御で軌き道どうを急転させて切り込んでゆく。


    　シルバーハンズ最強のキラー、ウェイロン・ヤンは、中国武術の達人であり、《キャッチャー》と呼ばれる防御用チル・ウエポンを使わせれば宇宙で三本の指に入ると言われる名手だ。《キャッチャー》は接触した物体の速度を奪うチル・ウエポンで、通常は盾たてのように展開して使う。ウェイロンは、これを手のひらの内側に展開し、あらゆる物体を受け止めるのだ。


    　援護射撃を受けながら、ウェイロンが一気に敵リーダー機編隊に切り込んでゆく。そして、敵リーダー──ケイトリンを守っていた直ちよく掩えん機に《パイロン・アサルト》が触れる。と同時に、編隊からもぎ離された。


    　キャッチャーに接触した相手は、独自の速度を奪われ、キャッチャー使用者の慣かん性せい速度で動くことになる。これは、慣性制御と挙動が似ているが、決定的に異なる点がふたつある。ひとつは、キャッチャーを発動しても、慣性制御と違って自分の軌き道どうを変えられないこと。二つ目は、キャッチャーが止めるのは直接接触した物体だけだが、自力でそこから脱出できないことだ。──つまり、チームで一番接近戦が強いやつに、一対一で編隊から誘拐キツドナツプされるのだから、あとは逃げることもできず、死ぬまで殴られるしかない。


    　遙はるか彼方かなたで撲殺される敵の直掩エスコートにはもはや目もくれず、アデーレはテンション高く指示を出す。


    〈はい、ばーんって行く！　続けてばーん!!〉


    〈おい！　せめて、誰がばーんって行くか言え!!〉


    〈エイジェイ、カール、ユウセーが行くんだよ！　アタマ使ってるんだから、巻き戻して考えさせないで。はい、ばーん！〉


    「先頭は俺がやるぞ？」


    　雄ゆう星せいがブースターの出力を上げて、前に出る。エイジェイが、即座に側面からの攻撃をカバーする位置についてくれた。エイジェイは、いつだって編隊のいて欲しいところにいてくれる。


    〈三人編隊なら、先頭アローヘツドは耐久力のあるおまえさんだろ。蹴け散らすぞ！〉


    　チル・ウエポン耐性が高いと、敵の攻撃を防ぐ防御用チル・ウエポンを連続使用できるから撃げき破はされにくい。雄星なら、レーザーの集中砲火を受けても、相当な時間を耐えることができるのだ。


    　ウェイロンが空けたフォーメーションの穴に、雄星を先頭にした編隊が突っ込む。狙ねらいはケイトリンの編隊の中心、リーダー機を守るために穴をふさごうとしている選手たちだ。


    　嵐あらしのように模擬レーザーが浴びせられる。《クエスター・アサルト》に、それが叩たたきつけられるたび、レーザーを減げん衰すいするレーザークロークが雄星から体熱を奪ってゆく。


    　雄星は腰の後ろにマウントした液体金属の刀かたなを抜刀する。


    　アデーレが鼻歌を歌い出した。やりたい放題だ。だが、鼻歌を歌っているときのアデーレは、おそろしいほど集中している。


    〈ぎゅって包むよ！　ケイトリンに圧力かけて〉


    　指示はわかるようでわからないが、雰囲気で、連れん係けいから外れた選手を包囲しろと言っているような気がした。エイジェイが、雄星に言った。


    〈狙うやつは、おまえさんが決めろ。援護でも、トドメでも、おれが合わせてやるよ〉


    「おぅよ！」


    　今度こそ手柄首をあげるため、フォーメーションを組みなおすべく移動中の敵へ、突っ込んだ。《ホーリーグレイル・アサルト》を受領したエイジェイは、余裕を持って雄ゆう星せいの動きについてくる。慣かん性せい制御機で組んだフォーメーションの、軌き道どう選択の自由さは、従来のストライクフォールの常識を完全に吹っ飛ばしていた。


    　切り込んだ雄星が、ケイトリン機を身を挺ていして守ったメリッタ機を撃げき破はする。


    「やった……って!?」


    　撃破判定が出たのと同時に、メリッタ機が雄星機の右手を捕まえたのだ。単純な出力なら、素体が二軍用の《クエスター・アサルト》よりも、《ホーリーグレイル》のほうが強力だ。白騎士に一瞬動きを止められたその隙すきを、見逃してくれるほどまわりの選手は甘くなかった。機体に積んでいるレーザークロークでは防御できないレールガンや粒りゆう子し砲ほうの猛射を食らって、一瞬で撃げき墜ついされる。


    「くそっ！　しぶてぇよ。ただじゃ墜おちてくれねえか」


    　思わず、上半身を固定するガイドダンパーを拳こぶしで殴った。今のは、避けられたミスだった。雄星は、本当にまだまだだった。メリッタに勝ったはずが、気を抜いた瞬間、相打ちにされてしまった。献身的な守備の手本を見せられた気分だ。一軍の選手たちは、プレイを試合への貢こう献けんに結びつける能力が、雄星とは比較にならないほど高い。


    　雄星が撃墜されても、試合は進む。エイジェイたちの攻撃がまだ続いている。


    　ケイトリンを、どんどん雄星たちのチームが追い詰めてゆく。ヘルメット内ディスプレイに映し出される戦況は、はっきりこちらが優勢なように見える。不動の第一リーダー機のケイトリンが、今、苦境にある。アデーレが発見した弱点──慣かん性せい制御で強化された攻撃に対して、自身の慣性制御で対抗することができない──を、克服できていないのだ。


    　次々に、アデーレの編隊から慣性制御で飛び出した選手たちが、ケイトリンの編隊に空いた穴をかき回してゆく。アデーレがタイミングを細かく指定しないせいで、それぞれが思う最高のタイミングで仕掛けてゆく。そのせいで、防御する側にとっては、おそろしく出方が読みづらい連続攻撃になっていた。


    　アデーレは、チームを統制せずにぎりぎりまで自由にさせて、選手の個性を活いかそうとする。整然とした堅い防御を持ち前にするケイトリンとは、まったく違う方向のリーダーだ。その新しい戦い方に、元々高かった能力をさらに引き出されたように、チームが躍動する。


    〈ケイトリン・レヴェット機、撃破判定──紅白戦は、アデーレ・コンテのチームが勝利しました〉


    　最後に勝負を決めたのは、フォーメーションで守り切れないポジションに慣性制御で滑すべり込んだ、エイジェイだった。


    「……マジかよ」


    　雄星は、勝った側なのに、思わずつぶやいていた。アデーレがリーダー機として、チームを指揮する力でケイトリンを真っ向から叩たたき潰つぶしたように見えたのだ。慣かん性せい制御という時代に愛されたプレイヤーが、雄ゆう星せいだけであるはずがない。圧倒的センスで縦じゆう横おう無む尽じんに選手を動かして相手リーダーの首を獲とる、アデーレ・コンテという超攻撃的リーダーは、試合が高速化する慣性制御の時代の最適解かもしれないのだ。


    



    　今日の勝ち方に、勝つべくして勝った必然を見たのは、おそらく雄星だけではなかった。その証拠に、練習が終わってアリアンロッド市のミーティングルームに戻るとき、一軍の選手たちがざわついていた。


    　そして、ミーティングは、異様な緊張感に包まれていた。ケイトリンはその美しい横顔をこわばらせて、一言もしゃべらない。最初はテンションが高かったアデーレすら、敵意に反応して言葉すくなになっていた。


    　やってきたフォックス・アルバ一軍監かん督とくは、発言を待つ選手たちに開口一番言った。


    「最初に連絡事項がある。明日から、練習は報道陣に非公開とする」


    　それは、秘密にしなければならないことを始めるということだった。そして、今、チームの隠さなければならないことは、第一リーダー機であるケイトリンの不調と、新リーダーであるアデーレの絶好調しかない。


    　アルバ監督の言葉を、皆が目に力を込めて待っていた。昨シーズンまで、ケイトリン・レヴェットは不動の第一リーダー機だった。ストライクフォール競技で、第一リーダー機とはまさしく前線をまかされた隊長だ。シルバーハンズは、ケイトリンを頂点として、彼女を守る盾たてであり、彼女の指揮で死地へ向かう戦闘集団だった。


    　実績でその座を勝ち取ってきた女王が、今、新しい時代にその椅い子すを脅おびやかされていた。しかも、二十八歳のケイトリンに対して、アデーレは十七歳という若いリーダーだ。前シーズンの中盤にようやく一軍に上がったばかりのアデーレに、後れをとっている現状そのものが、彼女にとっては屈辱なのだ。


    「……つまんない」


    　雄星の隣で、ぽそりとつぶやく声がした。ぎょっとしてそちらを見ると、アデーレだった。渦中にある彼女にとって、フィールドの外で微妙な空気になることが、ただただ不快そうだった。


    「わたしが成績あげて、なんでこんな空気になるかなあ」


    　思ったことをそのまま言うアデーレらしい物言いだ。だが、それを聞き流せない者がいた。


    「まるで、私が弱いのが悪いとでも言いたげだな」


    　ケイトリンが、苛いら立だちに揺れる足を止めようとするように、椅子に背をもたせかけて足を組む。彼女にしても、アデーレ・コンテは、メンツとして負けることが許されない相手だ。


    　ミーティング中でなければ殴り合いが始まってもおかしくない、鉄てつ火か場ばの気配がした。ストライクフォールという極限まで戦争に近いスポーツで、相手と優劣をつけ合って生きてきた女が二人だ。話し合いでおさまるはずもない。
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    「弱くないなら、フィールドで勝てば全部解決することでしょ。こういう空気、最っ悪！」


    「そろそろ黙んなよ、お嬢さま。……調子に乗りすぎて泣かされても、お爺じいちゃんは助けてくれないよ」


    　メリッタ・イズメイリだった。ケイトリンの親友である彼女が、黙っていられなくなったのだ。スポーツ誌では有名な美人選手の、意外なドスのきいた釘くぎ刺しに、雄ゆう星せいは唖あ然ぜんとした。グラビアアイドル的な仕事も多いメリッタの、画像や動画をうきうきしながら収集した時期があるだけに、彼女の般はん若にや系で怖い怒り顔がショックだったのだ。


    　シルバーハンズのオーナー──アントニオ・コンテの孫娘であるアデーレは、露骨に嫌そうに顔をしかめた。


    「わたしの家の話、何か関係ある？　もう、めんどくさいなあ。ここ、トップリーグのチームだよね？　一軍まできて、こんなレベルの低い話を聞かされるなんて思わなかった」


    　売り言葉に買い言葉だった。メリッタが椅い子すを蹴けって立ち、アデーレがそれに応じる。即座に、エイジェイがアデーレを、ジェシー・アインシュタインがメリッタを押しとどめた。


    　ぶつかり合うのを止められたことが、彼女たちを爆発させた。


    「エイジェイ、離して！　これは、殴らなきゃダメなやつだよ」


    「しつけがなってねえんだよ!!　たまたまマグレ当たりしてるだけの、二軍から出たての小娘が、ケイトリン相手に格上気取りか？　そういうのはパパとお爺じいちゃんに専用機をもらった道楽娘じゃなくて、実力でここに立ってるやつが言え！」


    　アデーレの顔色が変わった。彼女の《レッドソーン》のように、二軍選手が専用機を持つことは、普通ではまずないのだ。


    　恩人のアデーレがそこまで言われたから、雄ゆう星せいもカッとなった。


    「……ちょっと言い過ぎじゃねえか。黙って聞いてりゃ、好き勝手言いやがって」


    「黙ってろ、山ザル！　おまえさんが出てくっと、チームが真っ二つになるくれえモメんだよ」


    　エイジェイに怒鳴りつけられた。それで、まわりの視線に気づいた。昨年の入れ替わり事件で前シーズンを台無しにした雄星を殴りたい選手は、シルバーハンズにはたくさんいるのだ。


    　もう収拾がつかないというそのとき、ケイトリンが言った。


    「監かん督とく。忌き憚たんのない意見を聞きたい。私のチル・ウエポン耐性では、次のシーズンの貢献は難しいと考えているのか。アデーレ・コンテにしてやられているように、他のチームからの攻撃に耐えきれないと認識しているのか」


    　監督の答えは、間違えようのないはっきりしたものだった。


    「ケイトリン。敵チームの全機から狙ねらわれるリーダー機は、慣かん性せい制御機が相手でも、一対一ならバックアップなしで離脱できることを求められる。慣性制御を利用した多彩な接近アプローチ手段により、一対一の状況を作りやすくなっているからだ」


    　ケイトリンが、言葉を選びながら、だがはっきりと主張する。


    「一対一で勝つことは、これまでリーダー機の仕事ではなかった。キラー戦術のようなものに対しては、いかにして近づけないかを、防御と呼んでいた。監督の言葉だと、フォーメーションで守るこれまでのやり方が、まったく通用しなくなるかのようだ」


    「……慣性制御が主流になるこれからのストライクフォールでは、一対一の時間は試合展開の中で、数多く発生するようになる。このときに、援護が来る前に墜おちる選手を、リーダー機に据すえることはできない。たとえそれが、三シーズンその座を守った、不動のリーダー機であったとしてもだ」


    　ケイトリンが、血がしたたり落ちそうなほど、強く拳こぶしを握っていた。


    「シーズンが始まったら、各チームのリーダー機のチル・ウエポン耐性は、どのくらいが標準と考えますか？」


    　アルバ監督のかわりに、カークマンヘッドコーチが答えた。


    「おそらく慣性制御を最低でも一分以内に五回以上発動できることが、資質の基準になるだろう。チル・ウエポン耐性なら、最低でもＢ、欲を言えばB+ほしい」


    　チームの選手たちが息を呑のんだ。ケイトリン・レヴェットのチル・ウエポン耐性は、ぎりぎり慣性制御を発動できるレベル──B-しかない。そして、チル・ウエポン耐性がぎりぎりの選手は、現在の主力メンバーにもいる。


    　それは、過酷な競争の幕が開いたということだった。慣かん性せい制御があれば、編隊の他の選手に連れていってもらうことで、チル・ウエポン耐性が低くても普通の移動はカバーできる。だが、慣性制御機同士で激しく攻防すれば、どうしても個の耐性が問われる局面に遭遇する。そもそも、慣性制御以前の詰め将棋だった時代よりも、キラーの接近が容易になっているのだ。


    　第二リーダー機担当のアンドリュー・ペインが、その黒く太い腕を組んで、うなる。


    「今、集められてるメンバーのうち、耐性B+以上は、例の山ザルとお嬢と今年の補強で入ったヤツを入れたって、一軍では七人きりだ。チームの構想としちゃ、今年は慣性制御使いまくってぶん回したかったのか、去年と同じでフォーメーションでじっくり進めたかったのか、どっちなのかはっきりさせてくれ」


    　アンドリューの発言は、フロント批判ともとれるものだ。


    　アルバ監かん督とくが、カークマンヘッドコーチへと目配せした。ヘッドコーチが一歩前に出た。


    「シルバーハンズのチーム戦術を模索するための、今年は一年目だということだ。慣性制御に最適な戦術は、まだ発見できていない。だから、貴様らも考えろ」


    「そりゃ、活躍さえすりゃ、誰でもチャンスはあるってことか？　おれの戦術が、チームの戦術になるわけだ。そのために、三人リーダーで、競い合うのか？」


    　アンドリューが口笛を吹く。それはチャンスだった。


    　部屋がざわついた。フォックス・アルバ監督は、ときとしてファンからも放任だと不平をこぼされるほど、選手の自主性を尊重するトップだ。ケイトリンたち個性豊かな選手を花開かせた、人を育てるタイプの監督だが、それにしても大胆だった。


    　開幕直前なのに、チームの戦術を根底から見直すことも視野にあるということだった。そして、選手たちにとってはその新しい戦力構想に自分が入れるか、一気に不安定になるということだ。


    　ケイトリンが、感情を押しとどめるように瞑めい目もくする。


    「……その中で、耐性で不利な自分が、第一リーダー機として座っているのは？」


    「シーズンオフの間、シルバーハンズの戦術検討チームが、あらゆる面から検討して、耐性B+以上を新しいリーダーの資質とした。だが、俺は、目で見たものを信じる。このキャンプで、耐性がリーダー機に必要な強さなのか、競い合って示せ。開幕後の第一リーダー機が誰かは、キャンプの結果を見て決める。……正々堂々とぶつかり合い、シーズンが始まればチームで一丸となって戦え。わかったな！」


    　アルバ監督の檄げきは、静かで、そして、熱い。


    　一軍の選手たちは、それぞれプライドも高く、あくも強い。だが、そんな彼ら彼女らをすら熱くさせる報酬が、かかっていた。


    　第一リーダー機は、戦闘を現場で指揮するポジションだが、さらに特別な権限を与えられている。どんな戦術も、それを最終的に試合で遂行するのは、第一リーダー機の指示にまかされていることだ。監かん督とくやヘッドコーチと各試合の戦術を練るだけでなく、強化計画や選手起用といった年間戦略にも意見を求められる。第一リーダー機をまかされるとは、チームを預けられるということだ。チームの顔であり、自分の思い通りの戦い方にメンバーを使えるということだ。その座を射止めることは、チームメンバーとしては最高の栄誉だと言っていい。


    　皆が、それぞれ生き残るために、あるいは野心のために、動き始めた。ミーティングで話すべきことは、もう終わったということだ。何も言われなくても、彼らは目標へ向かって自分を鍛きたえることができる。そうやって、トップリーグまで駆け上がってきた一流たちなのだ。


    　そして、感情の切り替えがきかないアデーレが、ミーティングルームに取り残された。


    「アデーレ・コンテ──」


    　アルバ監督が、怒りをくすぶらせるアデーレに声をかけた。


    「強いということはどういうことか。しっかり考えろ。タカモリ、おまえもだ」


    　頼りがいのある風貌の彼の言葉には、その声には、信じて努力してもいいかと思える、不思議な説得力があった。


    　フォックス・アルバ監督は、監督としての評価はそれほど高いわけではない。六年前までシルバーハンズでプレイした元スター選手から、すぐに監督としてキャリアをスタートした、典型的な人気先行監督だ。


    　スポーツ中継を見ていたときは、雄ゆう星せいもその采さい配はいに文句たらたらだった。だが、こうして目の前にすると、アルバ監督が、一流の選手のプライドを尊重して自発性を活いかす、よきリーダーだとわかる。こういうスタイルもまた、雄星に、子どもの頃からストライクフォールに憧あこがれさせた格好良さであり、ひとつの力なのだ。


    



    　雄星は、キャンプ中、シルバーハンズと提携しているホテルに泊まっている。リゾート都市であるアリアンロッド市でも高級なホテルで、この待遇も一軍ならではのものだ。


    　ビジネス客向けの高級なサービスには、秘ひ匿とく性の高いスクランブル回線が使用できることも含まれて、選手は自由に通信することが許されていた。夜のぎりぎりまで練習で自分を追い込んで、いつもは倒れこむように寝ている雄星が、今日は通信機の前にいた。幼なじみの白しら咲さき環たまきから、通信がきていたのだ。


    〈おつかれさまだね、雄星〉


    　長い黒髪を揺らして、環が気遣うように声をかけてくれた。月と地球を結ぶ黄金航路を航行する都市宇宙船エンディミオン号に、彼女は乗っている。エンディミオン工科大学ＥＴＩに飛び級入学した環は、そこでストライクシェルの整備を学んでいるのだ。


    　雄星は、環の顔を見ていると、いくらでも力が湧わいてくる気がする。彼女のためなら、きっと、どこまででも意地を張れる。


    「たしかに疲れてるけど、前に進んでるぜ。まだ一週間しか経ってねえのに、射撃だってずいぶんうまくなったんだ」


    〈そっか……。がんばってるんだね。一軍はどう？　みんなとうまくやってる〉


    「思うことはいっぱいあるんだろうが、さすが、一軍の選手はすげえよ」


    　キャンプに参加した一軍選手たちには、雄ゆう星せいに強い憎しみや隔意を向ける者もいる。疎うとんでいる者もいる。だが、フィールドにそれは持ち込まない。彼らにとっては、フィールドで掴つかむ栄誉や誇ほこり、それぞれの求めるモノに比べれば、雄星への感情など些さ細さいなものだ。目の前にあるのは、太陽系一部リーグという世界最高の舞台なのだ。


    〈さすが、世界一の舞台って感じだね〉


    「そんなとこでも、アデーレはあいかわらずだけどな。リーダー機についたはいいけど、『気持ちいいとこから片付ける』って言って、意味わかんねえよ……」


    　通信映像の中の環たまきが、表情をうかがうように上目遣いで聞いてきた。


    〈……アデーレさんと仲良くなった？〉


    「アデーレも俺も、チームじゃ若わか造ぞー扱あつかいだから、自然とよく集まるだけだ。新人同士の中も、むちゃくちゃ差があっから、一番近ぇライバルみたいなもんだ。ついてくだけで必死だよ」


    　今、一番懸念しているのは、アデーレの指示が、興奮すると擬音だらけになってわからなくなることだ。『殴って気持ちいいところを狙ねらう』という蛮族理論についてゆけないこともあり、アデーレはチームの中で浮き気味なのだ。


    　だが、そんな雄星を見て、環が微ほほ笑えむ。


    〈充実してるんだ……。オフの間も、がんばってた甲か斐いがあったよね。……高校やめちゃったのは、やりすぎだと思うけど〉


    「この一年は、かわりのきかねえ一年だからな。勉強は、一段落ついてから考えるさ」


    　高校生活に未練がなかったわけでもないが、何もかもを手に入れられるわけではない。だから、雄星は選んだ。高校のクラスメイトたちは、あり得ない出世に盛り上がっていた。ユースチームの仲間たちは、気持ちよく送り出してくれた。


    　次に会うときに、いい知らせを持っていくためにも、雄星はあらゆるものを振り絞しぼらねばならない。


    　月からエンディミオン号まで十万キロメートル──ストライクシェルの今の試合巡航速度なら十三時間ほど離れた彼女と、心はすぐそばにいるように感じた。高校をやめても、一番近くにいてほしいものは離れずにいてくれるから、寂しくはない。


    〈なんだか、本当に楽しそう〉


    　彼女がうれしそうに話をしてくれる。だから、きっと、雄星も心から幸福なのだと思った。


    「楽しいぜ。休みの日にでも、こっち来いよ」


    　環が、ちょっといたずらっぽく、内緒話をするように唇くちびるに人差し指を当てる。


    〈また、すぐに会えるかもよ？　それまでに、一軍にしっかりアピールしないとね！〉


    



    　雄ゆう星せいにとっては、一軍で試合に出たければ、なによりもまず射撃だった。ストライクフォールは、広大な宇宙空間で戦う競技だから、おもな攻撃手段は射撃だ。そこにわかりやすすぎる弱点を抱えていることは、一軍ではまともに通用しないレベルの不利なのだ。


    「射撃は、マシにはなってきてるはずだ。それでも、なんで全敗なんだよ」


    　理り不ふ尽じんだった。カークマンヘッドコーチに言われたメニューを、指導通り肘ひじを意識してこなしている。なのに、毎日行われる一対一の射撃練習で、二軍で一緒だったロバート・アッシュにまでまったく敵わないのだ。射撃が当たらないのは、二軍時代も同じだったが、かつては慣かん性せい制御に対処できなかったロバートが、回避した雄星にあっさり当ててくるようになったせいだ。


    　シミュレーターから、疲れ切って這はい出る。今日の射撃練習を、肘の位置を確認しながら何度もシミュレーター上でやり直していた。シミュレーターの成績だけは着実に向上していた。射撃ばかり何時間も訓練するのを、実機でやるのは非効率的だ。ストライクシェルもシミュレーターも脳波コントロールだが、疲労は脳に確実にたまる。


    　汗をふいた。頭が重かった。一度ジムで運動して、コンディションを整えてから、もう一度シミュレーターに戻ろうと思った。


    　ジムに入ると、エイジェイ・ロジャースがランニングマシーンで走り込みを行っていた。雄星は、その隣のマシンを選んで走り始める。エイジェイが時速十キロメートル設定だったから、雄星は時速十二キロメートルにした。ゆっくりした走り出しから、スピードに乗って走り始める。


    　大きなストライドで走っていると、規則正しい呼吸で汗を流していたエイジェイが声をかけてきた。


    「おい、ペース速すぎんぞ。このあと、またシミュレーターだろ。十キロまで戻せ」


    「ぜんぜん十二キロで余裕っす」


    　負けたくなくて、足を速める。動くベルトの上を走るランニングマシーンで競走も何もないが、それでも何かひとつでも勝ちたかったのだ。軟質素材のベルトの上を、大きなストライドで走る。


    　前を向いて走りながら、エイジェイが声を上げる。


    「特射特別射撃練習中ならイメージスキャナー使えって言ってんだ。身体からだ動かしてるだけだと、さっきまでのシミュレーターの感覚、忘れっぞ」


    　雄星は、驚いて、自分より背が高いエイジェイを見上げた。同じ選手から、練習のアドバイスを聞けるとは思っていなかったのだ。


    「あんたは、本気で、俺にアドバイスしてくれてるのか……。そういうのは、コーチがやることだと思ってたよ」


    　ほめたつもりだったが、エイジェイの顔つきが険けわしくなった。


    「みくびんなよ。二軍がどうだったか知らんが、一軍が、そンなショボい了見の集まりなわけねえだろ」


    「悪い。感謝してるってことだ」


    「いいさ。そういうとこ含めて、教育しなきゃならんところだ」


    　雄ゆう星せいが呼ぶまでもなく、一軍施設に備そなえ付けの人型ロボットが、眼鏡めがねのような形のイメージスキャナーを持ってきてくれた。エイジェイが呼んでくれたのだ。


    「覚えとけ。一軍選手の品位が、ストライクフォールの品位だ。……おまえさんも、本当に一軍の選手になりたきゃ、それなりの品を身につけないと、いつか太陽系に恥をさらすことになっぞ」


    「ぅス。覚えます」


    　雄星が、それを顔に装着すると、ランニングマシーンの正面に立体映像の画面が現れた。イメージスキャナーは、脳波を読み取る簡易シミュレーターだ。画面に、脳波で動く《クエスター・アサルト》の画像が現れる。これを使って、雄星に、身体からだでランニングしながら、脳だけでシミュレーターを使っていたときのように射撃練習をしろということだ。


    　走りながら、別のことをするのは難しい。画面に現れたターゲットを、脳波コントロールで操作した機体で撃うつだけの、単純な練習だ。なのに、まったく見当違いの方向を撃ってしまう。


    　エイジェイも自分のイメージスキャナーをかけて、走っていた。まったくペースを乱さずランニングしながら、雄星が外した射撃の着弾位置を画面に呼び出して、分析にかけてくれていた。


    「別のことを考えながら撃つと、左に射撃がよれてるな。七十％が左側に外れてる」


    「それは、二軍でもコーチに言われてたけど、直らなかったんだ。動きながら撃つと、身体を開ききらないうちに引き金を引くクセがあるんだそうだ」


    　二軍のレオ・レイノルズヘッドコーチにも、射撃のフォームは修正された。だが、前シーズン最終盤と、オフシーズンに練習を積んだが、十年近くもかけて刻んでしまったクセはそうそう改善するものではなかった。


    「クセを甘く見すぎだな。なんでおまえさんが、一対一の射撃練習で負け続けてるかってぇと、回避のクセが読みきられてっからだぞ」


    　伝えられて、驚きでつんのめって転びそうになった。なんとか体勢を立て直して走り出す。


    「なんで全員が俺のクセを知ってんだ」


    「スコアラーがいんだろ。プロになるってことはよ、スコアラーにデータをとられて、弱いとこを徹底的に突かれるってことだ。おまえさんのデータをとったシミュレーターで訓練すりゃ、二、三時間で、クセはつかめる。おまえさんだって、シミュレーターでチームの連中のデータとったＡＩ相手にしてただろ」


    　なんで自分から数少ない取り柄を奪うようなことをと、不平が漏もれそうになる。だが、それは公平なことだった。雄ゆう星せいがシミュレーターの恩恵を受けているのだから、他の選手もそうできるに決まっている。


    「けどよ……。それって、他のチームにも俺のデータが出回ったら、試合で同じ負け方をするってことじゃねえのか……」


    「そりゃそうだろうよ。あの《コントラクター》の最初の慣かん性せい制御以来、スコアラーをバカみたいに増やして慣性制御機動を録とりまくってねえチームなんて、一個もねえよ」


    　雄星は、バットで思い切り頭をぶん殴られたように、頭がくらくらするのを感じていた。今シーズンも、慣性制御を使えば前シーズンのときみたいに活躍できると、どこかでタカをくくっていたのだ。


    「マジかよ……」


    「あったりめえだ。慣性制御機動ってやつは、軌き道どうの変化量がデカすぎて、近距離じゃ目の前から消えたみてえになる。どんな選手にも脅威なんだから、必死に対策だって取らあな」


    　キャンプ初日から一対一の練習で全敗した理由はわかった。だが、楽になるどころか、プロの厳しさに直面していた。


    「慣性制御なんて、初めて使ってから半年しか経ってねえじゃねえか！」


    「慣性制御機動を追いかける装置を作るよりも、回避する方向を予測して位置の当たりをつけるのが、この短い時間じゃ現実的な攻略だったってことさ。……うちのスコアラーだって、太陽系じゅうに散って、他のチームのキャンプを録りまくってる。データとって予測すんのが重要になったのも、新しい時代ってことだ」


    　雄星は、昨年までユースでくすぶっていたから、他の選手に対策をとられるということを、真剣に考えていなかったのだ。戦争の一発勝負の殺し合いなら、個々人に対してそんな悠長なことはしていられない。だが、これは同じ選手が何度も戦ううえに、常に記録をとられているスポーツだ。スポーツ選手が目立つということは、マークされるということだ。


    「研究なんてされて、どうやって勝つんだ？」


    　雄星は、途方に暮れていた。プロのトップリーグで、相手が合理的に対抗策を講じてこないはずがなかった。同じ武器がいつまでも通用することなど、ありえない。


    「引き出しを増やすか、今ある武器をレベルアップするか、バリエーションをつけるか、いろいろあんだろ？　去年と同じでとどまってて、今年勝てるプロなんていねえよ。……徹底的に研究されて丸裸にされて、それでも勝つのが、プロってことだ」


    　ランニングマシーンの上で、走っていることに、雄星は救われていた。身体からだを動かしていなかったら、頭を抱えてうずくまっていただろうからだ。スポーツ選手である彼には、よくわからなくなったら汗を流すのが性に合っていた。


    「くそ！　それじゃ、完全に射撃がなんとかなんねえと、役立たずじゃねえか。コーチも、教えてくれりゃよかったのによ……」


    　雄ゆう星せいの武器は接近戦だ。だが、この一軍キャンプで思い知らされている。一軍レベルでは、射撃で牽けん制せいして相手の体勢やリズムを崩くずせないと、接近できない。万全の状態で撃うたれると、二軍とは段違いの命中率のせいで、数秒で削りきられてしまうのだ。


    「二軍のコーチだって、わかってて手をつけらんなかったんだろうさ。すべてが足りねえおまえに、武器をひとつ持たせただけで立派なもんだ。……来シーズンの準備で手一杯なコーチが、穴だらけの選手に、今、時間をかけられねぇ。二軍じゃどうだったか知らんが、一軍では、おまえさんは、特別じゃない〝その他大勢ワン・オブ・ゼム〟だ──」


    　痛烈な一言だった。だが、言われて、安心した。たぶん、英ひで俊とし──目の前で死んで英雄として売り出されている弟──とは、無関係だと見てもらえているように思えたからだ。


    　そんな雄星を見下ろして、エイジェイが肩をすくめた。


    「笑ってやがる……。妙な野郎だな。……〝その他大勢〟なことが、うれしいもんかねえ」


    　雄星は、わくわくして、止まらなかった。ここが、自分の来たかった場所だと、肌で感じていたからだ。雄星と英俊は、両親を失った宇宙船事故から奇跡的に生還して、周囲の同情や好奇の視線が嫌で、憧あこがれたストライクフォールの世界に飛び込んだ。目指していたのは、本当に夢見た通りの場所だった。目に涙が浮かびそうだった。


    「うれしいさ。そこから、特別な男に、這はい上がれるんだからな」


    　上を目指して全力で走っているときが、雄星にとって一番しあわせなときなのかもしれない。浮き立つ気持ちを抑えきれず、笑みがこぼれる。足を速める。こころが、どこまでも駆けたがっていた。


    



    　シルバーハンズのチーム内に、今、激変が起こっていた。きっかけは、リーダー機の三人で競い合えという、監かん督とくの指示だ。その欲望渦巻くキャンプの中、慣かん性せい制御機が続々と納入されて、チーム全員に行き渡るようになったのだ。誰もが活発に新しい戦術を試した。


    　それのせいで、一軍内のポジション争いが一気に激化した。慣性制御の波に乗ったやつがスタメン入りできる。不動の第一リーダー機だったケイトリンの失しつ墜ついが、チーム内の秩序を吹き飛ばしていた。人並み外れた矜きよう持じを持つからこそ、皆がその目をぎらつかせている。さらに上を目指す者は最高の舞台で栄冠を受けるチャンスを掴つかむため、そして座ってきた席がある者は、死にものぐるいで守りきるためにだ。


    　選手たちが知恵と工く夫ふうの限りを尽くした新戦術のお披露目になる紅白戦で、今、流は行やっているのはワイヤー戦術だった。アデーレがケイトリンを撃げき破はした、慣性制御で逃げる相手にワイヤーを引っかけると、一緒に引きずられるからマークが外れないというテクニックだ。これを発展させたのが、くせ者クリクリ・リビエルだ。二人以上の選手でワイヤーを引っかけておくと、リーダー機が慣かん性せい制御で逃げたとき、逆に、一瞬で複数の選手で包囲できてしまうのだ。


    　そのうえ、リーダー機を狙ねらうだけでなく、直ちよく掩えん機に引っかけて慣性制御で誘拐キツドナツプして数を減らす技術が登場した。もちろん、近距離まで肉薄しないとワイヤーはかけられない。だが、そのリスクすら、慣性制御で切り込みをしやすくなっていることで、確実に下がっている。そして、その一機が落とされても、試合では敵リーダー機編隊から二機削れれば、一対二の有利な交換だ。


    　今、まさに新しいワイヤー戦術の名手が、大暴れしていた。一軍正キラー、つまりチームでもっとも接近戦が強い男である、ウェイロン・ヤンだ。


    〈フハハハッハ！　中華武術の春であるッ!!〉


    　ウェイロン・ヤンの《パイロン・アサルト》が、鏃やじりのような形状の投げナイフ──中国武器、鏢ひようを投じた。すれ違いざまに投じていた鏢に結ばれていたワイヤーが、リーダー機を守っていたメリッタ機にからみつく。総合近接格闘術の達人であり、中国武術の大家でもあるウェイロンには、鏢にワイヤーを結んだ縄じよう鏢ひようの扱あつかいもお手の物だ。続けてウェイロンが、手近にいたロバート機にも妙技をもって鏢をからめる。


    　二軍ではアデーレの昇格以来キラーのエースだったロバートが、慣性制御でウェイロンを倒しに向かう。と、同時に、直前にワイヤーをからめられたメリッタ機まで引きずられた。ウェイロンが投じたのは、一本のワイヤーの両端に鏢をつけた双そう頭とう鏢びようだったのだ。結ばれてしまったことに気づかなかった二機が、不意の機動でフォーメーションを大きく崩くずしてしまう。その隙すきに、エイジェイが切り込んだ。後ろには、雄ゆう星せいとカールがついている。


    　エイジェイがヒュウと口笛を吹いた。


    〈ウェイロンの野郎、手に負えねえな……〉


    　同じキラーで、総合近接格闘術を鍛きたえている雄星にとっては、魅せられつつも歯がみするほどままならない光景だ。この大暴れっぷり以上のクオリティを発揮しなければ、一軍の正キラーを奪うことはできないのだ。


    「やべえな、あの縄鏢、十キロ以上間合いがあるんじゃねえか」


    　ウェイロンの鏢は、ストライクシェルが投げる力だけでなく、それ自体もジェットを噴ふかして超高速で飛ぶ。超高速で突進してくる機体から投じられたワイヤーをかわすのは、おそろしく難しいのだ。まったく見えないうえに軌き道どうもさっぱり読めない。そして、間合い十キロメートルの攻撃圏けんを防御しなければならない側からは、安全圏をはかりにくい。


    　雄星は、アデーレのおおざっぱな指示で、リーダー機のカバーに入る編隊を引っかき回しに行く。追撃といえば聞こえはいいが、雄星では、キラーの突入フアーストタツチに必須な牽けん制せい射撃ができないから、先頭に立たせてもらえない。一軍レベルでは、キラー戦術は、確実性を犠牲に無茶な速度でぶつかるか一度牽制で編隊を乱してからでないと、そう成立しないのだ。


    〈やっぱ、てめえと組んでよかったぜ。相棒！〉


    　カールが、ブースターを全開にして前に出た。慣かん性せい制御の干渉光が、雄ゆう星せい機の鼻先を撫なでる。カールは念願叶って、機対数が充足してきた慣性制御機《ホーリーグレイル・アサルト》を借りているのだ。


    「相棒じゃねえっつの！」


    　雄星は、調子のよい男の後ろについて突っ込む。カールのほうが射撃はずっとうまい。牽けん制せい射撃で防御用チル・ウエポンの連続使用を嫌ったユエン・コーが、細かい軌き道どうで狙ねらいを切る。だが、その数秒の動きこそが、ほしかったものだ。回避機動で生じたユエンの射撃の死角に、雄星は慣性制御で滑すべり込む。そして、そのまま突っ込んだ雄星が液体金属の模擬刀で叩たたき切った。


    　慣性制御を連続使用できる雄星は、相手フォーメーション内に入ってしまいさえすれば、一流の選手でも相手にできる自信がある。連続慣性制御で軌道を切り返し、死角から接近戦で狙ってゆくのだ。一軍の選手たちには、雄星のクセから回避機動を読まれていた。だが、それはあくまで一対一で出方が絞しぼれるからであって、乱戦で同じ封殺を食らうほどに慣性制御は甘くない。


    　手近なところから、自分をマークしていない選手を狙って、雄星の黒騎士がフォーメーションを食い破る。


    〈行け！〉


    　さすがにこらえきれず、慌てて雄星を包囲しにきた敵チームの動きを、エイジェイとカールが妨害する。


    　波状攻撃から、立て直そうとする敵リーダー機編隊に、再度雷撃のように襲い来るものがあった。ウェイロン・ヤンが慣性制御で戻ってきたのだ。縄じよう鏢ひようを警戒して、敵リーダー機編隊は、即座に密集することをためらった。先刻、からめとられた二機は、まだ復帰していないのだ。


    　だが、キラーによる突撃を防ぐには、密集がセオリーなのだ。なぜなら──。


    　アデーレの指示が、ここしかないという絶妙なタイミングで入った。


    〈全員、どっかーん！〉


    　相変わらずなにを言っているかはさっぱりだが、今、やるべきことはひとつしかなかった。全員が、慣性制御で軌道をリーダー機に向ける。


    　おびただしい射撃が、切り込んだ剣が、縄鏢が、リーダー機に叩きつけられる。


    　密集が甘い防御陣では、その飽ほう和わ攻撃の嵐あらしを受けきれない。浮いた人員が助けに入ろうにも、一秒を争う状況で間に合うはずもない。


    　あっという間に直ちよく掩えんが全滅し、その後ろにいたリーダー機に攻撃が降り注いだ。


    〈試合終了。第十二回紅白戦。勝利チーム。リーダー、アデーレ・コンテ。敗北チーム。リーダー、ケイトリン・レヴェット──〉


    　十五機ずつで試合を始めて、残り機数は七対十一の、圧勝である。


    　アデーレは、勝利のよろこびでチームが盛り上がる中、不満そうにコックピットで騒いでいた。


    〈なんかムカつく！　この、技をパクられた感じ……。ワイヤーは、わたしが一番だったのに!!〉


    　ワイヤー戦術は、アデーレの得意技だったのだ。それが、ウェイロンにお株を奪われて愚ぐ痴ちっていた。


    「それにしても、たち悪いな。キラーの役目、これからは、もっとどんどん増えるんじゃねえか」


    　イントルード・アプローチ突入からの誘拐キツドナツプ戦術は、もともとウェイロン・ヤンが得意としていた。これは、決まれば勝利が確定したが、手のひらに装着した《キャッチャー》で触れねばならなかったため失敗率も高かった。だが、中国武術の縄じよう鏢ひようや流りゆう星せい錘すいといった間合いが広い軟なん器き械かいを使って、遠間から慣かん性せい制御で誘拐できるようになって、劇的に有効になりつつある。


    　ただし、中国武術の軟器械は相当な修練なしには扱あつかえないので、この戦術はシルバーハンズではウェイロンだけのものだ。


    　雄ゆう星せいは、自分より慣性制御をうまく使うスター選手の姿に、負けん気が燃え上がるのを感じた。自分にできないことを、一流どころはいとも当たり前のようにやってくる。


    　旧来の防御フォーメーションを切り裂いたウェイロン機を、誰もが注視していた。


    　エイジェイがつぶやいた。


    〈キラーを二人以上使うのが、当たり前になっかもな……〉


    　雄星には、チャンスが転がっているように見えた。


    「そりゃ、ありがたいね。できることが多くなりそうだ」


    　キラーは、最強のたったひとりが試合に出られる、王者のポジションだ。だが、接近戦の有効性とキラーの役割が広がれば、二番手移行に望みがある。あの絶対強者ウェイロン・ヤンを、いつか超えられるものならそうしたいが、今年活躍しなければならない雄星には、時間がない。


    



    　雄星は、高すぎる目標と、闘わねばならなかった。それは、深く考えようとすると動けなくなる、絶望的な差だ。


    　一軍の選手たちと雄星には、足をすくませるほどのどうしようもない隔かく絶ぜつがある。チル・ウエポン耐性以外の、ほとんどあらゆる能力が、比べるまでもなく劣っている。


    　それを埋めるためには、限界まで自分を追い込んで練習するしかない。身体からだを休める休息のほかは、すべての時間をストライクフォールに捧げているようなものだ。


    　しっかり休んだ後、朝六時に起きて食事をとる。シャワーを浴びて、すぐにストレッチをこなしてランニングに移る。アリアンロッド市の朝は、宇宙都市の常としてあまり早くない。都市の規模が限られているから、経済活動を行う時間を短くしてその密度を上げることで、生産性をあげているのだという。雄ゆう星せいの、頭のいい幼なじみがそう言っていた。


    　ありとあらゆる能力が足りないから、あらゆることを鍛きたえなければならない。まったく店が開いていない街は、まだ人通りが少ない。ペットの散歩やジョギングする人間が、いくらかいるくらいだ。


    　雄星はアリアンロッド市の真ん中に広がる行政エリアのまわりを、朝に一回りしてからキャンプに向かう。公園が多く、道幅が広い道路を走っていると、道の反対側から、トレーニングウェアを着た体格のいい金髪の男がランニングしてきた。鉈なたで削ったような粗あらい輪りん郭かくに、訓練中ですら余裕を感じさせるにやけた表情。ただものではないことが一目で伝わる男──これが、本物のスターだ。


    　ジェシー・アインシュタインが、早くから当たりまえにトレーニングをしている現場に出会えたことは驚きだったが、納得感もあった。


    「いっしょにやるか、ルーキー！」


    　ジェシーに呼び止められた。


    　雄星にとっては、憧あこがれの選手とともに練習できることに、否いなやはなかった。


    　ジェシーのランニングのペースは速い。しかも、まったく息が乱れていない。スタープレイヤーであるジェシーは、取材を受けたりスポーツ以外の仕事も多いが、コンディションも雄星より良好だ。体力すらも、純粋に雄星を上回っている。現在二十八歳のジェシーは、雄星よりも遙はるかに高く厳しい環境で、それだけ長期間鍛え上げてきたのだ。


    　あのジェシーと並んで走っているなんて、少し前には思いもよらなかった。雄星にとっては夢のような時間だから、過去を振り返ってしまうと、弟のことを思い出す。そして、何かが違っていればここに英ひで俊としがいるはずだと思うと、力尽きるまで全力疾走したい衝動に駆られるのだ。


    「ルーキー、今は、一日何時間トレーニングしてる？」


    　ジェシーに尋ねられて、雄星は走りながら指折り数える。


    「身体からだを使うのが十時間で、シミュレーターやビデオ研究を入れたら、十五時間くらいっスね」


    　そのくらいやらなければ、到底一軍の選手には追いつかない。寝ている時間とシャワーを浴びている時間以外は、ほぼすべて練習に使っている、これが限界ぎりぎりの練習時間だった。


    「十五か……多いな。だいたい、ウェイロンとかケイトリンと同じくらいやってることになるのか」


    　だから、ジェシーの答えに危機感を覚えた。ぎりぎりまで時間をかけているからこそ、自分が一番練習しているつもりになっていたのだ。


    　そんな雄星の様子に、スターが大きな口を歪ゆがめて笑った。


    「一軍に、普通じゃない鍛錬をしてねえやつなんて、ひとりもいねえよ」


    　そう言われてしまえばぐうの音も出なかった。


    「それでも、きついっスね……。今のスタメンの選手が、普通じゃない鍛錬をしてたら、自分が努力を積んだって差は縮まらねえ」


    　引き離されずにいるために、限界まで振り絞しぼらねばならない。追いついて追い越すなんて、夢のまた夢だ。


    　だが、そんな雄ゆう星せいを嘆くように、ジェシーが顔を覆う。


    「ああ、せめえ！　了見がせめえ、世界がせめえ！　見えてるモンがせますぎる！」


    「せまいと、マズいんスかね？」


    「あったりめえだ！　他のチームのやつだって、普通じゃねえ鍛錬をしてんだぞ。試合に勝つために鍛きたえてるチームメイトが頼もしいとかよ。なんかあんだろ！」


    　ジェシーが、併走する雄星の背中を思い切りぶっ叩たたく。


    「視野をせまくすんなよ。ケイトリンとアデーレの嬢ちゃんを噛かみ合わせてるのだって、開幕してから試合に勝つためだ。シーズンが始まったら、こんな紅白戦なんかとはレベルがちげえからな」


    　そう言われても、雄星にはその遠い話より、今が大事だった。シルバーハンズには勝って欲しいが、そこに今年、自分が貢こう献けんしていなければ、もう選手としての未来はないのだ。


    「俺はチームに勝ってほしいんじゃない。俺が試合に出て、チームを勝たせたいんだ！」


    　エゴまるだしのセリフだった。だが、ジェシーが足を止めないまま、真剣に表情を引き締めて、雄星の肩をわしづかみにした。


    「あせんなよ……。おまえにはギフトがある」


    　チーム最高のスターに言われて、胸が高鳴った。だが、同時に、慣かん性せい制御を使ったフォーメーションのポスト役としてなら試合に出られるという話も思い出した。


    「チル・ウエポン耐性っスか」


    「それっぽっちじゃねえよ。これまでは、試合ん中で〇・一秒スラスターを早く噴ふかせたからって、回避や軌き道どう変更の結果がそう変わらなかった。だから、反射速度は、そこまで重要にならなかった」


    　ジェシーには話しながらそれなりに複雑な話をする余裕があるのに、雄星は運動をしていると視野が狭くなる。ただ、ほめられているのはわかった。


    「反射速度をほめられたポジションは、今までだと、絶対失敗できないキラーだけっスね」


    　反射速度が武器の雄星は、だからキラーを始めた。射撃が下へ手ただったというだけで、高校競技ではポジション自体がないキラーにしがみついていたわけではないのだ。


    　白いトレーニングウェアを着てランニング中の女性とすれ違った。背筋を伸ばして、安定した美しいフォームの彼女は、もう相当の距離を走っているのか、汗だくだ。フードをかぶっているせいで、その顔は見えないが、彼女もきっと選手だ。


    　その体格に既視感を覚えて雄星が振り返ろうとしたとき、ジェシーにそれを制止される。


    「ケイトリンだ」


    　言われて、気づいた。あれほど自分を追い詰めるように、ぴりぴりした彼女を見たことはない。だが、確かに、不動のリーダー機だった赤毛の女王、ケイトリン・レヴェットだ。


    「すげえ汗だった。あんなに毎日走ってるのか……」


    「ストライクフォールは、心肺機能が命だ。チル・ウエポン耐性は鍛きたえられなくても、心肺機能を上げりゃ、代謝も上がって体温の回復が早くなるからな。おれたちより走り込むスポーツ選手は少ねえよ」


    　そういうジェシーも、朝早くから走り込んでいる。体熱をチル・ウエポンに捧げ続けるチル・ウエポン競技において、筋肉とは、脂肪を燃焼させて体熱を生み出すバッテリーだ。ストライクフォールの選手は、有酸素運動と無酸素運動、両方を高いレベルでこなし続けなければならない。直径十五キロメートルの広大なアリアンロッド市で、きっとシルバーハンズの選手たちが今もみんな肉体を追い込み続けている。


    　誰もが極限まで努力して、自分の可能性を、最後の一滴まで絞しぼりだそうとしている。それは、ケイトリンやジェシーですら同じなのだ。


    「もっと先を見て、デカいプレイヤーになれよ。今じゃ、慣かん性せい制御を〇・一秒早く発動できるやつに、遅いやつじゃあそう追いつけねえ。あらゆるポジションで、反射速度が速いやつが有利になるんだ。エイジェイのやつは、まじめだから言葉にできねえだろうから、おれから言ってやる。──ユウセイ、おまえにゃ普通は無理だ。つぶれるか、スターになるか、二つに一つっきゃねえ」


    　憧あこがれた本物のスターが、まっすぐ雄ゆう星せいを見ていた。背筋がびりびり震えた気がした。それは、興奮と、野心と、わずかばかりの恐怖だ。


    　鷹たか森もり雄星はいびつなプレイヤーだ。射撃は下へ手たくそで、判断力もまだまだだ。だが、ジェシー・アインシュタインが認める武器を、二つも持っている。


    　そして、雄星は、ジェシーという選手がスターである理由を垣かい間ま見た気がした。キャンプで結果も出せてないルーキーに、おまえはスターになれるなんて真顔で言える、他の誰にも惑わされない男だから、きっとジェシーは強いのだ。


    「男が、おまえはスターになれるなんて言われたら、もうまっすぐ進むっきゃねえよな」


    　雄星は、もうこらえきれず、気持ちが求めるままに足を速めた。汗だくで、息が荒く肺が痛んでも、自分の限界を絞りきるまで運動せずにいられなかったのだ。


    



    　自分に正直に、まっすぐに進むのは、強さがいる。


    　たぶん、その強さを、今、急速に認められつつあるのは、アデーレ・コンテだ。なにしろ、ケイトリン・レヴェットと戦術方針が真っ向から衝しよう突とつしているのに、決して自分を曲げないのだ。


    「もうヤダ！　……みんな、なんで笑ってられるの？　本気でぶつかるときに持ってく武器なんて、必ず殺せるの以外は全部ぬるいんだよ」


    　金髪の少女が、カフェのテーブルに突っ伏して、いやいやをするようにポニーテールを振っていた。チームの全体練習が終わって、雄ゆう星せいは彼女に呼び出されたのだ。普通なら色っぽくなりそうなホルターネックのワンピースを限りなく健康的に着こなす彼女は、知らなければアスリートではなく、たぶんモデルに見える。


    　アリアンロッド市の中央、雄星がよくランニングしている政経エリアの店は、余裕のあるビジネスマン向けなため小こ洒じや落れている。伝統的なオープンカフェの構えだが、太陽系じゅうから厳選されたものを集めて出す店だ。


    　夕方のカフェには、ゆっくり一息つく時間を求めて、仕事帰りの客が大勢いる。雄星の前には、木星産のコーヒーが酸味のある香りをたてていた。


    「ユウセー。なんで、わたしが、いろいろ言われなくちゃいけないわけ？　だって、勝たなきゃ意味ないじゃん！　プロなんだよ!?」


    　木製の店舗の前に置かれた丸テーブルの四人掛け席で、アデーレがくだを巻いている。


    「さすがに爆発したか……。まあ、ストレスを発散するのがうまいのも、いい選手の条件なのかもな」


    　雄星は、濃いコーヒーを舐なめるように口に入れる。プロになって、契約金や年俸、それから弟の英ひで俊としの肖像権やらでお金が入ってくるようになって、高そうなものをあまり値段におびえず頼めるようになった。それが、うれしいことなのかは、ストライクフォールに必死すぎてよくわからなかった。


    「すこしずつだけど、フォーメーションで慣かん性せい制御と戦う戦術も仕上がってきたし、手て強ごわくなってきただろ」


    　なだめようとしたが、アデーレはカリカリしている。座ったまま、しなやかな筋肉のついた両手、両足を伸ばして、子どものように抗議する。


    「ぜんっぜんダメじゃん！　フォーメーションにこだわって戦ったら、そりゃ、これまで通りに近く運用できるから、わかりやすくなるよ。でも、それって慣性制御がもってる可能性を、去年までに近いかたちに縛っただけじゃん!!　時計がまるっきり逆回りしてるじゃん！　安心できるのと、勝てるのとは、まったく違う話だよ」


    　今日の練習でも、この調子で、従来通りのフォーメーションを重視するケイトリンの戦術を完全に否定してしまったのだ。さいわい、紅白戦は、各リーダー機の下につくメンバーが交替制だから、チームが派閥で割れるところまでは行っていない。だが、戦術の方向性がまったく違うアデーレとケイトリンの決裂は、決定的になりつつある。


    「……わたしさ、誰が第一リーダー機だとか言ってる場合じゃないと思うんだ。もしも、慣性制御ですごい戦術を新しく作ったチームがあったら、わたしたち、試合でぼっこぼこだよ!?」


    　アデーレ・コンテは狩かり人うどだ。敵を追い詰めて、狩り立てる。その一点だけに、美しくも見事に、自分のすべてを集中させることができる。


    　雄ゆう星せいは、彼女の危機感と焦りに共感しきれるわけではなかった。


    「そのすごい戦術を、俺たちのほうで思いついてたら、苦労はねえんだけどな……」


    「思いつかないから、どう来ても殺し返せるカウンターに繋つなげられる武器を用意するんでしょ！　どうすんのよ？　今、準備してなきゃ、シーズンでぼろぼろになるんだよ。準備不足で、このシーズンはダメだろうって心の底で思いながら、それでも負けたくなくてのたうち回るの。……わたしは、ぜったい嫌！　今からやれば、勝てる準備ができるんだったら、絶対そうする！　誰とケンカしたって、誰に陰かげ口ぐちたたかれたって」


    　殺すのどうこうと言うものだから、物騒な単語にぎょっとなって、数人の客がこちらを見る。そして、行儀よく目をそらしてくれた。アデーレ・コンテと、英雄になった鷹たか森もり英ひで俊としに似過ぎた雄星に気づいたのかもしれない。観光都市のモラルか、騒ぎ立てないでくれたようだった。


    　彼女の熱さが、伝わってくるようだった。けれど、その熱を茶化す気にはなれなかった。


    　目の前のことばかりの雄星には、アデーレが見ている何かは見えていなかったが、それでも笑うことなど不可能だ。彼女が、純粋に、勝つことだけを考えていることは明白だったからだ。


    「だったら、教えてくれよ。俺は、どうしたらいい？」


    　そして、アデーレが、ばつが悪そうに後頭部を指で掻かいた。


    「あ、ごめん。ユウセーにできること、ないや！」


    「なんだとおまえ」


    　お互い、力量はわかっている。キャンプで多角的にその能力の限界をはかって、その先を掘り尽くそうと苦闘しているのだ。アデーレの勝つための構想に、自分がいないと思うと、内臓がよじれるほど悔くやしかった。だが、それでも、その先を求めて這はいずり回るのが選手なのだ。


    　アデーレが、そんな彼の前で、身体からだを折って笑った。肩の力が抜けた、軽やかな笑顔で。


    「ごめん、ごめん。……今はまだないだけだよ。もうすぐ、そのときは来る。……絶対にね」


    　本当に楽しそうだったから、雄星は毒気を抜かれて息をつく。


    「いいさ。アデーレが、構想に絶対に入れたくなるくらいには、強くなっててやるよ。このキャンプが終わるまでにはな」


    「うん、期待してる！」


    「本当かよ……」


    　あまりにも気持ちいい即答だったから、思わず突っ込んでしまった。


    「本気も本気!!　あったり前だよ！　ユウセーは、絶対にわたしの味方になってくれそうだもんね。リーダー機をやるなら、そういう選手がチームの中軸にいないと、まとまらないんだよね。ケイトリンにとってのメリッタみたいなバディが欲しいんだ」


    　彼女が輝かがやくような笑顔を見せた。


    「わたし、家のことがあるし、いろんなところから、自分は味方だってアピールしてくる人がいっぱいいるのね。だから、それが、わたしの後ろにある何かが目当てか、においでわかるんだ。でも、フィールドではそういうことぜんぶ関係なくなる。そこでなら、本当にわたしの味方になってくれる人だって見つかると思ってた！」


    　蛮族にだって味方は必要だ。いや、敵味方がはっきりしているからこそ、求めている。そんな彼女が、雄ゆう星せいをそこまで見込んでくれていた。


    「ユウセーは、わたしとの出会いがきっかけで、ここまでやってきたって言ったよね。でも、わたしも、そうなんだよ。……びっくりだよ。ユウセーは、何も持ってなくて、ぜんぜん下へ手たくそなのに、世界の中心にいるみたいに前に進んでくんだ。自分の気持ちでどんな無茶でもやり遂とげて、こんな野蛮に生きてていいんだって、いつだって勇気づけられてる！」


    　アデーレにとって、なにもかもが戦うことだ。戦えば傷つくし、まわりもぼろぼろになる。けれど、そこが一面の焼け野原だったとしても、おのれが火だるまになっても、彼女はきっとその両足で立って野蛮に笑うのだろう。そんな彼女のことを、雄星も戦う男だからこそ、とてつもなく心強く思った。


    「俺のほうが、世話になりっぱなしだっつの……」


    　まったく恩を返せていない。そう、先を行く彼女が手をさしのべてくれて、その手を掴つかむことで、何度も前に進んできたのだ。


    　魂たましいをぶつけてくるように、彼女が言った。


    「それじゃ、ケイトリンとジェシーの時代の次は、わたしとユウセーの時代だね！」


    　そのとき──心臓が──止まったと思った。


    　アデーレが、その緑の瞳を自信で輝かがやかせて、雄星を見ていた。


    　そのまっすぐな視線にこたえたいと、心の底から思った。


    「すげえよ、アデーレ。……おう、時代を作ろうぜ」


    　まだ何の結果も出せていない自分を、信じてくれている。とてつもないしあわせを感じて、ハイタッチをするように彼女へ手を突き出す。


    　その手が、暖かい熱に包まれる。指の間に、心地よい彼女の熱が入り込んでくる。アデーレが、突き出した手で、恋人つなぎをするように指をからめていた。


    「勝つよ。わたしは、戦って、ぜんぶ手に入れるの」


    　今さら恥はずかしくなったか、アデーレが顔を真っ赤にしていた。けれど、言い切った。雄星は全身がくすぐったくてもだえそうになる。だが、その感覚が嫌ではなかった。


    



    　アデーレにとって、その日が何かのきっかけになったようだった。


    　コーチやケイトリンと衝しよう突とつするとき、彼女は自信をもって自分の想いをぶつけるようになった。つまり、これまでよりもっと激しく衝突するようになった。


    　ただ、摩擦で胃壁が削れるような感覚はない。アデーレがカリカリしていないからだ。とても楽しそうに、方向性の違うケイトリンの戦術の弱いところをつくようになった。ポジティブに叩たたき潰つぶして、負けたときは悔くやしそうに暴れ、練習が終わると、もう後ろには引きずらない。


    　当然ながら積み重なってゆくストレスには、だいたい雄ゆう星せいが付き合わされる。


    　今日は、アデーレに呼び出されて、雄星は、公営カジノにきていた。未成年でも入れるタイプの、お金ではなくトークンを賭かける一種のゲームセンターだ。アデーレは、プライベートでも勝負事が大好きなのである。


    「これやろう！　あはは、選手評価ひっどーい」


    　彼女が、ＡＩ選手を戦わせるストライクフォールの勝敗予想ゲームを指さした。シミュレーターのようにＡＩ選手たちが自動で行動して試合をする、その勝敗を予想するのだ。連盟協賛で、実在の選手の肖像と名前が使われて、昨シーズンの成績に合わせて能力評価が振り分けられている。


    「自虐的すぎるだろう……。ジェシーの評価ひでえな」


    「去年の被撃げき墜つい率悪かったからねー。怒ど濤とうの被撃墜三八だもん」


    　ジェシーは昨シーズン、三試合に二試合は撃墜される、六割六分という年度ワースト記録を打ち立てた。それは、広大なフィールドで、試合の激戦地に常にからんでいたという勝負勘のよさと献身のためだが、ゲームを作った会社としては評価外の項目らしかった。


    「評価してくれねえんだな。勝負にからめないで試合が終わるのが、一番しんどいんだけどな」


    　雄星は、活躍するときも戦犯になるときも派手なジェシーのファンだ。選手としても、どんな試合にもエースとして爪つめ痕あとを残すジェシーは目標のひとりだ。


    「うわ。わたしの評価ショボすぎっ！　次のシーズンはもっと上だからなー」


    　アデーレが、文句を言いながらも、とても楽しそうだった。彼女が振り返る。その表情に、どきりとする。日ごとに親しみやすく、美しくなってゆくようだった。毎日、違う服でお洒しや落れをしていて、ときには髪型を変えているときもあった。今日はポニーテールの髪をおろしているせいで、豪ごう奢しやに輝かがやく金髪が、サマードレスの背中にまでかかって、映画の中のお姫様みたいだった。


    　彼女の緑の瞳は、こんなに澄んでいただろうかと思った。彼女が薄化粧をしているのに気づいた。どうしてかわからないくらい、心臓が高鳴る。いつも練習で組んでいた相手に、不意に女の子を感じて、どうやって普通に接していられたのか思い出せなくなった。


    「しっかし、うちのチーム、みんな評価からいな……」


    　もちろん賭けるのはシルバーハンズだ。いつも雄星を叩きのめしている一軍の選手たちが、どんな評価になっているのか見たくて、全員の選手データを確かめる。


    　エイジェイの評価は平均して高い。ケイトリンは防御には強いが、打撃力が足りない。ジェシーは一発屋のネタキャラ扱あつかいだ。他にも、ウェイロン、クリクリ、メリッタ、ユエンと、みんなトップクラスにはいまひとつ能力値が足りないか、バランスが悪く使いづらい選手かのどちらかだ。雄ゆう星せいが一軍に入れたとしても、ゲームに登場するときは、どう回ってもネタ枠なのは間違いなかった。


    　ゲーム筐きよう体たいの音がうるさいはずなのに、聴覚が何もとらえなくなった気がした。忘れようがない顔が、画面に表示された。架空選手として、英ひで俊としが登場していた。知名度で補正されているのか、能力評価は高い。総合能力ではチームで最高かもしれないほどだ。いかにも人気先行のやりすぎ評価だけれど、雄星の心の中の弟は、これでも足りないくらいだった。


    「なんかシャクだね……。あの日、がんばったの、ユウセーなのに」


    　二軍時代を英俊と一緒に過ごしたアデーレが、複雑な想いをぽつりと漏もらす。


    「いいんだよ。ヒデは、これでいい」


    　そして、試合が表示される。対戦相手は、昨シーズン覇者、ホライズンズだ。


    　賭け率オツズが表示された。シルバーハンズの選手として、アデーレがさすがに不満をあらわにする。


    「うっそ！　ホライズンズ相手だからって、倍率十五倍って！」


    「さすがにナメすぎだろ。シーズンで、勝ち点二十五点差がついてたからって」


    「そうだよね！　こんな差になったのは、途中に二週間も没収試合があったせいだし……。あ、ユウセーのせいじゃないから……、いや、ごめん、あの五試合ぜんぶ勝ってたら十五点入ってたから、やっぱユウセーのせいかも……」


    　いまだに雄星が、チームメイトから練習後の食事や飲み会にまったく誘われないのは、間違いなくそのせいである。実は、アデーレと二人で腫はれ物扱あつかいなのだ。


    「そりゃ、恨まれるよなあ……」


    　そして、ベットが終わって、遊技機の試合が始まった。


    　超早回しのＡＩ同士の試合は、五分ほどで終わった。二人して、シルバーハンズの勝ちに投票して、見事にトークンを巻き上げられていた。


    　そして、その頃には、薄暗いカジノは危険なほどざわついていた。


    　あまりにも騒ぎすぎて、雄星が〝鷹たか森もり英俊の兄〟だと気づかれたせいだ。そして、カジノの客筋は若者中心で、カフェの客ほど行儀よくはない。雄星はともかく、顔がそっくりの英俊は、今や試合や関連動画が百億回再生を超えている有名人だ。


    「ユウセー、逃げるよ！」


    　力強く手を引っ張られて、パニックになりかけた店内から逃げ出す。


    　走って逃げて、アスリートの体力で振り切った。後先考えずに走ったせいで、行政エリアの公園についたときはもう夜になって、都市ドームの天てん蓋がいへの空の投影は終わっていた。この都市では、月の自転で夜の間は、夜空を映し出すかわりに屋根を透明化する。頭上に広がるものは宇宙の深しん淵えんと、そこに輝かがやく青い地球だ。


    　途中からヒールの高い靴を脱いで、裸足はだしで駆けていたアデーレが、けらけらと笑う。


    「……負けちゃったね、チーム」


    　あんなものは、ただの遊技機で、ゲームメーカーが勝手に作った能力評価で、ＡＩキャラがやった試合だ。それでも、認めてやる気はなかった。


    「本物の試合では勝つさ。去年の優勝チームだろうが関係ねえ」


    「ユウセーはいいよね。キラーはいいよ。仕事がわかりやすいもん……。こっちはこれからリーダー機にはチル・ウエポン耐性だって、ポジション変更ってさ。そりゃ、ちょっとはよろこんだけど、そんなスキル磨いたことないのに、チームの指揮しろって、やっぱ無理があるよ」


    　らしくないことを、アデーレが言い出した。


    　雄ゆう星せいは、はっとして彼女の顔を見る。彼女が目を伏せて、唇くちびるを固く結んでいる。それは、元気にケイトリンと衝しよう突とつしている彼女が、練習中は決して見せない暗い表情だった。


    「なんだよ？　らしくねえな」


    　そう混ぜ返したら、アデーレは拳こぶしでもぶつけてやり返してくると思ったのだ。だが、彼女は、疲れたように、芝しば生ふにしゃがみ込んでしまった。


    「そろそろ、限界だよ……。これだけ必死で背伸びしてたら、もういいでしょ……。キャンプでよかったら第一リーダー機とか、ご褒美でもなんでもないよ。わたし、キラーだもん……。ストライクフォールやってて、こわいと思ったのは初めてだよ。いつだって試合の前は楽しかったのに」


    　こんな彼女を見るのは初めてだった。アデーレ・コンテは、決してくじけないのだと思っていた。けれど、きっと彼女は苦しいことを、楽しさに昇華してから、フィールドに持ち込んでいるだけなのだ。フィールドですべてがうまくいって傷を負わない者など、いないのだから。


    　だとすると、彼女が弱いところを見せてくれるようになったのは、なぜなのだろうと思った。答えはシンプルだ。雄星は、初めて会ったときの、ただ導かれる後輩選手ではない。今はもう、肩を並べる対等な仲間なのだ。


    「アデーレには、いっぱい励ましてもらったけど、俺が弱音を聞くほうになるのは初めてだな」


    「本当だ。これは、いっぱい愚ぐ痴ちらないとだ。あのさ、わかってるんだよね……。あの勝ちも、最近調子がいいのだって、偶然じゃないけど実力通りでもない。……それでも、やっぱりケイトリンの方針はおかしいんだよ。具体的に説明してって言われても困る、カンなんだけどさ……」


    　彼女が、自分の感情を持てあましたように、手近にあったベンチに乱暴に腰を下ろす。


    　そして、予期せぬ色気が漂ただようほど無防備な姿勢で背もたれに身体からだを預けて、彼女の唇が言葉をつむぐ。


    「負けるの、嫌だな……。キラーのときは、自分がミスってもまだ先があったけど、リーダー機のは本当に終わりだもん。キラーの勝負どころは突っ込むときってわかりやすいけど、リーダー機は最初から最後までずっと緊張が切れないもん」


    　アデーレはいつだってポジティブで、明るく、そして闘志に満ちていた。だが、彼女は、ストライクフォールが好きで、チームが好きで、だから、がっかりされたくないのだ。


    「こわがる必要なんてない。誰が見たって、アデーレは、立派にやってる」


    「うまくなんて、できるはずないよ。だって、ずっとキラーしかやってなかったんだよ？　わたしは、キラーは本物だって自信あるけど、リーダー機じゃ本物じゃない。ニセ者だってバレないか、いつだって、びくびくしながら指揮してる」


    　雄ゆう星せいは、アデーレがこんなに繊せん細さいなのだとは思わなかった。ポジティブで、強い人間が、かならずしもいつも隙すきを見せないわけではない。味方に見捨てられたり、がっかりされたりすることは、アデーレにとっても弱点なのだ。だから、彼女は無意識に、何度も英ひで俊としと比べて失望されている雄星を相談相手に選んだのかもしれなかった。


    「そういうのを受け止めるのも、甲か斐い性しようなのかもなあ……。……アデーレは、たぶん、仲間のことが好きすぎるんだよ。だから、自分についてきてくれるか気になって緊張して、リーダー機はそれが試合中ずっと続くから疲れるんだ」


    　雄星は、このあいだ、ジェシーから慣かん性せい制御に特化した才能があると言ってもらえてうれしかった。だから、アデーレに、雄星がこれまでもらったたくさんの恩を少しなりとも返せる気がした。


    「アデーレのそういう性格が向いてるって思ったから、アルバ監かん督とくは、リーダー機をまかせたんじゃないか？　俺だって、アデーレがこんなにチームのことを気にしながら戦ってるって知って、納得した。他のみんなのことを、やっぱよく見てっから、困ってるとき気づいて助けてくれるんだ」


    「……そういういいこと言わない！」


    「だいたい、勝ってるんだから、いいだろ。勝つの好きだろ？」


    　アデーレが恥ずかしそうに顔を紅こう潮ちようさせていた。けれど、さっきよりも少しだけ表情は楽そうになっていた。


    　そして、彼女が、勢いをつけて立ち上がる。雄星に向き直ると、言葉に迷うように言った。


    「ぜいたくに聞こえるかもだけど、勝ってる理由が自分でわからないって、本当に困るんだよ……。わたしの勝ちって、ぺらっぺらに薄くて、浅いの。……対応されちゃったら、突然ぱたっと勝てなくなるかもしれないんだよ。今日よかったけど、明日はダメかもしれない。明日からずっとダメかもしれない。ニセ者だってバレたら、もうチームのみんなが指示なんて聞いてくれないかもしれない。……こわいよ。自分の後ろに誰もついてこなかったらって思ったら、飛ぶのがこわくてしかたない」


    　前を進んでいる背中を見ていたときは、気づかなかった。彼女は、今、選手として苦しんでいる。


    　チームメイトとして、彼女を助けたかった。


    「俺に、何かできることはないか？」


    「ユウセー、手……」


    　アデーレに求められるまま、手を出した。


    　彼女が、また、恋人つなぎのように指を絡める。


    　そのまま手のぬくもりを確かめるような、静かな時間が流れる。そして、彼女がうんとうなずく。


    「ちょっとパワー入った……。また、テンション下がったらお願い」


    　ぐっと距離が近くなったのを感じる。彼女を意識してしまって、照れくさくなった。けれど、弾む足取りで、また自分の前を駆けてゆく彼女を見るのは、悪い気分ではなかった。


    



    　幼なじみの環たまきから、突然、アリアンロッド市に着くと連絡が入ったのは、その翌日の朝だった。


    　毎日、通信はしていたのに、ずっと秘密にしていたのは、サプライズだと環は言った。やましいことはないはずなのに、背中に冷や汗がにじんだ。


    　午前からの練習では、絶好調のアデーレが、アンドリューを吹っ飛ばしていた。感覚派の彼女は、本当に集中力が高まっているときは手がつけられない。そして、相変わらず、アデーレが勝って第一リーダー機に近づくほどチームの空気が微妙になる。


    　環を迎えに行くために、いつもよりちゃんとした服に着替えて、ロッカールームを出る。最近、会うたびに違う服で着飾っているアデーレが待っていた。彼女が、屈くつ託たくなく笑いかけてくる。


    「どしたの、ユウセー。今日も、帰りにお茶する？　お酒まだ飲めないの、ほんと残念だよねー」


    　曇りのない好意を向けられると、きゅっと胸が締め付けられる。


    「今日は、環が来ることになってて──」


    「わたしも行く！」


    　言い終えるまもなく、アデーレが大きな声で言い切った。言葉だけではなく、雄ゆう星せいに触れそうな距離まで近づいてきた。制汗剤のいい匂いがした。


    　勢いで押し切られて、スタジアムから自動運転の自動車に乗った。アリアンロッド市に宇宙港は二つあって、一つはシルバーハンズが練習のために使っている旧宇宙港、もう一つが観光都市としての正面玄関であるダヌー宇宙港だ。


    　携帯に連絡が入った。環たちはすでに、雄星が宿泊しているホテルのロビーまで来ているとのことだった。直径十五キロメートルのアリアンロッド市は、大きいとはいえ都市としてはコンパクトだ。シルバーハンズの関係者が泊まれるような場所は、たくさんあるわけではない。


    　雄星たち一軍キャンプ参加者が逗とう留りゆうするアリアンロッド・コンチネンタルは、五つ星ホテルだ。二軍練習場だったヨセミテコロニーのホテルとは、調度のひとつひとつをとってもレベルが違う。ものの価値がわかるわけではない雄ゆう星せいにすら、格式の違いを感じさせる風格があった。


    　そして、フロント前の広いロビーに、長い黒髪のスタイルがいい少女がいた。リゾート風の上品な花柄のワンピースを着た、白しら咲さき環たまきだった。


    　長い黒髪を背中までおろした彼女は、透すき通るようなつややかな肌をしていて、遠くからも風景から浮き上がるようによく目立つ。顔かたちが整っていること以上に、雰囲気がおそろしく目を惹ひくのだ。


    　彼女が、雄星を見つけて、手を振ってくれた。


    「ひさしぶり。なんか、立派になったね」


    　そう言う環の存在感は、ロビーの豪華さにまったく負けていなかった。どこにいても、その場の主役になってしまう。むしろ、高級ホテルの身なりのいい他の客たちが、彼女をちらちら気にしている。


    「半月も経ってねえよ。環も、見るたびにおとなっぽくなってるな」


    　雄星は、恥はずかしくなってしまって、顔を正面から見られなかった。通信映像で顔は見ていたはずなのに、ひさしぶりに会うと緊張した。


    　見られることに慣れている環は、所しよ作さひとつをとっても隙すきがない。


    「そんなに変わらないよ」


    「俺だって、変わらないっての」


    　そのとき、不満そうな声が、目線のずいぶん下から聞こえた。


    「忘れんでほしいが、君の幼なじみは、あたしの付き添いだぞ。改修機の設計がまだ忙いそがしいのに、キャンプの機体調整を手伝いにきてやったのを、もうすこしありがたがってもいいだろうに」


    　プラチナブロンドにチョコレート色の肌の、子どもくらいの身長の女性がいた。シルバーハンズの整備班長にして開発主任である、ロクサーヌ・ミャオだ。彼女の後ろには、背が高い細身の女性が立っている。シルバーハンズの二軍にレイカ・フランクリンという刺客が潜んでいたことが判明してからは、ロクサーヌにガードマンがつけられているのだ。


    「わたしは、大学一年の単位が、研修で充当できるっていうから、ほいほいついてきました」


    　環は、ロクサーヌにかわいがられていているのだ。幼なじみの頭がいいのは知っていたが、環だけを連れてきたのだから、ずいぶんな買われようだ。


    「なんでお嬢もいるんだ？」


    　ロクサーヌが、その金色の目をアデーレに向けた。


    　環が、今、気づいたとばかりに、ちらりとアデーレと雄星を見比べた。


    「えっと……。アデーレさんいたんだね？」


    「ずっといたっての！　ちょっと、意地悪くない？」


    　ごめんなさいと、環たまきが笑いかける。アデーレも、笑顔で、いいよと返す。


    　雄ゆう星せいは、とびきりかわいい女の子が、二人で笑い合っているのに、心臓が動悸を打ち始めてどうしようもなかった。何かを、ちからいっぱい間違った気がしたのだ。


    



    　ロクサーヌが、そのままストライクシェルを見たいと言いだし、雄星たちは落ち着く暇もなくチームの整備用ドックに引き返すことになった。


    　シーズンオフの半年間にロクサーヌのラボでアルバイトしていた環だけでなく、雄星とアデーレも一緒についてきている。


    　ロクサーヌは、雄星がかつて慣かん性せい制御チル・ウエポンを生み出したストライクシェル、《コントラクター》の設計者だ。重要人物であるロクサーヌの関わることには機密が多いが、彼女が申しん請せいすればチームも融通を利かせてくれる。


    　雄星たちの練習を支えるドックは、シルバーハンズが借り切っている旧宇宙港に隣接している。とはいえ、古い時代に建造された施設で、何かあっても居住区画が吹っ飛ばないようにする事故対策として施設を分けられている。つまり、宇宙港のエアロック外にあるから、移動には月面車を何分か走らせなければならない。簡易宇宙服を着て、ドックに入る。高さ三十メートルほど、床面積は五千平米近い旧式のドームだ。


    　ドック内は、人間の整備士が機材を持って走り回り、架台に設置された自動検査機器や連動したロボットアームがフル回転する修しゆ羅ら場ばだ。三十機以上ものストライクシェルの、練習後のメンテナンスと破損箇所の修理をしているのだ。


    　シーズン中は、週に平均二節試合があるが、キャンプ中は毎日加減のないハードな練習が行われる。整備スタッフにとっては殺人的な忙いそがしさだから、機械の作動音や作業音と怒鳴り声が合わさってとてもうるさい。


    　もう一週間も、ケイトリンとアンドリューとアデーレが、本気で第一リーダー機の地位を懸けてぶつかり合っているせいで、整備員たちは殺気立っていた。


    「誰だよ、毎日紅白戦とか言ったのは！」


    「だまって働きな！　お嬢が来てんだよ」


    　ロクサーヌが、スタッフを怒鳴りつける。選手が来ていることに気づいて、やけくそで動き始める。


    《ホーリーグレイル・アサルト》の身の丈六メートルの巨体が、そこかしこに立ち、あるいは膝立ちの駐機姿勢で整備を受けている。その背部には、巨大な角のような角張ったパーツが張り出していた。これが、慣性制御ユニットだ。


    　ちいさなロクサーヌが、巨大な白騎士を見上げて、得意げに鼻を鳴らす。


    「《ホーリーグレイル・アサルト》はどうだい？　汎はん用よう機だから、使う選手によっていろいろな特色が出て面白いだろう」


    　老婆のような話し方の彼女は、見た目は幼いが経験豊かな科学者であり技術者だ。彼女の指摘を、雄ゆう星せいは身をもって思い知っていた。一軍の選手たちは射撃も格闘も機動もレベルが高いと思っていたが、それを支えているのは《ホーリーグレイル》だ。同じ汎はん用よう機でも、《クエスター》とは反応速度でも加速でもレベルが違う。


    「たいしたもんだよ。俺は、キャンプに入ってから、こいつにボコボコにされっぱなしだ」


    　雄星は、憧あこがれた機体の新たな姿を間近に見ていると、心が浮き立って仕方ない。


    　アデーレが、ロクサーヌの前に回り込んで訴えた。


    「わたしの《レッドソーン》も、慣かん性せい制御改修してよー！　《レッドソーン》だけ慣性制御じゃないんだよ。大ハンデだよ！」


    「あたしが来たのは、専用機の改修のためさ。《ホーリーグレイル・アサルト》は一段落ついたからね。第一陣は、今日、機体を搬送して、改修完了して納品まで五日ってとこかね……」


    　白い機体をトレードマークにするシルバーハンズでは、各選手個人のために作られた専用機だけを特色で塗装している。この専用機はカラードと呼ばれ、受領することは選手の大きな名誉だ。


    「誰の？　誰の？」


    　アデーレが、ぱっとその笑顔を輝かがやかせる。ロクサーヌが、歯を剥むいて笑う。


    「監かん督とくより前に、あたしが教えられるわけないだろう。《ホーリーグレイル》の改修では、冒険できなかったからね。専用機で思いっきり、いじらせてもらうさ」


    　雄星は、ドックの隅に駐機する、黒い機体を眺ながめる。《ホーリーグレイル》の鋭角的で洗練されたシルエットの中に、いくぶんまるみを帯びた機体が一機ある。二軍の汎用機を改修した《クエスター・アサルト》は、彼を押し上げてくれた機体だが、やはり一部リーグで戦う機体の中では力不足だ。特徴的な頭部の甲かぶと飾かざりのせいでおとぎ話の騎士のような《ホーリーグレイル》の中では、黒騎士は無骨だった。


    　環たまきが、白騎士の威容と自分の機体を見比べている雄星に、尋ねた。


    「雄星、うらやましい？」


    「《クエスター・アサルト》は、いい機体だよ。こいつが、俺に、進むべき道を教えてくれた」


    　しんみりしていた彼の隣に、いつの間にかロクサーヌがいた。


    「何をひとごとみたいにしてるんだい？　あんたの《コントラクター》も、慣性制御ユニットを積んでる最中だよ」


    《コントラクター》の名前を聞いて、胸の奥の癒えかけた傷口が開いた思いがした。あの機体を忘れたことなどない。だが、自分のものではないと、心のどこかで思っていた。


    「……あれは、ヒデの機体だよ」


    　ロクサーヌに修正されたが、兄弟の夢から、《約束の手ハンド・オブ・コントラクト》と機体名をつけたのは英ひで俊としだ。弟がテストをして仕上げ、この機体で夢を叶えようとした。雄星の栄光とその報いは、《コントラクター》とともにあった。乗った彼が、あれが名機であることを一番知っている。それでも、引け目がなくなるわけもない。


    「だが、それでも、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を起動できたのは、あんただけなのさ。チル・ウエポンを創り出す力があってこその《コントラクター》だ。そいつを扱あつかえる人間が他にいないなら、他の誰を乗せるんだい？」


    　ロクサーヌが見上げてくる視線の強さに、雄ゆう星せいのほうが目をそらしてしまった。


    「……俺が乗ったら、《コントラクター》は、白じゃなくて黒く塗られちまうぞ」


    　雄星の与えられたパーソナルカラーは黒だ。チームカラーの誇りある白プラウド・ホワイトを背負わせることができない選手だから、そうなれば《コントラクター》は、二度とあのときと同じ姿でフィールドに出ることはできない。


    「あんたが気にするほどは、チームはそんな感傷を大事にはしないさ。……こいつの開発予算の元だって取らなきゃならん。封印中でも《コントラクター》を戦力化する準備くらいしてる。……あんたに、今シーズンで結果を出せなきゃ選手をやめさせるって条件も、元を取るプランの方向性から出た話さ」


    　雄星の運命は、まるで《コントラクター》に繋つながっているかのようだ。そして、同じシートに座っていた英ひで俊としと、今も、分かつことができない。


    　ロクサーヌが、乗ってこない雄星に苛いら立だったように、白金色の髪を片手で掻かきむしった。


    「わかるかい？　《王の御手》は、チル・ウエポンを、文字通り創造するチル・ウエポンだ。こいつには、他のチル・ウエポンにはない特性がある。……本来なら、試合中に使う必要なんかまったくないってことさ」


    「……そりゃそうだな。試合中にわざわざ創らなくても、試合前に強いチル・ウエポンをいっぱい創っておくほうが、体温が下がっても回復する時間があるぶん強つええな」


    　雄星は、フィールドの外で創ることは考えていなかったから、盲点を突かれた気分だった。言われてみれば、確かにそのほうが合理的だ。


    「だからな、チームも、スポンサー企業もそれを試した。《コントラクター》は試合に出せないが、研究開発まで止められているわけじゃない。あたしたちは、未知のチル・ウエポンを研究しないほうが危険だと主張して、開発権をもぎ取った。あんたと同じ耐性Ａ以上のテストパイロットを呼んで、起動実験だってやった……」


    「……それで、全員ダメだったってことか」


    「こいつは深刻な話さ……。試したのは、ひとりや二人じゃないんだ。耐性Ａは、およそ百万人にひとり発現する。ストライクフォールの選手って条件さえとっぱらえば、起動実験のテスト要員はそれなりに集まった。なのに、あれ以来、《王の御手》の起動は一回も成功してない。だんまりさ」


    　ロクサーヌの目が煌こう々こうと輝かがやくようだった。


    「うちの研究機関がびびりだしてる。……この宇宙で、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を起動できるのは、鷹たか森もり雄ゆう星せいひとりなんじゃないかってね。選手としてあんたを使うより、フィールドの外でチル・ウエポンだけ創らせて、それを一軍の選手に持たせたほうが強いと思われてる。……あんたが、今年、目に見える結果を出せなきゃ即引退ってのは、そういう理由さ」


    　雄星にもそれが理にかなっていると、頭では納得できる。だが、腹の底から衝動が突き上げる。俺はこんなもんじゃない。俺の本当の価値を見せつけてやると、荒れ狂って仕方ない。


    「ロクサーヌさんはどうなんだ？　俺を、どう思ってる？」


    「気になるかい？　そうさね……気張ってもらわなきゃ困ると思ってるよ。あんたをフィールドから研究所に移しても、ひょっとしたら、《王の御手》は作動しないかもしれないからね。あんたは、一度、平常時に起動実験に失敗してる。そうだ。ヒデのかわりに、あんたが初めて《コントラクター》に乗ったときさ」


    　ロクサーヌは、雄星の気持ちなどよそに、自分の都合と欲望だけでものごとを語る。その手前勝手さに、なぜか心が震えた。


    「……あんただって試合の中でしか《王の御手》を起動できないのかもしれない。あんたを引退させちまったら、もうフィールドで《王の御手》を機動させるチャンスは二度とないかもしれない。それが、あたしは怖くて仕方ないね……。あんたはどうなんだい？」


    　雄星は、駆け回る整備スタッフや、修理や調整を受けるストライクシェルを眺ながめる。


    「俺は──」


    　その答えを、雄星は言葉にできなかった。弟の英ひで俊としは天才だった。それを誰よりも知っているから、機体を受け継ぐことを自分のプレイで認めさせてやると、いつもの生意気さで大言できなかった。雄星は、一軍キャンプで本物の一軍選手を見て、おのれを知っている。そして、結局生きている間に弟に勝てなかった兄として、あの機体を自分の色に塗り替えるのは、感情の行き場を見つけなければ苦しすぎるのだ。


    



    《コントラクター》は、雄星たち兄弟にとって運命の機体となった。


    　英俊が死んだ事故──それに関わったレイカ・フランクリンによればロクサーヌ暗殺を狙ねらった陽動作戦が、《コントラクター》のテスト飛行中に起こった。そのとき、《コントラクター》に乗っていたのが弟だったなら、犠牲になっていたのは雄星のほうだったのだ。


    　今でも雄星は、事故艦の艦首に潰つぶされそうになった瞬間、ぐいと右手を引かれた感覚を覚えていた。身代わりに、英俊が操縦槽コツクピツトごと圧死した。


    　たぶん、この傷に寄り添うことができるとしたら、それは白しら咲さき環たまきだけだった。彼女はわかっているから、そうしてくれた。


    　彼女は、きっと、雄星の胸につかえた取り去れないもののことをわかっていて、誘ってくれたのだ。


    「さっすが有名観光地だね。人多い……」


    　観光用の展望公園は、ドーム都市のメインドームの北側に延びた回廊の先にある。アリアンロッド市は、北極に近い資源都市だからこそ現れる、月面都市でも珍しい風景で有名だ。何万人もの観光客が、透明な天井の向こうにどこまでも広がる星空と地球を仰あおいで、それを待っていた。老いも若いも、カップルだらけだ。


    　環たまきの体温を、隣に感じた。


    　なんとはなく、そうするのが自然な気がして手を伸ばす。その手が、あたたかくやわらかい心地よさで包まれた。安心するような、緊張するような、胸の高鳴りを覚える。


    　今、どんな音楽を聴いてるとか、そんな他た愛わいのない話をした。彼女の声を聞いていたかったのかもしれない。彼女も同じなのだと思いたかった。


    「そういえば、練習ばっかで、ここに来るのは初めてだったな」


    　観光ガイドの自動ナレーションが聞こえる。


    〈月北極の水酸化物採掘は、月面の政治経済にとって重要な意味を持っていました。宇宙開発の黎れい明めい期き、宇宙の植民地のほとんどは、地球からの水と空気の輸入で、経済的に支配されていました。けれど、月面では、北極の水酸化物採掘で、それを手に入れられたのです〉


    　環が、それを聞いて半歩、寄り添ってくれた。


    　たくさんの観光客からざわめきが起こった。みんなが上を見上げていた。地球上で月見をするより四倍ほども大きな地球の青と、地面の間に、七色の虹の帯が現れていた。それは、広大な宇宙の漆しつ黒こくを背景に、不毛なはずの月の大地に現れた色彩のパノラマだった。


    　雄ゆう星せいは、こんな光景が現実に存在するのだとは思ってもみなかった。夜に出る虹も初めてだし、大気のない月で本当に現れるとなど、現実に目にするまで、半信半疑だったくらいだ。


    「……虹だ。……本当に、月でも虹って見えるんだ……」


    　宇宙に出るまでは考えもしなかった風景に、心を打たれて立ち尽くしていた。


    「環……。宇宙すげえな……。なんで、こんなものができるんだろうな……」


    　雄星はその光景を前にため息をつく。環が、きゅっと手を強く握ってくれた。


    「地ち球きゆう虹こうって、地球が一番満ちている時期に、空の低い位置にある場所でだけ見えるんだって。水酸化物採掘プラントから、廃棄する水を噴出する水滴が虹になるんだって。……地球の月げつ虹こうは肉眼だと淡くしか見えないけど、月から見る地球が明るいのと、ここが北極に近くて地表からの反射が弱いから……こんなに、きれいなんだろうね」


    　彼女も感動しているようだった。ただ、神秘をその場で解き明かされてしまったようで、雄星は苦笑する。


    「廃棄する水って言われちまうと、ロマンチックだかなんだか、わかんねえな……」


    　環が、ちょっとばつが悪そうに笑った。


    「あはは……。エンジニア見習いだから、仕方ないね」


    「大学行って、おまえ、だいぶ理屈っぽくなってないか？」


    「……雄ゆう星せいが、わたしよりもロマンチックなだけだよ。宇宙一になりたいなんて、夢がおっきくなきゃ言えないもん」


    　抗議するように、隣の環たまきが、肩をぶつけてくる。


    　彼女が静かに視線を落とす。


    「……夢がなきゃ進めないよね。雄星は、勝負の世界の人だもんね」


    　雄星は、環の物言わぬ横顔が好きだ。一瞬ほっと気の抜けた顔をする、安心感が好きだ。彼女は、意識して雄星に笑顔を見せてくれているけれど、彼女自身が思っているよりずっと多くの表情が覗のぞいてる。たぶん、その豊かさに、かけがえのないものを感じるのだ。


    　ふと、視線を感じた。雄星が環を見ているように、彼女もやさしい目を彼に向けてくれていた。


    「だから、ちゃんと繋つながってるから。雄星の《コントラクター》を、ロクサーヌさんにまかせてもらえるように、がんばるから」


    「……俺の、じゃねえよ」


    《コントラクター》は、まだ雄星の機体ではない。それだけの実績を、彼は、到底あげているとは言えないのだ。


    「雄星の、だよ……」


    　彼女は、いつも雄星を認めてくれる。彼女は味方になってくれる。その心強さに溺おぼれたくなる。だが、雄星は、彼女の言うとおり、勝負の世界の人間なのだ。


    「いいや。そういう結果を、勝ち取らなきゃなんねえんだ」


    　ただ生きて大切なものを手に入れるためになら、かならずしも勝利が必要なわけではない。だが、フィールドで生きるなら、そうしなければならない。


    　いつの間にか、虹を見るのをやめていた雄星の横っ腹を、彼女が肘ひじでつついた。


    「そういえばさ。……アデーレさんと、ずいぶんいい感じだったみたいだけど？」


    　どうしてそんな話になるかわからず、雄星は曖あい昧まいにうなずいた。


    「あいつ、ああ見えて、今、大変なんだよ。一軍に追いつくだけで必死な俺より、さらに倍くらい苦労してっからな……」


    「あのレイカって人も、苦労してそうだった？」


    　そう問われて、雄星の胸には苦い思いがこみ上げる。レイカ・フランクリンをなぜ見逃したかと言われたら、それはたぶん、決着がフィールドの外でつくのが嫌だったのだ。


    「……悪い。スポーツ選手のこだわりとか、そういう話されても、納得できねえよな」


    　謝って、そのとき思い至った。環は、フィールドの人間ではない。


    　雄星には、彼女をのけものにしているわけではないと示すために、謝るしかない。彼女が膨れてみせた。


    「まあ、雄ゆう星せいがいいなら、いいんだけど……」


    　そして、彼女が、宇宙に浮かぶ地球の蒼い明かりの下、微ほほ笑えんだ。


    「こっちはこっちで戦ってあげるから、しっかり勝ってきなさい」


    　環たまきはいつでも雄星の背中を押してくれる。たとえ、彼らの関係が、消えない痛みを抱え続けるとしても、その絆がゆるむことは、きっとない。


    



    　ロクサーヌ・ミャオの到来は、チームに大きな波乱をもって迎えられた。《ホーリーグレイル》の改修が一段落ついた今、整備主任の彼女が来たのは専用機の慣かん性せい制御改修のためだということが明白だったからだ。そして、シーズン開幕まで間がないから、優先されるのは、監かん督とくの構想の中心になる選手だ。


    「アデーレ、今日からは《ホーリーグレイル・アサルト》を使え。おまえの《レッドソーン》は、ラボに後送して慣性制御改修だ」


    　アルバ監督が、まっさきに名前を呼んだのは、このキャンプで第三リーダー機を拝命したアデーレだった。


    　練習を控ひかえたミーティングルームが、どよめきに包まれた。それは、監督がキャンプ最終日の前日に、戦力構想の主力としてアデーレを遇すると、評価を下したということだからだ。


    　アデーレが立ち上がった。そして、握った拳こぶしを、飛び上がらんばかりに突き上げる。リーダー機は向いていないと言っていたわりに、うれしそうだ。


    「っシャァッ！　勝つのって、気持ちいいー！」


    　あけっぴろげな感情の爆発にあてられて、ミーティングルームの空気がゆるむ。だが、よろこぶ者だけではなかった。


    「それは、第一リーダー機をアデーレ・コンテにするということですか？　整備計画はともかくとして、チーム戦術の要かなめとなる第一リーダー機の人選は、今後を見てからにしてもらいたい。ようやく、慣性制御対策が固まってきたところです」


    　ケイトリンだった。最初は慣性制御に慣れず、三人のリーダーでもっとも負けが込んでいたが、キャンプ終盤は、彼女は調子を取り戻していた。


    　アルバ監督が、カークマンヘッドコーチと目配せを交わす。選手の自主性を重んじるこの首脳陣が、ずっとタイミングを計っていたようだった。


    「開幕まで、およそ半月だ。……最終日にやるつもりだったが、いい頃合いだろう。今日の結果で、開幕戦のリーダー機を決めることとする。全員、文句はないな」


    　さらりと発せられた言葉は、とてつもないギャンブルだった。太陽系一部リーグのシルバーハンズが、一発勝負の結果次第で、数週間前までポジション未経験だった素人しろうとを、開幕試合のリーダー機に起用しようというのだ。ユースや高校のチームならまだしも、雄星がファンとして見てきた中でも、まったく前例がない措そ置ちだった。


    「乗ったァッ！」


    　案の定、無む謀ぼうと蛮勇が大好きなアデーレに、完全に火がついていた。両手の拳こぶしを振り上げて、感情をこらえきれなくなったようにジャンプする。そして、理性が戻ってきたように、周囲を見回した。


    「……でも、いいの？　わたしが勝っちゃったら、ケイトリン、面目丸つぶれだよ？」


    　返すケイトリンの目は、自信に満ちていた。


    「ストライクフォールはフォーメーションの競技だ。慣かん性せい制御でごたついてはいるが、二十年間、どんな新戦術が出てきても、この基本だけは変わらなかった」


    　昨シーズンまでチームを率いていた彼女が、あまりに冷静だから、チームを巻き込みかけていたアデーレの熱気が、立ち消えていた。ただ、雄ゆう星せいが聞いても説得力があった。ストライクフォールのテクニックの歴史は、ケイトリンの言うとおり、フォーメーションの歴史なのだ。


    「ストライクフォールで、もしもフォーメーションを組むことの有効性が失われるなら、宇宙戦闘で単独行動が推奨されないというあらゆる宇宙戦術の基本がまるごと吹っ飛ぶ。宇宙は大きすぎて、あらかじめ複数機で固まって移動していないと火力を集中できない。宇宙は広すぎて、危なくなってから援軍を出していたのでは間に合わない。常識はしばしば崩くずれるが、基本はそれよりずっと固い。……宇宙が大きいままである以上、勝つのは必ずフォーメーションだよ」


    　人類が宇宙戦闘を始めてから今日まで、ずっと実証され続けてきたことだから、否定できる者など誰もいない。


    　アデーレの瞳は、瞳どう孔こうが開いて爛らん々らんと輝かがやいている。


    「ふぅん……。フォーメーション戦術が未熟な、経験不足のリーダー機なんか、第一には据すえられないってことだ？　ケンカ売ってるんだね」


    「今は、新しいカードが加わって環境がぐらついているだけだ。遠からず、時代はフォーメーションに戻ってくる。ろくな戦術もなく、慣性制御で好き勝手に荒らせるのは、せいぜいシーズン序盤くらいまでだろう」


    　アデーレとケイトリンの間の摩擦が、この上ないかたちで露あらわになっていた。そして、どちらが正しいか決着をつける機会が与えられた。これで全力で衝しよう突とつしないのはウソだ。


    　ジェシーが、女同士の剥むき出しのプライドのぶつかり合いに割って入った。


    「まあ待てよ。リーダー機としてどっちが上かをフェアに決めるには、紅白戦じゃ厳しいだろ。勝負は結局チーム力だ。エース級が偏ったら勝負にならねえし、できたチームが相手と相性悪かったらどうするんだ？」


    　エースがまっとうな指摘をしてくれたことに、雄星はほっとした。


    「そこから始めればいいだろう？　私とアデーレが、ひとりずつ順番に欲しい選手を選んでドラフトしてゆく。戦術眼を見るには、こういう趣向も悪くないはずだ。アンドリュー、悪いが、今日はアデーレと勝負をつけさせてくれ」


    　ケイトリンの提案だったからか、第二リーダー機のアンドリュー・ペインが、肩をすくめて下りることを宣言した。もちろん、アデーレは「面白そう」と乗らないわけがない。


    　監かん督とくが、フィールドへ行くよう促す。真剣勝負の始まりだった。


    　紅白戦のドラフトは、カークマンヘッドコーチの提案で、他の選手がストライクシェルに乗っている間に、別室でリーダー機の二人だけで行われることになった。ひとりずつ選手を選んでゆくとは、チーム内で必要な選手を序列付けしてゆくということだ。


    　雄ゆう星せいたちはみんな、ストライクシェルに乗り込んで、自分がどちらのリーダーからか呼ばれるのを待った。このシチュエーションで緊張しないはずがなく、選手同士で公開やプライベート回線で通信が飛び交っていた。


    〈監督は、呼ばれた順番を教えねえみてえだな。……そりゃそうか。アデーレは、一軍じゃ、まだ新人に毛が生えたようなもんだ。ぺーぺーに面と向かって順序づけなんかやらせたら、一軍選手たちの高ぇプライドがこじれちまうからな〉


    　エイジェイ・ロジャースが、通信で雄星に教えてくれた。確かに、一軍の選手たちは常人ではない。憧あこがれの選手たちの、スポーツメディアに乗らない本当の顔は、ピエル＝ルイスが差別主義者だったり、メリッタの腹筋が割れすぎていたり、ファーディナント・ウィットが病的な負けず嫌いだったり、クリクリに女装趣味疑惑があったりと、一癖ありすぎる。とはいえ、そういうリスクすらアデーレが楽しみそうなところも、ありありと思い浮かぶのだ。


    「アデーレに限っちゃ、いらない配慮だと思いますけどね」


    〈一軍のやつらは、キャラ濃いからな。何が理由で敵に回るかわからねえ、爆弾みてえな連中だ〉


    　自分を棚に上げて、カールが言った。だが、利益で近づいたり遠ざかったりすると行動を推測しやすいだけ、この男には安心できるのも確かだ。


    「まさか、おまえがオアシスに感じられるときが来るなんてな……」


    　二軍にいたときは、まわりとどう仲良くなれるかわからなかったが、一軍はある意味それ以上だ。腕一本でスターになれる世界で、最高の舞台までのし上がれる人間が、普通なはずがなかった。


    〈──開幕戦、第一リーダー機決定紅白戦、メンバー発表〉


    　そして、ヘルメット内ディスプレイにドラフトの結果が表示される。従来の延長としてケイトリンが導くか、アデーレの感覚まかせな革新を信じるか、チームの行く先を左右する決戦の陣容が明かされた。


    〈ユウセイ・タカモリ。選択リーダー、ケイトリン・レヴェット──〉


    　少し驚いた。アデーレが自分を選ぶと思っていたからだ。だが、決まったからには、ここからは雄星の戦いだった。開幕一軍を目指して、有用性と成長をアピールしなければならなかった。


    　試合のために、巨人騎士たちがエアロックへと向かう。三十機の機体がいっせいに移動するものだから、さすがに渋滞気味だ。


    　ゲート待ちで並んでいる雄ゆう星せいのもとに、相手だけに通じているプライベート回線で、通信が入った。


    〈ユウセイ・タカモリ。話をしたいが、かまわないか？〉


    　相手は、ケイトリン・レヴェットだった。ほとんどキャンプ中、会話したことがなかった相手だから、正直驚いていた。


    「なんですか？　チームのキラー、俺だけなんスけど、選手層見る限りキラー戦術やるドラフトじゃないっすよね」


    　チームは、雄星のほかは、エイジェイ、ピエル＝ルイス、クリクリ、メリッタ、ファーディナントと、射撃戦に強いメンバーで固められている。フォーメーションで押し潰つぶすための布陣だった。つまり、キラー戦術をやるつもりがないなら、射撃に穴を抱える雄星を選んだ理由が不明だ。


    〈頑かたくなだな……。ひょっとしたら、君がアデーレ・コンテと親しいから、間を引き裂く嫌がらせで選んだと思ってはいないか？〉


    「違うんスか？　俺の使いどころ、このチームで見えないんスけど」


    〈確かに、私はキラー戦術ではなく、フォーメーション戦術のアレンジで戦うつもりだ。だが、今回のドラフトで、私が二番目に選んだのは、君だ。ユウセイ・タカモリ。──私の戦術構想に、君の力が不可欠だから、選んだ〉


    　驚きよう愕がくに、息を呑のんだ。なぜと問うことすら、忘れていた。ケイトリンに、まともに評価してもらえているとは思っていなかったのだ。


    〈聞け。……リーダー機は、絶対に落とされてはならないポジションだ。そして、そのために必須の能力は、慣かん性せい制御の時代ではチル・ウエポン耐性と反応速度だ。そこが私の弱点で、アデーレ・コンテが徹底して攻めてくるところだ。このキャンプでは、フォーメーションや経験ではそれを補えないことを思い知ったよ〉


    　淡々と、ケイトリンが、自分の弱いところを雄星に語った。聞いていると、何か違和感があった。だが、理解できてくると、背筋に、冷たいものが走った。太陽系一部リーグのチームを率いるチームリーダー、大スターであるケイトリンが、ただの新人選手に、弱みを告白しているのだ。このリーダーは、勝つために、実績によって自みずから積み上げたプライドを捨てることができる。太陽系中の選手たちが望んで、一生かけても触れられるのは爪つめの先ほどもいない栄光をだ。


    〈……だが、その才能で、アデーレに勝ってるヤツが、うちのチームには一人いる。君だ。ユウセイ・タカモリ〉


    「俺が？」


    　ふと、雄ゆう星せい自身が、アデーレに「チームをよく見ているおまえはリーダー機に向いている」と言ったのを、思い出した。ならば、三期もの間、第一リーダー機の座を守ったケイトリン・レヴェットが、チームを見ていないはずがなかったのだ。


    〈君に、勝負を預ける。バックアップは、最大限にする。君が、チームを勝たせるんだ〉


    　彼女の、確信のこもった言葉に、雄星は震えた。実績もろくにないルーキーに、彼女は本気で賭かけたのだ。ケイトリン・レヴェットは、とてつもなく強いリーダーだ。雄星の二の腕に、戦せん慄りつで鳥肌が立っていた。選手人生で、これほど強いリーダーのもとで戦ったことは、一度もない。


    　旧宇宙港のエアロックから、微弱な重力の地表へと出る。ケイトリンに選ばれたチームは、アデーレのチームに先行してマスドライバーに乗ることになっていた。


    　ごくごく希薄な大気しかない月面から、ほぼ真空の月上空へ。十五機のストライクシェルがリフトオフされる。フォーメーションの指示を、ケイトリンの白い《ホーリーグレイル・アサルト》がハンドサインを交えて確認していた。


    〈アデーレ・コンテの出方は、チーム選択からある程度読める。ウェイロン・ヤンを先鋒にした切り込み戦術だ。切り込みのバックアップは、ジェシー・アインシュタインにやらせるはずだ。……アデーレが、キャンプ中の紅白戦で、さんざん私に土をつけてきた、飽ほう和わ攻撃戦術だ〉


    　彼女の指示は、アデーレに比べて圧倒的にわかりやすい。攻撃をまかせられたクリクリの編隊、遊撃を担当し射撃の名手を集めたピエル＝ルイスの編隊が、ケイトリン編隊から離れてゆく。


    　雄星のポジションはそのどちらでもない。メリッタ・イズメイリとともに、ケイトリンを守る直掩エスコートだった。


    　ケイトリン機が、雄星機へ向かって、自みずからの腕を突き出してそれを指さしてみせる。


    「腕か……？　何のために？」


    　脳波コントロールで、《クエスター・アサルト》の左腕を、ケイトリン機へ向けて突き出す。それと同時に、ケイトリン機の腕に新設されたワイヤー射出機から、ワイヤーが打ち出されて雄星機の腕に絡みついた。


    　雄星は彼女の大胆さに呆あきれた。とんでもないギャンブルだ。つまり、彼女は、ウェイロン・ヤンの縄じよう鏢ひようを使った誘キツド拐ナツプ戦術の逆を、雄星にやらせるつもりなのだ。


    「やばくなったら、ワイヤーで繋つながった俺が、ケイトリンさんを慣かん性せい制御で連れて逃げろってことかよ……。うっそだろ。ぶっつけ本番でできんのかよ」


    　だが、ヘルメット内ディスプレイに映し出された赤毛の美女は、ドキリとするほど悪戯いたずらっぽい笑みを見せた。


    〈今日のために、こっそり特訓を重ねてきたから、心配はいらない。この、私が自分の腕を指さすサインを出したら、かならず腕を差し出してくれ。それが、私とチームの命綱だ〉


    　チームの命運を預けられた緊張に耐えるため、雄ゆう星せいは大きく深呼吸する。雄星がミスすれば、ケイトリンが撃げき破はされてチームは負ける。


    「マジか……。こんなこと、本当にやれるのか？」


    〈君ならやれるさ、ユウセイ・タカモリ。……ワイヤーのために、三キロメートル以内に常にいてくれ。君が、私の戦術のキーマンだ〉


    　雄星は、アデーレには申し訳ないが、わくわくしていた。あのケイトリン・レヴェットが、雄星に命運を預けたのだ。


    　呼吸を整えるために、ガイドダンパーを握っていた手を離して、心臓を握った拳こぶしで軽く叩たたく。


    「まかせろ」


    〈いい返事だ〉


    　そして、ケイトリンが、彼女のチームのオープン回線で、決戦前の演説を打った。


    〈アデーレ・コンテは、容易に打ち破れる相手ではない。新しい状況に瞬時に適応する、あのセンスと才能の暴力を、君らもキャンプで味わったはずだ。……このキャンプで、私は、今年の方針を決めたッ！　勝つために、必要なあらゆる力を借りる。あらゆる力をだ！　それが、私の見つけた、慣性制御時代の戦い方だ〉


    　力強い声で、彼女がメンバーに奮ふん起きを求める。美しい闘将の檄げきが、操縦槽コツクピツトを震わせる。


    〈そのためには、タカモリだけではなく、皆のすべての力が必要だ！　勝つために、それを貸してくれ。私の編隊の者は、ユウセイを墜おとさせてくれるなよ。バックアップを頼む!!〉


    　ある者は声で、ある者は軽いジェスチャーで、ケイトリンに賛意を示した。雄星のことを明らかに見下していたピエル＝ルイスすら、軽く拍手をした。


    　ヘルメットに、紅白戦の開始間近であることを告げる警告が点ともった。アデーレのチームも、月上空にあがってきたのだ。


    　試合開始を控ひかえて、フォーメーションの最終チェックを慌ただしく行っていたケイトリンが、雄星にプライベート回線を繋つないでくれた。


    　こんな切せつ羽ぱ詰まったタイミングでと、怪け訝げんに思った雄星に、真剣な面おも持もちでケイトリンが告げた。


    〈あのなりすましの件で、私は、君に言いたいことがごまんとある。だが、それを新しいシーズンに持ち越さないと、勝つために決めた。君がひたむきに練習する姿を、皆が見ている。……自信を持て。堂々と楽しめ！〉


    　そして、ブザーが鳴り、紅白戦が始まった。


    　雄星は、腹の底からわきあがった熱気にあてられて、上半身を預けるガイドダンパーを何度も握り直す。そこまで言ってくれたリーダーを、勝たせてやりたかった。


    　試合開始直後、三千キロメートル離れたアデーレのチームが、こちらへ向けてブースターを全開にした。十五機のストライクシェルが、一斉に動き出したのだ。


    　軌き道どうは、ほとんど遊びのない正面衝しよう突とつだ。ウェイロンのキラー編隊に三機、ジェシーの陽動編隊に三機をまかせて、アデーレのリーダー機編隊が突っ込んでくる。フォーメーションの扱あつかいに長たけたケイトリンを、アデーレが攻め立てる速攻だ。


    　だが、まるでそうなるとわかっていたように、ケイトリンは落ち着いて指示を出す。クリクリの攻撃編隊とピエル＝ルイスの遊撃編隊が、敵側、ジェシーの陽動編隊を叩たたき潰つぶしに向かった。ブースターを全開にして加速するジェシー編隊に対して、クリクリ編隊は機体間の間隔をおおきく開けて待ち構える。クリクリは、高速の敵に対して機雷を散布して足止めする嫌らしいプレイも得意にしているのだ。その間に良好な射撃位置をとるように、ピエル＝ルイスたちが動いている。


    　残ったのは、アデーレの敵本隊とウェイロン・ヤンのキラー編隊が突撃し、ケイトリンが本隊で受け止めるという構図だ。


    「……なんだこれ。こんな大事な試合で、動きが単調すぎねえか？」


    　雄ゆう星せいの目から見ても、異常だった。もしもこんな展開になって負けでもしたら、一セットが十分もかからず終わって、観客が怒り出すこと間違いなしの、しょっぱい試合だ。


    　そして、アデーレ側の編隊構成も奇妙だった。アデーレは、リーダー機も参加して総掛かりで攻めるのを得意にしている。だが、それにしても前に出すぎだった。まるでリーダー機自みずから、キラーとして接近戦を挑もうとしているようだった。


    　ストライクフォールの主な接近アプローチ方法は、相手と速度と軌道を合わせることで相対速度を下げるランデブーと、合わせずに相対速度が大きいまま一瞬だけ衝しよう突とつするイントルードがある。慣かん性せい制御の登場で、イントルードしてきた相手が突然軌道を合わせてきてランデブーに移るという、切り替えスイツチという機動法が現れた。最初から足を止めてランデブーするよりも、消耗戦を続ける時間をコントロールできるから、キャンプではこの切り替えの練習が重点的に行われてきた。


    　アデーレたちは、二個編隊が秒速二十五キロメートルという超高速で突っ込んできている。一瞬だけ交こう錯さくするイントルードの構えだ。


    　雄星は苦いつばを飲む。十二機掛かりのイントルードの破壊力だ。ストライクシェルを戦争に使っていた頃なら、中隊規模の総突撃にあたる全力攻撃だ。そう止められるようなものではない。どこかで切り替えをしてランデブーに移る気配など感じられなかった。


    「これ、さすがに受けるのはきつくないか？」


    　中隊規模の攻撃ともなると、まともにあたると宇宙戦艦でも撃沈されるという。慣性制御でさらなる高速化を果たした編隊突撃は、もはや宇宙の嵐あらしだ。


    　エイジェイが言った。


    〈フィールド競技の戦術ってのは、基本はだいたい同じだ。自分のやりたいことを押しつけて、相手のやりたいことを封殺すれば、勝つ〉


    　雄ゆう星せいにも、そのくらいのことは理解できた。だが、エイジェイは、面白くなるぞと唇くちびるを歪ゆがめたのだ。


    〈──いい機会だ。戦術ってやつを、よく見とけ。ストライクフォールは、一発勝負になる局面が多い。だから、試合が始まる前のフォーメーション分けや、メンバー選択のセッティング段階で、勝負が決まってるケースがある〉


    「アデーレが、ケイトリンに誘われてああなってるってのか？」


    　雄星にとっては、嵐あらしを受け止める瞬間を待つ間、状況を教えてもらえるのはありがたかった。


    〈アデーレの目線で考えてみな。……あっちにしてみりゃ、まず、おまえさんを防御だけに全振りされたときの防御力が読めねえ。極端な攻撃寄りにチームを編成しちまったアデーレは、今、防御を敷かれても打ち破れる最大火力を追求しなきゃならなくなった。フォーメーション戦術の引き出しが足りねえせいで、じっくり受けに回られたら必敗だからな〉


    　雄星は、思わず、すぐそばを飛ぶケイトリンの《ホーリーグレイル・アサルト》に目を向ける。もしもこの状況を読んでいたのなら、彼女は雄星なら守り切れると買ったのだ。


    「あんだけ攻撃に寄せてんのに、まだ攻撃力が足りねえってか。どんだけ一撃で粉砕してえんだよ……」


    〈攻撃型の選手ってやつは、見た目よりも繊せん細さいだ。宇宙じゃ、やばいとわかってから援軍に入っても、たいてい間に合わねえ。リスクのある攻撃なんてな、失敗すりゃ全滅だ。常人がお祈りして思考停止する死地で、一番繊細になれるネジの飛んだやつだけが上にあがる。キラーがバカと蛮族ばっかなのは、精神的に保もたねえからだからな〉


    　キラーには、生活すべてを捧げる勢いで鍛練を積む選手が多い。雄星もそうだ。常に努力していたという裏付けがないと、恐怖に負けるからだ。


    〈……だから、キラーほど、最後の最後で自分を信じられる連中はいない。だが、そういう心理を読み切って罠わなを張れるのも、ケイトリン・レヴェットの強さだ〉


    　雄星が、ケイトリン機にカメラを向けていることに気づいたように、白い機体がこちらを向いた。


    　地球を背景に、敵チームのブースターの噴ふん射しや光が流星のように漆しつ黒こくの宇宙に線を引く。接触までのカウントダウンが開始する。彼ひ我がの相対速度から予測される、互いの射程距離に入るまでの時間は、わずか百秒だ。このまま激突なら、開始のブザーから試合終了まで五分を切る超急戦だ。知らず、口の中が乾燥して、なんとかつばを飲み込む。


    「ウソだろ……。いくらなんでも、このまままっすぐ決戦はねぇだろ」


    〈アデーレにとっちゃ、ケイトリンに戦術を読み切られて、おまえさんを直掩エスコートにつけるってかたちで、メタ戦術を張られたわけだ。決戦戦力を切らずに、おまえさんを釣り出して落としたいとこだが、ケイトリンは編隊におまえさんをがっちり抱え込んじまった。……なにより、嬢ちゃんにはメンバーを抑える人望がねえ〉


    「なんでだ？　アデーレが勝ってっから、人がついてきてんだろ？」


    　その雄ゆう星せいの疑問に答えてくれたのは、エイジェイではなく、ケイトリン・レヴェットだった。


    〈人を乗せる能力と、チームを率いるリーダーシップは違う。ウェイロンが『自分がユウセイごと落とせば問題ない』と言い出した場合、アデーレにどう止められるかということだ。全員が自分よりキャリアのある一軍選手の中、アデーレの戦術説明能力は、あいかわらずの『ばーん』『どーん』だ。……あれでは、攻撃の指示はできても、フォーメーション指揮で防戦しながら決戦までの盤面を作るなどできまい〉


    　雄星にはまったく見えていなかった、リーダー機としてアデーレが致命的に弱いところだ。アデーレは、急戦の戦型に強いのではなく、防御戦闘で敵の隙すきをうかがう指揮ができないのだ。あのフィーリングで読み取るしかない大おお雑ざつ把ぱな指揮で、敵と自軍を有利に交換しつつ、じりじりと数的優位を作ってゆく戦いなど不可能だ。


    〈フォーメーションで数的優位を作るのが、ストライクフォールの基本だ。慣かん性せい制御の時代とはいえ、慣れてしまえば、王道をひっくり返すほどの破壊力はない〉


    　そして、射程百キロメートルを超える模擬レーザーの光が宇宙を裂いた。ピエル＝ルイスたち射撃の名手が、ジェシーの編隊に猛射を浴びせる。交戦が始まった。


    　慣性制御以前は、交こう錯さくする軌き道どうの編隊同士は、一度接触した後はもう離れてゆく一方だった。だが、今は、軌道を強引にねじ曲げて再接近が何度も行われる。


    　編隊から飛び出してスタンドプレイをしたいジェシーに、ピエル＝ルイスが射撃を加える。ジェシーはピエル＝ルイスの懐ふところに飛び込みたいが、クリクリが嫌なところにばらまく自走機雷に動きを制限されている。おそるべき勝負勘で、単身にしてひとつのフォーメーションに匹敵する戦果を出すのが、ジェシーの強みだ。だが、フリーにして暴れさせなければ、ジェシーの強みは半減する。


    　アデーレからの波状攻撃の最初の第一波は、届くタイミングをずらすことができた。次は、ウェイロン・ヤンたちキラー編隊による第二波と、アデーレ本隊自みずから突貫する第三波だ。


    　ケイトリンから警報が発せられる。


    〈来るぞ。備そなえろ〉


    　雄星は、今いるリーダー機編隊の状況を確認する。編隊は八機で、中心のケイトリンを守るように、球形に展開している。八機のうち五機は、敵チームが射撃戦か接近戦か、出方によってフォーメーションを変える。雄星は、メリッタと組んで直掩エスコートだ。直掩は、身を挺ていしてリーダー機を守るポジションだ。ただ、直掩が一秒でも長く生き延びればリーダー機がそれだけ生命が伸びるから、死ぬ役なのに耐久性が重視されるという、矛む盾じゆんに満ちた役割でもある。


    　メリッタは、牽けん制せいやカウンターに長たけた直掩で、負傷の多いこのポジションで二百試合連続出場の記録を持つ。その彼女が、雄星のポジションを細かく指示してくれた。


    「ケイトリンに近すぎる。そんなところにいたら、リーダー機が回避機動をとるスペースを潰つぶすのよ」


    　雄ゆう星せいは、慌てて位置を調整する。宇宙は大きい。近いとはいえ五キロメートル以上離れているから、肉眼では芥け子し粒つぶのようにしか見えない距離だが、それでも衝しよう突とつが起こるのも事実だ。


    《クエスター・アサルト》が、漆しつ黒こくの空にかき消えそうな黒い機体を、ケイトリン機から遠ざける。彼ら三機で、これからアデーレたちの総攻撃を受け止めるのだと思うと、腹の底が冷たくなるようなおびえで、呼吸が浅くなる。


    　ケイトリンから警告がきた。


    〈ウェイロン編隊は、くさび形陣形でのイントルード、本命は二列目だッ！　露つゆ払はらいの掃射の後で、ウェイロンが縄じよう鏢ひようを引っかけにくるぞ！〉


    　流星雨のように、レーザーが降り注ぐ。雄星たちの動きを制限するように、四機の編隊から浴びせられる射撃は、微妙に狙ねらいの甘さを残している。雄星は、ケイトリンと敵編隊の間に入って盾たてになる。防御用チル・ウエポン、レーザークロークがレーザーを減げん衰すいし、その代償に雄星から体熱を奪う。


    　雄星がマークされたぶん、フリーになっていたメリッタが、ウェイロン編隊の先頭の機体に、両手に持った二挺ちようのレーザーライフルで応射した。


    〈くさびの三時側を削って、ウェイロンの突入コースを制限する！　おまえがウェイロンをなんとかしろ〉


    　二挺ちようライフルという無茶な撃うち方でも、メリッタの射撃は当たる。それでも敵はまったく止まらない。レーザーしか有効射程にない距離を突破し、リーダー機を狩りに来たウェイロンの四機編隊が突っ込んでくる。メリッタがライフルを捨てて、腰の後ろにマウントした粒りゆう子し砲ほうを構えてぶっ放す。彼女の粒子砲は、ストライクシェルから電源供給するタイプではなく、励れい起きした粒子をカートリッジに詰め込んだ一発撃ちきりのショットガン型だ。


    　腰にセットした予備カートリッジを、流れるようなスムーズさで、メリッタが装そう填てんする。ショットガンの機関部を握ってポンプアクションを作動させると、励起した荷電粒子がカートリッジから機関部へ解放される。再射撃──光の奔ほん流りゆうが、敵編隊の二機目を襲った。


    〈タカモリ！　ウェイロンは、あたしを行きがけの駄賃に狙ねらってくる。敵コースがわかってんだから、キラーだってんなら止めてみせてよ〉


    　警告表示が雄星のヘルメット内に現れる。敵ストライクシェルと、最短十秒以内に接触することが表示されていた。雄星を釘くぎ付けにするため、レーザーが浴びせられ続けている。レーザークロークは機体が浴びたレーザーを減げん衰すいしてくれるが、噴ふん射しや中のブースターに直撃すればさすがに誘爆するからだ。雄星は、覚悟を決めて慣かん性せい制御を作動させる。ノンブースターで軌き道どうが曲がるだけの慣性制御なら、誘爆の危険はない。


    　雄星は、背後にいるケイトリンの様子をうかがう。そのケイトリンの、緊張に硬くなった声を聞いた。


    〈ウェイロンを抑えろ。今のあいつにフリーで接触されたら、私では五秒は生き残れん〉


    　彼女が自分の弱点を認めたからこそ、雄ゆう星せいが戦力構想に入ったのだ。一番直視したくないものをしっかり見つめて、それを潰つぶしてくる人間としてのすごみが、ここにある。雄星は、そんな彼女に、命運を託された。選手として、男として、奮ふん起きしなければウソだ。


    　雄星が虚こ空くうをにらむ。メインカメラの画像からＡＩがストライクシェルの機影を分析して、ズームする。急速接近するウェイロン機が、今まさに縄じよう鏢ひようを投じようとしているところだった。


    　ウェイロンへと、雄星は慣かん性せい制御で軌き道どうをねじ曲げて突進する。ブースターを全開にして、縄鏢で狙いをつけられないように軌道をこまめに変えながらだ。


    　雄星は、キャンプの接近戦訓練では一本も取れたことがない達人、ウェイロン・ヤンに立ち向かう。だが、不思議なほど怖くなかった。


    「正面からやりゃ、どうにもならねえけど、こんだけ整えてもらえばなッ！」


    　雄星では、一軍最強のキラーと比べれば、動きの精度も鋭するどさもなめらかさも、読みも連れん係けいの豊かさも、すべて劣っている。ストライクシェルに乗っていなければ、速度や力でも勝負にならなかっただろう。だが、今、この状況なら上回れる。ウェイロンは、フォーメーションに守られたケイトリンを落とすために、余裕のない速攻をしなければならない。そして、メリッタが編隊を半壊させてくれたおかげで、ウェイロンは二対八という圧倒的な数的劣勢に飛び込んできているのだ。


    　編隊から、メリッタが突然引っ張られて脱落した。縄鏢を引っかけられて、慣性制御で誘キツド拐ナツプされたのだ。それは、この後で突撃してくるアデーレ編隊のための下準備だが、雄星にとっては好機だった。ウェイロンとメリッタの相対速度と軌道が同調しているからだ。今、雄星が追いつければ、二対一で挟撃できるチャンスに変わる。


    　だから、雄星はめいっぱいに加速しながら、パワー型プレイヤーの強みを活いかして慣性制御を連発しつつ急接近する。そのアプローチ時間は、メリッタを仕留めてからケイトリンを攻撃するつもりだったウェイロンを、焦らせるほど急だった。


    　メリッタが、ショットガン型の粒りゆう子し砲ほうを構えて歓喜の声をあげる。


    〈いい反応だよっ！　ごほうびに、おねーさんがキスしてあげるよ〉


    　ショットガンで吹っ飛ばされるのを恐れて、ウェイロンが縄鏢のワイヤーを切り離して逃げる。雄星は、一瞬ドキッとしつつも、敵だけに集中してその後を追う。常に慣性制御で方向転換を行い、ブースターを全開にしていた雄星のほうが、速度には優れている。


    　追いつかれるとみたウェイロンが、《ホーリーグレイル・アサルト》の腰に巻いていた新しい縄鏢を、機体をスピンさせながら引き抜く。統合近接機動術ＴＭＣの達人であるウェイロンが、まるで固い地面を踏んでいるようにスムーズな動きで、鏢を振り回す。縦横に、スラスター付きの鏢が、宇宙を切り裂く。


    　雄ゆう星せいがウェイロンを抑えられれば、きっとケイトリンには勝算がある。ダメなら負ける。おそろしくシンプルだった。《クエスター・アサルト》の腰の後ろにマウントした液体金属の模擬刀を引き抜く。


    　細くなっていた呼吸を一度止めて、気息を整える。そして、間合いを詰めた。キラー同士の戦いは、膠こう着ちやくして長くなるか、短く終わるかの、極端な結果になることが多い。つまり、近接の間合いに留まれば短くなり、牽けん制せいをまじえて間合いを変えれば長びく。


    「アデーレの予想到着時間まで、あと三十秒か……。そのへんが、お互いタイムリミットだよな」


    　雄星も、ウェイロンも、どちらも短期決戦を望んでいた。だから、激しくぶつかり合った。


    　体感時間が引き延ばされて感じるほど集中している。呼吸をひとつする間に、ウェイロンと細かな駆け引きを百通りも行っているかのようだ。


    　雄星は、慣かん性せい制御を出し惜おしみせず、ウェイロン機を大きく回り込む。


    　ウェイロンは片足立ちで、星空に静止していた。弓を引くように右手を前に、左手を引きつけて拳こぶしを握っている。その構えは、あらゆるものが慣性で流され続ける宇宙空間だとは信じられないほど、見事だ。統合近接機動術ＴＭＣでは、スラスター制御によって、擬似的に重力と地面があるかのように力をかけ、地球の武術を使う。だからこそ、地球の武術では想定されていない頭上や足の下からの攻撃を、雄星は狙ねらったのだ。


    「縄じよう鏢ひようには、足の下に投げる型は、存在しねえよな！」


    　ウェイロン機が踏みしめた足の裏側から、人類の反応速度では対応できない連続慣性制御で斬りかかった。地球の武術が持つ共通の弱点──重力を前提にしているせいで常に最低一本の足を地面につけた姿勢であることを、ついたのだ。


    　だが、雄星の一撃は、刀かたなを握る手を蹴けられて防ぎ止められた。宙を回し蹴りで蹴ったウェイロンが、その勢いで身を起こしつつ蹴り足を軸足に転換することで、機体を一瞬で九十度回したのだ。前の瞬間まで確かに軸足だった足の裏が、今は蹴り足として、なおも刀を押し込もうとする雄星の腕の動きを制している。


    　──甘い、と、ウェイロンが操縦槽コツクピツトで大喝する声が聞こえた気がした。


    　慌てて雄星は、スラスターを全開にして間合いをとる。さっきまでいた空間を、ウェイロンが振り回していた縄鏢が切り裂いた。


    　縄鏢のような間合いの広い軟なん器き械かいは、一撃をかわした後に隙すきができる。人体の限界など関係なく縦横に移動できるストライクシェルなら、この隙を突くには有利だ。


    　宇宙を踏んで飛び込んだ雄星が、渾こん身しんの一刀を打ち込む。縄鏢のワイヤーで受け止められる。十キロメートル以上も伸ばすせいで、細さが髪の毛ほどしかないワイヤーで、スラスターの勢いまで乗せた一撃を絡め取るのだ。神かみ業わざとしか言いようがない。


    「けど、この間合いで縄鏢は、舐なめすぎじゃねえか！」


    　まともに戦えているのは、武器の差だ。ウェイロンは、接近戦で扱あつかいづらい縄じよう鏢ひようを手放していない。雄ゆう星せいの隙すきを見て、ケイトリンに引っかけることを狙ねらっているから、捨てられないのだ。


    　二度、三度と、切り込む。ウェイロンの防御は盤ばん石じやくだ。だが、雄星が狙っていた、そのときがくる。流体金属の刀が、受け止めたウェイロンのワイヤーを、ついに切断したのだ。


    　ウェイロンが、両端に鏢ひようをとりつけた双縄鏢だったものを、二本の縄鏢として握り直して振り回す。防御から、嵐あらしのような猛攻へ──。二つの鏢が、上半身を薙なぎにきたと思えば同時に足を狙い、直線に貫くように投じたと思えば同時に胴に絡みつかせるように、連れん係けいを見せる。まるで、二人の縄鏢使いに襲われているようだ。


    「二本同時でこの腕かよ!?　バケモノが──」


    　雄星が今度は必死で防ぎ止める。それでも、間合いを大きく離さず食らいついた。


    　総合近接機動術ＴＭＣ同士のぶつかり合いは、おそらく外から見ると奇妙な風景であるはずだ。なにしろ、足場などない宇宙で、まるでそこに地面があるかのように踏ん張り、地を蹴って、武術を扱うからだ。


    　だが、これは、雄星にとって狙っていた展開だった。双縄鏢を、即席で二本の縄鏢として使っているせいで、ウェイロンはすっぽ抜けないように、ワイヤーを自分の両手に巻きつけて使っている。


    　ストライクシェルに細かいダメージが積み重なっても、雄星は踏みとどまる。恵まれていると言われた反射速度が、ぎりぎりで致命傷になるところから、彼を救ってくれていた。恐怖が、正しい危機感の顔をして、もう引けと耳元で叫び続けている。


    　ウェイロンは接近戦では間違いなく最強だ。正面からの殴り合いでは、実力を上げた今の雄星でも、どんなに長くても一分は生き残れない。だが、アデーレたちがケイトリンを襲うまで、カウントダウンはあと五秒だ。


    　二本の縄鏢が、《クエスター・アサルト》の上半身と下半身を同時に狙う。雄星は、足のほうだけをかわして、胴部を締め付けに来たほうは右腕を犠牲にして防いだ。


    　絡んだワイヤーを、ウェイロンが腰の回転で一気に引く。右腕が圧力で潰つぶれる。だが、雄星は笑った。


    　──腕一本なら、くれてやる。


    　その瞬間、慣かん性せい制御を作動した。ワイヤーで繋つながったまま、雄星とウェイロン機の飛行軌き道どうは、同じ速度、同じ方向に変化する。予期せぬ誘キツド拐ナツプ戦術を食らうことになったウェイロンが、ワイヤーを切り離そうとする。


    　だが、遅すぎる。


    　誘拐戦術は、狙った相手を、編隊から引き剥はがすだけではない。撃げき破はしたい相手を、火力の集中するキルゾーンまで引きずってきて、そこに放り込むのもバリエーションだ。


    　慣性制御で雄星は、ウェイロンを引きずったまま戻ってきた。連続慣性制御による、数秒の飛行の果てに、たどり着いた場所には──。


    〈よくやった！　打ち上げで、ケイトリンにキスしていいぞ!!〉


    　メリッタがショットガンを構えて待っていた。次の瞬間、粒りゆう子し砲ほうがウェイロン機の左半身に命中して、セーフティシェルが作動する。


    　そして、ほぼ同時に、アデーレ編隊による突撃が始まる。


    　もともと、アデーレは、前もってジェシーにフォーメーションを攪かく乱らんさせて、ウェイロンの切り込みで組織的な運動を不可能にさせるつもりだった。そして、この二つのプランが吹っ飛んだということは、攻撃を万全に受け止められてしまうということだ。


    　ケイトリンの指揮で、フォーメーションはもう組み替えられている。アデーレ編隊とまったく同じ、四機を並べて二列の縦深を持つ突撃陣形だ。秒速二十五キロで突撃してきたアデーレ編隊が、絶妙のタイミングで、秒速二十キロのケイトリン編隊の側面へと連続慣かん性せい制御で回り込む。そして、一斉に慣性制御で軌き道どうを同調させることで、相対速度を一気に秒速五キロまで下げて、低速のイントルードに変化させてきた。


    　それは、アデーレ側にとっては、勝負を懸けた編隊機動だった。突撃陣形は、横面に回られてしまうと、リーダー機が中途半端に守りにくく、とっさにはカバーできない位置にくる。アデーレにとっては、ここから決定力の高い低速戦で、叩たたき潰つぶせる展開だった。


    　だが、雄ゆう星せいの場所から見ると、おそろしいまでにケイトリンの手のひらの内だった。ケイトリンの編隊を側撃しようとした結果、アデーレ編隊の飛行軌道が、雄星とメリッタの目の前を通過するよう誘導されていた。いつでも、アデーレ編隊の後方をつけるポジションだ。しかも、さっき突入してきたウェイロンと戦っていたせいで、雄星機は高速なままだ。


    　あまりに鮮あざやかな読みに、唖あ然ぜんとしていると、エイジェイが通信機越しに叫ぶ。


    〈何してやがる！　やれ、ユウセイ〉


    　それで、勝負どころだと気づいた。雄星は、慣性制御で軌道を小刻みに変えながら、アデーレ編隊に後背から突っ込む。


    　慣性制御の連発しすぎで体温は下がっていた。だが、雄星のチル・ウエポン耐性は、新しい十二段階制の測定では、チームでぶっちぎりに高いA+だ。


    　突撃陣形は縦深二列の後列にリーダー機を配置していて、後ろから殴られると弱い。重々承知のうえだから、アデーレの直ちよく掩えんについていたアンドリュー・ペインが、雄星の動きに反応して猛射を加えてきた。シルバーハンズ最良のオールラウンダーであり、第二リーダー機でもあるアンドリューは、試合でやるべきことを完かん璧ぺきにこなす。接近戦に持ち込むのは難しい──だが、狙ねらいはそこではない。


    　アデーレに近づきもせず、圧倒的速度差で一瞬にして追い越す。


    　目指すは、ただ一機、リーダー機だ。ヘルメット内ディスプレイに、ケイトリン機が映っている。試合前に打ち合わせしたように、自みずからの腕を指さしていた。雄星は、超高速で戦場を横切りながら、彼女の機体に向けて無事な左手を突き出す。


    「こいつが決まれば！」


    　ケイトリン機からワイヤーが射出された。それが機体に絡んだと感じた瞬間、雄ゆう星せいが慣かん性せい制御を作動させる。その瞬間、ケイトリン機が、雄星機と軌き道どうと速度を同調させる。ケイトリン機が自分から誘キツド拐ナツプされて、乱戦から悠々離脱してしまっていた。


    　まさにこの瞬間のために、ケイトリンは雄星を自チームに引き入れたのだ。残ったのは、標的を失って、おのれが作りだした泥でい濘ねいにはまり込んだアデーレたちの編隊だ。ストライクフォールはリーダー機を墜おとす競技だ。敵リーダー機がいない戦場でどんなに奮闘しても、もはやアデーレに勝ちはない。だが、今から加速して敵を振り切るなど到底不可能だ。エイジェイたちが、それを許すはずがない。


    　リーダー機を守るべく、アデーレのチームメンバーが、献身的に盾たてになった。アデーレのチームにとっては、一時撤退しなければ、もはや勝負にならない。だが、乱戦の中で固まるということは、自みずから包囲される状況を作ってしまうということだ。容よう赦しやのない集中砲火を受けて、一機、また一機と撃げき墜ついされてゆく。


    　ここまで一方的な展開になるのかと、言葉を失うほど、壮絶な光景だった。


    　そして、試合終了のブザーが鳴った。


    〈アデーレ・コンテ、撃墜判定。紅白戦は、ケイトリンチームの勝利です〉


    　操縦槽コツクピツトにアナウンスの声が、空々しく響いた。見ればわかる。乱戦に飲まれたアデーレの編隊は全滅していた。


    　それは、絶対だった立場が揺らぎ、追い詰められたケイトリンの鮮あざやかな復活劇だった。そして、戦うことしか知らずリーダーとしてはまったく未経験のアデーレの、底が見えたときだった。


    



    　ミーティングは、アデーレにとってつらいものになった。


    　負け方が、いっそすがすがしいと言っていいほどひどかった。乱戦のせいで、模擬ダメージによる模擬損そん傷しようも重い。試合中に復帰不能なヘヴィクラッシュが十機、復帰できるライトクラッシュ二機、二セット目があったとして、試合続行可能な機体はわずか三機という惨状だ。


    　ほぼ全滅と言っていい、惨さん憺たんたる結果だった。完かん璧ぺきな、戦術による敗北だ。そして、その責を負うのはリーダー機であるアデーレしかいない。


    　アデーレが、これほど完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされるのを、雄星は初めて見た。それどころか、雄星は、プロでもアマチュアでも、ここまで一方的な試合は体験したことがなかった。


    　だから、監かん督とくからの総括は、はっきりと結果を告げることから始まった。


    「ひどい試合だな……。シーズン中なら、年間の機体整備計画を吹っ飛ばす、チーム史に残る大被害だ」


    　カークマンヘッドコーチが、ミーティングルームの壁面に昨年の被害実績を表示する。昨シーズンで一番被害の大きかった試合でも、ヘヴィクラッシュ六機、ライトクラッシュ二機だ。このときは、同じ週に次節の試合があって、整備ローテーションで《ホーリーグレイル》の備蓄がなくなって二軍の《クエスター》を引っ張り出した。今回の被害だと、続く数試合は《クエスター》の世話になることになる。


    　しかも、今回の負け方は、ストライクフォールが三セット制で二セット先取だから、なお悪い意味を持つ。


    「もしも、おまえを第一リーダー機に任命して、こんな第一セットの終わりをしたら、シーズン本番ならどうなっていた？　第二セットの開始時に、フィールドで動けるプレイヤーは何人残っていた？」


    　アルバ監かん督とくの問いを、アデーレは血の気けの引いた顔で受け止めるしかない。ミーティングルームに、彼女を擁よう護ごできる者はいなかった。ストライクフォールにおいて、被撃墜クラツシユの数は、勝敗を左右する大きな要因だからだ。


    　試合では、選手交替の回数は無制限だが、戦争を模しているため、撃げき墜ついでも進行が止まらないのである。つまり、撃墜された選手を交替したければ、自力なりチームメイトに回収してもらうなりして、ベンチシップなどのベース基地に戻らねばならない不利を背負う。しかも、選手は、自機を試合中に修理できたときだけ、本人がフィールドに戻れるルールだ。自機を完全に失うヘヴィクラッシュを受けると、機体回収が叶っても、その選手は交替出場できない。それで何が起こるかというと、セットの終了時には、それまで回収する余裕がなかったクラッシュ機体を、選手交替のため回収するのに大わらわになる。たとえば、一セット目終了時に十機撃墜されていたら、セットの間にある十五分のインターバルタイムで十機回収しきれなければ、次セットを全機出動でのスタートすらできない。


    　そうなれば、もう二セット目の勝敗もわかりきっている。


    　誰からか、失笑が漏もれた。


    　アデーレが、屈辱に身を震わせていた。ストライクフォールについてはひたむきな彼女が、唇くちびるを引き結び、一言もしゃべれないでいる。


    　監督は容よう赦しやしなかった。


    「アデーレ・コンテ、なぜむちゃな戦法を選んだ？」


    　彼女が、食いしばった歯の間から、声を絞しぼり出した。


    「これが一番勝てると思ったから……」


    　彼女は、テンションが上がりすぎると動物的になって説明を省いてしまう。雄ゆう星せいも、かつて初めて出会った頃、彼女にプロの戦い方との違いを理論だてて教えてもらったことがある。彼女は決してバカではないし、理屈もわかっている。ただ、高度な専門家であるトップリーグのプロたちの前で、敗戦の理由を納得させられるほどの説明力はなかった。


    「劣勢であることは、試合開始のブザーを聞いたとき、理解していたはずだ。……無策で突っ込ませたことが、もっとも勝利に近い戦術だったのか？」


    　きっと、いくつもの選択肢があった。もっと穏当な戦いようもあったはずだった。だが、そうはしなかった。


    「おまえのチームには、一軍の選手たちがいた。そいつらを使えば、いくらでも別のやり方があった。相談すれば、ケイトリンの戦術を崩くずす打開策を見つけることもできたかもしれない。……それでも、あの突撃が一番勝てる手段だと、どう考えて答えを出した？」


    　アルバ監かん督とくの追及は厳しい。監督は、選手たちの個性を活いかすが、そのぶん責任を曖あい昧まいにはしない。


    　リーダー機は、試合の現場指揮者として大きな権限を与えられるが、栄光も非難も受けるポジションだ。大惨敗の原因を誰に求められるかというと、それは彼女だ。もっとも高く孤こ独どくなポジションについたばかりのアデーレへと、チームメイトが視線を注いでいた。その真価を、測ろうとするかのようにだ。


    　アデーレが、涙をこらえて、前を向いて言いきった。


    「勝つこと以外、なにも考えていませんでした！」


    　ミーティングルームが、沈黙に包まれた。


    「開き直りか？」


    　監督の言葉に、アデーレが、もう一度、悔くやしさに顔を歪ゆがめながら、叫ぶように言った。


    「勝つことだけ！　ほかに何もなかった。負けたときの出血を抑える戦術はあったかもしれないけど、勝てる可能性があったのは、あれだけだった!!」


    　激情をぶつけるように、声を荒らげている。ストライクシェルを下りても、彼女は戦うために生きているかのようだ。


    「第二リーダー機のアンドリュー・ペインが、おまえのチームにいた。おまえ一人ではできないことを、アンドリューと協力すればできた。それでも、あの試合がベストだったのか？」


    「ろくに打ち合わせもできてない相手と指揮権を分け合ったって、いい試合になっても、勝てるわけない。勝たなきゃダメな勝負は、それ以外考えちゃダメなんだ！」


    　これほどはっきり負けて、まだ自分のセンスを信じている。アデーレ・コンテが正しいかはともかく、彼女が特別なことは間違いなかった。雄ゆう星せいが、アデーレの闘志を肌でビリビリと感じているのだ。この部屋のみんなもそうだった。


    　アルバ監督が、一歩も引かないアデーレから視線をケイトリンに向けた。


    「ケイトリン、おまえは試合前、フォーメーションは必ず勝つと言った。さっきの試合が、その証明か？」


    「私には、慣かん性せい制御の時代に必要な、チル・ウエポン耐性も反応速度も足りていない。だが、すぐれた味方を使うことはできる。……慣性制御はとりいれる。いままで培つちかってきたフォーメーション戦術のレガシーは活いかす。これが、私の答えです」


    　ケイトリンは、味方を活かすという言葉通り、雄ゆう星せいを自分の直掩エスコートにつけて攻撃から守らせた。キラーをリーダー機の直掩につけることで、敵側の接近戦を核にする戦術を封殺する、いわば防御的キラー戦術だ。


    　監かん督とくが、軽くうなずいた。


    　カークマンヘッドコーチが、軽く肩をすくめる。


    　その安あん堵どしたような呼吸で、雄星も、たぶんチームの他のメンバーも気づいた。フォーメーション戦術を慣かん性せい制御に適応させること──ケイトリンの結論が、シルバーハンズの首脳陣が考えていた答えと同じなのだ。


    　ぎしりと鈍い音がした。うつむいたアデーレが、歯を軋きしらせる音だった。彼女は、爪つめが食い込むほど固く拳こぶしを握っていた。


    　結局、アデーレは敗戦の責を認めたものの、自分の勝利へ向けたセンスについては譲らなかった。当然、シーズン開幕戦の第一リーダー機は、ケイトリン・レヴェットだ。


    　ミーティングが終わって、選手たちがはけてゆく。


    　椅い子すを蹴けるように、誰とも顔を合わせずに、アデーレが真っ先に部屋を出た。雄星が呼び止める暇もなかった。


    　誰も追おうとはしなかった。二週間の強化キャンプの、始まりでリーダー機という新しい道を見いだされ、その終わりでそうなるべくして失しつ墜ついした。こんなにもやらかした結果が出たのに、なお自分のセンスに固執したのだ。今、アデーレを捕まえられるのは、それでもなお、彼女を信じられる者だけだ。


    　そして、そんな人間がいるとしたら、アデーレにさんざん助けられてきた自分だと思った。


    　立ち上がった雄星を、勝者であるケイトリンが呼び止めた。


    「プライドをぶち壊されるような敗戦をしたときの姿で、そいつが立ち上がる姿も知れる。……アデーレ・コンテは強くなる。あいつは、ズタボロに負けても、勝つことしか考えていなかった」


    　アデーレは敗北したが、戦った。その戦いの価値を理解できる者があるとしたら、敵側のリーダー機として戦ったケイトリンなのだ。


    「さすがアデーレだな。あれだけボロボロに負けても、ケイトリンさんに、しっかり印象を残してるんだな」


    　だが、そんな雄星に、立ち上がったケイトリンが激励をくれた。


    「君は、アデーレ・コンテの、あの図太さと自信こそを見習え。卑ひ屈くつになるな。……もしも、あんな事件が起こるより先に慣性制御の時代が来ていたら、君はきっと見いだされ、まっとうなルートで、しかるべき舞台に立っていただろう」


    　そんな言葉を、ケイトリンからかけてもらえるとは思っていなかった。あのシルバーハンズの、チームリーダーが自分をこんなにも評価してくれた。そのことが、アデーレが苦しんでいる最中だというのに、心の底からうれしい。


    「……そっか。ありがとうございます」


    　率直に、礼の言葉が出た。そうさせたのは、きっと彼女の人徳だ。


    　ケイトリンが、評価してくれていた。それだけで、この一軍チームに受け入れられた気がしたのだ。


    「結果が欲しかったのだろう？　あのヒデの《コントラクター》で、フィールドに出ても恥はじないだけの、何かを手に入れたかったんだろう？　なら、私が言ってやる。今日の試合を勝たせたのは、ユウセイだ」


    　身体からだの奥から、熱がわきあがった。ケイトリンは、誇ほこりを知り、それを与えてくれるリーダーだ。


    　だが、なんで知っていたのかと、問おうとした。だが、その彼に、彼女が苦笑する。


    「わかるさ。リーダー機担当というのは、寝ても覚めても、選手のことやチームの状態のことを、ずっと考えているからな」


    　ミーティングルームを出ていく一軍選手たちが、雄ゆう星せいの身体を、握り拳こぶしや手で軽く小突いてゆく。今日の試合を忘れるなと、言葉にならない気持ちを伝えられているかのようだ。


    　今、雄星は、一軍のチームメイトたちに、ただのやらかしたガキではなく、選手として最低限認めてもらえた。不動のチームリーダーの期待にこたえられたことが、彼への見る目を変えたのだ。


    　雄星は、突き上げる感謝を、大声で言葉にした。


    「ありがとうござぁッス！」


    　いつの間にか見守ってくれていたエイジェイ・ロジャースに、後ろから頭を掴つかまれた。


    「山ザルから、一歩前進だな」


    　その言葉に、ひとつ大きくなったことを認めてもらえた気がした。ちゃっかり勝利チームにいたカールが、親指をこちらに立ててきた。

  


  
    第二章


    



    　その日、シーズン開幕まで二週間という直前時期、ストライクフォール連盟の総会が月面都市で行われていた。


    　ストライクフォール連盟は、プロスポーツ競技の運営団体だが、実質は軍事同盟と武器商人との連絡会に近い。その歴史を紐ひも解けば、沿革の一ページ目は、太陽系をかつて死の世界に追いやりかけた太陽系大戦だからだ。


    　太陽系大戦のなりたちもまた、《宇宙の王》と呼ばれる謎の来訪者が現れ、世界にチル・ウエポンがもたらされたことに起因する。チル・ウエポンを利用した人工重力が登場し、人類の生活圏けんは一気に拡大した。それまでは、人間が健康に宇宙生活を送るためには適度な重力が必要なため、ユニットを自転させた遠心力で擬似的に作っていた。だから、宇宙施設には、施設建造にかかる資源に比べて居住可能な人数が少ないという制約があった。


    　その制約がなくなって、人口が急増したことにより、宇宙にまとまった需要ができた。需要ができて、市場ができると、欠けていた歯車が補われたように宇宙産業が回り始めた。そして、宇宙産業がサイクルとして拡大再生産を始めると、宇宙資源が命をかけた山師の黄金ではなく、市場取引される生活や産業の資源になった。資源は、恒常的に安定供給されるほうが価値を上げる。


    　太陽系大戦とは、そうして巨大化した宇宙経済の中心を、地球に置くか、宇宙植民地に置くかという争いだった。つまり、経済を巻き込んだ総力戦だった。地球を中心とする宇宙国際連盟と、木星を中心に宇宙植民地に支持を広げた自由人類同盟は、五年の戦争と二億人の犠牲者を出したすえに歴史的な和平を行った。《宇宙の王》の最後の遺産である太陽系大障壁によって太陽系が封鎖され、それどころではなくなったのだ。


    　商業圏をめぐる争いだったから、太陽系の外に出る道がなくなったことで冷静になった。そして、人類の戦いの意味が変わった。大障壁を突破する技術力を養いつつ、生き残ることが最優先課題になったのだ。


    　それが、白しら咲さき環たまきも知っている、ストライクフォール連盟をめぐる歴史だ。実は、連盟発足は、太陽系大戦の終結した《門ゲート》会談の議題の一つで決まったからだ。


    　ストライクフォール連盟の総会は、例年、シーズン開幕直前の時期に行われる。このとき、今年のルールの最終決定が行われるのだ。


    　今年の総会は、月面都市《ケネディ》で行われた。ここは昨年の覇者である《ホライズンズ》のホームである。百万人の人口を抱える《ケネディ》の政庁ビルの最上階にある大会議室を借りて、総会の投票権を持つすべての者が招待されたのだ。投票権は、チームのオーナーとスポンサー、そして関連企業に一票ずつ与えられる。軍のチームなどは、関連軍需企業にも条件を満たさせて票数を水増ししていた。


    　環たまきは、そうして人数が膨らんだ千人を超える参加者のひとりだ。十八歳になったばかりの環は、ここでは、おそらく最年少だった。


    　おかげで、フォーマルなスーツに身を包んだ彼女は、注目の的だった。


    「ところで、お嬢さんは、どうしてこちらに？」


    　いかにもスポーツをやってきたような、エネルギーに満ちた脂ぎった男が、彼女に声をかけてきた。ビジネスの相手としてでも人格に興味を持つのでもなく、女として見ている目だ。そういう目を向けられるのは慣れていたが、この場でまで同じなのは、安心感すらあった。


    「父の代理で、鷹たか森もり雄ゆう星せいの利害関係者としてこちらにご招待いただきました。《タカモリ・エージェンシー》という名前で、タカモリ兄弟のマネージメント業務のため、コンテ・グループ出資企業として起業したんです」


    　父の希望で、環が社長になっているのだ。昨四半期のシルバーハンズの収益を前年度比で倍以上に押し上げた鷹森英ひで俊としの肖像権マネジメントを行っているため、チームに対する彼女の発言力は強い。


    　環のほうが向いていると、父は言うが、本当にそうなのかはわからなかった。


    　雰囲気に慣れようとしている間に、連盟コミッショナーと議長が登壇し、参加者たちは手近な席に着いた。大きな会議の多くがそうであるように、連盟総会も根回しの結果が反映する場所であって、どんでん返しはそう発生しない。


    　コミッショナーが開始挨あい拶さつをした後は、会議に入場するとき配布された紙状コンピューターに入っていた議題アジエンダの通り、議事が進んでゆく。慣かん性せい制御について、ルール上は制限を基本的に行わないことが、賛成七百八十票に対して反対三百十二票で可決された。反対票を投じた人々の意志は固いようで、議決まで、流れ弾だまの危険や、開発競争についてゆけない地域との摩擦が激化することについて、盛んな質疑応答があった。


    「すごいなあ……。こんなに開発費ってかかるんだ」


    　ストライクシェル整備志望の環にとっては、反対派が持ってきた資料が、まさに宝の山だ。今年、慣性制御に関わる開発費が、太陽系すべてを合わせると、円換算だと八百九十京円になる見込みらしい。その十パーセント以上は、ストライクフォール関連企業のものだという。太陽系一部リーグ全体での推定開発費が、七十六京円になる。木星圏けんの小国家くらいだと、年間の国家予算が百億円程度だから、もはや頂上を夢見るどころか麓ふもとに近づくことすらできない。宇宙経済がいかにすさまじい格差社会であるかということだ。宇宙経済の今年のトレンドを左右する場のための会議資料だから、普通には絶対に出回らない詳細な情報が記されている。


    　資料に目を走らせながら、会議を聞いていた環の隣に、遅れてきた大柄な老人が腰掛けた。イタリア製のスーツでぴしりと決めた、白髪の男性だ。この風格のある人物とは、会社を設立するとき何度か会った。


    「お久しぶりです、コンテさん」


    　シルバーハンズのオーナーである、アントニオ・コンテ老だ。この人と、環たまきの父である白しら咲さき護まもるが、雄ゆう星せいを守るために会社を作った。コンテ老は、彼女の前で笑わない。


    「白咲環──だね」


    「はい。このたびは、面白い機会をいただいて、ありがとうございます」


    　コンテ老が、机に肘ひじを突く。


    「ほう、どう面白いかね？」


    　環は、議事を邪魔しないように、机のボタンを押して秘ひ匿とくモードを作動させる。透明なスクリーンが席を囲うように瞬時に発生する。音声を外に漏もらさず会話できるのだ。


    「……そうですね。生きた世界史が目の前で動いているって感じで、楽しいと思います」


    　彼女の言葉は、その宇宙の歴史を生き残ってきたコンテ老の前で言うには、生意気だった。ばつが悪い彼女に、彼が無言で続けるよう促した。


    「月は、ずっと人口がすくなく高付加価値の産業の社会でしたから。慣かん性せい制御を発動できる耐性B-以上を確保できた人数が勝負の時代になると、大変ですよね。月の都市が移民の誘ゆう致ちを始めたニュースを、最近よく見ますし。……月連邦の予算って、インフラ投資が前年比で五百パーセントに増額してますし。でも、……」


    　月の諸都市が最近打ち出している新しい移民政策は露骨だ。チル・ウエポン耐性が高ければ、住民はさまざまな優遇措そ置ちが得られるのである。


    「……ここまでして人口母数が欲しい理由が、慣性制御のためにチル・ウエポン耐性がB-以上の人間を確保したいからなら、即戦力はもっと欲しいですよね。これだけインフラ投資したって、耐性A+の人は、見つからない確率のほうが高いですし。でも、ストライクフォールには耐性の高いエリートが集まってくる。だから、今年は、月のチームは、とにかくアピールしたいでしょうね。……火星でも木星でも、人を集めるために、今年はストライクフォールに本気で力を入れてくるはずです」


    　ストライクフォールの外でも、慣性制御は、すさまじい勢いで世界を変えようとしている。だから、それを発動できる高い耐性を持つ人間が重要になる。選手たちは、宇宙機の扱あつかいに世界でもっとも長たけた運動エリートだから、普通のスポーツ選手と違って引退後の活躍の場が多い。今日の会議資料によれば、慣性制御の登場以降、耐性がB-あれば宇宙流通業や旅客企業が誰でも雇ってくれるそうだ。慣性制御で数回コース変更するだけで、移動の日程が大幅に短縮されて輸送コストも劇的に改善するせいだ。慣性制御が宇宙輸送に不可欠のインフラになってゆくなら、耐性B-以上の人間は超売り手市場がきっと何十年も続くのだ。


    　環は、話しながら、演壇前に投影された資料画面に目をやり、議事の進行をチェックする。今回の会議では、真っ先に議決された「慣性制御に制限を加えるか」の他にも、いくつか大きな議題が出ている。


    　ひとつが、各チームの育成枠が拡充されて、チームの定員が増えるということだ。これまで、太陽系一部リーグは各チーム登録人数は最大五十人で、こぼれた選手は二軍という名の別チームに送られていたが、育成枠の名目で、定員が六十名まで増加した。一人でも多くの人材を抱えたいという、チーム側の思惑が現れたルール変更だ。


    　二つ目は、慣かん性せい制御で宇宙旅行の旅程が短縮されたことにより、「完全ホーム・アンド・アウェイが初めて達成される」ことだ。太陽系一部リーグは、太陽の近くは金星から遠くは木星まで、広大な地域に拠点を持つ三十チームが総当たりで二回ずつ戦い、勝ち点が一位から六位までのチームが決勝トーナメントに進む。この二回の戦いは、自チームと相手チームの本拠地で一試合ずつ行うという建前だが、あまりにも旅程が長すぎて、これまで形けい骸がい化していたのだ。


    　三つ目は、いくつかのチームから提案された、「チル・ウエポンに使用制限をかけることについての可否」だ。実質としては、《コントラクター》と《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》の扱あつかいだ。会議資料は、これについてが一番多い。宇宙には、《王の御手》が新たなチル・ウエポンを生み出すことを止めたい人々が、何億人どころか、何十億人といる。──あの、鷹たか森もり雄ゆう星せいを試合中に背中から撃うった、レイカ・フランクリンのようにだ。


    　環たまきにとっては、レイカのしたことは、到底納得などできない。理由を分析はできるが、それを飲み込むのは苦痛だ。ストライクフォールにつきまとう濃厚な暴力の匂いを、彼女はどうしても好きになれない。


    「そういえば、あの事件には、連盟は非難声明を出すだけなんですね……」


    　議事の流れでは、事件は《王の御手》に関連した小さい議題として扱われていた。シルバーハンズ二軍への襲しゆう撃げきは、大事件のはずなのに具体的な対応策は何一つとられない様子だった。ただ非難声明を出しても、何者が襲撃の主犯だったか背後関係が判明していないから、意味はない。


    　立ち上がって発言しようとした環の、機先を制するように、コンテ老が言った。


    「この件で連盟をつつくつもりなら、やめておいたほうがいい。地球近きん傍ぼう宙域から、あれだけのことをやって逃げ切られてしまったのは、見た目よりも遙はるかに事件の根が深いせいだ」


    「襲撃犯には、地球なり月なりコロニーなりに、かなりの数の協力者がいるってことですか？」


    「チル・ウエポン廃棄派は根強い。……君は、廃棄派について、どの程度の知識が？」


    　疲労を内臓から吐き出すような大きな息をつき、コンテ老がテーブルに肘ひじをつく。環は、この精力みなぎる人物の老いを、初めて感じた。だが、問われていること自体は特別ではない。ニュースでもよく見聞きすることだ。


    「教科書的なことくらいは……。チル・ウエポンがあるせいで太陽系大障壁が発生したから、廃棄しろって言ってる人たちですよね」


    「そうだ。……そして、教科書には、時代が近すぎて書かれていないことがある。……前の戦争のひとつの軸を作ったのは、廃棄派だ」


    　環たまきは、歴史の生き証人である彼の言葉の意味を読み取ろうと、もう一度その言葉を口の中で転がす。


    　そうしている間にも、会議は、シルバーハンズへの襲しゆう撃げきのことを早くも流して、次の議題に移ってしまった。レイカたちがロクサーヌ・ミャオの命を狙ねらった原因である《コントラクター》だ。


    　会議の参加者たちも、アントニオ・コンテへと視線をちらちら向けていた。何人かは、環の顔を知っていたようだった。


    　環は、ふと奇妙な感覚に襲われた。ここは、彼女のことなど歯し牙がにもかけなくてよい大物だらけだ。だが、彼女のことを見ると、気分が悪そうに顔を背そむける者がいる。きっと、この場に来るには若すぎる環が、鷹たか森もり雄ゆう星せいと英ひで俊とし兄弟の幼なじみだと気づいたのだ。


    　かつて環の父──白しら咲さき護まもるを呼んで臨時会議を荒らしたこともあるコンテ老が、食えない笑みを浮かべる。


    　たぶん、《コントラクター》の話題に討議が移りつつあるこのとき、アントニオ・コンテが鷹森兄弟の縁者と話をしていることには、意味がある。シルバーハンズは、《コントラクター》の搭とう乗じよう者をしっかりと押さえていると考えられるからだ。少なくとも、未成年の鷹森雄星にチームが無理やり重荷を背負わせているという疑いに、反論することができる。


    　議場は紛ふん糾きゆうしていた。軍のチームを中心に、「ストライクフォールに使用禁止武器を設定すること」自体を危ぶむ声があがった。演習としてストライクフォールを行っているチームにとっては、何でもありでないとやる意味がないのだ。


    　だが、その一方で、《コントラクター》と《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》の危険性への追及は厳しい。それに対して、軍チームや、資金力が豊富なチームの後援者たちが、反論していた。どちら側にも、ニュースで見る有名人がいて、環には興味深かった。一番の大物は、初めて人工重力を作り出して宇宙時代を拓ひらいた太陽系最大のエネルギー企業グループ──テンス・オービットのＣＥＯであり《ホライズンズ》のオーナーである、ゴードン・ウィラーだ。


    「今、宇宙は空前の成長期を迎えておる。声高に反対を叫ぶ者も、本当はわかっているはずだ！　今、投資しないことが最大のリスクなのだ!!」


    　ゴードン老は、獅子のたてがみのように豊かな白髪と顎あごひげをたくわえた、プロレスラーのような分厚い胸板の巨漢だ。


    　それに対して、挙手をして議長から発言を許されたのは、まだ若い二十代後半の女性だ。木星公転軌き道どうに浮かぶ小惑星帯トロヤ群のコロニー国家、グリーンピアの代表である彼女が、鋭するどい口調で尋ねた。


    「それは、宇宙を、慣かん性せい制御の開発競争についてゆけない国の住民を足切りする、ディストピアにしたいということですか？　太陽系の主権国家の九十パーセントは、慣性制御技術の開発なんて、逆さに振ったって不可能なのですが。どこにチャンスがあるんですか？」


    　同様の疑いが、次々に投げかけられる。それに対して回答するため立ち上がるのは、宇宙の財界の大物たちで、答えはおおむね「自由競争と自己責任の結果であり、歴史的にそうした技術的劣勢は政治的立ち回りでカバーされてきた」ということだ。人類社会が始まってから、いまだ解決できていない問題の焼き直しだ。あけすけな言い方に翻訳すれば、成長させられなかった失敗が積もって現状があるのに、努力した勝者に配慮を求めるのは筋違いだから、有利な条件を出して研究誘ゆう致ちなりをして政治解決しろという話だからだ。もちろん、この回答は、先行者利益があった側に著いちじるしく有利なので、少なくとも公平ではない。


    　議長もコミッショナーもこうなることは覚悟していた様子で、質問者に発言を許していた。環たまきには、それはある種の誠意であるように思えた。ストライクフォール連盟は煮え切らない組織だが、大組織の分裂を防ぐために、ちいさな勢力の代表者にも発言の機会は保障している。


    「……君なら、あのレイカ・フランクリンのテロには、どういう意味があったと思うかね？　慣性制御時代の被害者であるかのように発言しているあの連中の、どこかが、レイカを送り込んだ」


    　アントニオ・コンテに、そう言われて、この会議が結果次第で戦争が起こりかねないものだと察して、ぞっとした。彼女の隣で平然とそれを眺ながめているのは、激動の時代を生き残ってコンテグループを拡大してきた、老いた狼だ。


    　宇宙は広い。それを動かす力関係は複雑で、敵も多い。だが、少なくとも、現状ではパートナーシップを築ける相手が隣にいるのだ。狙ねらいはともあれ、雄ゆう星せいを守るために協力するのは悪くないように思えた。


    「あの試合に割り込んできた人たちのことですね……。ヒデくんのことも、雄星のこともあって、あの人たちは乱暴なんだという先入観にとらわれているのかもしれませんが……」


    　環は、ストライクフォールが好きではない。戦争と死の気配が渦巻く、熾し烈れつで残酷な競争のフィールドに、彼女の大事な人たちを追い立てるからだ。


    　けれど、彼女には、メディア王アントニオ・コンテや、テンス・オービットのゴードン・ウィラーの側に立つことも、違うように思えた。


    「世界に、恐怖を、与えたかったんだと思います……。試合が襲しゆう撃げきされてノーコンテストになったことは、ストライクフォールの歴史ではこれまでなかったそうですね。でも、これからは違う。……あの人たちはそう言いたかったし、自分たちを取り残して先に進むなら、また次の攻撃があると予告してるんじゃないかと」


    　そして、この会議には、それをよしとしているメンバーがいる。たとえば、戦争の気配がないと予算が削減されてゆく軍隊と、戦争本番も事前準備すらもがおいしい軍需産業だ。だから、試合に殴り込まれたというのに、危機感の足並みがばらばらなのだ。


    　コンテ老が、議場にいる経済人と軍人を何人か教えてくれた。


    「この中で、ストライクフォールを純粋にスポーツとして戦っているチームは、たまったものではないと思っているだろう。だが、軍の演習の延長だと思っているチームは、せいぜい、邪魔なライバルをふるい落とすチャンスとしか見ていないだろう」


    　大会議室の参加者たちを、環たまきはチェックする。ふと、五十代くらいの目つきの鋭するどい男性と目が合った。制服と肩章を見ると、火星軍の軍高官だ。他にも、宇宙じゅうから大物が千人以上も来ている。この連盟総会は、たぶん歴史に残る会議なのだ。環は、今、生きた世界史の中にいる。


    　環は、宇宙のリーダーたちが《コントラクター》をどう見ているのか、知りたかった。これは、英ひで俊としから託されて、雄ゆう星せいが掴つかみ取ったものだ。あの兄弟の夢が、ここにいる大物たちにとってどんな意味があるのかを、わかっておきたかった。


    　そんな気持ちを読んだのか、隣にいるメディア王が、彼女に聞こえるようにつぶやいた。


    「そろそろ、事前に根回しを済ませていた連中の質疑時間が終わる。……自由質問の時間に入るぞ」


    　心臓を直接叩たたかれたような思いがした。環が、この宇宙に影響を与える会議の席で本当に発言すると考えたとたん、身震いがした。今日、ここは、きっと世界でもっとも影響力のある場のひとつだ。そんな場所にいる人たちに、雄星と英俊の想いが笑われてしまうような問い方は、したくなかったのだ。


    　ぐっと、机の下で手を組み合わせる。今、心から、勇気がほしかった。


    　大きく深呼吸する。発言の機会はすぐそこにある。普通にはアポイントをとることすらできない大物たちに、自分の言葉を聞いてもらおうとするなら、チャンスは今しかない。


    　環は、他の参列者たちがしているように手を挙げた。彼らよりも高く元気よく、議長が、厳しいぶつかり合いに疲れてこちらを向いてくれるように、微ほほ笑えみを浮かべる。


    　平均年齢が五十歳を超えている会議の席で、十八歳の環はずいぶん目立っていたのだろう。手を挙げてから数分後に、指名されて彼女には発言の機会が与えられた。


    　環は、席から立ち上がった。宇宙のお歴々たちが、いっせいに彼女に視線を向けた。一瞬で血の気が引く。宇宙じゅうから見られるというのは、こういう体験かと思った。そして、彼女のまぶたの裏には、鷹たか森もり兄弟が罪人と英雄になったあの試合に向かったときの、雄星が空に突き上げた拳こぶしが、焼き付いていた。


    「《タカモリ・エージェンシー》代表の白しら咲さき環です。意見をよろしいでしょうか。《コントラクター》に、何ができて、何ができないかは、結局、動かしてみないとわからないのではありませんか？　《コントラクター》は、神様でも悪魔でもなく、マシンです。……今、封印したって、いつか誰かには作られてしまうものです。だから……」


    　この会場にいる、宇宙の代表者たちは知らない。


    　けれど、環は知っている。鷹森雄星が、どんな人間かを。レイカ・フランクリンとすらスポーツで戦おうとした彼なら、神のごとき力すらスポーツにしか使わない。ストライクフォールを、心から信じているのだ。


    「……戦場ではなく、宇宙じゅうから監視されていて、競技のためにしか使われないフィールドで、《コントラクター》を試してみませんか？　あらゆる道具が、何物になるかは、何に使われるかという用途が決めます。……だから、巨大な力が夢を掴つかむためにしか使われない、ストライクフォールのフィールドに、《コントラクター》と《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を、まかせてみませんか？」


    　環たまきは、雄ゆう星せいになら《コントラクター》をまかせられると思った。けれど、きっとそれだけではない。環は、《コントラクター》を禁忌として遠ざけても、恐怖が増すだけだと考えている。それは、人々のイメージの中で雄星にこれ以上の汚名を背負わせたくはないという、私情からきている。同時に、表舞台から消えた《王の御手》が、密かに使われていると恐怖され疑われ続ける暗い未来を招きたくないという、公人としての思いもあった。


    　だが、環の想いが、伝わって納得してもらえるほど、連盟会議の場は甘くない。


    　うんざりしたように緩慢に挙手した中年の木星軍人が、議長に発言を許可されると、立ち上がって吐き捨てるように言った。


    「君の資産を運用するために、宇宙を危険にさらして、ギャンブルをするつもりか！」


    　即座に、次の発言者として手を挙げたのは、あの《ホライズンズ》オーナーのゴードン・ウィラーだった。


    「ギャンブルと言ったな？　そうだとも。だが、かならず勝つギャンブルは、投資だ。諸君！　宇宙に、時代に取り残されたくなければ、貯金をかき集めてでも全力で投資しろ！　技術がなければライセンスを交わせ、金がなければファンドを募れ。私は全力で張るぞ。《コントラクター》に！　あの手は、宇宙を掴み、人類のもとに取り戻す手だ」


    　宇宙経済の中心プレイヤーの一角が、《コントラクター》を絶賛した。そのことが、会場をどよめかせた。次なる発言を待つような、火中の栗を誰が拾うか様子を見るような空気の中、環が立ったまま軽く挙手して、再度の発言の許可をもらった。


    「《コントラクター》は、禁止して封印するのは、悪手だと思います。……ルールで禁止したって、宇宙を動かすだけの便益があるんだから、皆さんこれから隠れて《王の御手》を作るじゃないですか？　《王の御手》は、技術で作られたものだから、二個目三個目も、ひょっとしたらいつかは何百と作られてしまう。そのとき、なしくずしに宇宙に《王の御手》が拡散してたら、本当にもう管理がきかなくなってしまいますよ。……だって、皆さんはすでに、シルバーハンズが──同じリーグのチームが試合中に攻撃されたのに、きちんとした対抗措そ置ちでまとまれないほど、足並みがバラバラじゃないですか？」


    　議場が静まりかえっていた。彼女に対する反論は来なかった。自集団にチャンスがあったとき、それでも《王の御手》を作らないと言えるリーダーは、この場にひとりとしていなかったのだ。それでもノーだと言うのは、おそらく集団の首脳レベルの裁可が必要な大きすぎる決断だ。多くの参加者はそこまでの権限を持っていないし、権限を持っている参加者も慎重にならざるを得ない。


    　環たまきは、人間がそれほど愚おろかではないと信じる。彼女はストライクフォールが好きではないが、愚かしさから一歩抜け出したから、こんな競技が二十年も続いているのだと信じる。


    「……だから、現場で使っている選手やスタッフを信じて、最初の《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》をこそ、きちんと管理するべきなんです。世界にたぶん一個しかないうちにケーススタディを積まなくて、いつやるんですか？」


    　彼女の問いに、最初に返されたのは、冷笑だった。


    「経験のない子どもだから言える、薄っぺらい理想論ってやつだな。現実を見たほうがいい。うちの軍で事務でもやってみたら、そんな理屈通りに世界が動いていないことがわかるはずだ」


    　環は、微ほほ笑えんだままの自分の、こめかみが引きつる音を聞いた気がした。


    「わかっていたことですが……なんといいますか。……まあ、若い人たちががんばっていると、戦って乗り越えるたび、お金と権力を持ったおじさまのおかわりが、上から目線でどんどんやってくるんですね。世界というのは、そういう構図なのだと思います。でも、ここはスポーツの連盟の会議でしょう。子どもでもわかるおかしな話ですが、発言者の社会経験を理由に切り捨てたら、選手や現場からの声って、まったく上に届かないですよね？」


    　たぶん、話されるのが社会のことばかりで、現場で慣かん性せい制御を使うフィールドの話題が何も出ないことに、苛いら立だっていたのだ。


    「スポーツで勝っても、おじさまたちを倒せない。けれど、せめて、おじさまたちに言葉を聞かせられるようになっていくと、考えていいんでしょうか？　ここは、スポーツの連盟の会議で、プレイする選手やそれを支えるスタッフに、敬意が払われている場所なんでしょうか？　そうではないという言葉が返ってこないということは、この会議はきちんと現場と繋つながっていると認識していいんですよね」


    　じじい社会の上層の武器である金と権力と裏工作が、対立構図や窮地を作る。そして、それを乗り越えることで、別の利害関係にのみ込まれる。そして、それをまた乗り越えることで、次のじじいがやってくる。それが、ストライクフォールというスポーツの、もうひとつの姿だ。


    　環の心の中の、ちいさな雄星リトル・ユウセイが、「やっちまえ」とささやいた。


    「──だとして、皆さんに『戦争はやめよう』と言って、聞いてもらえるようになるには、選手たちはどのくらい勝てばいいんですか？」


    　最高のタイミングで、隣のアントニオ・コンテが立ち上がった。


    「決まっている、優勝だとも！　あらゆる言葉を、あらゆる層に傾注させられる、宇宙で一番えらいやつはいない！　だが、ストライクフォールの世界で、今年もっともその言葉を尊重されるべき者たちは、決まる。──優勝者だ!!　我々シルバーハンズは勝つぞ、この祭りに！」


    　経験と実績と社会的信用のあるコンテ老が、全力で乗っかりにかかっていた。満座がアントニオ・コンテの両手を振り回しながら吠ほえる、芝居がかったパフォーマンスに、魅入られていた。事前に綿密な打ち合わせが済んでいたかのような、非の打ちどころがないタイミングだった。


    　なにしろ、環たまきの言葉が、実績と社会的立場を根拠に子どもの理想だと切り捨てられたとたん、隣にいたメディア王が、同じ意見だと後押ししにかかったのだ。


    　アントニオ・コンテが、異様な空気になった会場に、喝を入れるように叫ぶ。マイクを外した肉声でも、コンテ老の声は誰よりも高らかに響いた。


    「慣かん性せい制御のインパクトのほうが、シーズン成績などよりよほど重要だと考えているすべての者よ！　勝利の暁あかつきには、諸君はわたしの声を聞くべきだ。そのために、すべて打ち倒して、栄冠を掴つかむぞ！　人類の祝祭に!!」


    　戦争へと加速してゆく流れが、止まるとは限らない。必然としてそこに至る政治の歯車を止めることに、成功した戦争などない。だが、少なくともひとり、拳こぶしを振り上げたのだ。


    《ホライズンズ》を率いるゴードン・ウィラーが、立ち上がったまま拍手していた。


    「これはいい!!　未知数な《コントラクター》におびえ続けるよりも、ストライクフォール連盟にとって、よほど重要な話だと思うがね。ストライクフォールの栄誉とは、戦闘技術の証明であり、技術の実証だった。だとすれば、今、これ以上、影響力プレゼンスを誇示するトロフィーはあるまい」


    　議席から拍手する人々が、増え始めた。逆に、人前でさえなければ殴ってしつけてやるとばかりに、彼女をにらみつけてくる者もたくさんいる。


    　ゴードンが、「不毛なののしりあいよりも、よほどわかりやすくていい」と、コンテ老に賛意を表す。コンテ老が、打ち合わせ済みだったかのように、新たな大物役者にセリフを譲る。


    「昨シーズンの優勝チームである我々《ホライズンズ》も、宣言しよう！　我々が勝ち取ったトロフィーは、決して安くなどないぞ。ストライクフォールで勝てもせんやつらが、戦争になど勝てるものか!!」


    　連盟会議の議決にただ一人拒否権を持つコミッショナーも、議長も、連盟理事も、シーズンの成績で決まったことなどない。だが、ここに、顔をひっぱたいた者がいて、それに乗っかる者が現れた。つまり、派閥が生まれて、対立構図が発生した。


    　──戦いが始まる条件が、整ったのだ。もはや、その発言を、誰も〝なかったこと〟にはできない。


    



    　引っかき回されたまま、会議は終わった。


    　対立構図ができたせいで、千人が敵と味方に分かれ、本来ならもっとぐだぐだになるはずの問題が整理されたのだ。


    　今シーズンの優勝者が、慣性制御の時代に影響力を持つと主張する、アントニオ・コンテやゴードン・ウィラーら大資本家オーナー。そして、議決ですらない強引なこの話には何の意味もないとする、木星や火星、地球圏けんの中小国家のチームオーナーや関連企業の代表者だ。軍チームから派遣されてきた、限られた権限しか持たない代表たちは、ほとんどが旗色を鮮明にしなかった。


    　環たまきがつけた火花に、コンテ老が全力で火をつけ、ゴードン・ウィラーが煽あおった炎は、太陽系じゅうからやってきた建前を焼いた。後に残ったのは、剥むき出しの対抗意識と隔意だ。


    　そして、最終的には殴り合いのようになった長い議論の末、先がまったく見えない投票によって、《コントラクター》の処遇は前進した。


    　不満を抱える者が多かったため、閉会が告げられた途端、多くの参加者が早々と席を立った。おそらく、これから場所を移して、それぞれが今後のことを協議するのだ。


    　環は、疲れ切ってしばらく立つこともできなかった。熱に浮かされたように、身体からだに興奮が残ってぽかぽかしていた。彼女は、苦しむ顔よりも、満足した表情をこそ、信頼できる人にしかさらさないほうがよい気がして、両手で顔を覆う。


    　自分の手で作った暗くら闇やみの中で、静かに呼吸を整える。会議は終わっても、この議場が敵だらけなことに変わりはない。英ひで俊としを死なせ、雄ゆう星せいを襲しゆう撃げきした黒幕が、ここにいるかもしれないのだ。


    　そして、息が整って、顔から手をどけたとき、歴史に残る会議で発言した昂こう揚ようは、気持ちの奥で静かになっていた。


    　そんな彼女に、隣からアントニオ・コンテが声をかけてきた。


    「どうだったかね？　連盟会議の印象は」


    「こうして話し始めるまでは、宇宙でも影響力のある会議だから、きっとついていけないくらい難しい話や深い話をしているのかと思ってたんですが。……でも、けっこう普通のことを話しているんですね」


    　偽らざる感想だった。


    《ケネディ》市に来たときとは、世界がすこし違って見えた。この連盟会議まで、嫌なこともあったが、大きなことは彼女の想像も及ばないほど優秀な人間が決めているのだと思っていた。だが、そうではない。宇宙を動かしているのは、すぐれた能力があり彼女にできないことができる者だとしても、あくまで不完全な人間だ。どんなに期待しても、叶えてもらえることには限界がある。


    　結局、大事なものを守るには、自分がまずできることをするのが建設的だ。そう再確認した環に、大股で近寄る者がいた。


    「面白いお嬢さんだ。タマキ・シラサキといったね」


    　白いたてがみのような髪と濃いひげをたくわえた獅子のような大男、ゴードン・ウィラーだった。
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    　アントニオ・コンテが、会議中に合わせた呼吸がウソのように、手で追い払う仕草をした。ゴードンが、「彼とは長いつきあいなんだ」と、コンテ老を強引に抱き寄せて握手をする。苦いものを飲んだようなコンテ老の顔を、環たまきは初めて見た。


    「こいつにだまされちゃいかん。こいつは、笑顔で握手をして抱きしめながら、その相手の背中を手下に刺させるような男だ」


    　コンテ老が、握手をしてから、ゴードンを押し返す。


    　環には、会議中の彼らより、親密な空気を醸かもす今のこの二人のほうがおそろしかった。


    　そのゴードンが、彼女にも握手を求めにきた。それを断るなどという失礼なことを、できるはずもない。立ち上がって手を差し出すと、肉厚で大きな彼の手に、力強く握られる。


    「確かに、君の言うとおりだ。……この世界では、戦ってどんなに勝っても、相手コーナーに、じじいのおかわりがやってくる。だから、すべてのじじいを敵にはできない。……味方のじじいが必要だ」


    　まったく汗などの水気を感じない、熱いが、ひどく乾いた手だった。環はその細い手を強く引かれる。身長の高いゴードンが、いっそう大きくおそろしく見えた。


    　その彼女の肩が、逆方向にぐいと引かれた。アントニオ・コンテが割って入ったのだ。


    「だから、その味方のじじいとして、わたしがいる。うちの新しいスターの卵の、ガールフレンドを怖がらせるのは、やめてもらえんかね」


    「果たして味方かね？　ヒデトシ・タカモリの死を、商品として消費して、取引のカードとして使っている狸たぬきじじいじゃないか？」


    　環たまきは、ゴードンの力がゆるんだ隙すきに、自分の手を引き抜いた。


    　コンテ老が、呆あきれ顔で、ゴードンと環の間に割って入る。


    「ゴードン──。グループで武器商人もやってるわりに、自分の手がきれいなようなことを言うじゃないか。われわれ金と権力を持ったじじいは、どいつもこいつも、同じ穴のむじなだ。……若いやつらに試練という名で苦しい思いをさせて、そいつらががんばって試練を乗り越えるたびに、下心を持って近づくのさ。若いやつらにとっては、この宇宙は、端的に言って地獄だな」


    　ゴードンが、目を細めて笑った。それは、獰どう猛もうな笑みだった。


    「さよう、私は、武器商人だ。だが、ストライクフォールのマネージメントは、これで心から楽しんでいる！　スポーツはいい！　競い合い困難を乗り越えた若者同士が、横のつながりを作ることができる。戦場ではできないことだ。衝突イコール死の世界では、権力を持ったじじいが、若者同士でつるまないよう分断するのは簡単だからな。あれはいかん！　戦いであっさり死なない世界でこそ、人は成長できる！　チームは、最高でも四十歳に満たない若者ばかりの世界だから、いつだって、伸び盛りなころの新興テロ組織並みに活発だ。私は、そういうものを見たいのだ！」


    　ゴードン・ウィラーの声は大きい。


    　環にとっては、それはレイカ・フランクリンを想起させる話だった。


    「テログループって、メンバーが成長するんですか？」


    「しないわけがないだろう？　活発なテログループには、その野蛮さや組織的脆ぜい弱じやくさのかわりに、内部に熱い盛り上がりがある。そこそこ若い同士でつるめて、じじいがいないからな。若いやつらの横のつながりには、内部にいれば可能性があるように思えるものだ」


    　ゴードンにとっては、まるでテログループも含めて熱意と成長はすべて尊いかのようだ。


    　まったく賛成はできないが、環は、すこし救われた気がした。　


    「それなら、ストライクフォールのチームは、成長には最高の環境ですね。ただ、おじさまがいないなんて消極的な理由だけではなくて、みんな夢に向かって互いに磨き合って、高い評価だって得られるんですから」


    　きっと雄ゆう星せいたちは負けないだろうと思った。


    　これから、世界は変わり、新しいパワーバランスがもたらされる。


    　コンテ老が、つぶやいた。


    「そうだろうとも……。慣かん性せい制御という新しい技術をぶつけ合う、宇宙でもっとも破壊的な成長はストライクフォールのフィールドで起こるだろう。このシーズンは、きっと伝説のシーズンになる」


    　ゴードンもうなずいた。環たまきもそう思った。


    　この会場にいる者は、栄光のフィールドには立てないが、伝説を目にすることはきっとできる。


    



    



    
      ＊

    


    



    　連盟会議の結果は、激動となって宇宙を駆け巡った。シルバーハンズの優勝宣言、そして、今シーズンの優勝者こそが慣かん性せい制御時代に特別の影響力を持つという、ゴードン・ウィラーの発言のせいだ。


    　シルバーハンズの選手たちが、メディアを賑にぎわす〈アントニオ・コンテオーナー、シルバーハンズ優勝宣言〉の文字に、一番驚きよう愕がくした。昨シーズンの一部リーグ降格争いからの、突然の優勝宣言だ。メディア王アントニオ・コンテの言動は派手だとはいえ、連盟会議でやるのは前ぜん代だい未み聞もんだ。パフォーマンスだと言って、引っ込められる場所ではないのである。


    　そして、シルバーハンズの整備スタッフたちも、沸き返っていた。その理由が、旧宇宙港から月面車で少し走ったドックに届いていた。


    　立ち会いでやってきた雄ゆう星せいも、その熱気にあてられていた。ストライクシェル輸送用の巨大なコンテナが、ドックに運び込まれていた。一辺十メートル以上もある、小さなビルがまるごと運び込まれたようなそれの、ストライクシェルを使った開封作業が行われていた。


    「ゆっくりやらんか！　ここでぶっ壊してラボに後送になんぞなったら、あたしにくびり殺されると思え」


    　ちいさな背丈でいっぱいに背伸びして、両手を振り回して騒いでいるのは、ロクサーヌ・ミャオだ。


    　助手扱あつかいで月に同行していた環が、今日は、シルバーハンズ関係者に囲まれて居心地悪そうにしていた。雄星と並んで作業を見守る彼女は、忙しく働く整備スタッフから視線を向けられている。ただ、いつでも見られているのが当たり前の、目立つ彼女とはいえ、今回は視線の温度が違った。


    「いったい何があったんだ」


    　雄星から見ても、昨日、連盟会議から戻ってからというもの、環のテンションはおかしかった。


    「自分が、こんな大騒動のきっかけを作っちゃうとか、思っていなかったの。勢いってこわいわよね……」


    　真顔で、環が返す。


    「悪いのは小さい雄星リトル・ユウセイなの。……ほんと、反省してよね。わたしをこんなにして……」


    「お、おう……」


    　たじろぐ雄ゆう星せいに、なぜか彼女が身を寄せてきた。


    「……反省してよね」


    　真空状態に保たれていた大型コンテナにつけられたランプが、内部気圧がドック内と同じ一気圧になったため、点灯した。コンテナの壁面が一枚、ストライクシェルに支えられながらゆっくりと倒されてゆく。その奥に詰められていた無数の袋状の梱包材が、酸素に反応して溶解してゆく。


    　そして、ゆっくりと姿を現したのは、雄星にとって忘れ得ぬ機体だった。黄金の手を持つ、白と黄金の巨人が、膝立ちで待っていた。


    　かつて、雄星は、この機体を駆って戦った。そして、この機体をもってしても、彼は弟を助けられなかった。止まっていた運命が、今、再び動き出したようだった。


    　研究室で封印状態だった《コントラクター》が、ついに開封された。


    　かつて、この機体から罪人として下りたとき、雄星は人類の歴史を変えたという本当の意味を理解などしていなかった。あれから半年が経ち、もはや慣かん性せい制御以前には戻れない世界で、彼はよろこびより引け目を感じている。


    　鋼鉄の巨人を前に、凍こおり付いたように動けず一言も発せられなかった。自分が《コントラクター》にふさわしい乗り手なのか、確信が持てないことに気づいたのだ。


    　ドックは厳粛な沈黙に包まれていた。《コントラクター》には、それほど圧倒的な存在感とオーラがあった。


    「……この機体に、誰が乗りゃ、世界が納得するんだよ」


    　そう思わず漏もらした彼に、隣にいた環たまきが、はっきりと告げた。


    「雄星だよ」


    　劣等感に縛られていた心が、すこしだけ息を吹き返した。環が信じてくれている。それだけで、胸が熱くなって、少しだけ緊張した頬をゆるめられた。


    　久しぶりに見た《コントラクター》は、フォルムが少しだけ変わっていた。操縦槽コツクピツトの左右に見慣れないユニットがついていたのだ。


    「この封印期間に、ただ遊ばせていたわけではないぞ。見ろ！　どうせ誰も乗れんのだからと、いじくりまわし……いや、開発を継続していた、新型の慣性制御ユニット搭とう載さいの慣性制御改修機──《コントラクター・アサルト》だ」


    　ロクサーヌが得意げに言った。


    「背中にホーン型の慣性制御ユニットをつけるのは、整備性はいいのだが、攻撃を受けたとき損そん傷しようしやすいからな。貴重な戦訓は活いかしておくべきだろう」


    《コントラクター》のことを、ロクサーヌだけは、まるで自分の子どものように愛情を込めて見る。制作者である彼女にとっては、これは宇宙を変えた機体である前に、自分の作品なのだ。


    「どうだ？　久しぶりに乗ってみんか？　あの試合以来だろう」


    　うれしい申し出だった。だが、気後れしてしまっていた。自分がこの機体にふさわしい男なのか、顧かえりみてしまったのだ。


    「俺は、そんな特別な男じゃねえよ……」


    　雄ゆう星せいは、歴史を作った機体に、我が物顔で乗るおのれの姿をイメージできなかった。自分はやれると思いかけては、現実に叩たたき潰つぶされることを繰り返している。おかげで、いつでも雄星はチャレンジャーだ。


    　ロクサーヌは、練習でやられ放題の雄星を知らないのか、気楽に言った。


    「いんにゃ。あんたは特別なほうだと思うがね」


    「そんなわけがあるか。俺がやったことなんか、みんな乗り越えて、あっという間に俺よりうまくなってくじゃねえか。理り不ふ尽じんな話だぜ。たった半年で、下へ手たくそに逆戻りだ」


    　ストライクフォールの時代の流れは速い。少し前に世界初だったことが、すぐに当たり前になってしまう。あの二軍でレイカに裏切られた襲しゆう撃げきのとき、仲間を逃がすためにやった、慣かん性せい制御で他の選手を引き連れて飛ぶのもそうだ。昨シーズン終盤はいろんなチームが使いまくっていたし、今シーズンでは、もはや強化キャンプで訓練する基本技術だ。


    　環たまきが、指でつんと雄星の腕を突いた。


    「雄星は、ちゃんと前に進んでるよ。ずっと見てきたわたしが言うんだから、自信持ちなさいって」


    　ロクサーヌが楽しそうに口角を上げる。


    「くさるなよ。あんただって、どこかの誰かが使った技術のおかげで、ここまでやってこられた。技術なんてそんなもんさね」


    「そんなもんって、割り切り早はええな」


    「進歩のためのピースは十分だ。今年は、爆発的にチーム連れん係けいが複雑になるぞ。……誰が先とか、セコいこと言ってるやつから、技術に乗り遅れる時代の始まりだ。あたしだって、他ンとこがいいもん作ったら、パクる、もといインスパイアされる気満々だっての」


    　ロクサーヌの割り切りは見事だ。前だけを見て、進歩を心から信じられることは、雄星にはうらやましくすらあった。


    「確かに、それでうまくなんなら、食らいついて成長しなきゃだな。取り残されんのは、さすがにショックだよな」


    「そういうことだ。まだまだ立ち止まっているような段階じゃない。慣性制御の可能性だけですら、この先がある。チル・ウエポンそのものの可能性は、遙はるか遠くさ」


    《コントラクター》と、この宇宙を掴つかむ《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》すらもが、途上なのだとロクサーヌは傲ごう然ぜんと言い放つ。


    　雄星は、自分の力でなら、《コントラクター》と、どこまで行けるだろうかと、ふと考える。英ひで俊としなら、どこまで至れただろうと、もう意味はないのに比べてしまう。


    「……強くなりてぇな」


    　ぽつりと、素直な気持ちが、言葉になって漏もれた。


    「強くなってもらわなきゃ、《コントラクター》を託したあたしとしちゃ困る。あんたには悪いけどね、これの新しい乗り手が決まってよかったと思ってるよ。誰にでも扱あつかえる機体じゃないからね」


    　目の前で、《コントラクター》の腕に、拘こう束そく具ぐのようなものが取り付けられ始めた。それが、連盟が最終的に《コントラクター》の使用を許可するにあたって出した条件だ。《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》には、拘束システムをとりつけ、連盟の許可なく発動することを許さない。


    　さまざまな想いが、《コントラクター》にはこもっている。選手だけではなく、このドックの整備スタッフも、チーム関係者、スポンサー、応援してくれているファンたちも、すべてを背負って彼らは戦う。そして、雄ゆう星せいたちの想いは、勝つことで実を結ぶのだ。


    「だからって、俺が勝利に貢こう献けんできるって監かん督とくが判断しなきゃ、出番ねえからな。……開幕一軍に残れるかすら、決まってねえんだ」


    「山ザルには山ザルのよさがあったのに、今さら謙虚さなんか覚えてどうするんだい？　……早く慣らし運転を始めておくれよ。こいつの統合スラスターシステムは、乗れば乗るほど搭とう乗じよう者のクセを覚える。あんたの《クエスター・アサルト》のときのデータを流用できりゃよかったんだけど、機体スペックが違いすぎて役に立たんのだ。さっさと、ＡＩにあんたのくせを学習させて、万全の状態にしたいんだよ」


    　ロクサーヌが、興奮に頬ほおを上気させ、冷徹な視線で自信作を見上げる。雄星はといえば、《コントラクター》に乗るにふさわしい実力が自分にあるのか、確信を持てずにいる。何も知らないときは、無鉄砲に乗り込むことができた。これしかないから、これを選んだ。だが、今はチームの中で自分がどのくらいのポジションか、見えてしまっている。


    　今、輝かがやいているこの白と黄金の機体は、雄星が正式に搭乗者になれば、彼のパーソナルカラーの黒に塗られることになる。そのとき、このオーラがどうなるのかは、雄星に何ができるか次第だ。


    「……なあ、おまえの《コントラクター》、黒く塗っちまっていいのか？」


    　雄星は、ものいわぬ巨人を通して、半年ではまだ消えようもない弟の面影に語りかける。


    　ロクサーヌは、悩める雄星へと、不敵な笑みを向ける。


    「こいつのＡＩは、今、ヒデのくせを覚えこんだ状態だ。……そのシートを、あんたは他の誰かに譲れんのかい？」


    　譲れるはずがなかった。兄弟の夢のバトンを、他の誰かに預けるのは、傲ごう慢まんと言われようと雄星には無理だ。


    



    　一軍強化キャンプは終わった。シーズン開幕戦まで、二週間を切った。


    　最高の祭りの幕開けを待つ、長い前夜祭に突入していた。フィールド外の華はなやかな応援が、すでに盛り上がりに入っていた。


    　大規模なファン感謝イベントが、太陽系の各地で開催されていた。


    　月でももちろん、いくつかのチームが行っている。シルバーハンズは、今週末にファン感謝デーの予定だった。


    「うちのファン感謝デーなのに、キャンプ地のアリアンロッド市じゃ、やらねえんだな」


    　雄ゆう星せいは、キャンプが終わったせいで、自主練習の時間が終わると時間が空き気味になった。ストライクフォール以外に時間をどう使うか、あまり考えていなかったから、完全に時間を持てあましていた。環たまきは、ロクサーヌのもとで研修中である。


    　リゾートらしいワンピースで、球場の試合を眺ながめていたアデーレが、こちらを向いた。スポーツ観戦がしたいと、彼女から野球の試合に誘われて、雄星も付き合っているのだ。


    「シルバーハンズはエンディミオン号でやりたかったらしいよ。けど、交通機関と港湾施設がヒデのお葬式のときパンクしたから、ファン感謝イベントだと絶対に機能不全に陥るって、許可してくれなかったんだって。すっごい来場者数になるって」


    　ファンが詰めかけた葬そう儀ぎから半年が経ち、英ひで俊としのイメージは夭よう逝せいのヒーローとして定着した。世界で五本の指に入るくらい有名な選手かもしれなかった。


    「そりゃ、人口一万人のエンディミオン号じゃまず受け入れらんねえな……」


    　チームは最後の休息期間に入った。強化キャンプで雄星たちがトレーニングに使ったスタジアムは、今は球技の試合に使われている。


    「シルバーハンズは、うちのグランパが優勝宣言しちゃったせいで、注目の的だからね」


    　球場では、アリアンロッド市をホームにするチームが、フォアボールのランナーを丁寧にバントで送って、ワンナウト二塁にしたところだった。ピッチャーは、強打者の三番バッターを抑えるため、ボールになる変化球を中心に投球を組み立てている。次は四番だから、フォアボールで歩かせて塁を溜めるわけにはいかない。


    　ストライクゾーンぎりぎりに投げ込んだ球では、有利なカウントを狙ねらって作ることが難しい。バッター側は自分有利のカウントを作って、フォアボールを出さないためストライクをとりにきた投球を狙う。当然、ピッチャーも無策に投げ込むわけもなく、バッターの苦手なコースを厳しく突きにいく。守備の選手も、九人がかりで打者が飛ばしてくる方向へしっかりシフトを敷いている。──攻撃側と守備側の戦術が、一球ごとにぶつかり合っている。


    　アデーレが、膝の上に肘ひじをついて、ぶすっとしたままつぶやいた。


    「……戦術、かあ……」


    　プロスポーツは、戦術とは切り離せない。歴史と戦訓とデータによって積み上げられたものが、紙一重の差の勝負を分けるからだ。


    「やっぱ戦術だな……。しっかり仕掛けねえと、勝負を作れねえ」


    　雄ゆう星せいには、別のスポーツを観戦するのが、いい頭の切り替えになっていた。自分たちのやっていたことと重なることが、しっかりある。


    「ユウセーが、なんか頭良さそうなこと言ってる!?」


    「な!?　……じ、自分だって蛮族のくせに！」


    　アデーレに、自分の頭が悪いと思われていたことがショックだった。言い終わるや、ゲンコツが頭に飛んできた。キラーの世界では、思ったことをそのまま言うと殴られるルールなのだ。


    「……戦術っていえばさ、ユウセーは、接近距離クロスレンジでできることの引き出しが極端に少ないから、一軍の選手にいいようにやられてるんだよ。戦術が絞しぼりやすすぎて、出方をいいように読まれてるんだよね」


    　だが、野蛮かわいい彼女の指摘に、胸をぐさりと刺された気がした。まったくもってその通りだった。アデーレは本当によく見ているし、いつも的確だ。


    　グラウンドでは、三番バッターとの勝負が長引いていた。はじめはカウントを悪くしたピッチャーが不利だったが、ファールを二連打して、フルカウントになってしまった。その後は、バッター側が粘りのバッティングだ。


    　アデーレが、この試合を決めるかもしれない勝負に、鋭するどい視線を向ける。


    「やっぱ競技によって、戦い方は違うよね……。野球はピッチャーが投げないと試合が進まないし、投げたボールへ攻撃する起点はまずバッターだし。ストライクフォールみたいに、フォーメーションを組んで常に全選手が勝利に貢こう献けんし続けなきゃいけないスポーツとは、戦術が違う。……じゃあ、ストライクフォールにとってベストな戦術って、どんなものなのかな？」


    　雄星は、熱いぶつかり合いになった打席に目を奪われていた。


    「とにかくリーダー機を墜おとすのがストライクフォールだからよ。……やっぱ、敵のリーダー機に、かならず有利な人数差を作って近づける戦術があったら、それが一番強いんじゃねえかなあ」


    　思いつきを言ってみたら、思いっきり頭にチョップをくらった。


    「そんなものがあったら苦労しない！」


    「最強の戦術って言ったから、とっておきを教えてやったのに」


    「ぼくのかんがえたさいきょうのせんじゅつは、さすがに聞いてない。参考にならないじゃん！」


    　アデーレはわりとお冠かんむりだった。


    「ユウセーはさー、誠意が足りないよね。わたしにリーダー機が向いているとか説得してくれたくせに、味方してくれなかったし！　一番大事な紅白戦で、ケイトリンの味方して、なんか見たことないようなプレイするし」


    「そんなこと言ったって、アデーレが先に俺を選ばねえからだろ」


    「ケイトリンが二番目に選ぶなんて思わないじゃん！　スタメン入りのために、わたしとの友情を売ったんだー」


    　理り不ふ尽じんな愚ぐ痴ちだった。しかも、声が大きい。顔を赤くして興奮するアデーレに、まわりの観客が気づき始めていた。前のカジノのような騒ぎにならないのは、たぶんスタジアムの客が熱心な野球ファンだったおかげだ。


    「だいたい、あんだけ勇気づけてくれたら、ケイトリンが欲しいって言ったって、アデーレがいるからって断るのがスジってもんじゃん!!」


    「キャンプの紅白戦にそんなスジはない」


    　試合に集中するふりをする。こっちを向けと注意を引くように、アデーレがばんばん肩を叩たたいてくる。


    　雄ゆう星せいは、その愚痴が、キラーとしてのものではないことに、気づかずにはいられなかった。


    「……やっぱり、今シーズンは、リーダー機で行くんだな」


    　あの最後の紅白戦のように計算したフォーメーションが主流になるなら、リーダー機を続けても、シーズン開幕後にアデーレの突撃戦術では出番がない。急造リーダー機である彼女には、フォーメーション戦術を指揮した経験が足りていない。ケイトリンがいる中で、アデーレに敢あえて勝負を託す理由を探すのも難しいかもしれない。敵の状況にセンスで対応する──飛び道具が中心の彼女は、その武器を活いかすため、自みずからの底の浅さを克服するしかないのだ。


    　武器を活かすために地力を上げねばならないのは、引き出しが少なすぎて一対一では負け続けの雄星も同じだ。


    「あんな結果で、今やめたら、まるっきりケイトリンを成長させるための噛かませ犬じゃん。それにさ──。負けたわたしが言っても仕方ないけどさ。慣かん性せい制御の〝次〟は、慣性制御の先にしかないはずなんだよ。だから、わたし……絶対にリーダー機、下りないよ」


    　アデーレは、自分のセンスを信じて、キラーとしてこれまで積み上げてきたものを投げうとうとしている。その勇気が、まぶしかった。


    「そっか。やっぱ、アデーレはすげえな」


    「……ひょっとしたら、一シーズン棒に振るかもしんないけどさ。わたしがやってなきゃ、やっぱり未来がフォーメーションじゃなかったとき、チーム壊かい滅めつだもん」


    　彼女なりの、チームへの忠誠だった。チームのために何かしたいという気持ちは、雄星にもわかる。だが、チームのほうからも必要だと思ってもらえないと出番がないのも、プロスポーツだ。


    「底が浅いって、つれえよな」


    　アデーレが、ぽかぽか殴ってきた雄星の肩に、額を押し当ててきた。


    「そっか……。ぜんぶ足んないのは、ユウセーもだもんね」


    　彼女も、壁にぶつかっている。当たり前のことだ。だが、そう感じて、出会ってからずっと背中を追いかけてきた先輩プレイヤーだった彼女と、初めて肩を並べられた気がした。そして、そういうアデーレのそばにいることは、雄ゆう星せいにとって悪くない気分なのだ。


    



    　シーズン開幕まで一週間を切ると、宇宙はお祭り騒ぎの最高潮に入る。


    　最後の週末は、開幕戦カウントダウン期間の始まりだ。シルバーハンズでは、毎年開幕直前の週末にファン感謝デーが行われている。メディア王アントニオ・コンテのチームということで、毎年豪華でとてつもなく盛り上がるが、今年は桁けたが違った。なにしろ、希望者多数で抽選で入場できる方式にもかかわらず、六十万人以下に来場者を絞しぼりきれず、キャンプ地アリアンロッド市での開催を断られたのだ。


    　結果、受け入れてくれたのは、前年優勝チーム《ホライズンズ》のホームグラウンドである、月都市ケネディ市だった。アポロ十一号の月着陸船が着陸した〝静かの海〟に建造されたこの都市は、人口五百万人を誇ほこり、都市増設でさらに百万人の住民受け入れを計画している。合衆国制をとっている月連邦の中心都市のひとつで、月面最大の都市だ。


    　それでも、ファン感謝デーの数日前から、続々と詰めかけてきた観光客で宿泊施設はパンク状態だった。民泊でもまだ足りず、建造中の新居住ドームに仮設住宅を作ってようやく受け入れできたほどだ。


    　雄星たちは、シルバーハンズの選手だから泊まる場所があった。客はというと宿泊施設が都合できず、日帰りの来訪も少なくないという。ファン感謝デーといえば、選手の私物や貴重なグッズが出品されるチャリティオークションや、監かん督とくや有名選手にファンがインタビューできるトークショウなどが主な出し物だが、シルバーハンズのものはチャリティコンサートがおそろしく豪華なのだ。メディア王の威光で、太陽系じゅうから有名アーティストが呼ばれるのだ。


    「動画で見てるときは他ひ人と事ごとだったけど、これはひどい混みかただな」


    　雄星は、あまりの人出に呆あきれていた。区画整備されて道幅も四車線ある大通りが歩行者のため開放されているのに、人だらけでほとんど前が見えなかった。


    　直径四十キロメートルというおそるべき規模を誇るドーム都市、ケネディ市は、月連邦の経済の中心地だ。その大都市が、一角とはいえ完全に人で埋め尽くされていた。


    　太陽系中からやってきた、観光客とシルバーハンズのファンだった。今年は目玉企画がいくつもあり、ファンの間では史上最高の盛り上がりになると予想されていたのだ。


    　人の波に流されそうな混雑ぶりに、環たまきが不安そうだった。


    「いつもこんなすごいの？」


    　彼女の手を、はぐれないように握る。活動的なラフなタンクトップにデニムのショートパンツの彼女が、誰かと肌がぶつからずには一歩も歩けない祭りの人出に圧倒されている様子だった。


    　ファン感謝デーは、朝九時半から会場がオープンしている。今日しか買えないスペシャルグッズや特価のファングッズを提供する物販コーナーは、すでに長蛇の列だ。コンサートやトークショウを行うメインステージでは、ショウ前のアーリーイベントとして巨大なホロスクリーンに昨シーズンの名シーンが映し出されている。


    「あ……」


    　環たまきが、そのスクリーンの映像に、足を止めた。《コントラクター》が、火星のスクレイパーズのリーダー機、《ヘッジホッグ》を撃げき破はしたシーンだった。


    　彼女が、まわりに雄ゆう星せいのことが気づかれないように、言葉にするかわりに軽く肩をぶつけてくる。彼女の軽い体重を受け止めるのは、心地よかった。雄星は、ファンたちに気づかれないように、別人の顔のホログラムをかぶせるヴァーチャルマスクを支給されていた。それでも、何かの拍子で変装がバレるか、わからない。


    「雄星、有名人だもんね」


    「俺が有名人っていうより、有名人のそっくりさんだよ」


    　ホロスクリーンでは、弟が《コントラクター》を前に、ハンガーでロクサーヌと話しているシーンが映し出されていた。ステージ前の席取りを今から始めているファンたちがどよめき、女性ファンからは黄色い声が上がった。


    　環にとっても、雄星にとっても、それはどこか居心地が悪い光景だった。


    　彼女が、握ったままの手を引いてきた。


    「……行こっか」


    「それなら、行きたい場所があるんだ。……それにしても、やっぱストライクフォールはすげえな。これが全員ファンなんだよな」


    　プロ選手になったというよろこびを、今さらながらあらためて噛かみしめる。


    「雄星は、自分の行きたかったところに来れた？」


    　彼女の問いに、雄星は笑ってうなずく。ただ、同じ夢を抱いて、先を駆けていた弟は、もういない。


    「……まだ道の途中だよ」


    「そっか……。それじゃ、もっとがんばらなくちゃね」


    　ただ、環が隣にいてくれる。そのことに、救われた。


    　人でごった返すステージ前の広場から、ケネディ市民に愛される市街中央部の大きな公園へと向かう。雄星と目当てが同じなのか、携帯端末やカメラユニットを持った観光客が、長い行列を作っている。それでも、みんな期待に頬ほおをゆるめている。楽しみにしているのだ。


    　月面では貴重な広い緑地に、たぶん何万人という人々が集まって、人の海のようになっていた。この宇宙最大のドーム都市は、天井の高さも五百メートルもある。ケネディ市は、閉ざされたドーム内で雲ができて雨が降る街なのだ。彼らの上にかかる屋根は、青空を投影しつつフィルタリングした太陽光を透過している。そのため、周囲を眺ながめても山に囲まれた盆地にいるくらいの感覚で、人工環境の圧迫感はほとんどない。


    　そして、どよめきと大きな歓声が、爆音のように公園を揺らした。空に、巨人が舞っていた。イオンスラスターの噴ふん射しや光を曳ひいて、ストライクシェルがドーム内を編隊飛行してきたのだ。そして、次々に、ふわりと公園のロープを張られた展示区画で、見事な着陸を見せる。選手が直接ストライクシェルを飛ばして機体の実機展示場にやってくる、恒例の開始セレモニーだ。かぶりつきの席は毎年奪い合いになる、ファン感謝デーの名物だった。今年は、新戦力の慣かん性せい制御機が目玉で、一軍選手も《ホーリーグレイル・アサルト》の搭とう乗じよう者として駆り出されているが、《コントラクター》だけは無人操縦だ。


    　環たまきが、すぐそばに降り立った絶対の力を、まぶしそうに仰あおぎ見ている。


    「雄ゆう星せいは、出なくていいんだ？」


    「前のシーズンは、あの試合のペナルティの二週間没収試合のせいで、ファンがマジ切れしてたからな。のこのこ俺が行ったら暴動だ」


    　やったことに後悔はないが、勝利というかたちで貢こう献けんするまで、雄星はファンの前には出られない。


    《ホーリーグレイル・アサルト》の純白の機体が、片膝をついた駐機姿勢で停止する。そのオーラがゆらめくような存在感のあるストライクシェルの、操縦槽コツクピツトが開く。


    　赤毛の美女、ケイトリン・レヴェットが、ヘルメットを脱いで豪ごう奢しやな髪を掻かき上げる。すこし離れて着陸した《ホーリーグレイル》からは、大エース、ジェシー・アインシュタインが現れた。ジェシーとケイトリン、チームの顔である二人の登場に、ファンたちが沸き返る。


    　二軍の《クエスター》も展示に来ていた。パイロットはロバート・アッシュだ。二枚目のロバートに、女性ファンたちが黄色い声を上げる。


    　雄星も思わず大声をあげてしまった。ジェシーが気づいて、こちらを向いて、呆あきれたように笑った。この人たちと、一緒に戦いたかった。


    「本当に、夢を見てるみたいだよ……」


    　思わず漏もれた言葉は、百パーセント本音だった。


    「思いっきり、後悔しないようにやらなきゃね。……そのために、高校を中退までしちゃったんだから」


    　環の言った通りだった。雄星は、ストライクフォール以外のことを何もしなくていい時間が欲しくて、夢を見るために一年間を使うことにしたのだ。


    「後悔なんか、あるわけがねえよ」


    　そのために、シーズンオフには、白しら咲さきの護まもるさんが設立してくれた会社で、個人トレーナーを雇ってもらったのだ。最初は高校中退を反対していた環も、来年になったら彼女に雄星が勉強を見てもらうことを条件に、賛成してくれた。


    「全部、今年なんだ──」


    　保安上の理由で、地球に下りられるのは数日だった。それでも、ユースチームのみんなには盛大な送別会で送り出してもらった。みんな、雄ゆう星せいに追いつくつもり満々だった。そうであることが、うれしかった。


    「そういえば、雄星のユースのチームのみんな、燃えてたってさ。加か々が美みさんっていう三年生の人が、スポーツ推薦があったのに、大学進学を辞退しちゃったって……。シルバーハンズの入団試験トライアウト受けるんだって」


    「こないだ連絡が来たときは、そんなこと言ってなかったぞ」


    　さっそく有言実行してくれたことが、うれしくてしかたなかった。自分はここにいるが、宇宙というフィールドは、彼らとも繋つながっている。ストライクフォールで、みんな結びついている。


    　楽しくて、笑みがこぼれた。自分はしあわせなのだと思った。


    「にやにやしている場合か。こんなところでバレたら、えらいこったぞ」


    　後ろから肩を叩たたかれた。身長二メートル近い、手足の長い長身の男がいた。その顔は見覚えがなかったが、体格と何より声はよく知っていた。エイジェイ・ロジャースだ。雄星と同じく、ホログラムのマスクで変装しているのだ。


    「のんきに遊んでやがって。おめえさんのやらかしからスタートしたもんじゃねえか。ちったぁ殊勝な顔でもしてみやがれ」


    　金のアクセを大量につけた、チンピラ風ファッションのカール・リンネだ。変装していなくても、誰にも気づかれていなかった。練習のときはあいかわらず雄星の相棒面づらをしているが、エイジェイが隣にいるので、今日はいつになく強く出てくる。


    「ケイトリンさんに使ってもらったからって、おめえ、エイジェイさんに世話になったこと忘れんじゃねえぞ」


    「本当に、その流れるような小物ムーブは、どういう発想で出てくるんだ？」


    「小物だと？　おめえはエイジェイさんに教育されてる山ザルで、オレはエイジェイさんに世話になってる。はっきり言って、同じエイジェイさんの下じゃあ、オレのほうが先輩だぜ、相棒よォ」


    　雄星との関係を維持しつつ、エイジェイをバックに自分を大きくしようとするさまは、まさに小物界の大型新人である。


    「おれの名前を呼ぶな。変装してる意味ねえだろ」


    　周囲がパニックにならないように変装しているエイジェイに、カールが頭をわしづかみにされていた。


    「てめえ、助けろよ、雄星よぉ」


    「根本的な問題がわかってねえようだな……」


    　カールの頭をエイジェイがぐりぐりと押さえつける。


    「いい人たちだね」


    　環たまきが、雄ゆう星せいの手を軽く引いた。


    　彼女に、チームメイトをほめられたことが、誇ほこらしかった。ストライクフォールが好きではない彼女に、率直に認められるような仲間だということに思えたからだ。


    　ストライクシェルという兵器を前にして、フェアにやってきた子どもたちが楽しそうにしている。それが倒とう錯さくだと言われることもあるが、雄星は、ひとつの希望だと思う。雄星は、競技で兵器を使っているが、相手を殺したいとは考えないからだ。


    　その子どもたちがかぶりつきで見ていた最前列付近がざわついた。雄星たちがいる後列からも見えた。ストライクシェルにもっとも近いあたりで、暴れた人間が出たのだ。相手を押しのけたり掴つかんだりしあうのが、殴り合いにエスカレートしていた。保安隊員が当然押さえつけるのだが、人数が多く、取り押さえるのは易しくはない。ストライクシェルが奪われでもしたら大変なことになるから、当然、警備側も増援を呼ぶ。あっという間に、大混乱になってしまった。選手たちの安全確保のため、何十人もの保安隊員が投入され、ケネディ市警も集まってきた。


    　パトカーのサイレンに、もはやお祭り気分が吹っ飛んでいた。


    「《コントラクター》を即時、解体しろ！」


    　暴れているあたりから、シュプレヒコールがあがった。ファンではない人々も混じっているのだ。


    　様子が気になってたまらない雄星の肩を、エイジェイが引き留めた。


    「ユウセイ、行くんじゃねえぞ」


    　エイジェイの声は真剣だった。雄星よりも二十センチ近くも背が高い彼には、もめている様子がよく見えているようだった。


    「ありゃ、チル・ウエポン廃棄派だな……」


    　雄星も、名前くらいは聞いたことがあった。地球時代にも、駅前で演説をしたり、メディアでデモが取り上げられたりしている集団だ。だが、ファン感謝デーに乗り込んで妨害をするなんて、記憶にある限り初めてだった。


    「うっそだろ……。抽選を乗り越えて、こんなに入り込んだのかよ」


    　ストライクシェルの前でもみ合いをしている人数は徐々に増えて、ほとんど暴動だった。ケイトリンとジェシーは、警護スタッフに護衛されて退場済みだ。だが、機体と見物客の両方を守らねばならない警護側の負担は、あまりにも大きい。公園が、進むにも戻るにもまったく身動きがとれないほど混雑していることが、事態の収拾を困難にしていた。


    〈会場がたいへん混乱しているため、ストライクシェルの展示スペースをいったん閉鎖します。公園内の皆さんは、係員の誘導に従って、すみやかに退去を始めてください──〉


    　スピーカーからアナウンスが流れ始めた。警備側は、いったん展示を終了することで、状況をリセットすることを決断したのだ。だが、その決定に、ファンたちからも残念がる声と、騒いだ者への怒りが広がる。会場のような人混みに慣れている人々もいれば、多大なストレスを我慢して入場した人々もいる。文化的背景がそれぞれちがう太陽系中から観客がやってきたことが、状況を最悪に向かわせていた。


    　エイジェイの声がこわばっていた。


    「無理だ……。治安が悪くて住民が自衛してた火星や木星じゃ、誰も警察の言うことなんざ聞きゃしねえんだ。こんなやさしいアナウンスになんか、従うはずがねえ」


    　事態が収拾するどころか、怒声や悲鳴が次第に大きくなってきた。妨害した廃棄派という敵が目の前にいて、感情の向けどころがあるせいで、まったくおさまらない。長い旅程を経てやってきたのにもめごとに巻き込まれて、目当ての前で引き返さねばならない不満が、連鎖して拡大しつつあるのだ。


    　何かできることを探そうとした雄ゆう星せいの肩を、もう一度エイジェイが強く叩たたいた。


    「離れるぞ。……こんなところに選手がいると知れたら、今日の廃棄派は、何をやらかすかわからん」


    　環たまきが、ぎゅっとしがみつくように彼の肘ひじのあたりを握る。


    「雄星……。ここにいたら、絶対にダメだよ。……ひどい。こんなことまでやるなんて」


    　彼女の横顔は、真っ青だ。こうなった理由に見当がついている様子だった。


    　公園へと、民間警察が大型車両で入ってきた。大型コンテナのような荷台を積んだその車両の後部が開き、スラスターを背中に背負った空挺警察が飛び出しては空へと舞い上がる。ケネディ市警の無人ドローンが、パトランプを明滅させながら編隊を組んで上空を旋せん回かいしている。そこまでやらないと鎮圧が不可能だと判断したのだ。


    　お祭り気分が吹っ飛んでいた。それが、継ぎ目がなくあまりにも自然に修しゆ羅ら場ばへと突入したものだから、大群衆の危機感にはむらがあった。そのことが、スムーズな避難の足を引っ張っていた。恐怖にかられて今すぐ逃げたい人々と、まだ大丈夫だと判断して展示へ向かいたい人々が、まるっきり逆方向に進もうとして衝しよう突とつする。大混乱になっていた。


    　雄星たちは、パニックになりかけた群衆に、すさまじい力で押し流されようとしていた。誰かが転倒して、将棋倒しのように観光客が波打って近くで倒れた。


    「──雄星！」


    　幼なじみの悲鳴が、耳に入ったのは奇跡だった。手を伸ばして、彼女を力の限り引き寄せる。汗ばんだ彼女の身体からだを守るように抱きしめる。誰とも知れない人々に押される。カールやエイジェイとは完全にはぐれていた。


    「とにかくここを出るぞ！」


    　雄星は、コントラクターのほうを振り返る。操縦者を乗せていない白い巨人は、まるで愚おろかな人の営みを見守るように動かない。その白い装甲の足下から、銃声が聞こえた。それで、雄星にもはっきりわかった。これも、慣かん性せい制御の影響のひとつなのだ。かつて、チームを裏切ったレイカ・フランクリンは、慣かん性せい制御がこれから何十億人もの命を奪うと言った。そのときは、ストライクフォールの試合中だったから、技術や経済の話だと思っていた。だが、経済が勝ち組と負け組を作ることが、人を動かし、感情と不安を揺さぶり、過激な運動に駆り立てるのだ。


    　フィールドの外の世界が、ゆっくりと狂い始めていた。雄ゆう星せいは、とてつもない重荷を背中に預けられたようで、頭がおかしくなりそうだった。


    　──こんなことの責任を求められても、どうしようもあるはずがない。


    　叫び声をあげられない代わりに、腕の中にいた環たまきを、ただ強く抱きしめた。彼女がここにいることが、とてつもなく大きな時代のうねりに流されそうな自分を繋つなぎ止めてくれる碇いかりであるように思った。


    　雄星は、チームの中という特殊な場所で、慣性制御で莫ばく大だいな利益を得たシルバーハンズに守られていた。だから、肌感覚としてここまで叩たたきつけられることなどなかった。これが、世界を変えるということだ。


    　ファンの熱気すら、おかしな方向に暴走しだしていた。ストライクフォールのファンにも、チル・ウエポン推進派とチル・ウエポン廃棄派がいるのだ。


    「シルバーハンズにゃ、慣性制御なんか生まれなくてもよかったんだよ！　余計なことしやがって」


    　ここに雄星がいると気づいていないのか、ファンらしい中年男性が、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を拘こう束そく具ぐで封印された《コントラクター》へ向かって吐き捨てるように言った。雄星はチームメイトの中に、なんとか立ち位置を得た。だが、巻き添えで《コントラクター》は汚お辱じよくにまみれている。


    　人類の未来をめぐる大きな二つの潮流が、雄星をもみくちゃにしていた。


    　公園の混乱は、警察の空挺部隊が登場してもまったくおさまる様子などなかった。


    「とにかく距離をとろう。……混乱するのも、それをおさめるのも、人の気持ちだから。熱した鍋を外から叩いたって、温度は下がらないのと同じ。外から警察が何かやったって、そうそうおさまらないよ。時間をあけて、冷める暇を作らないと」


    　環の顔色が悪かった。彼女がこんなにもおびえているところは、久しぶりに見た。そして、彼女が不安なときに支えるのは、雄星の役目なのだ。


    「らしくねえな……」


    「……ごめん、雄星。これ、たぶん、わたしが激発させた。……『戦争をやめよう』なんて、スポーツでいくら勝ったって、絶対に聞かないってことだ」


    　彼女が、まわりに聞こえないよう、小声で訴えかける。彼女には、この状況の心当たりがあるのだ。それで、雄星にも、今起こっていることと繋がっているものが、ぴんときた。


    「連盟会議って、そういえばこの街でやったんだよな。アデーレんとこの爺じいさんが、優勝宣言したやつ。あのとき、何があったかは知らねえけどよ。環は、そんなこと気にしなくていいんだよ。……ストライクフォールのことは、選手が片付けんだからな」


    「でも、こんなの、よっぽどたくさんの協力者がいないと、絶対に成立しないんだよ。わたしも、バカだ……。世界の半分を敵にするってことが、ぜんぜんわかってなかった……。もう、何が起こっても、おかしくない……」


    　公園で暴動になりかけている人々は、たぶん五万人ほどだ。だが、それは大変な数だが、もしも雄ゆう星せいの敵が五十億人いるなら、その十万分の一でしかない。


    　そのとき、雄星たちを恐怖させる声があがった。


    「あっちに鷹たか森もり雄星がいたぞ！」


    　暴動のどよめきの中で、その告発は、いやに大きく響いた。そして、一呼吸ほどの沈黙の後、吠ほえ猛るような声が公園にあふれた。一人ひとりの声は大きくはない。だが、本能的に人に肌を粟あわ立だたせる怒りと憎しみが、確かにこもっていた。


    　雄星は、激烈な敵意を浴びせられた衝撃で、金縛りにあったように足が動かなくなった。鷹森雄星という個人が、ファンにまでこれほど負の感情を抱かれているとは思っていなかったのだ。自分のことを、せいぜい、昨シーズンを台無しにしてうっとうしがられている英ひで俊としのそっくりさん扱あつかいだと思っていたのだ。


    　そんな雄星の腕を、誰かが力強く引っ張った。


    「ほら、早く来るんだ！　本当に見つかるぞ」


    　知らない女性からの叱しつ責せきだった。


    　だが、今は、ここから逃げるためになら、よくわからない相手でも信じたい気分だった。


    



    　スポーツ選手の体力で、雄星は、自分と環たまきの通る道を、強引に掻かき分けて進む。混乱の渦から、抜け出したいのはみんな一緒だ。だから、押しのけた相手から怒声を浴びる。


    　そんな時間をどれほど続けたか、雄星は公園から這はうようにして脱出した。引きずってきた環のタンクトップの肩紐ひもがズレてしまっていた。気まずくて、思わず視線をそらす。彼女が、頬ほおを染めて乱れた服を直した。


    「いやあ、危なかった！　無事にあそこから戻ってこられたんだから、本当に運がいい。素晴らしい！　いい選手の条件だよ」


    　突然、声をかけられた。振り返ると、ブラウスにタイトスカートの、ビジネススーツ姿の若い女性がいた。


    　環が、首をかしげる。


    「雄星、知ってる人？」


    　思わず、左手を見た。声には聞き覚えがあった。さっき、逃げ遅れそうになっていた雄星を叱った声だ。だが、もしも彼女が手を引っ張ったのだとしたら、そのわりには身なりがぱりっとしすぎていた。


    「初めて見るな……」


    　その切れ長の一重まぶたに三白眼の女性は、体格も身のこなしも戦う人間のそれではない。腰近くまである長い黒髪の乱れを気にして、蒼い甲虫型の美容ロボットに髪を整えさせつつ鼻歌を歌うそのさまは、無防備ですらある。なのに、戦いの匂いがした。ストライクフォールでは、軍人あがりの選手がこういう空気を漂ただよわせている。


    「そうとも！　お初にお目にかかるからね。私は、マリアン・トリチェリ。──まあ、ここは危険だ。車に乗りたまえ」


    　快活な語り口で、彼女が、左手を腹に水平に当てて右手は体から離した、男性の上品なお辞儀ボウアンドスクレイプを優雅にする。


    　黒い塗装のリムジンが、滑すべるように乗り付けてきた。雄ゆう星せいは、環たまきと顔を見合わせる。明らかに怪しかった。だが、ここに取り残されて、暴徒に捕まったらと思えば、まだマシだった。


    　環が手首にはめていた腕輪型の端末を起動させて、言った。


    「あの、車に乗る前に、チームの人に連絡してもいいですか？」


    「用心深いのはいいことだ！　ＴＲＥのマリアン・トリチェリが一緒だと、伝えてくたまえ」


    　マリアンの答えを聞くや、環が手慣れた様子で、ホログラムで空中に浮かんだ通信画面でチームに連絡をとる。位置情報や相手の名前などの確認を手早くとってゆく。昔から、ご近所におさまらず美少女で有名だった環は、声をかけられ慣れているのだ。


    　そして、通話の相手と話していた環が、「わかりました。お願いします」と言って、通信を切った。


    「ミス・トリチェリの身元がはっきりしているとわかりました。ケネディ・オリエンタルホテルまで送ってください」


    　初めて会ったばかりの女の高級車に、同乗することになった。


    　雄星にとって、リムジンに乗るのは初めてだった。横に三人座れる広い革張りのシートが、向かい合うように配置されていた。シートの脇にはグラスを置けるテーブルがあり、テーブルの下は冷蔵庫になっていた。広々とした客室の照明があたたかいムードを作っていた。


    「雄星、きょろきょろしない」


    　環に注意された。はしゃいでいる雄星を見ていて、恥はずかしかったらしい。


    　マリアンは、雄星と環の対面の席に座って、悠々と足を組んだその膝に肘ひじをついて、興味深げに彼らを眺ながめている。
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  「なに、好きに見るといい。ユウセイ・タカモリ。君にだって、このくらいの車、すぐに持てるようになるさ」


  「……見るとこ見てんじゃねえか。俺は未来のエースだからよ」


  　おだてられると、気分が上うわ向むいてきた。環が、呆あきれたように、外の風景に目を移した。


  「選手としての稼ぎで維持できるようになるまで、お預けだよ。雄星はまず一軍で選手として、スタメン定着を目指さなきゃね」


  　環たまきのほうへと、マリアンがからかうように声をかける。


  「そうかそうか。ユウセイ君は、《タカモリ・エージェンシー》のプロデュース契約のもとでシルバーハンズと契約してるんだったねえ。鷹たか森もり兄弟のプロデュースで、君の会社って時価総額六百億くらいだっけ？」


  　とんでもない金額が突然出てきて、雄ゆう星せいは面食らった。そんな彼をよそに、マリアンが組んでいた足をおろして、身を乗り出した。


  「そうだ！　《タカモリ・エージェンシー》の、筆頭株主の君が持ってる株式、全部ここで買おう！　保有割合は十パーセントくらいでしょ。時価の三倍で、まあ二百億もあればいいよね。小切手でいいかい？」


  　スーツの豊かな胸元に手を突っ込んで、マリアンが一枚のカードを引っ張り出した。そのカードが、自動で正六面体に変化し、それから圧縮されるように折りたたまれて厚みを失ってゆく。偽造防止用プロテクトのかかった小切手用紙だ。


  　だが、差し出された小切手を、そのまま環が突き返した。そして、微ほほ笑えんで言ったのだ。


  「あの、今すぐ筆頭株主になりたいから、ここで保有株式を売れっていう話なら、桁けたを四つ間違えてません？」


  　マリアンが、一重のまぶたを半分おろした三白眼になって、細いため息をつく。


  「……四つ!?　……いや、常識で考えてさ」


  「要するに、雄ゆう星せいをお金で買いたいというお話──価値を数値にするお話がお望みなんですよね？　だったら、この条件で、即座に手付金を引きだしてこられないかたとは、お話ししても、あんまり意味はないかなって」


  　環たまきが、プロらしいおとなを相手に一歩も引かないどころか、正面から話をひっぱたいてしまった。


  「鼻息が荒いのはいいけど、現実ってのはさ──」


  「《コントラクター》の《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》が、まだ雄星以外に発動できた人がいないって、知ってて二百億なんですか？　もしも、これから三年間、他に発動できる人が出なかった場合、うちの時価がどうなるのか考えたら、詐欺みたいな値段ですよ」


  　凡人の雄星には、交わされる会話で、非現実的な金額が飛び交っているのに、変な笑いがこみ上げてきた。


  「二百億から、桁けたが四つ……百兆!?」


  　隣にいた環が、これからは書類にうかつにサインしないように、雄星に念を押してきた。


  「ＴＲＥ──テンス・オービット・リクルートメント・エージェンシーは、《ホライズンズ》のオーナー企業グループの、人材派遣部門だよ。あと、百兆っていっても、宇宙経済だと資源小惑星でも買ったらもっと高いから、けっこうお安いよ」


  「お嬢ちゃんの頭がいいことは、お姉さんもよおぅくわかったよ。……でもさ、今、言ってるのって事前にしっかり考えて準備した答えだよね？　これから、もしも三年で百兆まで跳ね上がったとしても、そのとき、君の会社のまわりがどういう状況になるか想像できてる？　その規模の経済が、脆ぜい弱じやくな基盤に価値の根拠をおいて回るのって、宇宙一の綱渡りよ？　一瞬で判断する総合力と経験が問われるし、そこで対処間違えたら、ぜーんぶおじゃん。頭いいなら、わかるでしょ？　いくら頭よくたって、人間、限られた時間で必要なことを全部カバーできるほどは成長できないんだよね。泣きを見る前に、おとなを頼るのが正解、わかる？」


  「人間は一年で百倍に成長できないけど、会社ってそのくらい大きくなりますよ。そのために、……スタート時に、法人格を準備したんですから」


  　環が、「限りがあるから、人間の限界で戦うスポーツが、今でも人気なんですよね」と、当たり前のことを告げるように言った。


  　マリアンが、情けない顔になって、きれいな黒髪をかきむしるように頭を掻かいた。そして、気分を切り替えたように、快活に笑った。


  「……こりゃ参った。あのゴードン・ウィラー翁おうに、名前を一発で覚えられただけのことはあったわけだ！　次からは、スポーツ選手まるだしのユウセイ君がひとりでいるときに話しかけるとするよ──」


  　そして、環が、軽くため息をつくと、雄星に話しかけてきた。


  「あのね、テンス・オービットが雄星に大金払ってでも影響力を持ちたいタイミングが、シーズン開幕前の今すぐな理由ってね、九十九パーセント──」


  「お願い待って！　それ、はっきり言葉にされちゃうと、いろいろマズいから！　はい、私は百パーセント裏とかない、ただの《ホライズンズ》のスカウトです!!」


  「でも、これから何か月かの間には表に出て、かならず雄ゆう星せいが知ることですよ」


  　マリアンが、降参するように両手をあげて、天を仰あおぐ。


  「……今、私の車で火がついちゃうと、タイミング的に社内のライバルから総突っ込みなの！　ああ、これが、播は種しゆ船せん士官の第二世代ってやつか。地じ頭あたまの暴力って、おっかねえなあ……」


  　環たまきが、眉まゆ一つ動かさずにそれを見守りながら、頬ほおに手を当てて微ほほ笑えんでいる。


  　雄星はというと、会話の中で思いもかけない事実が判明したそのときから、頭の中がひとつの興味でいっぱいだった。ストライクフォールのファンなら、彼以外でもそうなったはずだ。


  「《ホライズンズ》のスカウト！」


  　ストライクフォールのファンに、宇宙最強のチームはと聞けば、おそらく二人にひとりは《ホライズンズ》と答える。ホライズンズは、シルバーハンズと同様、太陽系リーグ発足時からある名門だ。ただ、違うのは、こちらはグランドチャンピオンシップ・トーナメントに出場八回、優勝四回を誇ほこる強豪だということだ。太陽系じゅうからスーパースター軍団を集め、それを最高の環境と最高のスタッフで支えている。ストライクシェルを製造するのは、宇宙で初めて重力制御チル・ウエポンを創り、人類世界を拡大させた巨大企業グループ、テンス・オービットだ。


  　マリアンが、息を吹き返して身を乗り出す。


  「おお、話を聞いてくれるのかい！　いや、小娘だと舐なめてかかってエライことになりかけたけど、スポーツの求心力ってサイコー！　……彼が自主的に話を聞いてくれるなら、嫌とは言わないよね？」


  「雄星の夢のありかは、雄星が知っていることですし。……雄星の夢を止めたりしないよ」


  　環が、そっと雄星の手に、その白い手を重ねた。心強さを感じる。信頼が伝わってきた。


  　マリアンが指を突きつけてきた。


  「まず夢を叶えるために必要なのは、安全さ！　さっき危ない目にあったから、わかるはずだ。スポーツチームすぎるシルバーハンズでは、ユウセイ君を守ることすらおぼつかない。だいたい、ユウセイ君の外出に、厳重な護衛態勢を敷いてないのがおかしい。危機感ゼロだろ。……正直、太陽系の百二十億人のうち、三十億人くらいは、君を殺してやりたいとか、君がいなきゃよかったと思っているからね！」


  「ひどすぎだろ。そんなにいるわけねえよ」


  　雄星は、ばかばかしい人数を持ち出されて、一緒に笑ってやるつもりで環へ顔を向けた。彼女の横顔は真剣だった。豪華なリムジンの座席の足下が冷え切っていたかのように、背筋が震えた。


  　宇宙最強のチームのスカウトで、こんなリムジンを手配できるほどの人物の言うことには、それだけの理があるように思えたのだ。そのマリアンが、内緒の話をするようにささやいた。


  「レイカ・フランクリンの事件は、氷山の一角だよ。あの事件は月と地球を結ぶ航路だったから、うちの情報部門がかなり詳細に調べた。襲しゆう撃げきには、チル・ウエポン廃棄派が深く関わってる。……太陽系大戦から引きずったイデオロギー対立の、最先端のホットスポットが《コントラクター》なんだ。一回や二回やりすごしたからって、安心なんてできないぞ」


  　雄ゆう星せいは、強がりながらも、思わず環たまきの手を握った。彼女も巻き込まれるかもしれないと不安になったからだ。


  「失敗してるってのに、何度も繰り返すもんかね」


  「いやいや、何十回でも繰り返すに決まってるだろ！　ロクサーヌ・ミャオが作るものに勝つのと、ロクサーヌを殺すのと、どちらが低コストでローテクで済むと思う？」


  「軍用のストライクシェルを十機も地球圏けんにこっそり持ってきて、軍人を連れてきて、逃走手段まで用意してか。俺だって、それが安くすまねえってくらいはわかるよ」


  「ユウセイ君は、ストライクシェルやチル・ウエポンの開発費が、どれほど膨らんでるかわかってないな。襲撃一回なんて、年間開発費の一万分の一もかからない。百回やったって、研究所を作って最高の人員を集めて、成果が出るかもわからんまま永遠のマラソンをライバルと続けるより、ずっと安い」


  　マリアンの黒い瞳が、ピン止めされたように揺らぎもせず、雄星に向けられていた。その言葉の裏に彼女の確信を感じて、背筋がざわついた。そんな雄星の手を、環が握り返してくれた。


  「十分な備そなえかはわからないけど、ベストは尽くしてるよ。もしものとき、チームに頼らなくても自前でボディガードを出せるように、お父さんは会社を作ったんだから。その気になったら、シルバーハンズが保安に使ってる費用よりは、かけられると思う」


  「金銭の力ってさ、限界があるんだよねぇ。なにせ、廃棄派あいつらとやり合うと、雇ったスタッフにどの程度スパイがいるかさっぱりわからない！　大戦中から廃棄派は面倒だったよ。ユウセイ君は、自分を狙ねらっている連中のことを知っておいたほうがいい。廃棄派ってのはさ、《宇宙の王》が七十三年前に登場して、わずか数年の間で支持を伸ばしてた」


  　それは、雄星もよく知っている常識だ。学校で習ったのは中学だが、歴史のミステリーとしてよく物語のネタになっている。宇宙に広がった人類の使う言葉が、なぜか自然に大統一へ向かったおかげで、日本人の雄星や環と、宇宙中からやってきたチームメイトが会話できるのだ。


  「──始まりは、言語が大量絶滅していると判明したことだ。言語は文化に直結するから、昔はいろんな国が自国語の純粋性を保とうとしたが、すべて失敗した。そして、統一言語がどこの国語に寄ったわけでもないせいで《宇宙の王》が疑われた。時がめぐって、いまや太陽系人類みんなが、多様な言語が混じり合った奇妙な言語を使っている。……人類社会は自前の文化が好きだから、《宇宙の王》が人間をおかしな力で均質化させたと危険視している。だから、多様な文化と言語を抱えていた地球圏けんには、廃棄派が山ほどいる!!」


  　マリアンは、敵だらけだという話をするのに、とても楽しそうだった。それは、アデーレがするような戦いと無む謀ぼうさにわくわくしているのとは違う、戦争を心待ちにしているような、暗い歓喜だ。


  「そして、統一された言語を持ってしまったせいで、ルーツである地球母文化の影響によって分断されることなく、宇宙の各地で地縁集団が巨大化した。太陽系大戦が、外惑星圏と地球圏なんて、くそシンプルかつ泥沼の構図になった理由だな。そして、二十五年前には、太陽系大障壁が発生したことで西暦が終わり、統合歴が始まった」


  「スターフラッド──大障壁発生の瞬間に、星空の配置が原形がわからないくらい変わったせいだよ。このせいで、銀河系オリオン腕に位置していたはずの太陽系が、現在、天球のどこの位置にあるのかわからなくなった。それどころか、時間が、何千年何万年くらいなら、障壁が発生した瞬間に経過してる可能性もあるってことで、西暦を使い続けられなくなったんだ」


  　環たまきが補足した。マリアンが、何か面白い見世物でも見たように、興奮して拍手した。


  「さすがにくわしい！　すでに太陽系の外に人類を旅立たせていた第一次・第二次の播は種しゆ船せん団との連絡が、完全に途絶したせいだね。光をはじめ電磁波は大障壁を透過してくるのに、太陽系を踏み出して遙はるかな旅を続けていた播種船からは、電波信号でとっていた定期連絡がない。まさに、運命だね！　エンディミオン号が第二次播種計画に選ばれて旅立ってたら、ユウセイ君とそちらのミス・シラサキとは、大障壁の内と外に分かれていた。うん、ロマンチック!!」


  　人類を破滅させかねないトラブルの種を数えるマリアンは、夢を数えるように、興奮している。


  「大障壁に阻まれ、星図すら失ったことで、彼方かなたへと漕こぎ出す港になるはずだった外側の軌き道どうの惑星は、再び地球圏経済に組み込まれた。つまり、《宇宙の王》のせいで人類圏拡大に蓋ふたをされて、ただの辺境になってしまったという恨み骨こつ髄ずいの、火星や木星に、廃棄派は根強い！」


  「どこにでも、危ない連中がいるってことじゃねえかよ……」


  「そのとおり！　人類の四人にひとりは、君と《コントラクター》を、本気で厄介者あつかいしている。いいかい？　太陽系大戦が地獄になったのは、地球圏と他惑星との経済戦争という縦軸に、チル・ウエポンをめぐったある種の宗教戦争の横軸が加わったせいだ。廃棄派ってのは、これだけの戦いを経て人類社会に密着したチル・ウエポンを、それでも捨てろという主張だ。これが、一笑に付されず、大きな支持を集めるほど、《宇宙の王》とチル・ウエポンは、人類の運命を歪ゆがめた──」


  　つまり、だからあの展示会場の公園で、雄ゆう星せいがいると声があがった途端に、ファン感謝デーの客ですらあれほど剣けん呑のんになった。かなり危なかったのだ。


  　車窓から見えるケネディ市に、もう公園の暴動の影響は見えない。


  「こんな世界に、《コントラクター》が、慣かん性せい制御という爆弾を生み出したわけだ！　流通革命が起こるうえに、太陽系航路が、まるごと一新される。ヒューッ！」


  　どうしてこんなにマリアンのテンションが高いのか理解できず、雄ゆう星せいは隣の環たまきへ目をやった。彼女が解説してくれた。


  「──月だよ。月は、地球の衛星で、地球の公転軌き道どうに入るときに経由すると便利だから、地球と宇宙を繋つなぐ巨大な港だったの。けど、慣かん性せい制御を使うと、簡単で安全に、地球の公転軌道に同調できるから、もう交通経路としての月の役目は終わってるんだよ」


  「……あんた、かわいい顔して、容よう赦しやないね」


  　環の説明がいろいろ残酷に切り捨てすぎていたせいで、マリアンが引いていた。


  「まあ、そういうわけで、月連邦は、交通路としてではない存在感プレゼンスを発揮するため、研究開発をとんでもないスピードで進めてる。シルバーハンズにいちゃあ、シーズンが始まって早々に取り残されるよ。ユウセイ君たち兄弟の夢であるところの、頂点を掴つかむことなんて不可能だ」


  　指摘されて、不安だった反動か、雄星の頭に血が上った。


  「上から見てんじゃねえぞ。できねえなんて、わかんねえだろ！」


  　口に出すと、プロにチンピラが絡んでいるようで、それがまた腹立たしかった。


  「いやいや、年間ＭＶＰなんて、チーム優勝に貢こう献けんした選手がとるのが当たり前じゃないか！　万年、中位から下位のシルバーハンズから、ＭＶＰなんて出たことないだろ？　もとから強豪だったうえ、生き残りのために覚悟を決めた月に、勝てるわけがない」


  　そう言うスカウトの彼女は、まったく自分の言葉を疑っていない。雄星は、強化キャンプでさんざんに一軍のレベルの高さを教え込んでくれたチームメイトを、バカにされたのが腹立たしくて仕方なかった。


  「《ホライズンズ》のスカウトだろうが、シルバーハンズをナメてんじゃねえぞ」


  「はっきり言って、うちは、今年から黄金期を迎えるよ。ホライズンズは勝つ。冷静に分析したうえで、今シーズンは我々のためのシーズンだと結論せざるを得ない」


  　不満が顔に出ていたのだろう雄星に、マリアンが、ただ事実を告げるように、静かに言った。


  「開幕戦は、われわれとシルバーハンズだ。……見せてあげよう。強いってのは、こういうことだと」


  「面白いじゃねえか。その黄金期のおまえらを、ぶっ潰つぶしゃいいんだろ！」


  　雄星が吠ほえたそのとき、ケネディ市が揺れた。


  　自分の意地が世界を揺るがしたんじゃなかろうかと、能天気なことを考えたそのとき、警報がドーム都市中に鳴り響いた。


  〈──こちらケネディ市緊急管理センターです。人工重力ユニットが損そん傷しようしました。現在、人工重力をカットして、復旧作業中です。──観光客の皆様は、月面の六分の一Ｇの環境に慣れるまで、落ち着いてゆっくりと行動してください……〉


  　人工重力がなくなった月面は、重力が弱い。人工重力チル・ウエポンがもたらされるまで、この低重力のせいで、月植民地も多数の人口を抱えられなかった。早足で歩くことにすら難儀するその不便な世界が、戻ってきた。


  　ケネディ市の大気が震えた。リムジンの窓から、街に爆発の黒い煙が上がっているのが見えた。そのきなくささを、雄ゆう星せいも、肌で感じることができるようになっていた。


  「くそっ、これも廃棄派のやつらがやったのか？」


  　リムジンのドアを開けて外に出る。都市宇宙船や宇宙コロニーと同じで、月でも、人工重力が止まると自動車は強制停車なのだ。


  　風が吹いていた。直径四十キロメートルの超巨大ドーム都市が抱える大気は莫ばく大だいだが、密閉環境で大気をかき混ぜた影響は大きかったのだ。雄星は、頭がぐらぐらするような風景に、立ち尽くした。


  　ファン感謝デーが行われている市の中心部から少し離れたところにある高層ビルが、炎をあげていた。壁面から剥はがれた外壁とがれきが、地球の六分の一の重力加速度でゆっくりと落ちてゆく。爆炎の中の小さな粉ふん塵じんは、重力よりも空気に巻かれる力のほうがずっと強いせいで、ほとんど高度を下げない。そのせいで、煙が、黒雲のようにゆっくりと空を覆い始めていた。


  「最初に人工重力チル・ウエポンをやったな。こりゃ、おっきくなるぞ！」


  　リムジンから出てきたマリアンが、生き生きとした声を張り上げる。両手を広げて、混乱するあたりを見渡しながら、踊るようにくるくる回る。低重力のせいで、その動きは軽やかだ。


  　環たまきも車を下りた。かすかに血の気が引いて、彼女は緊張に顔をこわばらせている。


  「おっきくなるって、今よりヒドくなるってことですか？」


  「当たり前さ！　人工重力ユニットを最初にやるのは、現地の治安機関の動きを抑制するためのセオリーだ！　大規模テロのね。……あーあ、ありゃ、機材じゃなくて、チル・ウエポンを動かしてたスタッフのコンソールルームをやったね。何人か死んでんなー」


  　さっきまでと同じ調子で、楽しそうにマリアンが、逃げ惑う市民や観光客を見物している。市民と観光客の違いは、動きを見ているとよくわかる。すり足するように足を高く上げないように歩いているのが現地の人、上げてしまった足をゆっくりとしか踏み下ろせずに困惑してるのが観光客だ。月の重力は、無重量状態とは違ってそれなりに重力を感じるから、立ち振る舞いを間違えるのだ。


  　こわばった環の顔を、マリアンが覗のぞき込む。さっき、やり込められたせいか、おとなげなくにやにやしていた。


  　雄星は、環の背中を、気付けのつもりで平手でひっぱたいた。ひゃんと、かわいい声をあげた彼女に、言ってやりたいことがあった。


  「環が気に病むのは、違うだろ。連盟会議で何があったか知らねえけどよ。一週間前のことでカッとなろうが、街の人工重力まるごと吹っ飛ばすまでやらねえよ。もっと前から準備は進めてて、自分の思うようにならなきゃ、かならずやったはずだ」


  　彼らの上空を、雄ゆう星せいが知らない形式の軍用ストライクシェルが、三機、飛んでいった。完全武装したその機体は、《コントラクター》を展示した公園へとまっすぐ向かっていた。まだ大勢の人間が逃げ惑っているそこへだ。狙ねらいは、ひとつしかない。


  「《コントラクター》か！」


  「アントニオ・コンテと、ゴードン翁おうがぶち上げたんだ。廃棄派だって、やり返すさ。……あーあ、だから、警備はもっと厳重にしろって言ったのに、六十万人も予定どおりに入れるから──」


  　そのとき、雄星は、自分の気持ちに気づいて、猛烈な焦りがこみ上げるのを感じた。逆恨みを向けられていると知りながら、攻撃を受ける《コントラクター》を、救いに行きたくてしかたないのだ。


  「なんでこんなまねまでする？　なんで、フィールドの外で狙われ続けなきゃならない。あいつら、《コントラクター》をぶっ壊したら、世界が変わるとでも思ってるのか」


  「さあね。人工重力までやったところを見ると、彼らの目的は、案外、強奪かもしれない！　《コントラクター》は、フィールドの中で使うならまだしも、解き放ってしまえば、それは世界を揺るがさずにおかない力だ」


  　マリアンが、陶酔するように返す。


  　雄星は、その答えが、致命的にズレているとしか思えなかった。世界にはいろいろな人々が求める強さがあって、雄星たちのほうがズレているのかもしれない。だが、今、このとき、彼の中では違うのだ。


  「何のためのストライクフォールだ！　ちげえだろ？　強いってのは、そういうことじゃねえだろ」


  　雄星たちは、人通りの多い繁華街にいて、ここはあの公園からはずいぶん遠い。通りは、避難してくる人の群れが、まるでこちらに押し寄せてくる津波のようだ。これに逆らって《コントラクター》へたどり着くのは、二十分や三十分では無理に思えた。


  「おい、せっかく安全圏けんまで逃がしたのに、引き返してどうする？」


  　雄星は、足を踏み出すや、マリアンに呼び止められた。思わず、大声で訴えた。


  「あんなやつらに、《コントラクター》をやらせるか！　あれは、ヒデの夢がこもったストライクシェルだ」


  　車の中で、スポーツの外の話は嫌というほど聞いた。そういうものに支えられてストライクフォールが成り立っているとしても、そういうものに踏みにじられて黙っていたら、何もかもを失うように思えた。


  　そして、彼らの頭上に大きな影が差した。はっとして雄星は空を見上げる。


  　そこに車よりも大きな何かが浮かんでいた。シルエットは、まるで飛行機のようだった。だが、明らかに空中に静止している。


  　高度十五メートルほどに、全長九メートルほどの機体があった。その機体が、あっという間に変形して、人型になった。細身のそのシルエットは、シルバーハンズの機体とは明らかにデザインラインが違うが、確かにストライクシェルだった。


  　マリアンが、空中の機体へ向かって、大きく手を振った。


  「こちらのエスコートは結構だ！　交渉は、残念な結果になってしまったよ」


  　雄ゆう星せいは言葉もなく、阿あ呆ほうのようにそれを見上げていた。飛行機のような形態から、人型に変形する、可変機だった。ストライクフォールに打ち込む雄星にとっても前ぜん代だい未み聞もんな、新機軸の機体だった。


  　マリアンが得意げな笑顔で紹介してくれた。


  「驚いたか！　あれこそは、《ヘルメス》──伝令の神の名を冠された、うちの最新型だ」


  　ぞわぞわすると思ったら、知らず、二の腕に鳥肌が立っていた。最新型ということは、この機体も慣かん性せい制御ユニットを積んでいるはずだった。いや、そうでなければ、スラスター音もなく一瞬にして空中に静止するなどということは不可能だ。慣性制御だけで本当に可能なのか、疑問だった。これがどんなふうに戦うのか、楽しみで口の端はが勝手につり上がる。


  　機体背部に背負った操縦槽コツクピツトが開いて、人影がそこから現れた。身軽に飛び上がり、操縦槽の縁に軽やかに立つ。


  　褐かつ色しよくの肌をした、やんちゃそうな青年だ。明るい茶色の髪を野性的なスタイルで雑に乱したその男は、雄星よりも少し背が低い。遠目だったが、雄星にはそれが誰だか、一目でわかった。


  「……リオン・マクスウェルじゃねえか！　去年の新人王!!」


  《ホライズンズ》で、オフェンス寄りのオールラウンダーとして活躍する名選手だ。その青年、リオン・マクスウェルが、機体の上でしゃがみこんで雄星を指さした。


  「おっ、オレ、やっぱ有名？　オレもキミのこと知ってる！　ユウセイ・タカモリだ。……キミ、初めて見るけど、びっくりするくらい無謀だな！　無謀チャンピオンが、今度は何すんの？」


  　芸術的な機動の見事さで鳴らす天才プレイヤーと、会うのはもちろん初めてだ。だが、興味を持ってくれているのが、チャンスだと思った。


  「公園にある《コントラクター》まで、俺を運んでくれ！　あれは、俺の機体だ」


  　大声で頼むと、リオンが、あっけにとられたような顔をして、それから身体からだを折って笑い出した。そして、よく通る声を張り上げて言った。


  「うっそだろ！　あそこ行くの？　操縦槽には乗せらんないんだけど、手の上とかどう？」


  　冗談か本気かわからないが、雄星にとっては渡りに船だった。おうと、即答すると、笑いながら尋ねてきた。


  「あんなとこ生身で行ったら、マジ死ぬぜ」


  「死なねえよ」


  「よしきた！」


  　気持ちのよい返事とともに、事情も聞かずに、リオンが操縦槽コツクピツトに飛び込む。その蓋ふたが閉まって、《ヘルメス》が動き出す。雄ゆう星せいたちをなぎ払うかのような突風が、道路に吹き荒れた。通行人たちも悲鳴をあげて逃げ惑う。


  　雄星の前に、ストライクシェルのものとしては繊せん細さいな手が差し出された。ためらわずに、飛び乗る。


  　その彼を、環たまきが呼び止める。


  「雄星、わかってるよね？　《コントラクター》は修理できるし、作り直せるけど、雄星の身体からだはそうじゃないんだよ」


  　彼女は、雄星に心配だとストレートに伝えることを、恐れているかのようだった。彼女には、選手たちがスポーツにすべてを懸けてしまうことを、頭で理解しようとしても気持ちでは納得できない。雄星にできるのは、彼女が自分に伝わりそうな言葉を選んでくれているように、自分からも言葉を返してやるだけだ。


  「かならず、取り戻して帰ってくる。……いや、ヒデの夢を、迎えに行ってくる」


  「……欲しいのは、そこじゃないんだなあ、本当に」


  　環が腰に手を当てて、大きなため息をつく。


  　そのとき、機体のスピーカーから、軽薄な歓声が響いた。


  〈わっ、かわいい！　キミの彼女？〉


  　突然聞かれて、うろたえた雄星が何か言う前に、環が返した。


  「そういう話はしてないです」


  〈かーッ！　お呼びじゃなかったー！　変形していい？〉


  　マリアン・トリチェリが、《ホライズンズ》の新鋭と雄星の会話に呆あきれていた。


  「どうしよう。うわー、バカっぽいぞ」


  　だが、マリアンは、どういう仕組みかスラスターを噴ふかす様子もないのにスムーズに上昇してゆく《ヘルメス》の上の雄星に、問いを投げかけた。


  「どうして《コントラクター》に、こだわる必要があるんだ？　ユウセイ君は、弟の伝説を引き継ぎたいのかい？　そういうタイプには見えなかったけど」


  　雄星から迷いが去ったわけではない。彼のためらいは、自分では《コントラクター》に見合わないのではないかという怯きよう懦だや劣等感から来ている。それを唯一根本から解決してくれるのは、確かな実力だが、機体が危機にあるからという理由で身につくものではない。


  　ただ、それでも彼の中で、覚悟は決まった。


  「《コントラクター》は、俺にとっては特別なんだ。ちゃんと、あいつに見合う男になって、恥はずかしくない自信がつくまではって思ってたさ！　けど、今、もうこのままじゃ望みに近づかねえっていうなら、全部捨ててリスタートしてやる。俺が……いや、俺にとって……強いってのは、そういうことだ！」


  　ためらったまま前に進めなかったのは、意地のためだ。だが、それを抱えていることで、雄ゆう星せいたちの夢に届かなくなるというなら、ここで捨てる。やるしかないなら、傷も負うし恥もかく。


  〈イヤッホゥッ！　いいね、オレ、そういう熱いの大好き。キミ、開幕戦出る？　ホライうズンズちの開幕戦、シルバーハンズじゃん！　《コントラクター》持って来いよ。《ヘルメス》とやろうぜ！〉


  　悲鳴のような金属質の音をあげ、スラスターが噴ふん射しやを始める。ストライクシェルとしては超低速で、だが、地上交通とは比較にならない速度で、《ヘルメス》が加速する。たぶんリオン・マクスウェルが何か言っているのだが、スピーカーからの音が、強風でまったく聞こえない。吹き飛ばされそうになるのを、金属の手にしがみついてこらえる。


  　たぶん三分とかからず、公園上空までやってきた。体熱が風に奪われて、指にしがみついたまま動けなかったから、相当な速度で飛んだのは間違いない。


  「やばい……」


  　震えてこわばる筋肉を働かせて、雄星がようやく身体からだを起こす。


  　上空からの風景に、恐怖と焦りで胃が締めつけられた。公園から道路に出る出口で動ける場所が一気に狭くなるせいで、そこが大渋滞になっていた。六分の一の重力のせいでまともに歩けない人々がいるうえ、交通機関が止まっているせいでその先も流れない。展示会場のまわりには、逃げ遅れた人々が、うずくまっていたり逃げ惑ったりしている。


  　そして、展示場のストライクシェルは見えない。激しい金属音と、巨獣の金切り声のようなブースターの噴射音、そして爆発音が、巨大な土煙の塊かたまりから聞こえてくるだけだ。巻き起こった土煙が、月の重力よりずっと強い気流の力に影響されて静まらず、直径五百メートルを超える噴煙の塊のようになっている。一部は公園から漏もれ出て、周辺の市街地にまで流れていた。


  〈これじゃ、見えねえな……。やっべ。街ん中じゃ、レーダー使えないんだった〉


  　ストライクシェルが使う宇宙用レーダーの強力な電磁波は、近くにいる人間を焼き殺してしまうのだ。うっかり手が滑すべってしまいそうな軽いリオンに、思わず怒鳴り返していた。


  「殺す気かよ。マジで能動アクテイブのセンサー使うな！」


  　黒煙の渦を突き破って、鋼鉄の巨人が現れた。雄星たちの頭上を飛んでいった、たぶんテロリスト側の機体だ。この視界のない場所での接近戦を想定していたのか、接近戦用のナイフを握っている。


  　そのストライクシェルが、スラスターを噴ふかして、煙を回り込んで位置を変えてから再突入する。格闘戦中なのに、機体にはほとんど傷がなかった。ここでの戦いが、テロリスト優位に推移している証拠だ。


  《コントラクター》はあの黒煙の中にいる。ロクサーヌは雄星のことをパイロット登録したと言ったから、機体にしがみつけば操縦槽コツクピツトを開けられるはずだ。問題は、あの巨大な煙の柱のせいで、《コントラクター》がまったく見えないことだ。


  〈すげえことになってんな！　世界を変えるのって、どんな気分なんだ？〉


  「崖の下に突き落とされるのと、たいして変わりねえよ」


  　あまりに軽いノリで聞かれたから、雄ゆう星せいは思わず笑ってしまった。身近にいなかったタイプと話すのが、楽しかった。


  　そのとき、《ヘルメス》のスピーカーから、ある意味、今、一番聞きたかった声が響いた。


  〈聞こえておるか？　あんたの幼なじみの計らいで、中継を繋つないでもらったんだが……。おお、カメラ画像まで整備チーフに見せてくれるとは、《ホライズンズ》も太っ腹だな〉


  　ロクサーヌ・ミャオだった。ホライズンズと繋ぎをつけて、雄星に情報を伝えてくれようとしているのだ。


  〈安心せい。《コントラクター》の機体信号はまだ生きておるし、コンディションモニターも損そん傷しよう信号は出しておらん。となれば、機能は十全、問題はない！〉


  「何でもやる！　言ってくれ」


  　雄星の言葉に、ロクサーヌが応えた。


  〈遠隔で、統合スラスターシステムを制御させているＡＩ操作に切り替えた。もうあんたの音声を登録してある。マイクが音を拾う距離まで近づいて、《コントラクター》を呼べ！〉


  　そして、雄星が無理を言うより早く、リオンの《ヘルメス》が動きだした。人間が耐えられる速度は、ストライクフォールの基準では止まっているも同然の低速だ。黒雲の内部からも雄星たちの姿が見えないはずだとはいえ、撃うたれれば必ず命中する、危険極まりない接近だ。なのに、リオンは悠々として恐怖など感じていないかのようだ。囂ごう々ごうとうなる強風にあおられる雄星に、リオンが尋ねてきた。


  〈ところで、どこから跳ぶ？〉


  　地面に下りたらストライクシェルの格闘戦に巻き込まれるのだから、上から《コントラクター》にとりつくしかない。だが、まったく視界はないのだ。


  「ロクサーヌが言わなかったってことは、適当でいいんだろ」


  　見下ろすと、地上から三十メートルくらいは高さがある。落下すれば即死だと、本能が告げる高さだ。軽口など言っている場合ではない。


  　だが、それでも、自分の運命を信じた。《コントラクター》の生みの親であるロクサーヌが、できると言った以上は、叶えてくれるのだ。


  「来い、《コントラクター》ッ！」


  　叫ぶと、決意を胸に、宙へと身を躍らせた。


  　六分の一しかない月の重力の下、大きく跳び、ゆっくりと落ちてゆく。


  　噴煙の中に飛び込む。息もできない濃密な土煙の中で、何か硬いものに着地した。


  　そして、足下から押し上げられて、空が──。


  　黒雲を破って、目を開くと、雄ゆう星せいは空を飛んでいた。


  《コントラクター》がまっすぐ頭上に突き上げた手のひらに、雄星は降り立っていたのだ。たまたまそこにいたのではない。雄星の声に反応した《コントラクター》が動いて、受け止めてくれた。重力が弱く、落下速度が遅いからこそ、間に合ったのだ。


  　ゴォォォッと、乗り手がいない機体がスラスターを微妙に噴ふかして、姿勢を安定させる。大量の土つち埃ぼこりにまみれて待っていた《コントラクター》が、何を求めているか、雄星にはもう理解できていた。


  「操縦槽コツクピツト開けろ！」


  　応えて、自動で操縦槽が開く。雄星は機体の腕を伝って肩によじのぼり、人型の背中に背負われるかたちの操縦槽へ飛びついた。身体からだを引き上げて、そのまま転がり込む。


  　壁面に立体映像のモニターがいくつも浮き上がる。操縦席のサドルが、雄星がまたがって乗りやすい位置まで下降する。半年ぶりの《コントラクター》の操縦槽が、彼を待ってくれていた。


  　サドルに座って、サドル下からパイロットベストとヘルメットを引っ張り出す。ベストを着ると、前からガイドダンパーがせり上がってきた。ヘルメットをかぶって、ダンパーに上体を預ける。ダンパーとベストが接着され、搭とう乗じよう者の姿勢が固定される。ヘルメット内ディスプレイが灯ともって、機体チェックとチル・ウエポンの作動チェックリストが表示された。


  　雄星の人生を変えた《コントラクター》が動作チェックを完了したことを示す、〈発進準備完了〉のサインが、ヘルメット内に表示される。


  「こちらシルバーハンズ所属、鷹たか森もり雄星。ケネディ市管制室コントロール、機体への搭乗を報告する。機体名、《コントラクター》──」


  　おそらく《コントラクター》に受け止められてから一分と経っていないはずだった。だが、それだけの時間、黒雲の中で戦い続けるテロリストと治安部隊の目を欺あざむけたことが、奇跡と言ってよかった。たぶん、治安部隊が、無視界戦闘で襲しゆう撃げき者を引きつけてくれていたのだ。


  　ヘルメットのスピーカーに、ケネディ市のチル・ウエポンと宇宙機を管理する管制局から、通信が入った。


  〈《コントラクター》、市中での作動を確認しました。緊急時とはいえ、戦闘は推奨されません。貴機が攻撃対象であるため、退避経路に政庁エリアと人口密集地を選ぶのは、避けてください〉


  　雄星は、上空三十メートルほどに静止する《コントラクター》の機体カメラで、周辺を確認する。この公園は、大都市ケネディ市のちょうど中心部にある。周囲には、もう大量の避難民で混乱する人口密集地しかない。雄星は、ガイドダンパーを掴つかんだ手を、強く握る。脳波コントロールで、《コントラクター》がその黄金の拳こぶしを握った。


  「一番人間が少ないのはここだ！　ここで片付ける」


  　彼は接近戦の専門家──キラーだ。


  　視界がない煙の中から、灰色の機体が飛び出してきた。光がまったく通らない煙の中で、雄ゆう星せいが見る手段があったかのように、正確な突撃だ。刹せつ那なで距離を詰め、《コントラクター》へ向けて、逆手に握ったナイフを振り下ろしてくる。


  「ウェイロン・ヤンに比べたら、止まって見えるな……」


  　雄星は、空中でその攻撃を難なく捌さばくと、相手の胸元に肩を思い切り叩たたきつけてショルダータックルを食らわせる。そして、安全のためスラスターが停止して身体からだが泳いだ敵機に、空中で踏み切るようにブースターを使って追い打ちの跳び蹴げりを叩き込んだ。そのままスラスターの出力を上げて、黒煙の巨柱に突入する。


  　カメラ映像が真っ暗になる。視界はゼロだ。


  「落ちろぉッ！」


  　完全に視界を失った中、雄星は飛行軌き道どうを変えて、敵を足で押して地面に墜落させる。雄星はスラスターの逆噴ふん射しやで、一瞬早く離脱する。公園の地面を弾んだ敵機が、破片をバラまきながら転がる。セーフティシェルを作動させて機能停止したか、この状況では確認できないからこそ、雄星は機体マイクの感度を上げて様子をうかがう。


  　蹴り出した襲しゆう撃げき者をカバーする位置に、二機ぶんの足音を察知する。真っ暗くら闇やみでも、身長六メートルの鉄巨人が立てる物音は、うるさい。敵の位置と距離は、その動きでおおよそ見当がついた。敵は三機で、ケネディ市の警備部隊で動いているのは二機だ。敵機は、視界のない場所でも行動できるように、おそらくソナーを積んでいる。ソナーは、空気がない場所では使えない、宇宙向きではない装備だ。これのせいで、現地警備部隊は、やられ放題だったのだ。


  　雄星がさっき地面に叩きつけた機体が立ち上がり、敵機が三機の連れん係けいで動き始めた。《コントラクター》を包囲するように、素早く移動する。ただ、訓練されてはいても、相手は、自分が立てる音にまったく無む頓とん着ちやくだ。だから、そちらへ向かってスラスターをバランスよく噴ふかしてホバー移動する。足の指に関節がないストライクシェルでは、武術でいうすり足が難しいので、ホバー移動で補うことが基本技術のひとつだ。


  　暗所で優位に立ったつもりだったのだろう敵が、雄星に正確に位置を把握されていることに、一瞬の動揺を晒さらした。宇宙で訓練を積んだ者は、物音を頼りに戦うということがない。それは、空気がタダの環境で暴れられる地球人だけが、突出して豊かにはぐくむ技術だ。雄星がやっている程度の雑な間合いの詰め方では、相手がウェイロン・ヤンなら今頃逆に叩きのめされている。


  　敵からの、勝負を急いだ突き込みを──。


  「──軽いッ」


  　雄星は、襲撃者の倍以上の鋭するどさで身を翻ひるがえし、カウンターの拳こぶしを叩き込む。


  　本来、サイズが同等の機体は質量がほぼ変わらないため、拳の重さにあきらかな重さの差は出ない。だが、一方的に襲しゆう撃げき者だけが吹っ飛んだ。


  　雄ゆう星せいが修めた総合近接機動術ＴＣＭは、宇宙空間の無重力下で、地球の格闘動作を再現する技術だ。応用すれば、月面の六分の一の重力下で、彼だけが地球重力と同条件の機体重量を乗せた一撃を放つことができる。六倍もの体重ウエイト差に、自みずからの体重の活いかす知識と技術があれば、もはや勝負の趨すう勢せいは、大人と子どもの戦いのそれだ。


  　微弱なスラスター噴ふん射しやを利用して、大地をしっかり踏みしめる。雄星の一撃だけが、相手より数倍重い。


  　一機を拳こぶしでねじ伏せ、二機目を蹴けりで掬すくい倒し、三機目のナイフを奪って逆に胸部を深々と刺し貫つらぬく。


  　強化キャンプで受けた濃密な訓練がどれほど価値あるものだったかを、思い知るようだった。雄星は強くなった。半年前とは比べものにならないほど、そして、二週間前よりも確実にだ。


  《コントラクター》と距離をとった敵機が、動きを止めた。


  　深海の底のような闇やみの奥に、市からのアナウンスが響いた。


  〈──こちらケネディ市緊急管理センターです。ただいま、重力制御が、部分的に回復しました。これより、大気中の粉ふん塵じんを清掃するため、放出したエアロゾルで水分を含ませて、雨として落下させます。雨には、黒などの色がついていますが、毒性はないことが確認されています。皆様は、衣類などが汚れるため、すみやかに屋根の下へお入りください……〉


  　そして、空から、大量の雨滴が落ちて、装甲に当たる音がした。雄星は、雨音の中で敵の動きを察知するため、息を潜めて神経を集中する。状況がわかっていない市の警備隊だけが、警戒しながら歩いていた。


  　雨の中、ゆっくりと、真っ黒だった視界がすこしずつ取り戻されてゆく。何分ほど経ったか、ようやく濃霧の中くらいまで、目の前が見通せるようになった。機体カメラの画像を光学増幅して、敵機を探す。三機とも、搭とう乗じよう者が乗り降りしやすい降着姿勢になっていた。


  「煙の中で、機体を捨てて逃げたのか……」


  　失敗を悟るや、即座に撤退に移った。やらかしたことはむちゃくちゃだが、おそろしく計画的で、合理的だった。


  　見上げると、分厚いもやの先の上空に、《ヘルメス》がいた。おそらく、敵機が外に出たら撃げき墜ついするため、待機していてくれたのだ。


  「悪いな。逃がした」


  　ヘルメットのスピーカーに、リオンの楽しそうな声が響いた。


  〈やるなぁ。月の重力でも、こんなに動けるのかー〉


  「総合近接機動術には、いろんな強さの重力つくって格闘動作する訓練があるんだよ」


  　雄星の使う総合近接機動術で、もっとも難しいのは適切な強さの疑似重力を作ることだ。地球と同じ一Ｇでないと全力を出せないのでは使い物にならないから、六分の一Ｇくらいはまだ訓練しているうちだった。


  　雄ゆう星せいは、ゆっくりと薄れつつある濃い灰色の雲の柱から、歩み出る。大量の雨に溶とけた汚れが、地面に落ちて、一面、墨汁の海のようになっていた。


  　これでは、逃げ遅れた観客の服は台無しだろうなと、ぼんやり考えていた。ふと、通信から懐なつかしい声がした。


  〈今度は、スラスターは詰まっておらなんだろう？　欠陥はもう改良済みだ。やはり、《コントラクター》は、我ながら傑作と言ってよいのではないか。……どうだね、あのとき以来の乗り心地は？〉


  　こんなときなのに、弟が死んだときのことを思い出させるロクサーヌという人物は、本当に空気を読まない。だが、彼女がぶれないことに、なぜかほっとした。


  　不意にわき上がった涙を、黒く汚れた手でぬぐう。


  　ロクサーヌが、どこかから撮影されているのだろう《コントラクター》の姿を、雄星のヘルメット内ディスプレイに転送してくれていた。


  　白い装甲に土埃が大量に付着し、雨にぬれた《コントラクター》は、泥で黒々と汚れていた。泥まみれの騎士が、今、雨を受け続けている。


  　雄星は、言葉を失って、その映像に見入っていた。


  　もはや《コントラクター》は、天才、鷹たか森もり英ひで俊としが乗っていた、輝かがやく白の機体ではない。その現実に、まさに操縦槽コツクピツトの中にいるのは雄星なのに、立ちすくんでいた。


  　雄星の、激情があふれて麻痺した心を、明るい声が揺り起こした。リオン・マクスウェルだ。


  〈どうした？　よろこべよ、今日は、キミがヒーローだぜ！〉


  「俺は、選手だぜ。フィールドの中じゃなきゃ、勝者にも敗者にもなれねえよ」


  　正直な気持ちを返すと、向こうで、リオンが笑った。


  〈いいから、よろこんどけ。……試合じゃ、キミとはライバルだが、今、ヒーローを手助けした立役者って気分に、オレを浸らせてくれ〉


  　雄星は、《コントラクター》に、拳こぶしを突き上げさせた。誰にも賞賛されなくても、これは彼と《コントラクター》が、ともに勝ち取った何かなのだ。


  　そうしていると、胸のうちに、言葉にならない感情が、あふれて止まらなくなった。


  　雄星は、衝動的に、操縦槽を開いた。ヘルメットを脱ぎ捨てて、黒雲の空を仰あおぐ。泥の雨が、際限なく、落ちてくる。《コントラクター》と一緒に雨に打たれて、その冷たさの中、まだ何も掴つかめていない手で拳を握って、叫び声をあげた。


  　ちょっとやそっとの雨に降られても、黒い泥まみれの手はぬぐわれない。それでも──。
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  　ファン感謝デーは中断になった。人工重力ユニットへのテロが、最後のトドメだった。


  　結局、《コントラクター》を狙ねらったとおぼしきテロによって、観客の死者はなく、負傷者が百名ほど出ただけでおさまったのは、規模からいえば奇跡だった。ケネディ市の重力制御チル・ウエポンを作動させていた係員三名だけが、犠牲者となった。テロリスト側の狙いが《コントラクター》の奪取だけに絞しぼられており、市当局の対応が早かったためだと、ニュースでは言っていた。破壊されたビルや公園施設の復旧には、一か月以上かかる見込みで、交通機関の乱れなどから莫ばく大だいな経済的損失が出た。


  　コンサートやオークションなどの各種イベントは、ネットワーク上で公開されることになった。現地で行えるものは、ケネディ市のスタジアムやコンサートホールを借りたが、十分な収容人数を確保したとは言えない。ただ、シルバーハンズの対応を責せめる声は、それほど大きくならなかった。希望者には、次週週末の太陽系一部リーグ第二十四期シリーズの開幕戦、シルバーハンズ対ホライズンズ戦の、観戦チケットが代替に送られたせいだ。


  　お祭りを潰つぶされたシルバーハンズにとっては、ファンにアピールする、負けられない試合になったということだ。


  　そして、ファン感謝デーの翌日、雄ゆう星せいは大きな知らせをアルバ監かん督とくから受けた。


  「開幕一軍か……」


  　一軍登録選手の中に、雄星の名前があった。今年から登録可能人数が十名増えたとはいえ、六十名しか入れないのだ。夢のようだった。告知の日から、週末が訪れ、試合当日の朝になっても、まだ現実感がなかった。


  　ケネディ市上空で行われる、ホライズンズのホームゲームだから、シルバーハンズの機体整備には市の宇宙港施設の一部を借りられた。雄星は、《コントラクター》の機体機能のレクチャーのため、臨時ハンガーに呼び出されていたのだ。だだっ広い空間で、整備機器に挟まれて並ぶ荘厳な白騎士──《ホーリーグレイル・アサルト》の列の中に、一機だけ黒いストライクシェルがたたずんでいる。


  「それにしても、あんたが《コントラクター》に乗るときは、いっつも準備不足だな」


  　ロクサーヌが、呆あきれたように雄星を見上げた。まさにそのとおりだから、雄星には言い返す言葉もない。


  　黒く塗装された《コントラクター》の前に、雄星はいた。弟がほとんど思いつきでこのストライクシェルの名前を決めたとき、これほど深い関係になるとは思わなかった。


  「最初は、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》のテストだったな……」


  　そして、その日のうちに弟を失い、試合に入れ替わって出場して、慣かん性せい制御を生み出した。


  　すべての始まりだった両腕のチル・ウエポン、《王の御手》には、仰ぎよう々ぎようしい拘こう束そく具ぐが嵌はめられている。


  「そいつの説明を、あんまりしっかりしてなかったね……。このあいだの連盟会議で、《王の御手》は、連盟から許可が出るまで封印されることになったのさ」


  「そんなこと言ってたな。……昼から試合なのに、まだ封印されてるってことは、使えねえってことか？」


  　ロクサーヌが、返答を迷ったように唇くちびるを半開きにした。そして、スムーズに言葉が出ない自分に苛いら立だったのか、白銀の長髪を掻かきむしる。


  「解除の手順をしっかり説明しとかなきゃだね。拘束を外すにゃ、試合中に、こっちから解除申しん請せいを連盟に出せってハナシさ。……そうすりゃ、連盟が、周辺環境とかに影響がないのを確認したうえで、使用承認を出して封印を解除するってさ」


  　雄ゆう星せいは、思わず「無茶苦茶だな」と、ぼやいた。つまり、試合中に解除申請を出せば、連盟が判断したうえで使わせてやるということだ。状況が激変する試合の中で、使えるタイミングをコントロールすらできないのだ。極限のせめぎ合いになるだろう勝負で、頼りにできる気がしなかった。


  　ロクサーヌが、そんな雄星を見て、ため息をつく。


  「そんな顔をするな。これでも、ずいぶんコンテ老とタマキががんばった結果だよ。ここあたりが、反対派とのぎりぎりの妥協ラインだったそうだ。……それに、ジュリアス坊ちゃんが言うには、交渉を継続するから、連盟内でロビー活動をやる取っかかりになって好都合だと」


  　環たまきの成果だと言われると、雄星としてはこれ以上は不平をこぼすこともできない。


  「……こいつに頼りてえわけじゃねえけど、何試合目くらいまでに、使えるようになっかなあ」


  「勘違いしてないかい？　一試合ごとに申請して、終わったらすぐまた封印だよ。試合の合間に、慣かん性せい制御チル・ウエポンみたいなのを勝手に作られるのが怖いらしいねぇ。馬鹿馬鹿しい話さ……」


  　彼女が教えてくれたのは、ストライクフォール始まって以来の厳しい制限だった。


  「どんだけ重たいんだよ、こいつの《手》は──」


  　ふと、雄星は、あの試合で初めて《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を発動したときに、不思議なビジョンを見たことを思い出した。金色の仮面をつけた巨人が、宇宙船の壁にもたれかかっている姿だ。その巨人の手も黄金で、《王の御手》と似ている気がしたのだ。


  　その拘束具の嵌はまった手に、雄星は手を差し伸べてみる。ビジョンの中では、巨人が、動きに反応して手を伸ばしてきたからだ。


  　当然、《コントラクター》が同じように動き出すことはない。雄星が遊んでいると思ったのか、ロクサーヌが咳払いした。


  「ざっとだが、おさらいしておくぞ。こいつの力は、《王の御手》だけではない。スラスターは、人工知能を搭とう載さいした統合スラスターシステムに統御されとる。今日はまだろくに慣熟訓練もできておらんから、これまでの《クエスター・アサルト》と比べて、ぶん回すと多少違和感はあるだろう。だが、あんたのクセをつかんで、どんどんフィットしてゆく」


  「そういえば、そいつを扱あつかうコツはあるのか？」


  「ないな。初々しいコンビであることを、せいぜい楽しむんだね」


  「それじゃ、結局今日の一戦には頼りにならねえのかよ」


  「ならんはずがなかろう。この《コントラクター》は、普通ならチル・ウエポン生産プラントくらいにしか置かん、コーデックスを積んでおる。そのせいで、《ホーリーグレイル・アサルト》の次期制せい式しき機のメインジェネレーターに使う予定のやつを、二基搭載しとるのだ。《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を作動させんときには、統合スラスターシステムのおかげで、その電力をすべて機体に回せる。出力は、《ホーリーグレイル》の二・八倍だ！　サバは読んでおらんぞ。内部配線と、胴部にジェネレーターを集中配置したせいで、最高出力は使い切れんがな」


  　ロクサーヌは本当に楽しそうに《コントラクター》の性能を解説する。


  「使い切れてねえことを、自慢げに言うかね……。それじゃ使えるだけで、《ホーリーグレイル》よりどんくらい大きいんだ？」


  「一・三倍だ。……む、今、しょぼいという顔をしおったな？　これは搭とう乗じよう者が接近戦しかできんのが原因だぞ。大出力武器といえば、高威力で長射程の射撃武器ばかりなのに、あんたのあのお粗末な射撃ではな」


  　つまり、胴部のジェネレーターから四し肢しに回せる電力は限界があるし、胴部にコネクターを作って直接大砲に供給するには、雄ゆう星せいの射撃が下へ手たすぎるということらしい。


  　雄星は、それでも悪びれずに言った。


  「うまいこと、俺でもこいつを使える方法、考えてくれよ。宇宙のてっぺんを狙ねらうなら、それが、いつか必要になる」


  　共犯者のように、ロクサーヌがにやりと笑う。


  「いいだろうさ。《コントラクター》も、あんたも、まだまだ成長の途中だ。慣かん性せい制御くらいで、終わるようなタマじゃない。こいつがどこまで行けるか、あたしも知りたい」


  「世界を変えても、満足してねえのか」


  「あんただって、満足してなかろう」


  　隣に立つロクサーヌと、肩を並べている。彼女のことが、すこしだけわかった気がした。世界を変えても雄星が止まれないのは、彼が本当に欲しいものにはたどり着いていないからだ。きっと、ロクサーヌにも、目指しているものがある。それが何であるかは知らないが、命を狙われても歩みを緩めもしないほど、遠いのだ。


  　彼女が、脇に挟んでいた紙状端末を、携帯端末くらいの小ささまで折りたたんで、手渡してきた。


  「タマキに連絡してやんな。ずいぶん尽力してくれた」


  「いいのかよ？」


  　ロクサーヌが、《コントラクター・アサルト》の右肩を指さした。黒い装甲に《タカモリ・エージェンシー》のロゴシールが貼られていた。身内すぎてカウントしていいか微妙だが、雄ゆう星せい個人についた、最初のスポンサーだ。


  　雄星は、端末で、環たまきの携帯端末を呼び出した。空中に立体映像の小窓が開く。彼女は、豪華な内装の広々とした部屋にいる。観戦場の関係者用観戦ルームにはセキュリティ回線があって、選手のいるバックステージと通信できるのだ。ユースの選手の頃なら当たり前にしていたように、試合前に言葉をかけ合うには、彼女に《タカモリ・エージェンシー》の社長の立場が必要だった。


  〈もうすぐ試合だね〉


  　彼女が言った。


  「今日のために、オフシーズンの間も練習漬けだったんだ。やれることをやるだけだ」


  〈雄星の夢の、本当の第一歩だね〉


  「……ああ、ここに来たくて、ずっとやってきたんだ」


  　弟と抱いた夢は、もう彼の胸の内にしかない。そして、彼の前には、黒い《コントラクター》があった。


  　話し込むとはいかず、一言、二言かわして通信を切る。幼なじみの声を聞いて、肩から少し力が抜けた気がした。


  「集合時間だ」


  　ロクサーヌが時間を確認して、言った。試合前のミーティングが、もうすぐだった。


  「……行くぞ、ヒデ」


  　ハンガーを出る前に、自然と、そう声をかけてしまった。悔いもある。寂しさもある。だが、彼は、前に進む。戦って、何かを全力でやりきっていないと、夢とともに歩き続けていると信じられない。いつからだろう。たぶん、鷹たか森もり雄星は、今日を全力で生きなければ、明日を信じられない男になってしまったのだ。


  　ミーティングルームへ向かう廊ろう下かで、パイロットスーツ姿のエイジェイ・ロジャースに会った。


  「腹は据すわったか？　一軍デビュー戦は、いろんな名選手レジエンドもやらかしてっからな。恥をかいてくるつもりでちょうどいいくらいだ」


  　思えば、キャンプ初日から、エイジェイは何くれと世話を焼いてくれた。そのことに、礼を言いたかった。


  「本当に、ありがとうな」


  　気味が悪いなと、エイジェイが肩をすくめる。雄星は、それでも言うべきことは、時を待たずに伝えておきたかった。


  「エイジェイがいなかったら、俺は一軍のチームになじめなかった。たぶん、それがなかったら、ケイトリンが守備的キラー戦術を見つけて、俺に一軍で戦うチャンスをくれることもなかったかも知れない」


  　雄ゆう星せいは、強化キャンプを、自分の力だけで乗り越えたわけではない。支えてもらったのだ。一軍の選手たちは、技術だけではなく、心構えやプライドでも一流だった。


  「俺は、今日の試合で、あんたたちに、何かを返したいんだ。このままじゃ、俺はもらうばっかの男になっちまう」


  　そんなことを言うと、身長二メートルを超えるエイジェイが、雄星の頭を上からわしづかみにして、揺さぶった。


  「山ザルが、人間らしいことを言いやがって」


  「どういう意味だよ」


  　不満な雄星に、一瞬だけエイジェイがやさしい顔を見せた。


  「うちに来るまで、どんな試合をしてたかはしらんが、おまえさんがようやくチームスポーツの選手になったってことだ」


  　認められたことが、誇ほこらしかった。


  　今はともに戦う仲間となった一軍の選手たちが、待っている。


  　最初に出会った仲間は、廊ろう下かの壁にもたれて待っていたカール・リンネだ。ハンガーとミーティングルームの間に、わざわざ待ち伏せていたらしい。


  「おぅ。おまえに懸けたのは間違いじゃなかったぜ、相棒」


  　カールも開幕一軍を勝ち取ったのだ。思えばこの男とのつきあいが、いまだに続いていることも、不思議と言えば不思議だ。


  「調子よすぎんだろ」


  　だが、雄星も悪い気分ではなかった。


  　カールも、いつにもましてテンションが高かった。


  「相棒、オレが、一軍デビュー戦で、どんだけ貢こう献けんしたかの話するか？」


  　雄星も、エイジェイも、カールをからかったりはしなかった。自分の晴れ舞台のことを、忘れない気持ちはよくわかる。だが、シルバーハンズのファンだった雄星が、カール・リンネの名前を覚えていなかったのだから、まあそういうことだ。


  　開幕試合の直前のミーティングは、準備をやりきった自信に満ちた空気でありながら、ひりひりとした緊張感が漂ただよっていた。シーズン初戦は、それだけ重要な意味を持つのだ。


  　アルバ監かん督とくとカークマンヘッドコーチからの、試合前の戦術の指示は、彼らのやってきた強い戦い方を確認することにあてられた。ストライクフォールがフォーメーションの競技なのは、宇宙が広すぎて、あらかじめ集まっていないと、いざというとき火力が足りなくても防御が薄くても援軍が間に合わないからだ。だから、敵を防御しきれない状況に隔離して、自分たちが強みを持つ攻撃をぶつけるのが、セオリーだ。基本は、このフォーメーションの利点を、慣かん性せい制御を使ってどうやってうまく相手に押しつけるか、ということだ。


  　そして、監かん督とくは、ひとしきり戦術を伝え終わると、頼りがいのある深い声で語り出した。


  「我々シルバーハンズは、中堅や、ともすれば昨シーズンのように下位に回るチームだ。それをもって、我々を、決して強くないチームだという者もいる。だが、おれは、そうは思わない。〝誇りある白プラウド・ホワイト〟を背負う我々は、ストライクフォールを軍事ではなくスポーツとして戦うチームだ。チームコンセプトが明快で、メンバーによく共有されているから、〝フォア・ザ・チーム〟を徹底することができる」


  　アルバ監督が、一軍の面々を見渡す。


  「ここに集まった一軍の選手たちは、みんな知っているだろう。シルバーハンズでは、競争の敗者すら、チームを愛して、チームのために戦う。金や名誉すらも超えて、このチームを勝たせたいと思う。あえて、皆に聞こう。──ストライクフォールというスポーツに憧あこがれて、一度も〝誇りある白〟に心奪われたことがない者などいるか？」


  　選手たちが、「いない」と返した。


  「──そうだ。それが、血と汗と、挫ざ折せつと栄光で築いてきた軌き跡せきの力だ」


  　監督の演説を聴きながら、雄ゆう星せいは目頭が熱くなるのを感じていた。だから、雄星も、このリーグを代表する人気チームと〝誇りある白〟に憧れたのだ。


  「このかたちにならない宝を、宇宙でもっとも高く積み上げたチームは、我々だ。このことをもって断言しよう。──我々は、強い！　我々が強さを示すことは、世界を勇気づけるだろう。さあ、見せつけてこい！」


  　ミーティングの終わりを告げるように、アルバ監督が両手を強くパンと打った。自分たちが何をすればよいのか、心震わせる目的を与えられた選手たちが、立ち上がる。


  　彼らは、戦いに向かう。相手は前年度優勝の宇宙最強チームだ。だが、おびえるどころか昂こう揚ようしていた。自分たちがベストを尽くせば、勝てると信じた。慣かん性せい制御を初めて生み出し、試合で実用したのは、シルバーハンズなのだ。


  　近くにいる仲間と話しながら、ストレッチしながら、思い思いの方法でリラックスしつつハンガーへと向かう。


  　ケイトリンが、雄星を見つけて、歩く速度を彼に合わせてくれた。チームリーダーである彼女が、大事なこの時間を、彼のために割いてくれたのだ。


  「私は、おまえの弟のヒデに期待していた」


  　彼女がまっすぐに雄星を見ている。その強いまなざしに、心の痛みを感じた。きっと彼女は本気で、弟とプレイすることを待望してくれていたのだ。


  「だが、それは叶わなくなった。だから、おまえには弟に恥はじないプレイヤーであってほしいと思っていた。だが、今にしてみると、それは間違いだった。そんな期待は余計な話だ。ヒデの兄であることすら、注視するべきではなかった。慣性制御を生み出したこと、世界を変えたこと、罪を犯したこと、……おまえほど、余計なものをぶら下げた新人を、私は知らない」


  「余計なものだなんて言われたら、怒ればいいのか、理解してもらえたってよろこべばいいのか、わからねえよ。俺にとっては、何一つ捨てられねえもんばっかりだ」


  　雄ゆう星せいにとっては、弟との夢を捨てるなど問題外だ。そして、罪も、成果も、自分から切り離すことはできない。雄星に、何かスポーツ選手以外の価値を見つけて、運命は襲いかかってくる。


  　だが、ケイトリンは、足を止めないまま、雄星のパイロットスーツの肩を力強い手で掴つかんだ。


  「おまえは、宇宙の厄介者でも、救世主でもない。……おまえはただのスポーツ選手で、我々のチームメイトだ。だから、フィールドの外のことなど、すべて試合で跳ね返せ」


  　雄星は、ぐっと奥歯を噛かみしめる。そうしないと、涙がこみ上げそうなほど、うれしかったのだ。


  　そんな彼に、ケイトリンは、いつもよりやわらかい声で告げた。


  「雄星、おまえのポジションは、私を守る防御的キラーだ。……一セット目はしっかり敵の動きを見て、目を慣らせ。二セット目から行く」


  　ハンガーに着いた。彼女が、自分の乗機へと歩いていく。


  《ホーリーグレイル・アサルト》の装甲の純白が、豪ごう奢しやな赤い髪を揺らす彼女の後ろ姿に、よく似合った。ケイトリン・レヴェットは、〝誇りある白プラウド・ホワイト〟を背負い続けるため、あえてパーソナルカラーを断っている選手だ。その姿を見送って、目頭を押さえる。ケイトリン・レヴェットは、不器用で、誇ほこり高く、そして誠実だ。


  　ただ一機、黒を背負う《コントラクター・アサルト》は、片膝を立てた降着姿勢で、戦いのときを待っていた。


  「勝ちてえな……。あの人を、勝たしてやりてえな」


  　雄星は、覇気に満ちたチームメイトを誇らしく思う。


  「本当に予定どおりに行くなら、うちのチームは毎年優勝にからんでるさ」


  　高ぶった気持ちに冷や水をぶっかけるような一言だった。こんなときに誰だと、振り返って、雄星は絶句した。チームの絶対的エース、ジェシー・アインシュタインだったからだ。


  　ジェシーは、甘さを切り捨てた勝負師の顔になっていた。


  「ホライズンズを舐なめるな」


  　背筋に冷たい緊張が走った。雄星へのジェシーの警告には、戦士の本物の危機感がこもっていたからだ。


  　エースであるジェシーは、違った戦況を見ている。


  　──そして、第二十四期太陽系一部リーグの第一節、シルバーハンズ対ホライズンズ戦が、始まる。


  　ケネディ市の上空、高度一万メートルに区切られた試合フィールドでは、オープニングセレモニーが行われていた。フィールドサイズは、月をまるごとすっぽりおさめられる一辺四千キロメートルで、三千キロメートル程度が多かった昨年より大きくなっている。慣かん性せい制御によって試合が高速化したため、広げなければ相対的に手狭になると予測されたためだ。


  　シルバーハンズのスタメンの十五人が、編隊を組んで、月上空をマスドライバーへと飛翔していた。今日は月のホームゲームだから、選手たちはベンチシップの重力カタパルトではなく、マスドライバーで加速されて打ち上げられるのだ。


  　雄ゆう星せいは、交代で出る予定だから、ハンガーで待機中だ。第三リーダー機のアデーレだけでなく、エイジェイやカールも、ここで試合経過を見守っていた。


  　広く天井の高い空間に、試合中継と、各選手の機体カメラ画像が、大型のホロスクリーンで投影されている。観戦環境としては、どんなＶＩＰ席よりも贅ぜい沢たくだった。


  　ケイトリンが、直掩エスコートのメリッタ・イズメイリとともに、最初にマスドライバーの射出ガイドに乗った。月上空へと打ち出されるカウントダウンの中、彼女が言った。


  〈ファン感謝デーの代替チケットを受け取った皆が、見ている。危ない目に遭わせたファンに、われわれが捧げられるものは、勝利だ。シルバーハンズを応援してきたことを、誇ほこらしく思える試合にするぞ〉


  　カウントがゼロになる。一キロメートルを超える長大な加速レールで、秒速五キロメートルまで加速されて、空高く放り投げられる。ストライクフォールの試合速度としては遅すぎるから、ケイトリンたちは加速しなければならない。この加速タイミングを調整することで、後続の選手と、試合開始時のフォーメーションを構築するのだ。


  　十五機が、二つの編隊を組んで月の空を飛んでいる。漆しつ黒こくの宇宙でもっとも目立つ白い機体のそれぞれが、大気に減げん衰すいされない強い太陽光を照り返している。専用機《パイロン・アサルト》を受領しているウェイロン・ヤンも含めて、今日は全員が制せい式しき機の《ホーリーグレイル・アサルト》だ。フォックス・アルバ監かん督とく体制のシルバーハンズでは、ジェシーやウェイロンのようなパーソナルカラーを与えられた選手も、白い機体を使うことが多い。それほど、団結と集団戦闘を重視しているのだ。


  　ハンガーに映し出された画面には、スポーツ報道のものもあった。解説者がシルバーハンズの編隊を目にして、興奮気味にコメントしていた。


  〈──今年のシルバーハンズは、開幕から全機が慣性制御機です！　昨シーズンの開幕時と、技術はさまがわりしても、それでも変わらないのは、輝かがやく〝誇りある白プラウド・ホワイト〟!!　宇宙に人類が進出した始まり、宇宙が夢だった日々に、勇者たちが背負ったのと同じ白が、星のようにまたたいています〉


  　報道のカメラが、ケネディ市のスタジアム内に、超大型のホロスクリーンを投影した観戦施設を映しだした。観客サポーターが、手拍子やエールを送っている。大気がうねるような轟ごう音おんになっている。ジェシー・アインシュタインが、エールに礼をするように腕を振った。観戦施設の様子は、報道に使用されるだけでなく、激戦を戦う選手のストライクシェルからも視聴できるのだ。


  　出番を待つ選手は、普通はアップをしていたり、休憩していたり、時間を自由に使う。だが、開幕戦の今日だけは全員がハンガーで試合観戦していた。


  　スタメンに入れなかった雄ゆう星せいやアデーレ、カールのような選手も、二セット目のために待機しているエイジェイやユエンたちも、試合開始のブザーを待っていた。


  　対戦相手のホライズンズは、すでに月上空に上がっている。シルバーハンズの機体よりも人間の姿に近い、首がはっきりとわかるシルエットのストライクシェル、《アポロン》が、ひとかたまりの集団を作っている。


  　雄星は、ホライズンズの集団の映像を見ていて、違和感を覚えた。


  「速すぎねえか？」


  　近くで観戦していたエイジェイも驚いていた。


  「ありゃ秒速四十キロ近く出てるぞ」


  　それが、この戦いにどういう意味を持つかはわからなかった。ただ、ホライズンズの選手たちは、いずれも太陽系中から集められた名選手レジエンドだ。その宇宙最高の十五人が、昨シーズンまでの試合巡航速度の四倍、シルバーハンズの二倍の速度で飛んでいる。


  　何か起こると思わせるに十分だった。ストライクフォール競技では、扱あつかいが難しくとも、まぎれもなく速度は力だからだ。


  「リオン・マクスウェルもいねえ」


  　雄星は、パーソナルカラーを持っていないほうが少数派のスーパースター軍団の中に、戦闘機のような特徴的な機影がないことに気づいた。ホライズンズの最新鋭機《ヘルメス》が、スタメンとして出場していない。


  　だが、不安はあっても、決戦のときへ向かって時間は進む。


  　熱狂の中で、試合開始のカウントダウンが始まる。


  　スポーツ中継が、両チームのストライクシェルを映す。絶大な力を宿す巨人騎士たちが、星の海を超高速で飛翔する。


  　三スリー、二ツー、一ワン──。


  　そして、ゼロカウントのブザーが鳴る。努力と適性と想いを競い合い、技術と資材をぶつけ合う、スポーツの祝祭が花開く。


  　シルバーハンズが、編隊を細かく組み替える。二個編隊だったものを、四個編隊に編成し直したのだ。ケイトリンの編隊は、直掩エスコートのメリッタ・イズメイリら六機で一番大きい後衛、前衛はジェシーの率いる三機とウェイロン・ヤンのキラー編隊三機だ。遊撃の中衛を、第二リーダー機であるアンドリュー・ペインが担当している。


  　宇宙最高の選手たちを莫ばく大だいな報酬で集めたホライズンズと戦うとき、よく使われる戦術だ。とにかく個人技でだけは競わないよう、フォーメーションと移動経路の選択で相手編隊より大勢でぶつかって、数的優位で攻めるのだ。そうやって、多数で少数を撃げき破はしながら、長期戦で優位を奪ってゆく。ケイトリンも、編隊数を増やすことで相手を削るチャンスを増やそうとしている。


  　だが、戦術で露骨に対策を立ててきたシルバーハンズを前に、ホライズンズは一気に散開した。リーダー機以外は、二機一組のペアを作ると、慣かん性せい制御で軌き道どうをねじ曲げて一斉に宇宙に散ってしまったのだ。


  　雄ゆう星せいも、このホライズンズの動きに、唖あ然ぜんとするしかなかった。


  「……フォーメーションを……組まないのか？」


  　いつもは余裕があるエイジェイが、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめて叫んだ。


  「馬鹿な!?　宇宙でこんな小規模の散兵スカーミツシヤーだと？　ありえねえ！」


  　チーム一のくせ者、クリクリ・リビエルが、美少年のような顔を、口を半開きにして台無しにしていた。


  「いやいや──。さすがに宇宙じゃこの戦術って成立しないでしょ」


  　とはいえ、ハンガーで待つ一軍選手たちから、驚きや疑念の声は感情的にあがったが、失笑は一切起こらなかった。相手は、昨年度覇者、太陽系最強軍団、ホライズンズなのだ。


  　秒速四十キロメートル、昨シーズンまでの常識では自殺行為だった超高速で、ホライズンズが宇宙に散ってゆく。速度で上回られているケイトリンたちは、七つに分かれたホライズンズのどれを狙ねらうか迷った様子だった。二機のペアで行動しているから、どれを狙っても数的優位をとれる。だが、その反面、どれが撃滅されても致命傷にはならず、攻撃を受けたペアを囮おとりにして、他のすべてのペアから集中攻撃を受けるおそれがあった。


  　雄星は、話についてゆけず、エイジェイに尋ねた。


  「……散兵って、どういうことなんだ？」


  「戦闘隊形の作り方だ。地球じゃ、歩兵は大勢で部隊を組んで戦った。だけど、時代が進むと、銃器が進歩して戦列を組むのが危険になったせいで、少人数を基本単位にした多くの分隊に散らすようになったんだ。そういう戦い方を、散兵戦ってんだよ」


  　まさにスポーツ中継の画面では、ホライズンズの選手たちが、広大な宇宙に二人という少人数でばらけていた。解説者すら、その意図をはかれず、完全に困惑していた。


  　雄星の興味のポイントは、単純だった。


  「強いのか？」


  「攻撃して即離脱ヒツトアンドアウエイをフォーメーションより仕掛けやすいから、宇宙戦闘でも試されたこたぁある。だが、防御用チル・ウエポンを突破するにゃ火力を集中しなきゃならんのに、宇宙が広すぎて連れん係けい攻撃がやりにくくて使い物にならなかった。……正面からぶつかる場合も、とどめを刺すために相対速度をそろえる場合も、数が多いもん勝ちだからな。戦力を分散しすぎて、かえって不利になっから、フォーメーションが選ばれてきたんだ」


  　弱い戦術のはずだったのだ。だが、宇宙最強の呼び声高いチームが、歴史の流れに逆らうことを選んだ。そのことが、彼らの常識を揺さぶっていた。


  　ケイトリンが、狙ねらいを定めた。全機に加速を命じて、一斉に動き出す。狙いは、ひとつだけ三機編隊を作っているホライズンズのリーダー機だ。ガントラム・ウェーデマン──ホライズンズのリーダー機を担になう伝説的な名選手だ。


  　リーグＭＶＰに輝かがやいたこともあるウェーデマンが、こんな妄想みたいな戦術を指揮していることが、シルバーハンズの一軍を不安に陥おとしいれていた。


  「これが成立した場合、ケイトリンに備そなえはあるのか？」


  　冷や汗をこめかみに浮かべるエイジェイの問いに、クリクリが即座に返す。


  「あるわけないでしょ。うまくいくんなら、宇宙戦闘の歴史が、本気で土台から全部ひっくり返るんだよ。対策してるチームなんて、宇宙にたぶん一つもないよ」


  　そのとき、ハンガーの隅でアデーレがぽつりと言った。


  「……成立するって考えないでどうすんの？　わたしたちの役目は、あいつらの失敗を祈ることじゃない。あれが本当に強かったとき、それでも打ち破って勝つ方法を、見つけることだよ」


  　それぞれに矜きよう持じを持つ一軍選手たちの顔つきが変わった。だが、一瞬とはいえ、宇宙トップリーグのプロ集団を、ただの驚く観衆にしてしまったのだ。そのインパクトは、観客を瞠どう目もくさせるに十分だった。


  〈ケイトリン・レヴェットは、ウェーデマンに向かうようですね。これは大丈夫なんですか？〉


  　観客の誰もが、シルバーハンズの攻撃が成功するかではなく、ホライズンズの新戦術が何を魅せてくれるかに期待していた。軍であれば用心して戦闘を避ける未知に心躍らせ、見事なものに敵も味方もなく賞賛を送るからこそ、ストライクフォールはスポーツなのだ。


  　慣かん性せい制御によって、最短距離でケイトリンの編隊が、ウェーデマン機の編隊に迫せまってゆく。一個編隊で突っ込むようなことはしない。四編隊すべてをそちらに向けてぶつけに行ったのだ。


  　急戦の気配に、開戦直後から緊張が走る。ストライクシェル十五機による一斉攻撃は、生なま半はん可かな方法で止められるものではない。この攻撃に対処するために、ホライズンズ側も大きな手を打つはずだった。


  　加速を続けるシルバーハンズよりも、試合開始時の速度が秒速四十キロメートルと優速だったホライズンズはまだ速い。一斉に、ホライズンズの《アポロン》が反転した。まるで、水に落ちた獲物をピラニアの群れが襲うように、四方八方から接近する。六編隊からの、軌き道どうを交差させるイントルードだ。


  　現況の軌道と速度からみる接触予測だと、このままだと一分以内に、六方向から立て続けにケイトリン編隊が攻撃を受けることになる。


  　だが、シルバーハンズの全編隊が、慣性制御で一斉に反転した。


  　その動きを見て、雄ゆう星せいは思わず息を呑のんだ。


  「さすがの冷静さだな」


  　ケイトリン編隊が、自分を包囲するために背後に回り込んだホライズンズの選手たちを、六機対二機で逆包囲するかたちになった。ケイトリンは、包囲されると読んだうえで、敵を釣り出して後の先をとりにいったのだ。


  　だが、ホライズンズの動きは、さらに驚くべきものだった。標的にされたペアが、慣かん性せい制御で反転して距離を離した。もともと非常識なほど速度を上げていたホライズンズの選手たちは、逃げに徹すればそうそう捕まらない。


  　そして、ケイトリンの編隊に、ホライズンズからの長距離射撃が横合いから突き刺さった。いつの間にか、絶好の射撃位置につけていたのだ。速度が合わないから、ホライズンズの選手たちは、良好な射撃ポイントをすぐに通り過ぎるしかない。だが、攻撃が途切れない。ローテーションを組んで、いくつものペアが、横合いからの射撃でシルバーハンズを削りにきたのだ。


  　ハンガーで待機する一軍選手たちの顔色が、本格的に変わってきた。


  「この散兵、クオリティくそ高ぇぞ。やばくねぇか……」


  「ちびちび撃うたれてるだけだが、こっちは何もできてねえ。散兵よりも速くなきゃ、捕まえることすらできねえってか」


  　戦術の真価がすべて見えたわけではなくても、はっきりと伝わってくる。ホライズンズの常識外れの速度は、それを活いかす戦術があって選ばれた。そして、前シーズンの平均速度の四倍というこの高速を活かし切る戦術とは、多数ペアをフィールド広域に散らした散兵なのだ。フォーメーションを組んでプレイヤーを集めないから、攻撃の起点の選択肢ではホライズンズのほうが常に勝っている。より速い選手が、より多くの攻撃単位で連れん係けい攻撃してくるのだ。


  　攻撃密度そのものはそれほどではないから、防御用チル・ウエポンを突破してまだ撃げき墜ついされてはいない。だが、主導権は完かん璧ぺきに奪われて、ホライズンズがやりたいことをやって、シルバーハンズはそれを後手で受けるばかりだ。


  　だが、雄ゆう星せいにも、フォーメーション戦術をケイトリンの下で学んだからこそ、疑問がわいた。


  「ケイトリンは、隙すきを狙ねらってんだろ。あいつらは、肝心な火力を出せてねえ。あんなバラバラで火力を集中できなきゃ、イントルードはできるけど、ランデブーできねえよ」


  　ストライクフォールでもっとも決定力の高い接触方法であるランデブーは、相手と軌き道どうと速度を合わせることで相対速度を遅くする。選手同士の磨すり潰つぶし合いが発生し、敵味方とも大量の撃墜者が出るため、試合がこれで決まることは多い。だが、足を止めると多勢に無勢で撃げき破はされてしまう散兵では、ランデブーに耐えられない。確実性が高いプレイができないと見て、ケイトリンは焦らずじっくり構えているのだ。


  　カールが、戦況を見て、腕を組んで笑った。


  「これは勝ったな！　昨年優勝チームともあろうもんが、ションベン火力でぺちぺち叩たたくだけたあなあ」


  　カール・リンネという男は、考えは足りないがムードを作る力がある。新戦術を見せられて呑のまれていたチームの空気がゆるんだ。


  　しかし、王者ホライズンズは、そんな甘いチームではなかったのだ。


  　ふと、雄ゆう星せいは、試合を映す画面に、心臓がきゅっと締め付けられるような恐怖を覚えた。ホライズンズ散兵のペアが三組、軌き道どうを集めて合流しようとしているように見えた。


  　そして、太陽光を照り返して黄金色に見える《アポロン》の機影が交こう錯さくした。そのとき、ホライズンズのペアのうち一組が、明らかに低速だった。低速ペアが、高速のペアと最接近するタイミングで腕を伸ばしていた。そして、慣かん性せい制御を発動した状態で、相手の機体を捕まえる。──慣性制御によって速度と軌道を同調されることで、相対速度がゼロになって、フォーメーションがそこに生まれていた。雄星もキャンプで訓練をした、リンカーだ。


  　六機が、シルバーハンズ編隊とちょうどランデブーできる速度まで、数秒で減速完了していた。


  「リンカーで速度調整──」


  　その合理的かつ見事な機動に、皆が息を呑んだ。これこそが、おそらくホライズンズが散兵を選んだ理由だった。編隊を組んで移動しなくても、慣性制御を利用したリンカーを中心に、必要なときだけ一瞬でフォーメーションを組み立てられるからだ。


  　何が行われているか、説明されればきっと理解できるが、描き出される光景はまったく意味不明だった。同じ十五機同士で戦って、これほど差がつくことが、納得できなかったのだ。


  　まさに戦いのフィールドにいる選手たちは、頭で考えるような贅ぜい沢たくなどなく、死に物狂いだった。痛撃をケイトリン編隊に加えられる前にと、ジェシー・アインシュタインが動き出していた。まったく防御陣形をとれていないケイトリン編隊と、ホライズンズの即席編隊の間に割り込む。さすがの嗅きゆう覚かくだった。


  　だが、ホライズンズの攻めは、機能美にすら至り、圧倒されるほど合理的だった。リンカーへと向かって、猛スピードでさらにひとつ、ふたつと散兵のペアが集合する。ホライズンズと戦うとき、相手側は、その名選手たちの個人技と競い合わないように数的優位をとって戦うのが基本だ。十機のホライズンズの集中射撃が、ジェシー機を貫つらぬいた。機体各部で爆発が起こり、セーフティシェルが作動する。


  〈クラーッシュ！　前ぜん代だい未み聞もんの試合の、最初のクラッシュは、シルバーハンズのエース、ジェシー・アインシュタイン！〉


  　スポーツ中継の、実況アナウンサーが、悲鳴のような絶叫をあげていた。編隊の僚りよう機きは、ジェシーをカバーすることも許されなかった。超高速の状態から、理想的な人数を集めてポジション取りをとっさにするのは、至難なのだ。それを、ホライズンズは新技術である慣性制御でやってのけた。


  　試合はまだ動いていた。ジェシーが身を挺ていして稼いだ時間で、ケイトリン編隊は防御態勢を整えた。そして、同速度帯に下りてきたホライズンズが編隊を組んだこの瞬間こそ好機と、ジェシーの敵かたきをとるべく、ウェイロン・ヤンのキラー編隊が突っ込んだのだ。


  　だが、それが到達しようとしたとき、流星が戦場を横切った。秒速四十キロメートルをまだ維持していた敵ペアが、ホライズンズの即席編隊へと突っ込んだのだ。その瞬間、画面から《アポロン》の機影がぬぐい去ったように消えた。


  「──いや、加速しやがった!?」


  　エイジェイが詠嘆したのと、スポーツ中継のカメラがホライズンズ編隊の行方ゆくえに向けられたのは、ほぼ同時だった。


  　高速のリンカーがいたのだ。すれ違いざまに、全員で手を繋つないだ編隊を捕まえ、慣かん性せい制御で速度を同調させることで、シルバーハンズと同じ秒速二十キロメートル台から、一気に秒速四十キロメートルの世界にまとめて引き戻したのだ。


  　ハンガーで観戦する誰もが、もはや言葉を失っていた。太陽系中から集まった名選手レジエンドが、すぐれた戦術に従って、きわめて高いレベルの連れん係けいをとって戦う。これが、宇宙最強のチーム、ホライズンズだ。


  　ハンガーのスピーカーから、アルバ監かん督とくの指示が響いた。


  〈ジェシーが戻ってくるぞ！　エイジェイ、クリクリ、ストライクシェルに乗れ!!〉


  　その声で、麻痺していたハンガーの整備スタッフが、慌ただしく動き始める。ストライクフォールでは、撃墜クラツシユされた選手は、ベースになる場所に戻ってくる。その瞬間まで、被撃げき墜つい選手の交代を出すことができず、フィールドプレイヤーが減るルールなのだ。


  　ハンガーのゲートが開き、急ピッチで交代選手の立ち上げ作業を行う整備スタッフが、大声で確認や指示を出しあいながら走り回っている。その喧けん噪そうの中、雄ゆう星せいも、エイジェイも、カールも、アデーレも、誰もが試合画面から目を離せなかった。


  　秒速四十キロメートル台にのせて、あっという間に離脱するホライズンズの集団に、シルバーハンズが激しい射撃を加える。だが、撃墜には至らない。十機の集団が、また五つのペアに分かれてフィールド中に散った。これで、また捕まえ直さなければならない。座して待てば、次にホライズンズが低速リンカーを使って慣性制御同調で減速するのは、再びシルバーハンズに痛撃を与えるときだからだ。


  　ケイトリンの編隊が、密集していた。さっきから編隊は何度も慣性制御でターンしている。チル・ウエポン耐性が低いケイトリンが、そろそろ体温低下で慣性制御を連発しにくくなっているのだ。


  　雄星は、知らず拳こぶしを握りしめていた。自分が呼ばれて、フィールドに出してもらえていればと思った。あそこで、一緒に戦いたかった。


  　行動不能のジェシー機を、損そん傷しようが大きいピエル＝ルイス機が曳えい航こうしてきていた。月に限らず、惑星や衛星に近い場所で行われるゲームでは、フィールドは物体の相対速度をゼロにする《キャッチャー》というチル・ウエポンで仕切られる。流れ弾だまや制御不能になった機体が施設に衝しよう突とつすると、大惨事になるためだ。交替のため選手がフィールド外に出るときは、この《キャッチャー》に捕獲されて停止させられ、そこから曳えい航こうロボットに引っ張り出してもらう。つまり、月面にあるベースのハンガーへは、この状態から再加速して帰還することになるため、選手交替にひどく時間がかかるのだ。


  　その間に、二人欠けたシルバーハンズへと、ホライズンズがまた襲いかかった。ケイトリンの指示でブースターを全開にして速度を上げていたから、敵との間に、さっき痛撃を食らったときほど速度差はない。だから、純粋な接近戦の技量なら太陽系で五本の指に入るキラー、ウェイロン・ヤンが、ホライズンズ編隊が集結した瞬間を狙ねらって切り込む隙すきがあった。


  　それは、まさに達人の技だった。交差の瞬間、縄じよう鏢ひようが投じられる。縄鏢のワイヤーを絡めて、ウェイロンが慣かん性せい制御で相手を誘拐キツドナツプした。シルバーハンズと同じ速度帯に同調させられるとは、ホライズンズの集団戦闘から脱落してしまうということだ。その孤立した犠牲者、ホライズンズのオールラウンダー、イブラヒム・アミン機の首を脇に抱えてねじ切り、わずか三秒で撃げき破はした。そして、双そう縄じよう鏢ひようの、ワイヤーのもう一方の端はしについていた鏢ひようをぶん投げる。


  　鏢がさらに一機の足首に絡まる。さらに一機、慣性制御でシルバーハンズの速度帯へと脱落させる。ホライズンズのガンナー、シド・フィンレイは、ワイヤーに引きずられながらもウェイロンに激しい射撃を加えた。レーザーライフルが、小刻みに軌き道どうを曲げながら接近するウェイロンを、正確にとらえる。ウェイロン機が火を噴ふきながら、それでもシドに拳こぶしを叩たたき込む。容よう赦しやのない連撃で装甲をひしゃげさせ、なおも破片を散らして暴力を押しつける。


  　もう救出できる状況ではなくなっていた。両チームが、この二人の選手を挟んで猛烈に撃うち合う。ホライズンズはウェイロンに集中砲火を浴びせ、シルバーハンズはシドだけでなく、相対速度が近くなったホライズンズ編隊にも粒りゆう子し砲ほうやレーザーを叩き込む。二機が爆発四散したのは、五秒後だった。


  　残り人数は、十三対十三──。だが、戦況は互角ではない。シルバーハンズは、ジェシーとウェイロン、攻撃の核になるキープレイヤーを二人も失った。


  　監かん督とく用の司令室に詰めているアルバ監督の声が、スピーカーから響いた。


  〈全員、ここまでの試合データを見ろ。一秒たりとも無駄にするな〉


  　立体画面に、両チームが、試合中、フィールドのどの場所を移動したかを示すヒートマップが表示された。フィールド上で、選手が一度も通過していない場所は黒く、頻繁に通過した場所は青から緑、黄色から赤と、色を変えてゆくのだ。ホライズンズとシルバーハンズの移動経路を直感的に見せるこのマップが、ホライズンズの散兵戦術のレベルの高さを見せつけていた。シルバーハンズ編隊は、大集団の編隊が通ったところが、くっきりした黄色や赤の線になっているが、残りのほとんどの空間は使われていないため真っ黒だ。翻ひるがえって、ホライズンズの選手たちは、フィールド全域に青や緑の網を描くように、縦じゆう横おう無む尽じんに移動経路をとっている。つまり、ホライズンズのほうが、四千キロメートル四方のフィールドを、格段に広く使っているのだ。


  　好戦的な蛮族であるアデーレすら、声を震わせていた。


  「……ケイトリンが、完かん璧ぺきに押さえ込まれてる？　違う……。ケイトリンのほうは、ふつうの試合のデータだ。けっこう、フィールドを広く使ってる。……これ、ホライズンズが異常すぎるんだ」


  　ハンガーに警告音が鳴り響いた。ピエル＝ルイスが、撃げき破はされたジェシー・アインシュタインを運んでベースに到着したのだ。


  　エイジェイとクリクリが、選手交替で試合に出るため、ハンガーからストライクシェルに乗ってカタパルトへと向かう。フィールドへ飛び込む寸前のエイジェイからの指示が与えられた。


  〈雄ゆう星せい、おまえは二セット目だ。アデーレ・コンテをたのむ〉


  　なぜ第三リーダー機のアデーレの話を今するのか、不思議に思った。たとえケイトリンが撃げき墜ついされたとしても、第二リーダー機のアンドリュー・ペインがまだ残っているからだ。


  　そして、思い当たってぞっとした。アンドリューは、チーム最高のオールラウンダーだから、フィールドプレイヤーとしてスタメン出場している。試合では当然、最優先で狙ねらわれるのはケイトリンだし、アンドリューも無理をしない。だが、圧倒的な優位をつけられているときは、一セットで次セットのリーダー機候補まで同時に落とされることがあるのだ。


  　試合中継画面を見た。試合中のチームには送られる、編集されていない生のＡＩカメラ映像でも確認した。ケイトリンたちは、すでに一方的な劣勢に立たされつつあった。ジェシーとウェイロンという決定力のあるプレイヤーを失い、圧力が弱くなったシルバーハンズには、ホライズンズ散兵の攻撃を払いのける決定打がないからだ。


  　スポーツは時として、戦争よりも残酷だ。どれほど絶望的な劣勢が見えていても、フィールドから、退却も降伏もできないからだ。終了のブザーを聞くまで、負け戦がいつまでも続いてしまう。


  　シルバーハンズは、ウェイロンを失った後、猛然と攻勢に出たホライズンズによってさらに二人の撃墜者クラツシユを出していた。こちらは状況を打開できる選手を失って手詰まりになり、あちらは二人欠けても散兵戦術を維持することに影響はない。キープレイヤーを叩たたき潰つぶした以上、ホライズンズにとっては同じ数の味方がやられても、それは有利な交換なのだ。


  　試合中継の実況アナウンサーも、あまりの展開に興奮しきってまくし立てていた。


  〈誰が、こんな展開を予想したでしょう！　自分たちのやりたい戦術を一方的に相手へと押しつけるという、チームスポーツの勝利のセオリーを、完璧に実現している。ホライズンズの散兵戦術が、誇りある白プラウド・ホワイトを無む惨ざんに引き裂いてゆく。今日は、フォーメーション戦術が死んだ日として、歴史に残る一日になるのではないでしょうか？〉


  　試合の趨すう勢せいは決まったと、誰もが思った。


  　その敗勢が色濃いチームのリーダー、ケイトリンからのメッセージが、ハンガーに響いた。ケイトリンが通信チャンネルを、ベースまで含めたチーム全域に切り替えたのだ。


  〈エイジェイ、われわれに合流するな！　二セット目のために、こいつらの動きのパターンを引き出す〉


  　十一機の残った戦力は、的を絞しぼりにくい散兵スカーミツシヤーをなんとかとらえようとブースターを全開にしている。通信越しでも、チル・ウエポン耐性がぎりぎりなせいで低体温になりかかっているケイトリンの息が荒いのがわかった。


  　震えるのどから、血を吐くように、ケイトリンが叫ぶ。直掩エスコートのメリッタ・イズメイリが、ケイトリン機と肩を組んでいる。慣かん性せい制御を二人で使うことで、高速の編隊行動を維持しているのだ。


  　失敗を繰り返しているだけだ。だが、傷つけられながら、ケイトリンは二機で挟み込んだり、追い込んで待ち伏せしたりと、さまざまな手立てで捕まえようとする。教本通りの一般的なアプローチから、応用的なものまで、さまざまな接近法を試しているのだ。


  　雄ゆう星せいは、華麗さとは対極な、泥臭いケイトリンのチャレンジを見守るうちに、奥歯を噛かみしめていた。観客として観戦していたときなら、何をやっているんだと吐き捨てていたはずだった。だが、今は、これが必要だとわかる。ケイトリンの攻め手を、ホライズンズはおそらく訓練どおりに、洗練した動きであしらっている。このひとつひとつが、ホライズンズにとっては既知の手法だが、シルバーハンズには未知を開拓する、値あたい千せん金きんの情報なのだ。


  　優勢な相手に対して攻めるとは、大きなリスクを背負うということだ。さらに一機、シルバーハンズの仲間が撃げき墜ついされた。中軸を担になうユーティリティプレイヤー、ザッカリー・ヴィネットだ。


  　ケイトリンは、何発も被弾しながら、まったくあきらめてはいなかった。


  〈秒速四十キロは速すぎるはずだ。ホライズンズの連中は、どいつもこいつもチル・ウエポン耐性が高い。だが、慣性制御を余裕をもって使えたって、この速度で散兵戦術の運用に成功するまで、数え切れない障害を乗り越えたはずだ。たいしたもんだよ……。そのために、戦術研究を積んだんだろうね。……忌いま々いましいが、認めざるを得ないさ。やつらは強い〉


  　攻撃を受け、振り回されながら、それでも敵に立ち向かうさまは、凄惨だった。散兵からの小刻みな攻撃は、人数が少ないため火力が足りず、決定打になりにくい。


  　それでも、防御用チル・ウエポンの限界に達して、レーザーで機体を刻まれて火を噴ふき、なおも銃じゆう口こうを敵に向け続ける。


  　ケイトリンは、奇蹟が起きない限り、勝利することは絶対にない。だが、彼女は、不屈の闘志で、負け戦を次の勝利へ繋つなげようとしている。


  〈メリッタ……。まだ試していないパターンは、どれだけある？〉


  　装甲は、レーザークロークの守りを失って焼け焦こげ、それでもなお立ち向かう。ケイトリンの白騎士は、美しかった。


  〈基本的な接近パターンは、あらかた試したと思うね。もう少し、この半年で蓄えたノウハウを吐き出してもらうかい？〉


  　メリッタが、さすがに疲れきった声で返した。


  　細かい機動で狙ねらいをそらし、中枢に攻撃を受けないように立ち回る。ときには、僚りよう機きで彼女の親友のメリッタが、身を挺ていして盾たてになった。そして、傷ついても脅威であり続け、誇りある白プラウド・ホワイトに恥はじない死闘を繰り広げ続けた。体温低下で顔色を失ったケイトリンが、なおも敵を撃うち続ける。


  　その間にも、さらに一機、撃げき破はされた。これだけ劣勢にもかかわらず、被害がまだ六機で済んでいるのは、殲せん滅めつ戦に移れないほどケイトリンの抵抗が頑強だということでもある。


  　だが、そのとき、ぞっとするほど完かん璧ぺきに虚を突くタイミングで、牽けん制せい射撃を続けるケイトリンへと、ペアから外れて単機で突っ込む機体があった。それがホライズンズのエース、ダリオ・エ・カヴァロだと思ったその瞬間、危険なほどの近距離まで詰めて互いを守っていたメリッタとケイトリンの間の、舐なめるような超至近距離を、機影がすり抜けていた。


  　直後、ケイトリン機が、内側から火を噴ふいて爆散する。虹色のセーフティシェルが、爆炎の中に開く。


  　そして、一セット終了のブザーが鳴った。


  　直後にスポーツ中継で再生されたスーパースローの映像に、雄ゆう星せいのみならず、ハンガーで出番を待つシルバーハンズ全員が言葉を失った。敵エースに、直掩エスコートのメリッタとリーダー機のケイトリンの間に、慣かん性せい制御で滑すべり込まれて撃たれたのだ。隙すき間まは、宇宙の超高速戦闘では針の穴を通すような、たった百メートルしかなかった。秒速四十キロメートルで飛ぶストライクシェルで、相対速度が大きいイントルードでこの細い隙間を縫ぬいつつ射撃を当てるのは、もはや防ぎようがない個人技の魔術だ。


  　スーパープレイに、怒号のような歓声が爆発した。地鳴りのようなどよめきに、観戦場が揺れていた。


  　ストライクフォールの一つの理想──どこへでも行きたいところへ移動し、どんな状況でも標的を貫く──を体現したようなプレイだった。こんなプレイが常時できるなら、フォーメーション戦術どころか、ぜんぶ戦術カヴァロで問題ない。これが、ダリオ・エ・カヴァロ、前年度ＭＶＰ、兄弟の夢の王座を射止めた、頂点の男だ。


  　文字通り身を盾にしてケイトリンを守っていたメリッタが、セットが終わったというのに、呆ぼう然ぜんとしてまったく動けない。映像越しに見ていた雄星も、拳こぶしを強く握ったまま、体の震えを止められない。散兵による波状攻撃で疲ひ弊へいしきった状態で、最強チームのエースの勝負駆けを防ぐ手段など、あるはずがない。完かん璧ぺきな勝利の方程式だった。


  　立ち直ったのは、敗戦の将となったケイトリンが最初だった。


  〈──アンドリュー、二セット目はアデーレで行く。……後を頼むぞ。アデーレ・コンテ〉


  　限界まで力を絞しぼり尽くした彼女から、敗戦を次の勝利へと繋つなげるバトンは、アデーレに渡された。


  　ホライズンズ、一セット目を先取──。残り機体は、ホライズンズ十三機に対して、シルバーハンズは満まん身しん創そう痍いの八機だ。ストライクフォール史上初の、散兵戦術による統制された包囲攻撃を受けたことによる、手ひどい敗北だった。


  



  　そして、セットとセットの間の、わずか十五分しかないインターバルが始まる。


  　この間に、ホライズンズの散兵戦術への対策を見つけられない限り、シルバーハンズは二セット目もなすすべなく落とし、何もできずに試合に負けるのだ。


  　ハンガーにいた選手たちが、アデーレに目を向けていた。


  　ケイトリンの言葉は、二セット目のリーダー機を、アデーレに任せるということだからだ。


  　だが、中継画面ではなくストライクシェルのカメラ画像で、試合を観戦していたアデーレが、震えていた。


  「こんなの、今さら、どうしろっての！」


  　アデーレは、強化キャンプのときから、慣かん性せい制御ですぐれた戦術を新しく作ったチームがあったら、試合で惨敗すると言っていた。そのとおりになったのだ。ケイトリンが、ただひとりそれを予見していた者に託すのは、順当といえば順当だ。


  　ただ、そのアデーレだからこそ、凄絶な戦いのすえに散ったケイトリンに、正論を突きつけられた。


  「ケイトリンだってシルバーハンズ首脳陣だってさ、慣性制御と従来型のフォーメーションのレガシーの融合を構想してたじゃん。で、ホライズンズの、慣性制御なしじゃ成立しない、慣性制御を深く理解してゼロから生みだした戦術に吹っ飛ばされた。……コンセプトの土台から、あっちのほうがデキがいいんだから、順当な結果じゃん！　なのに、一矢も報いられないまま、後を頼むなんて、無責任なこと言うな！」


  　本気の怒りだった。そして、もっともな主張だった。


  　だが、次のセットを指揮する彼女が、今、言っていいことでもなかった。


  　アデーレがうつむきかけた顔を、正面に向けた。激情に目を爛らん々らんと輝かがやかせたまま、居並ぶプレイヤーたちをにらみつける。文句があるなら、勝つための手のひとつでも出してみろと、物言わぬままに主張していた。


  　彼女ほど勝利に貪どん欲よくなプレイヤーを、雄ゆう星せいは知らない。そのアデーレ・コンテが、負けることが前提の状態で、バトンをなかば押しつけられたのだ。もはやケイトリンには、ベストを尽くしてすら、これが限界だったとしてもだ。


  「……ごめん、ユウセー。ちょっと、他の人に聞こえないトコで、八つ当たりしてくる」


  　そう言って、顔を背そむけると、アデーレがハンガーから出ていった。


  　ハンガーの選手たちは、彼女を追わなかった。おそらく、アデーレの怒りが、幾分かは理解できるからだ。それほど、どうしようもない戦況だった。シルバーハンズは、一セット目、ウェイロン・ヤンの個人技でしか敵を殺とっていないからだ。集団戦術では完封されたと言っていい。そして、一度撃げき墜ついされた選手も、試合時間中に機体を修理できれば選手交替でフィールドに復帰できるが、ウェイロン機は全損でもう試合に戻れない。


  　ケイトリン側にも、ハンガーの音声が届いていたようだった。セーフティシェルで生き延びた彼女が、まだ整わない息の間から言った。


  〈……手厳しいな。だが、アデーレは正しい。たった十分や二十分くらい見ただけで、後に託されても、やりようなどない……。だが、それでも、やってもらわねばならない。……アデーレには勝ち目が見えないだろうが、それでも、そんなあいつが唯一の勝算だ〉


  　左腕を失ったメリッタ機と、大破したケイトリン機の残ざん骸がいが運搬されてくる。


  　第二リーダー機のアンドリュー・ペインにも、彼女の通信は聞こえているはずだった。だが、アンドリューは何も言わなかった。おそらくホライズンズに勝つビジョンがないのだ。


  〈……あいつだけが、チームワークにも新戦術の脅威にも目もくれず、ただ勝利を見ていた。強烈に勝ちにこだわるあいつの嗅きゆう覚かくなしに、チャンスはない〉


  　ケイトリンの言葉に、ハンガーの誰も動き出さなかった。いつもなら調子よくまぜかえすカールどころか、機体を下りてきたジェシーも、キラーの先輩のウェイロンすら、出ていったアデーレを呼びに行こうとはしなかった。


  　身体からだよりも前に、心が固くなっていつもどおりに動いてくれない。そして、なぜかと考えた途端、ネガティブな感情ばかりがわき出てくる。これが負けるということかと思った。敗北なんて、いくらでも経験してきた。なのに、胸が裂けそうだった。夢のチームで負けることが、こんなに悔くやしいなんて、思ってもみなかった。


  　そして、雄ゆう星せいは、もうひとつ、猛烈に腹が立って仕方なかった。


  「アデーレのとこには、俺が行く。……絶対に勝つぞ！　このまま終わったら、ホライズンズの引き立て役だろ！」


  　雄星には、あの新しい波に対抗する知恵などない。


  　だから、アデーレにそのセンスを借りるのだ。いつだって雄星より前を歩いていた、戦いと暴力に愛された彼女になら、何かが見えているはずだった。さっきケイトリンからバトンを渡されたときの反応は、無む謀ぼうさを楽しめるアデーレらしくなかったからだ。状況がよく理解できているからこそ、雄星にはピンとこないレベルで叶えて欲しい要求があって、それが八つ当たりしたいほどの怒りの原動力だった。そう思ったのだ。


  　アデーレを捜し始めて、発見するのはわりと簡単だった。


  　試合直前だからか、部屋のドアロックはかかっていなかった。


  　空気の抜けるような音がして、ドアがスライドする。中には、パイロットスーツの胸元をゆるめて、ソファに横たわってごろごろするアデーレがいた。ドアが開いたのに気づいて、彼女が慌てて身体からだを起こした。


  「なっ、ここ私のロッカールームだし！」


  　ばつが悪そうにソファから立ち上がるアデーレを見ると、雄ゆう星せいも緊張と使命感が音を立てて抜けてゆく気がした。


  「アデーレは、やりたいこととやりたくないことがはっきりしてるだろ。今は人に会いたくないなら、ひとりになれる場所にいるに決まってる」


  　すると、彼女が嫌そうな顔をした。


  「ユウセーが来てくれたのは、うれしいよ。でも、怒ってるのは本当。……本当に、ケイトリンってなに考えてるの？　わたしの前の試合って、あのボコボコにされたキャンプの最後の紅白戦なんだけど!?」


  「……ひょっとして怖いのか？」


  　雄星は、彼女でも戦いを嫌がるということが、驚きでもあった。ストライクフォールは、すべての敵選手がリーダー機に迫せまってくる競技だ。他のスポーツなら、あるいはリーダー機以外のポジションなら、経験豊かなバックスが「自分たちにまかせろ」と鼓舞してやることもできた。だが、ストライクフォールのリーダー機は、絶対の上下関係で指示を出すポジションだ。つまり、バックスが支えるために独自に動くと、指揮系統が乱れて連れん係けいが崩壊し、突然の敗北を喫する。古今の戦場でも、指揮系統の混乱で勝負がついた例は数限りない。リーダー機を守るため、統率が鉄のように固く守られねばならないスポーツなのだ。


  　だから、どれほど不安でも、リーダー機は毅き然ぜんとしていなければならない。そういう厳しさがあるから、指揮官が決して揺れてはならない軍で、盛んに演習として取り入れられている。ただでも最強のホライズンズが常識を超える新戦術を引っさげていようが、準備の余裕すらなかろうが、アデーレが二セット目で落ちれば試合終了なのだ。


  「わたしにリーダー機なんかやらせなくて、よかったじゃん！　ケイトリンのおしりに火をつけたら、わたしの役目って終わりだったんじゃないの？　なんなの、いきなり！」


  　言われてみれば、アデーレが動揺するのももっともな話だった。


  　あの紅白戦の惨敗の後、立ち直る暇すら与えられてはいないのだ。そもそも、人望がなくて負けたのに、それを挽ばん回かいする機会すらまだない。もはや見えている勝算はゼロかもしれないほどだ。なのに、チームがあれだけの大言をした開幕戦で、何も後ろに繋つながらない無様な敗戦は許されない。どんな強心臓の選手でも、普通はぶっ壊れる最悪のスタートだ。恥をかく役として敗戦処理を押しつけられたのだと、首脳陣を疑っても責せめられない、非情な選手交代だ。


  　彼女が、感情が決壊したように、雄星の胸板に拳こぶしを押し当てた。


  「噛かませ犬にしといて、こんなときに引っ張り出すのって、むちゃくちゃじゃん！」


  　こんなにも、悔くやしさと恐怖を露あらわにするところを見たのは、初めてだった。


  　だが、それを向けられて、嫌な気分はしなかった。つらい戦いの前に、他のメンバーに見せられない弱みを、雄ゆう星せいだけにさらしてくれたのだ。雄星は、その信頼にこたえたいと思った。


  　そして、雄星は、今の彼女に届きそうな言葉を知っていたのだ。


  「一生に、一回しか試合に出られないと思ってみろよ。この試合が終わったら、何もかも終わるんだ。……そうしたら、プレッシャーなんて、吹っ飛ぶぜ」


  　アデーレがはっとした顔を見せた。それが、雄星を見舞った運命のことだと気づいたのだ。


  「これが人生最後の試合だと思ったら、そりゃもう、何も考えずに楽しむしかねえだろ」


  　これは雄星が培つちかった、反射速度やチル・ウエポン耐性とはちがうもうひとつの武器だ。世界を変えて何十億人という敵を作った、鷹たか森もり雄星という男の心臓は、たぶん並外れて強い。


  　彼の言葉が、彼女を勇気づけられたものかはわからない。


  　だが、アデーレは、顔を見せないようにうつむいたまま、握った拳こぶしを雄星の胸板に何度も叩たたきつける。


  「……ズルいよ、ユウセー。そんなふうに言われたら、これ以上、愚ぐ痴ちれないじゃん」


  　雄星は、笑った。


  「愚痴るくらいなら、ぶん殴ってやれよ！　アデーレなら、宇宙一野蛮なプレイヤーにだってなれるさ。そうしたら、世界だって変わるかもな」


  　彼女がリーダー機に向いていると、雄星は言った。それは間違っていないと思っている。


  「ケイトリンは確かにすげえよ……。でも、おまえだって負けてねえ。おまえだって、十分すげえんだよ。だって、あの強いケイトリンに、リーダー機始めたばっかで、センスだけで勝ってたんだぞ？　そんなの、他のやつにはできねえよ！」


  「本当に、そう思う？　わたしのこと、すごいと思う？」


  　アデーレが顔を上げる。その緑の瞳に涙をためていたから、雄星は、彼女に不意に色気を感じてしまって、声が少しうわずった。


  「俺は、まだまだ自分がどうしたら強いか、みんなに教えてもらってるだけだ。パワー型プレイヤーって道があることを、二軍でブラバッキー監かん督とくに教えてもらって、今度はケイトリンだ。けど、おまえは、自分がどうやったら勝てるかを、自分で見つけてる。それだけで、今の俺なんか周回遅れにするくらい、先に行ってるんだよ」


  　雄星には、素直な気持ちをぶつけることしかできない。


  　伝わったかと様子をうかがうと、彼女が、にまにまとうれしそうにしていた。そして、うれしそうに雄星の胸板へと軽く頭突きすると、そのままぐりぐり額を押しつけてきた。
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    「よし！　ピンチのときでも、わたしについてきてくれる味方、ひとり目だよ!!　なんか、力がわいてきた」


    　アデーレのスキンシップは激しい。そんな彼女のことを、不覚にもかわいいと思ってしまって、大きい声を出してしまった。


    「突然甘えられたら、調子くるうんだよ！」


    「だって、わたし、ユウセーがたいへんだったとき、助けたじゃん！　ユウセーも、助けるのがフェアじゃん！　ちょっとくらい甘えていいじゃん……」


    　彼女も、自分のしていたことが恥はずかしくなったか、顔を真っ赤にしていた。


    　頬ほおを染めて、目を潤ませたまま、アデーレが言った。


    「わたし、勝たずに終わるのは、ぜったいイヤ！」


    　異性を意識してしまった直後だったから、雄ゆう星せいは清すが々すがしいばかりの脳筋っぷりに笑ってしまった。


    　強烈な勝利への意志──これが、アデーレ・コンテなのだ。彼女が、雄星へと、信頼を込めた視線を向ける。そのとき、気づいた。アデーレには、たとえばケイトリンを最後まで守ったメリッタ・イズメイリのような、命運を預けられる僚りよう機きが必要なのだ。だから、雄星は、新しいリーダーを力づけるように肯定した。


    「思うようにやってみろよ。俺が守ってやる」


    　アデーレが、意を決して声を上げた。


    「うん、わたしは勝ちたい！　いや、絶対に勝つよ!!」


    



    　そして、アデーレを連れ戻した雄星は、即座にハンガーから整備スタッフに追い出された。


    　ストライクシェルの応急修理と整備で修しゆ羅ら場ばになっていたためだ。そして、ミーティングルームにすぐに行くよう指示された。すでに戦術ミーティングが始まっていたのだ。


    　遅れてきたアデーレと雄ゆう星せいに、ベースに帰還していた敗戦の将ケイトリンは、ただ「よく戻った」とだけ言った。他の選手は、クラッシュして帰ってくる最中の者以外は、全員すでに揃そろっている。アルバ監かん督とくとヘッドコーチは、ベースの指揮所から立体映像通信での参加だ。


    　二セット目の戦術ミーティングは、監督による前セットの総括の途中だった。


    〈認めよう。シルバーハンズは、フォーメーション──古い技術の延長に希望を見て、慣かん性せい制御という新技術に乗り切れなかった。ホライズンズは、新技術の開発コストと、古い技術を廃棄するコストを投入できた。技術の潮目が変わるときには淘とう汰たが起こるものだが、慣性制御を実用化した我々が、古い技術の廃止コストを払いきれずに負けたわけだ〉


    　六年前までシルバーハンズのスター選手だったアルバ監督の分析は、身も蓋ふたもなかった。監督の潔い敗北宣言の後に、カークマンヘッドコーチが続けた。


    〈これまでのストライクフォールが、攻撃と防御が明確に分かれた野球やアメリカンフットボールのようなテンポのスポーツだとしたら、新しい散兵戦術は一瞬で攻防が入れ替わるサッカーやバスケットボールだ。もはや、フォーメーションを組んで戦うという前提から、再考する必要がある〉


    　その現状分析は、頭の悪い雄星が聞いてもたぶん正しいが、衝しよう撃げき的だった。選手たちも、お手上げであることを察してはいたが、首脳陣がそれを表明してしまうのは、異常事態だ。


    　そして、アルバ監督による、一セット目の完敗からの次の手もシンプルだった。


    〈だが、次のセットを捨てることはできん。だから、少しでも勝てるビジョンを持っている者に、試合を預けることにした。検討したすえの、首脳陣による結論だ。二セット目のリーダー機、アデーレ・コンテに全権を任せる〉


    　慣性制御で従来戦術を補強するというコンセプトが、ホライズンズにまったく通用しなかった以上、強化キャンプでそれを否定し続けたアデーレに賭けるというのは、ひとつの戦術判断ではあった。


    　チームがざわつく中、二セット目のチームを率いるアデーレが、ミーティングの新しい進行役として立ち上がる。そして、最初に、椅い子すに腰掛けた選手たちの中にいたケイトリンを指さした。


    「まず、これだけは言っとくよ。リーダー本人が、次のリーダーに『勝て』とすら言えない状況作っといて、いきなりバトンなんか渡すな！」


    　ケイトリンが、潔く頭を下げる。


    「すまなかった……。おまえの言うとおりだ。あまりにも悪い状態で、おまえに引き継いでしまったことを詫びよう」


    　アデーレと、ケイトリンでは、リーダーとしてまったく性格が違う。アデーレは戦いの歓よろこびと勝利を、ケイトリンはたぶんチームを見ているからだ。強化キャンプで衝しよう突とつしたのは、当たり前のことだった。


    「それじゃ、気が済んだから、次は勝つための話をしよっか」


    　アデーレは、部屋の白い壁面に、前のセットの試合を映し出させた。


    　一セット目に監かん督とくが見せた、シルバーハンズとホライズンズの各選手の移動エリアを表示させた、ヒートマップだ。ただし、セット終了までの全軌き道どうが入っている。


    　それを見て、息を呑のむ。こうしてヒートマップを作るとはっきりとわかる。ホライズンズの動きは、フィールドの広さをそれぞれ意味や役割をもった軌道で埋めている。慣かん性せい制御による軌道をむりやり曲げる能力の登場で、試合は高速化した。だが、高速になるとは、短時間で長距離を移動できるということで、フィールドの広さを有効活用する道を拓ひらくことでもあったのだ。そもそも、試合でフォーメーションを組んで集団で移動していたのは、宇宙があまりにも広すぎたからだ。宇宙が狭くなるほど高速で動いて、適切に曲がることができるなら、この前提が崩くずれる。フォーメーションを組まなくても欲しいときに火力を集中できる。


    　エイジェイが天を仰あおいだ。


    「おれたちは、宇宙が広いってことが常識すぎて、狭くなる可能性に気づかなかったんだな……」


    　雄ゆう星せいにも、自信を持って言えた。彼らシルバーハンズは、ベストを尽くしてきた。だが、相手は、たぶん、より頭を使ったうえで、さらによい選手を集めて、もっと突き詰めた。生なま半はん可かではない厳しい練習を積んだからこそ、ホライズンズが到達した場所までの険けわしさをイメージできた。


    　だが、アデーレは、始まりそうになった議論と自分たちとの比較を、強い視線で制した。


    「負けた話は、今は、これ以上はいらない。……もっと具体的に、あいつらの強いところをちょうだい」


    　最初に口を開いたのは、一セット目に唯一の戦果である二機を落としたウェイロン・ヤンだった。


    「やつらは、打撃力のある相手に、躊ちゆう躇ちよなく捨て石をぶつけてくる。二機単位で動いておるから、厄介な相手を除くために被害担当をぶつけても、それ以上の被害にならん。我々殺手キラーには、忌いま々いましい話だなッ」


    　まさに、そうやって二機落としたが、ホライズンズに対して、それ以上はまったく傷口を広げられなかった。


    　本人もキラーあがりであるアデーレは、キラー戦術の理解が早い。


    「なるほど。敵のフォーメーションに突っ込んで、衝しよう撃げき力で編隊を乱して敵リーダーを殺とるのが、キラーの仕事だもんね。ダメージコントロール能力が高いわけだ」


    　最初に墜おとされたジェシー・アインシュタインが、後に続いた。


    「リンカーの慣かん性せい制御で、高速と低速を一瞬で切り替えてくるのは、やべえな。ありゃ、速度をストックするためだけのペアを作れねえと、成立しねえ。二機単位だとペアを七つも作れるから、そのうち一つくらい加速役や減速役にしても、戦力がたいして低下しねえんだな」


    　アルバ監かん督とくが、相手オーダーのことを補足してくれた。


    〈今日のホライズンズのスタメンは、全員がチル・ウエポン耐性B+以上の選手だ。慣性制御の頻度を高くしてでも、秒速四十キロメートルを維持したいからだと考えられる〉


    　とてつもない速度だから、対応して追いかけようとしても、加速がまったく追いつかなかった。シルバーハンズでは、今年の戦闘速度は秒速二十キロメートルだと予想して、訓練を積んでいた。秒速四十キロで戦う準備なんて、他のどのチームもまだできていないはずだ。


    　そして、もっとも散兵に苦しめられたケイトリン本人が、軽く手を挙げた。


    「チームの選手は、皆、射撃能力や反応速度によって、向いている機動速度が違う。だが、フォーメーションを組むとなると、それでも全体の速度を合わせなければ、編隊が形成できなくなる。ペアという小さな戦闘単位で散兵をやるなら、このデメリットは最小になる。……さまざまな戦闘速度で、選手の能力を最大限に発揮できる」


    　ホライズンズの強みを列挙することで、自分たちが勝てる糸口を探そうとしているのに、どんどん絶望的になるようだった。


    　だが、アデーレは、迷える一軍戦士たちの顔を、見回すと、静かに言った。


    「監督。二セット目、本当にわたしが思うようにやっていいんだよね？　うん、ありがとう。……それじゃ、みんなに作戦を出すよ」


    　口調は軽くても、今の彼女は、厳粛さすら伴って見える。


    「──とりあえず、ひとり殺そう」


    　天性のハンターだけが、その目に異様な輝かがやきを宿していた。不屈の闘志で支えるのでもなく、ポジティブにこの状況をとらえようとしているのでもない。心から、この狩りのときタイム・トウ・ハントを楽しんでいた。


    「あいつらが持ってきたコンセプトは、宇宙で最新だね。……うん、それはわかった。あいつらの頭の中に、戦術の世界最先端がある。けど、殺しちゃえば、もうフィールドで、それを実現することはできないよ。……あいつらには、世界最高のものを頭に入れたまま、死んでもらおう」


    　暴力にどっぷり浸かった、世紀末な脳筋理論だった。だが、容よう赦しやのない現実の一面をとらえていた。世界のどうしようもなさを、皆が常識として知っていたから、それを共通言語として共有できてしまった。先週、テロでファン感謝デーを台無しにされたばかりだった。


    　だが、あまりにも当たり前の疑問が、チーム一のくせ者、クリクリ・リビエルから飛んだ。


    「それって、作戦なの？」


    「作戦だよ。……だってさ、……完全にフォーメーション戦術をやめるなんて、今シーズンからいきなりできるはずがないんだよ。ひょっとしたら、いつかはできる日が来るかもしれないけどさ。でも、そのときは、実戦データすらろくに集まってない開幕戦の今日じゃない」


    　それは、新戦術の衝しよう撃げきに呑のまれていた雄ゆう星せいが、完全に失念していたことだった。ホライズンズにとっても、今回は実戦投入の初戦なのだ。


    　アデーレはヒートマップを見て、大きくうんとうなずいた。


    「ゴールは、リーダー機を殺すこと。だから、そのために、相手にとって価値の高い選手を、ひとりずつ殺していこう。まずは、高速と低速を切り替えるための、ハブ役になってるリンカーだね！」


    　カークマンヘッドコーチが、一セット目でリンカーとして働いていた選手を洗い出した。六人いたが、明らかにそのうち二人の稼か働どう率が高かった。


    　確かに、ホライズンズは覇者と呼ぶにふさわしいチームかもしれない。だが、アデーレ・コンテは、天性の狩かり人うどだ。センスで動く彼女は、まさに今、最強を殺すための手段を見いだしつつあるのかもしれない。


    「まずはこいつから！　前線と中衛をつなぐハブ役になってるから、こいつを落としたら、相手の攻め手がひとつ減るよ」


    　戦術に最後のゴーサインを出す役目であるアルバ監かん督とくが、尋ねた。


    〈興味深い提案だ。だが、どうやって、リーダー機を潰つぶす？〉


    　その当然の疑問へ、アデーレが返したのは、たぶん天才か、あるいは紙一重の何かの発想だった。


    「リーダー機は狙ねらっちゃダメだよ。一機ずつ叩たたき潰して、楽勝だと思ってるあいつらを、散兵が機能しなくなる限界線まで引きずり下ろしてやるんだ。……そうなりそうだとわかったら、必ず、リーダー機を前に出して釣り出そうとする。狙いは、そこかな」


    　監督以下、全員が言葉を失った。正気を失うまで潰したり潰されたりし合う、死闘になるということだった。開幕一戦目にして整備計画が吹っ飛んで、二試合目から《ホーリーグレイル》を揃そろえられなくなるかもしれない。


    「少しでも、あいつらの想定が薄い状況に追い込むんだ……。そうしたら、いつか必ずボロが出る。ガマン比べだよ」


    　そして、ピエル＝ルイスたち数人の選手が、アルバ監督へと視線を向けた。勝負の前に、訓示を求めたのだ。監督は、アデーレの名前を呼び、新たにリーダーとして公式デビューを飾る彼女に、チームを鼓こ舞ぶするよう促す。


    　だが、アデーレはどこまでも自由だった。


    「それじゃ、ユウセー。戦闘前の演説、よくわかんないから、かわりにやって！　もう、宇宙一無む謀ぼうなプレイヤーとして、なんかみんなに気合い入りそうなこと言っちゃって！」


    　突然、無茶振りをされて、雄星は反射的に立ち上がってしまった。チームメイトの視線が、一気に集まった。一軍デビュー戦のルーキーが、こんな大一番で何を言えばいいのかと、混乱する頭で考える。だが、ジェシーやケイトリン、アンドリュー、エイジェイ、メリッタ──、夢に見たスターたちに囲まれていた。今、対等の選手として見てもらっていると思うと、彼らが自信に満ちていないことが我慢ならなかった。


    「シルバーハンズは、下を向かねえ！　絶対にだ!!」


    　声は恥はずかしいくらいうわずっていた。だが、腹の底からわき出た吠ほえ声だった。試合前にアルバ監かん督とくが言っていた、あの強さ──ともに夢と歴史を背負うプライドがあれば、敵が最強でも必ず届くと信じた。雄ゆう星せいだって、フィールドに出れば、失敗するかもしれないし、無む惨ざんに負けるかもしれない。だが、夢のチームだからこそ、何だってできる気がした。


    「俺たちと、ホライズンズに、そんなに差はない。あるはずがねえ……。俺は知ってる。あんたたちは強い！」


    　そのとき、心に火がつく音を聞いた。


    　一軍にあがったばかりのルーキーにそこまで言われて、黙っているシルバーハンズではなかったのだ。


    「……山ザルが、好き勝手言いやがって。本当のおれたちの強さってのを、見せてやらなきゃなんねぇな」


    　エイジェイが、闘志をその瞳に宿して言った。シルバーハンズの一軍の選手たちの面構えに、傲ごう慢まんなまでの自信が取り戻されていた。


    　もう、ここにいるのは、一セット目を大差で落とした敗者ではなかった。雄星が憧あこがれた、誇ほこり高い強者たちだ。


    



    　そして、運命の二セット目が始まる。


    　インターバルの間に、撃墜クラツシユされた選手を全員回収できたのは、僥ぎよう倖こうだった。選手交替を行い、十五人のフルメンバーをマスドライバーで星の海に送り込んだ。


    　雄星は、アデーレの作戦で、指示があるまで待機することになった。いつでも出場できるよう《コントラクター・アサルト》の操縦槽コツクピツト内から、ヘルメット内ディスプレイで試合を見守る。


    「あいつらはさ、あの散兵スカーミツシヤーでシーズンを戦い抜くつもりなら、絶対にもっといっぱいカードを用意してるはずなんだ。だから、こっちも伏せたカードがいるんだよ」


    　彼女はそう言った。


    　アデーレは、シルバーハンズを指揮するにあたって、彼女の指示に必ず従うことを要求した。これができないなら、リーダー機として出場することを拒否するとまで、言ったのだ。彼女の戦いは、そのくらい過激だった。


    　巡航速度は秒速四十キロメートルで、ホライズンズの散兵に合わせていた。その超高速の編隊を、彼女は十三機も使ってひとつの編隊を作っていた。六面体の頂点を二個組み合わせたような無意味なほど固いフォーメーションを先導するように、エイジェイとカールの二機だけが離れて飛んでいた。


    　先陣をまかされたような格好のカールの、興奮した声が、通信越しに雄ゆう星せいにも聞こえた。


    〈オレがいっちょ、ヒーローってやつになってやろうじゃねえか！　オレの使い方が、あんたにもわかってきたみたいだな〉


    　だが、逃げようがない位置にいるカールに下された、アデーレの指示は非情だった。


    〈カールはね……まず、捨て石になって死のうか。とりあえず、死ぬ場所は、曳えい航こうしてベースに帰還しやすいこのあたりね。そしたら、チーム的に最小の犠牲で、相手のチームと有利交換できるから〉


    〈おいてめえ、ナメてんのか？　選手のやる気をうまく使って──〉


    　くってかかったカールに、アデーレは言い放った。


    〈カールを生いけ贄にえ………囮おとりにして、ホライズンズのリンカー一枚だよ。年俸いったい何百倍差だと思ってんの？〉


    　あまりにも堂々と言い切ったその勢いに、カールが詰まった。そんなカールに、アデーレがさらに畳みかける。


    〈これは、カールにしかできないんだよ。わたしがリーダー機してるデータを、ホライズンズは持ってないから、カールがわたしにとってどのくらい重要なのか、向こうわかんないからね。脅威度が伏せ札なうちに、相手に高値をつけさせて有利交換シャークトレードしようっていうんじゃん！　相手からするとエラーだったってすぐわかるから、リズムを崩くずさせるのに最高なんだよ！〉


    〈てめえ、一瞬納得しかけたけど、オレを屑くずカード扱あつかいしてんじゃねえか〉


    　言い返したカールが、しばしの沈黙の後、大きなため息をついた。


    〈……釈然としねえが、オレじゃなきゃできねえんだな。……乗ってやるさ〉


    　わかっているのだ。犠牲を前提でやらねばならないほど、今のホライズンズに先制で一撃くれるのは難しい。


    　ホライズンズは二セット目も散兵戦術だ。だが、今回は、距離を詰めてくるのではなく、様子見をするように大回りにシルバーハンズ編隊のまわりをめぐっている。アデーレのフォーメーション機動が明らかにセオリーを外しているからだ。


    　囮のカールから百キロメートルほど離れて飛ぶエイジェイが、ほうと感心した声をあげた。


    〈なるほど。……向こうさんもまだまだノウハウ不足ってことか。道理だな〉


    　ホライズンズとて、完かん璧ぺきではない。やはり、この試合は初戦だということだ。普通ならやらない無む謀ぼうな戦法に対する備そなえまで、万全なはずがなかった。


    　アデーレは、隙すきを見つければ食いつく系女子だ。その攻めあぐねを見て取るや、ホライズンズが決断するよりも速く、チーム総員の進路を決めた。コースの先にいるのは、ホライズンズのリーダー機、名将ガントラム・ウェーデマンだ。慣かん性せい制御で進路を曲げて、最短距離で突っ込む。奇しくも第一セットの最初とシルバーハンズの行動は似ていた。違うのは、そこに至るまでに積み上げることができた崩しだ。


    　ホライズンズの各選手は散兵としてフィールド中に散っていた。だから、ガントラムを守る者は、わずか二人しかいない。そして、両チームの速度は、ともに秒速四十キロメートルだ。シルバーハンズの背後に回っていた位置の選手は、絶対に救援に間に合わない。


    　ホライズンズは、リスクを選んで先鋒を攻撃しなければ、ガントラム編隊が拘こう束そくされて速度を落とし、後続のシルバーハンズ本隊にのみ込まれてしまう。だが、王者たちは、集団だけではなく、個の力でも強者だった。いつの間に接近していたのか、一組のペアが、ちょうどカールたちとアデーレたちの本隊との隙すき間まに、超高速のままするりと滑すべり込んだのだ。ぞっとするほど見事な、完かん璧ぺきに相手の動きを読みきっていなければ成立しない動きだ。


    　分断を行ったのは、シモーナ・ピリアーノとクリスティーナ・ロク。若き天才プレイヤーたちが、そのまま十三機もいるアデーレ編隊に大胆にも突っ込んできた。相手のフォーメーションの機先を制して一撃くれることで、突撃の衝しよう撃げき力を台無しにするためだ。それでアデーレたちを三秒も混乱させれば、その間に、ガントラムたちは悠々と脱出できる。


    　だが、そのとき、雄ゆう星せいはアデーレの楽しそうな笑顔を想像できた。分断されると同時に、カールだけを切り離して、エイジェイを本隊へ向かって慣かん性せい制御で反転させたからだ。


    　ホライズンズの勇敢なペアが、雷光織りサンダーウイーブの波打つような軌き道どうで攪かく乱らんしながら、アデーレたち十三機の密集へと肉薄してゆく。背後からエイジェイがぴったりと詰めてくるせいで、間合いを活用して攻撃のタイミングを選ぶことができなくなったからだ。シモーナとクリスティーナは、すでに死地にある。包囲されているのに、この二人がリーダー機を守るディフェンスの最終ラインだから、時間を稼がなければならないことは変わらないせいだ。


    〈オレの大一番、しっかり見やがれ！〉


    　吠ほえるカールが、ガントラムたち三機に一いつ蹴しゆうされた。


    　だが、その間に、背後からはエイジェイ、正面からは十三機による集中砲火が、シモーナとクリスティーナを捉とらえていた。必死にかわそうとするも、もはやこの状況で生き残るのは、奇蹟が起こっても不可能だ。アデーレたちに突っ込んだのとほぼ同時に、ペアが立て続けに火を噴ふいた。


    〈よくやったぞ、カール！　君にしては最高の仕事だと、ほめてやろう〉


    　めったに人をほめないピエル＝ルイスが、興奮していた。射撃の名手である彼が、動きの落ちた二機に、立て続けに大型レールガンを叩たたき込む。超高速の砲弾に貫かれて、《アポロン》が爆炎に包まれる。


    　アデーレは、シルバーハンズの通信回線を、チーム内でオープンにするよう指示していた。その回線に、メンバーたちの歓声が響いていた。


    　チームの空気が変わっていた。ケイトリンが一セット目でついに成功しなかった、個人技ではなく試合の流れの中での撃げき墜ついだったからだ。


    　身震いするほどの興奮だった。アデーレは、自分に人望が足りないことをわかっていて、どんなかたちでも結果をひとつ出すことで、求心力を手に入れたのだ。彼女は、短い時間の中で、急速に成長している。敵の骸むくろを並べることで人望を買ったのは、さすがの蛮族スタイルである。


    〈しんどいだろうけど、攻め続けるよ！　あいつらの散兵は、たぶん、被撃墜クラツシユした選手を引っ張ってベースに戻るのには向いてない。フィールドプレイヤーが一時的に減るほど、穴が大きくなるかんね〉


    　選手交替するためにクラッシュした仲間をベースに連れていくのは、フォーメーションを組んでいればそう難しくない。曳えい航こう役をひとり抽出して安全なコースで飛ばせればいいだけだからだ。だが、散兵では、それをするには、フィールドで他のペアと有機的に連れん係けいしあっているペアをひとつ引っこ抜かねばならない。


    　アデーレが、撃墜されてセーフティシェルの虹色の泡を展開する二機のそばで方向転換する。敵リーダー機を追撃すると見せかけて、その隙すきにシモーナとクリスティーナを救出に接近するだろうペアを誘おびき出したのだ。


    〈釣れた！　あの二機はぜったい墜おとして!!　リンカーだよ〉


    　アデーレは、チームメイトに、リンカーを最優先で狙ねらう理由を、もっとも替えが効かないからだと言った。リンカーは、他の選手の速度を調整するとき、慣かん性せい制御を短時間で連続使用する必要があるため、チル・ウエポン耐性は高いほどいい。太陽系軍団のホライズンズとはいえ、耐性Ａの選手は三人しかいない。そのうちひとりはフィールドに出ていないリオン・マクスウェルだから、いつでも頼れる安定したリンカーは、二人しかいないのだ。


    　自分たちが狙われることを、ホライズンズのリンカーもよくわかっている。慣性制御で軌き道どうを曲げて、逃走しようとする。それを十四人で追いかける。一見、雑な戦い方だ。だが、アデーレの狩りのセンスを、追われる者が思い知るのはここからだった。


    　リンカー──ジャード・カーソンとヨンチャン・ウェイ魏勇城は、昨年までめざましい結果を出してきた選手ではなかった。雄ゆう星せいと同じ、慣性制御の時代になって見いだされた若い選手だ。つまり経験が足りないということで、そこにつけ込んだ。追いかけてきたシルバーハンズ編隊から距離をとろうとした二人を、フィールドの端はしを区切る、《キャッチャー》の壁へと追い込んだのだ。


    　フィールドを広く使うとは、フィールドの端が近くなるということだ。《キャッチャー》に触れて速度がゼロになれば、もう助からない。


    〈さあ、殴り合いボクシングの時間だよ！〉


    　アデーレは、本当に楽しそうだった。障害物がない空間の端に追い詰められた状態で、等速の相手に内側をとられるのは、完全な詰み手だ。そして、せめて一矢報いようと逆襲してきた二人を、多勢に無勢で刈り取った。


    　前セットでは無敵かと思われた散兵戦術の、意外なもろさと、それをついたアデーレの手並みに、観客が熱狂していた。


    〈これは、まるで時代を決める戦いだ！　散兵スカーミツシヤー戦術が、すべてを過去に追いやるのか？　それとも、新たな歴史は、フォーメーション戦術の進化の先にあるのか？〉


    　スポーツ中継では、シーズンの今後を占うような展開になった試合に、解説者も熱狂していた。


    　だが、チームのオープン回線から聞こえるアデーレたちの空気は、まったく浮かれてなどいなかった。完かん璧ぺきに罠わなにはめた状態から、シルバーハンズ側の連れん係けいも泥縄だったせいで、個人技で三人も道連れにされたのだ。数だけ見れば、被害がトントンになってしまった。


    　アデーレが、ついにここを勝負どころとみたか、監かん督とくを呼んだ。


    〈監督。ユウセーを、カールと交替でフィールドに打ち上げリフトオフさせて。ホライズンズは、フィールドに入ってすぐの速度が上がってこない間を、絶対に狙ねらいに来るから〉


    　選手交代は、試合ではもっともよく狙われるタイミングだ。ベースに帰るのにぞろぞろたくさんで移動はしないから、フォーメーションに合流する前の単機の選手が一番狩りやすいためだ。


    　アルバ監督が、指揮所から通信でアデーレに尋ねた。


    〈散兵戦術は、ペアの数が多いぶん、刺客を抽出しやすい。そのことを、わかったうえだな？〉


    〈……その分離した連中を、ユウセーとわたしたちで挟撃したいんだよ！〉


    　まさに野蛮の極み、あらゆる選手を囮おとりにして敵との有利交換を狙う、完全殺し屋フルヒツトスタイルである。


    　アルバ監督が〈いいだろう〉と返した。カークマンヘッドコーチから、雄ゆう星せいのヘルメット内ディスプレイに、打ち上げタイミングとコース指示が来た。


    　雄星は、逸はやる心を止めようもなく、ハンガーからエアロックへと《コントラクター・アサルト》を歩かせる。


    　アルバ監督が、ヘルメット内ディスプレイに呼びかけてきた。


    〈ベストを尽くしてこい。おまえの育成は、この試合で様子を見た後、一か月から二か月かけて、じっくりやるつもりだったが。キープレイヤーとして試合を託すことになるとは、わからんものだ〉


    　監督が気にかけてくれていた。子どもの頃から試合を見てきたヒーロー、フォックス・アルバに勝負を託されたと思うと、興奮で頭がおかしくなりそうだ。だが、胸にちりちりと焦燥が宿る。危機にあるチームには悪いが、これは雄星に与えられた、願ってもないチャンスだった。もっと期待してもらえる男になりたいと思った。目を閉じて、大きく深呼吸すると、あえて野蛮な山ザルのように吠ほえる。


    「今日の試合が終わったときには、俺を軸にして戦術を考えたくなるような、結果を出してやるよ！」


    　ヘルメット内ディスプレイに映るアルバ監かん督とくが、男くさい笑みを見せた。


    〈よし、行ってこい！〉


    　フィールドでは、勢いに乗っているうちに戦果を拡大するため、アデーレたちがさらなる攻撃を始めていた。


    　遠くから画面で見ていたこの激戦に、雄ゆう星せいはこれから飛び込む。


    　ベースから広大な月面に出ると、ブースターを噴ふかして月の空を飛び、マスドライバーへと向かう。その操縦槽コツクピツトで、我知らず、雄星は因縁の深いこのマシンに語りかけていた。


    「《コントラクター》、おまえは、とばっちりなのに、俺より大変だったんだな。俺は、自分で結果を出して名誉挽ばん回かいできるけど、おまえはフィールドの中でしか自由はねえからな」


    　物も言わず感情もない相手だとわかっていても、言っておかねば、かけた迷惑に対して筋が通らない気がしたのだ。この試合から、彼とマシンの関係を、一から始めるためにだ。


    「悪かったな。もう、今日で、汚れ役は終わりだ。これから、おまえのものになるはずだった本物の栄光を、くれてやる。だから、──頼む、《コントラクター》。俺に力を貸してくれ」


    　フィールドの外にあるものを、あまりにもたくさん背負いすぎてしまった。だが、今、本当の勝負が出来る。今日、フィールドで輝かがやくことができたら、きっと何かが変わる。


    　マスドライバーの架台に、《コントラクター・アサルト》の足を固定する。ケネディ市の管制官が、射出前のアナウンスを伝えてきた。


    〈ユウセイ・タカモリ──。《コントラクター・アサルト》、射出準備完了。マスドライバーによる射出は、安全のため、最大初速は秒速十五キロメートルとなっています〉


    「十五キロで頼む」


    〈それでは、カウントダウンを簡略で開始します。五フアイブ、四フオー、三スリー、二ツー、一ワン──〉


    　そして、〈射出インジエクシヨン〉のコールとともに、強い加速度で、雄星のコックピットは後ろへと引っ張られる。操縦槽にかかる加速度の影響を低減するチル・ウエポンをもってしても、すべてを消せるわけではない。上半身を固定するガイドダンパーを握って、その力に耐える。宇宙へと伸びる長いレールをあっという間に走り抜け、《コントラクター・アサルト》が、レールの途切れた断崖から遠くに放り投げられる。


    　星の海へと投げ上げられるや、雄星はメインブースターと機体の全スラスターを全開にした。二軍の《クエスター・アサルト》とは、次元の違う加速が、《コントラクター・アサルト》を一気に加速させた。目標は、アデーレたちが慣かん性せい制御チル・ウエポンによる体温低下に耐えながら戦う、秒速四十キロメートルの戦場だ。


    「まわりに機体は……来ねえのか」


    　雄星は、ヘルメット内ディスプレイの表示で、周辺の機体の所在を確かめる。フィールド全域に、ホライズンズの散兵スカーミツシヤーは散らばっているが、こちらに接近しているペアはいない。たぶん、現在は十一機、五ペアしか稼か働どうしていないため、フィールド内のカバーできる範囲と密度が下がっているのだ。


    「散兵ってのは、思ったより扱あつかいが難しいのか」


    　絶対強者のようだったホライズンズが、やりたいことをかたちにするために自みずからの限界に挑んでいる。そう思うと、戦っているという実感が、ふつふつとわいてきた。


    　千キロメートル以上離れた場所から、アデーレの通信が入った。


    〈ユウセーは、わたしの直掩エスコートに入って。……ホライズンズが仕掛けてくるよ。本当の勝負は、ここからだから〉


    　彼女は、舐なめてかかってきた王者の横っ面つらを張り倒した。だが、こんなもので終わりなはずがない。シルバーハンズは、散兵戦術のデモ相手ではなく、戦う相手としてようやく舞台に上がることができただけなのだ。


    　意気の上がるチームメイトに、アデーレが檄げきを飛ばした。


    〈みんな！　ホライズンズが何を仕掛けてきても、秒速四十キロメートルを相手もまだ使い切れていないことと、指示はかならず守ることだけ、忘れないで。あいつらが用意してきたカードを、使い切れないまま殺しちゃおう〉


    　アデーレが言っているのは気構えだけだが、どう戦うのかは共有できていた。フィールドの端はしに張られた《キャッチャー》へと、集団で散兵のペアを追い込む。奇襲だったカールを囮おとりにした戦法を除けば、散兵を相手に、まともに機能した戦術はそれしかないのだ。


    「俺はどうしたらいい？」


    　尋ねた雄ゆう星せいに、アデーレが返す。


    〈うーんとね。秒速二十五キロで加速を止めて、リンカーやって。……ちょっとみんな消耗してきたから、一回、速度を下げたいんだよね。……ホライズンズも、選手交替してから仕掛けてくるはず。だから、フィールドに入って、加速してくるのに合わせて、こっちも速度をもう一回上げてぶつかりたいんだ〉


    　秒速四十キロメートルは、超高速競技であるストライクフォールでも無茶な巡航速度だ。一辺四千キロメートルという超巨大なフィールドですら、わずか百秒で横断してしまうからだ。去年まで最高でも秒速十キロ程度だったのは、ブースターの推力だけでは減速が間に合わずに《キャッチャー》の壁に衝しよう突とつしてしまう危険が高かったせいだ。今では慣かん性せい制御で軌き道どうを曲げればいくら高速でもよいが、代わりにフィールドに留まるためだけに慣性制御チル・ウエポンに体温を奪われ続ける。アデーレたちはありえない無茶を、もう五分ほども続けている。試合のペースを落とす頃合いだった。


    　雄星は「わかった」と、返して、軌道を合流地点に合わせる。ふと、今日の試合のアデーレは、これまでと違うような気がしたのだ。


    「……そういえば、指示が、人間にもわかりやすくなってるぞ。前は、ばーん、とか、どかーんとかだったのに！」


    　通信がオープンチャンネルになっていて、チーム中に聞こえているから、どっと笑いが漏もれた。アデーレが、ムキになって言い返してきた。


    〈こっそり練習したんだよ！　誰でもわかる弱点そのままにしとくほど頭悪くないよ〉


    　いい雰囲気の間に、雄ゆう星せいはシルバーハンズ編隊と合流した。慣かん性せい制御で軌き道どうを曲げて、アプローチのときの相対速度を下げておく。その間に、シルバーハンズは、残った十一人が全員で手を繋つないでいた。雄星はそのフォーメーションの端はしの機体の手を掴つかんで、慣性制御で速度を同調させた。


    　この試合二機の撃げき墜ついを稼いだ名手ピエル＝ルイスは、耐性がケイトリンと同じB-なおかげで、相当きつそうだった。


    〈ありがたい。さすがに、きつくなりだしていたのでね〉


    　十二機が秒速二十五キロメートルに減速し、雄星の慣性制御に相乗りして一息つけるようになったチームメイトから、本当に苦しかったのか安あん堵どの声が漏れた。軽口や、感謝の言葉も投げられた。雄星は貢こう献けんできたことが、ひどくうれしかった。


    　アデーレが弾む声で指示を出した。


    〈ユウセー、これから秒速四十キロまで加速しといて。向こうの動き出すタイミングで、もっかいみんなで高速戦闘に入るから〉


    　今、ホライズンズは、撃げき破はされた味方をベースに送って、選手交替をすることに注力している。散兵同士で連れん係けいしながら交替のケアをするこの動きに、隙すきがなくて手を出せないから、この時間をわずかでも体温を回復させることにあてたのだ。シルバーハンズも、さっき撃墜された三人が、選手交替のためにフィールド外へと移動しているところだ。


    「わかった。……強化キャンプでリンカーの練習をさせられたときは、リンカーなんて、ここまでデカい仕事だと思ってなかったぜ。なんでも、備そなえとくもんだな」


    　仲間の編隊から一人離れて、ブースターとスラスターを全開にして、秒速四十キロを目指して加速する。速度を上げるうちに、フィールドの端が近づいたから、慣性制御で軌道を曲げる。耐性A+の雄星にとって、慣性制御チル・ウエポンくらいなら、作動にほとんど負荷はない。《コントラクター・アサルト》の加速性能で、ただ飛んでいるだけで、解放感で口元がゆるむ。


    　テンションが上がって、慣性で機体を流されるにまかせながら、スラスターで踊るように小刻みな方向転換や姿勢変更を繰り返す。エイジェイが、さすがに見かねたか、通信で注意を入れてきた。


    〈バカがっ！　気ぃ抜きやがって。まわりにいンのはホライズンズだぞ。そんなで攻撃食らって沈んだら、宇宙中の笑いもんだぞ〉


    　雄星は、自分がここにいると、宇宙にアピールするように《コントラクター・アサルト》に派手なブースター噴ふん射しやをあげさせる。


    「途中出場ってのは、試合を見てるしかなかったから、体が熱くてどうしようもねえもんだな。ちょっと無茶しねえと、気持ちよく冷えねえくらいだ」


    〈はい、ストップ！　ホライズンズの後続が上がってきたよ。このタイミングで切ってくるってことは、あれが切り札だね！〉


    　アデーレが、フィールドに上がってきた機体を眺ながめて、楽しそうに言った。


    　雄ゆう星せいはその機体を知っていた。ストライクシェルは人型が主流だが、これは戦闘機のようなシルエットをしていたからだ。あのファン感謝デーのとき、雄星を助けてくれた《ヘルメス》だった。


    　矢のような鋭するどい加速でフィールドを飛翔する《ヘルメス》を、数秒見ていたアデーレが、雄星を呼んだ。


    〈ユウセー、こっち来て、フォーメーションを加速させて。ちょっと仕掛けを急いだほうがよさそう〉


    　敵として出会った《ヘルメス》のリオン・マクスウェルと、どんな勝負ができるか考えると、わくわくした。


    「《ヘルメス》をやるのか？」


    〈あっちじゃなくて、《アポロン》の数を、ちょっと合流前に減らしたいんだ。……今、ああいう速そうな機体を出してくるのって、なんか、ヤな予感がする〉


    　アデーレが神妙な口調で話すときは、だいたい本当に窮地に陥る。戦いに関する彼女の勘は信用できるのだ。


    　急行する雄星へと、集結して手を繋つなぎ合ったシルバーハンズ編隊の機体に触れて、慣かん性せい制御を発動する。《コントラクター・アサルト》の速度と軌き道どうに、触れている全機が即座に同調して、秒速四十キロメートルの速度帯に入った。十二機が一塊になった、ストライクフォール競技で作れる最大規模の大編隊である。


    「次はどうする？」


    〈ユウセーは、わたしの直掩エスコートに入って。ケイトリンが言ってた、防御的キラーってポジション。たぶん、ホライズンズ、そろそろキラーを入れてくると思うんだよね〉


    　アデーレは、本人が慣性制御キラー戦術を強化キャンプで多用していたから、その強みをよく知っている。慣性制御を利用したキラーの切り込みを、従来のフォーメーション戦術で止めることは難しい。


    　専用機である《レッドソーン》の慣性制御改修がまだ終わっていないため、今日のアデーレは《ホーリーグレイル・アサルト》で出場している。手を離して戦闘のフォーメーションを組み始めていたチームメイトが、そのアデーレ機へ向けて、雄星の進路を開けてくれる。


    　その間も、次の攻撃目標へと、シルバーハンズ編隊は向かっていた。体力回復のためリンカーを使って秒速三十キロメートルほどまで減速していたのはホライズンズも同じで、そんなペアのひとつに狙ねらいを定めたのだ。


    　ペドロ・ノエルと、ロジャー・スタンリーだ。二人とも、移籍前の火星と地球の所属チームではエースとして遇されていた有名選手だ。


    　アデーレの指示で、十二機の編隊が標的を狙って突っ込むさまは、まるで巨大な龍が獲物を丸呑のみにするかのようだ。二人しかいない散兵が、同じ速度の十二機から逃げ切るのは、ほとんど不可能だ。それでも、慣かん性せい制御で軌き道どうを曲げて逃走しようとする。


    〈あっち！〉


    　アデーレが曖あい昧まいな指示を出すと、ヘルメット内ディスプレイに進路を指示する矢印が表示された。彼女は、脳波コントロールで矢印を出すソフトウェアを、ヘルメットに組み込んだようだった。


    　十二機が、足並みを揃そろえてペドロとロジャーへ向けて加速する。そして、見事にフィールドの終端を区切る《キャッチャー》へと追い込んでいた。それは、ボクシングで、フットワークとスピードで距離をとって戦うアウトボクサーを、インファイターがコーナーに追い詰めるときと、要領は似ている。致命的な一撃のある相手に近づきたくないから、アウトボクサーは捕まらない距離を保つために、近づかれると距離をとる。それを利用して、相手の動きを先回りして、ちょうど未来の予測位置へと踏み込むと、相手は逃げるために大きく軌道を膨らませることになる。だから、そこからさらに突撃すれば、相手はまた距離をとるため下がるしかなくなる。こうして、アデーレのようなセンスあるインファイターは、相手を絶対に入りたくないゾーンに押し込んでしまうのだ。


    　あらゆる物体から速度を奪う《キャッチャー》に接触してしまうほうへは逃げることができないため、回避運動は著いちじるしく制限されてしまう。だから、選択肢がなくなって、最後にはせめて道連れをと反転攻勢に出る。そして、そのとき犠牲者が立ち向かうのは、十二対二という数の暴力なのだ。


    　個人技での逆転を許さない圧倒的多数をぶつけるという、アデーレの戦術は、身も蓋ふたもないが、散兵に対しておそろしく有効だった。従来どおりにフォーメーションを組んでいれば簡単にあしらえてしまうから誰もやらない戦術であることが、また嫌らしかった。たぶんホライズンズも、マークされて研究が進む時期ならともかく、開幕戦の二セット目で荒削りながら散兵に対策を打たれたことに、戸惑っている。規格外のセンスに恵まれた、リーダー機の素人しろうとが、ゼロベースから思いつきで戦術を組み立ててくる状況など、予想できるはずもない。


    　とはいえ、王者ホライズンズは、ただ仲間が撃げき破はされるのを指をくわえて見ていたのではない。


    　ヘルメット内ディスプレイに、目を剥むいた禿とく頭とうの黒人男性の顔が、突然現れた。前セットをなんとか生き残ったアンドリュー・ペインが、切せつ羽ぱ詰まった声をあげたのだ。


    〈やべえぞ！　今度はこっちが《キャッチャー》に近づきすぎてる〉


    　ホライズンズのペアを仕留めるために《キャッチャー》に近づいたシルバーハンズを、まるごと追い詰めるような位置に、ホライズンズの散兵が集結しだしていたのだ。


    　シルバーハンズに緊張が走った。ホライズンズの逆襲が始まるのは、五秒後か、十秒後か。あのペアは、シルバーハンズを壁際に呼び寄せる役目だったのだ。


    　アデーレの決断は早かった。


    〈これは、しのぎきるまで防戦になるね。アンドリュー、防戦の指揮まかせたよ！〉


    〈正気か？　おまえ、リーダー機だろ〉


    　アンドリュー・ペインが、当たり前のように指揮権を放り投げたアデーレに、くってかかった。


    　だが、彼女は自分にできないことを、きれいに割り切っていた。


    〈勘で戦って、通用するのは攻撃だけだよ！　防御のほうは経験が必要だから、勉強はしてるけど、一軍レベルは今シーズンいっぱいかけても無理かもねー。フォーメーション防御でホライズンズ止めるなんて、できるわけないじゃん〉


    〈てめえ、どの口で、ケイトリンに無責任だとか言いやがった！〉


    〈それはそれ、これはこれだよ！〉


    　通信越しに聞こえるアデーレの声は、楽しそうだった。強化キャンプから、彼女は怒っていることが多かった。特にリーダー機候補に抜ばつ擢てきされてからは、神経を尖らせていた。だが、アデーレは、自分にできないことはチームメイトにぶん投げることで、プレッシャーを軽減することを覚えたようだった。たぶん、彼女はそういうリーダーへと成長しつつあるのだ。


    　そして、リーダー機だけで解決できない問題が発生したときの対処は、アルバ監かん督とくの専権事項だった。


    〈アンドリュー、防戦の現場指揮をとれ。攻撃に移るタイミングはアデーレが決めろ。……リーダー機が、サブリーダーを決めて指揮権を一時譲ることは、珍しいがないわけじゃない〉


    〈いいんですか、監督？〉


    　不満を露あらわにするアンドリュー・ペインに、監督が与えたメッセージは明確だ。


    〈おまえにも、我々首脳部にも、あの散兵スカーミツシヤーを打ち破る方法は、まだ正直わからん。それを掴つかむ可能性があるアデーレは、経験不足で、防御戦術がまだわからん。だったら、互いに補い合うしかないだろう〉


    　フォックス・アルバは、こうと決めるときっちり締める男だ。


    〈基本的な方針は、こちらから出す。アンドリュー、現場で、指示を解釈して具体的な動きを決めろ〉


    　アンドリューが、やけくその大声で〈了解〉を返した。


    　宇宙に、ブースター噴ふん射しやの残光が、幾筋もの線を引いている。ホライズンズの散兵スカーミツシヤーが、複雑な軌き道どうで突入してくる。フォーメーション戦術と同じで、接近方法はランデブーかイントルードかの二種類しかないが、六つのペアが同時に仕掛けてくるせいで、対処法がまったくわからない。


    　アルバ監かん督とくが、その攻撃を受けなければならない選手たちへの指示をまとめた。


    〈アデーレ、攻撃に移るときは、申告しろ。その瞬間から、チーム全員がアデーレに従え。わかったな！〉


    　アンドリュー・ペインが、怒鳴りつけるように防戦の指揮をとる。


    〈くそっ！　やつらは《キャッチャー》に対して垂直になる軌き道どうでは突っ込んできてねえ。全員、軌道を《キャッチャー》と平行になるよう曲げろ！〉


    　指示を受けて、《キャッチャー》の半透明な巨壁の表面を舐なめるように、十二機のストライクシェルが飛翔する。


    　ホライズンズの散兵が、それを追いかける。シルバーハンズの軌道に対して、斜ななめにショートカットできるホライズンズは、同じ速度でも着実に距離を詰めることができる。そして、《キャッチャー》の壁に対して平行に進めば、六面体のフィールドの、こちらから見ると垂直にそそり立つもう一面の壁が迫せまってくるということだ。


    　アデーレが、さすがに焦った声をあげた。


    〈このまま進むと、《キャッチャー》の隅っこに追い詰められるけど、だいじょうぶだよね？〉


    〈全員、ブースターを《キャッチャー》に向けて、慣かん性せいターン！　おまえら、慣性制御に慣れて、通常機動を忘れてねえだろうな？〉


    　慣性ターン──慣性力に流されながら、姿勢を変えて別方向に推力を加える、ストライクフォールの基本マヌーバだ。息の合った動きで、一斉にスラスターを噴ふかして《キャッチャー》の壁に背を向けて、ブースターを全開にして軌道を起こしてゆく。


    　エイジェイが、無む謀ぼうとも言える指示にぼやく。


    〈マジかよ。慣性ターンって、秒速四十キロから、もっと加速すんのか……〉


    　慣性ターンは、慣性で流されながら、そのベクトルとは違う方向に更なる推力をかけるということだから、基本的に速度は上がるのだ。


    　アンドリュー・ペインが、遠慮なく怒鳴り返した。


    〈他に振り切る方法あったら言ってみろ、ダボが！〉


    　慣性ターン中のシルバーハンズは、包囲を築こうとするホライズンズ側からは、斜めに方向転換すればショートカットして頭を押さえられるように見える。だが、この間もシルバーハンズ編隊は実際には急加速を続けていて、慣性制御で包囲からの離脱コースに軌道を曲げた瞬間に、相対速度が跳ね上がる。アンドリューは、この相対速度のジャンプアップを、相手の機を外したタイミングで行うことで、包囲の外に飛び出そうとしているのだ。


    　アンドリューからの、慣性制御発動の合図がきた。《キャッチャー》の壁から、離れるように軌道を曲げた。包囲をかけるホライズンズの選手より、壁から遠いサイドに躍り出る。しかも、速度は秒速四十三キロ──ホライズンズよりも速い。


    〈ハッ！　見やがれ──〉


    　得意げに笑ったアンドリューに、エイジェイが警告を発する。


    〈いや、一機ついてきてやがる。……なんつう加速性能だ〉


    　ヘルメット内ディスプレイに、追跡者の機体が映し出される。リオン・マクスウェルの《ヘルメス》だった。戦闘機のような形状の機体が、ひときわ長いブースター噴ふん射しや光を曳ひいて、追ってきていた。なぜ一機でと、雄ゆう星せいが思ったとき、戦闘機形態の《ヘルメス》の機首が縦に二つに割れた。それが変形して足になると、胴部が起き上がって頭部が前を向き、翼は折れ曲がって肩の脇に付く。あっという間に人型に変形を遂とげた《ヘルメス》が、宙を貫くように、その両手を前に伸ばした。武器を手に持たないその機体が、各部にあった装甲の割れ目から淡い光をあふれさせた。


    　そのとき、雄星のこめかみが、ぎしりと重く、うずいた。


    　同時に、雄星の視覚に、身体改造などした覚えがないのに、突然映像が割り込んできた。広大な宇宙に浮かぶ、巨大な黄金の円盤を見ていたのだ。超巨大チル・ウエポン《黄金の門》だ。そして、それを以前に見たのは、あの《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》を発動させたときだったと思い出したとき、背中にナイフを突きつけられたような、本能的な恐怖に襲われた。


    「まずい！　全員、全力で散れッ!!」


    　雄星の警告が間に合ったのかは微妙なところだった。


    　次の瞬間、宇宙が歪ゆがんだ。星の光が、まるで世界が波打ったように揺れた。その揺れが到達したのと同時に、《コントラクター・アサルト》の装甲がすさまじい軋きしみをあげた。


    　まるで、空間そのものが揺れているようだった。明らかに異常な状況に、身を縮めてそれが過ぎ去るのを待つしかない。とてつもない速度で飛び、超常のチル・ウエポンを操あやつっていても、彼らは生身で宇宙空間に投げ出されれば死ぬしかないただの人間なのだ。チーム内でオープンになっていた通信回線から、悲鳴や怒声が聞こえた。


    「何が起こった？　何をされた！」


    　おびえに突き動かされて、機体カメラで周辺を検索する。アデーレのリーダー機に損そん傷しようはなかったが、防御戦の指揮をとっていたアンドリュー・ペインの機体は、右腕をへし折られていた。セーフティシェルを作動させた機体が、二機あった。ピエル＝ルイスと、ニキ・ホーデンだ。


    　まったく理解を超えた状況だった。


    　次の行動を決めることを、彼らは数秒だけ迷った。指示を待ってしまったのだ。慣性で流されていなければ、追いつかれて壊かい滅めつさせられているはずだった。


    　そんな彼らに、整備班長のロクサーヌ・ミャオが通信で呼びかけてくれた。


    〈なかなかすごかったな！　さっきのやつの正体を教えてやれと、監かん督とくからお達しが出たのでな。あんたたちを撃うったのは、人類が記録に残る場で撃ったものとしては、世界初の重力兵器だ。エキゾチック・ウエポンってやつだな〉


    　エキゾチック・ウエポンとは、ストライクシェルが持つ武器のうち、専用の防御用チル・ウエポンが存在するレーザー、粒りゆう子し砲ほう、質量武器のいずれにも当てはまらないものを指す。つまり、確立された防御方法はない。


    《ホーリーグレイル・アサルト》の装甲を見る影もなくへこませたメリッタ・イズメイリがかみついた。


    〈重力制御なんて、どこでも使われてんだろ？　あんなもんで、ストライクシェルが壊れたってのか〉


    〈今ある重力制御は、都市宇宙船や月面都市で使われてる、チル・ウエポンの周囲だけしか操作できないやつだ。けど、遠隔地の重力に影響を及ぼす方法を見つけて、兵器転用したようだね。あんたたちの機体は、あの《ヘルメス》が操作した重力にむらがあるせいで、潮ちよう汐せき力りよくに引き裂かれたのさ〉


    　チームを率いるアデーレは、恐怖の中だからこそ即物的だ。


    〈防御手段はあるの？　あと、特性教えて〉


    〈まず、防御手段だ──。重力を遮断するのは、チル・ウエポンでも機体の装甲でも不可能だ。重力制御チル・ウエポンで相そう殺さいできる可能性もあるが、そんなもんストライクシェルに積んでないだろ？〉


    　ロクサーヌにも、アデーレの余裕のなさを察して、説明を短くするくらいの気遣いはあった。


    〈あの武器の特性は、影響範囲の広さだ。フォーメーションを組んで戦ってるところ悪いが、密集度を高めるのは、やめたほうがいいだろうね。計測したら、さっきの一発は、縦横五十キロメートル、深さ百キロメートルの範囲内の物体を引き裂いてる。テンス・オービットは重力制御チル・ウエポンの開発でデカくなった企業とはいえ、よくこんなえげつないモン作ったもんだ……。流れ弾だまで当たったら、コロニーどころか地球の大都市圏けんだって一撃で砕けるよ〉


    「撃たれたとき、射線に巻き込まれるとアウトってことだろ」


    　雄ゆう星せいは、テンス・オービットのスカウトが、今年からがホライズンズの黄金期になると宣言したことを思い出す。散兵戦術といい、この重力砲ほう撃げきといい、フォーメーション戦術を徹底して殺しにきている。いや、昨シーズンまでのストライクフォールを蹂じゆう躙りんするための備そなえをしてきている。


    　ただ、負けたくなかった。世界を変えるのが自分ならよくて、ホライズンズにやられると腹が立つというのは身勝手なのかもしれない。それでも、相手が王者だろうが、このまま相手の思いどおりに負けるなど、まっぴらだった。


    　さっきホライズンズより《キャッチャー》から遠い位置をとったばかりなのに、またシルバーハンズを壁へと追いやるポジションに入られてしまった。フォーメーションの再集結と、被害状況の整理に時間をとられたせいだ。──いや、あの《ヘルメス》の砲ほう撃げきは、足止めのために放たれたのだ。


    〈来るぞ！　いったん立て直す──〉


    　だが、防戦を指揮しようとしたアンドリューの指示を、アデーレが上書きした。


    〈攻撃に移って！　最優先目標は、あの新型──《ヘルメス》〉


    　アルバ監かん督とくと約束した、攻撃のタイミングを、アデーレがここと定めたのだ。彼女が、センスについてゆけないチームメイトのために、戦わねばならない理由を教えてくれた。


    〈あの重力兵器の本当の運用法は、リンカーのところに集結したらまとめて吹っ飛ばす、リンカー殺しだよ。そうでなきゃ、耐久力が落ちる可変機にしてまで、加速性能にこだわる理由がないでしょ〉


    　アデーレの指摘に、リンカーとして今セット働いた経験から、雄ゆう星せいは想像して血の気が引いた。リンカーは、慣かん性せい制御で相手の速度を自分に同調させるとき、機体を接触させなければならない。そのタイミングで重力砲を撃うたれたら、全滅だ。もしも雄星よりも先に《ヘルメス》が出ていたら、致命的な一撃を食らって壊かい滅めつしていた。


    「敵のリンカーを潰つぶすために、あんな新兵器まで作ったのか？」


    〈散兵スカーミツシヤーなんて、リンカーが前提の戦術で勝つつもりなんだから、当然やるでしょ。相手側のリンカーを機能できなくして、自分たちだけ使いまくったら、もうやりたい放題じゃん！　……リンカーなしで散兵と戦うのは無理なんだから、あれは生かしておいちゃいけない機体なんだよ〉


    　ストライクフォールは、速度と軌き道どうのスポーツだ。慣性制御の時代になっても、散兵の時代になっても、それは変わりがない。速度と軌道で優位に立った者が勝つなら、味方のそれを一瞬で切り替えられるリンカーが鍵を握る。


    　ホライズンズ編隊が、秒速四十キロメートルの打撃群と、秒速三十キロメートルの牽けん制せい群に分けて、散兵のペアを突っ込ませてきた。到達タイミングがずれるうえに、シルバーハンズ側が秒速四十キロに合わせているせいで、慣性制御を使おうが秒速三十キロのペアには絶対に速度帯が合わない。散兵戦術での洗練された運用をみれば、リンカーの危険さは一目瞭然だった。


    　そして、ついにホライズンズの散兵が、アデーレの編隊に突っ込んできた。十一機のストライクシェルが生きているとはいえ、それが最大の能力を発揮できるのは、同じ方向を向いているときだ。多方向からの連続攻撃にさらされては、フォーメーションの強みは到底発揮できない。


    　攻撃の第一波が過ぎ去ったとき、まだ一機も墜おちていなかったのは運がよかったとしか言い様がなかった。特に、そこに去年のリーグ得点王、ダリオ・エ・カヴァロがいたとなれば、なおさらだ。


    「カヴァロがいたぞ！　大丈夫か？」


    　もちろん、シルバーハンズ側の戦果もない。ホライズンズの散兵を捕まえられる気がしなかった。秒速四十キロメートル同士の交こう錯さくは、訓練でもまったく経験のない未踏の領域だったのだ。射撃の名手ピエル＝ルイスを失ったのが痛かった。


    〈相手が決めにきてるのに対抗策がないんだから、だいじょうぶじゃないよ！　決定力ー、決定力ー〉


    　アデーレが、うめいていた。難度の高いシチュエーションで、確実に相手を仕留めてくれる選手が必要だったのだ。


    　そのとき、チーム内でオープン回線になっている通信回線に、もう来てはくれないのだと思っていた人が出た。


    〈お嬢。おれを呼んだか？〉


    　シルバーハンズの絶対的エース、ジェシー・アインシュタインだった。しかも、ハンガーで、修復された《ホーリーグレイル・アサルト》の操縦槽コツクピツトに戻っている。ストライクフォールでは、一度撃げき墜ついを受けた選手も、フィールドに出られる水準まで機体を修理すれば、フィールドに選手交替で戻れる。この絶体絶命の状況に、エースが帰還しようというのだ。


    　アンドリューが、ジェシーの復帰に安あん堵どの声を漏もらした。


    〈それじゃ、選手交替でフィールドの外に出るのは、おれでいいな。……この腕じゃ、戦力にならん〉


    　アンドリュー・ペインの《ホーリーグレイル・アサルト》は、右腕を失って、武器を使えなくなっていた。アンドリューが欠ければ、もはや防戦の指揮者はいなくなる。だが、それでも、アデーレも監かん督とくも即座に許可を出し、アンドリューは交替のためフォーメーションを離脱した。


    　どこかでたぶんアデーレもチームメイトも悟っていた。今ここで散兵をかわす手立てを模索しても、ホライズンズが準備してきた、昨年までの戦術を殺すためのノウハウを上回れない。大量の出血を避けられないなら、勝利に近いのは、攻めるほうだ。


    　アデーレの指示は明快だ。散兵は、そのペア数の多さを利用して、常にシルバーハンズ編隊を包囲している。だから、その数を減らして包囲を薄くすることで、主導権を取り戻し、同時に敵リーダー機、ガントラム・ウェーデマンの守りをはぎ取るのだ。


    　決戦のときが訪れようとしていた。


    〈全員、どーんだよ！〉


    「わかんねえよ、人間の言葉で言え！」


    　興奮しすぎて、いつもの悪いクセが出たアデーレに、雄ゆう星せいは思わず突っ込む。


    〈ホライズンズへ向けて、各自、連れん係けいをとりながら突撃！　向こうの背後に出て!!　でないと、《キャッチャー》に押しつけられるよ〉


    　アデーレの、ホライズンズの動きを予測した指示を聞いて、雄星は崖から突き落とされた気分になった。高速の敵をフィールド端はしに追いやる戦術は、シルバーハンズの活路だと信じ込んでいたからだ。


    　オープン回線の通信から、チームメイトの恐怖を振り払うような号令が返ってきた。アデーレが、決戦を今、決断した理由が、全員に伝わったのだ。すでにシルバーハンズは、フィールドの支配を奪われて、背後に《キャッチャー》を背負っている。これ以上撃げき墜ついされて、小勢で《キャッチャー》を背後に防戦すれば、ろくに動けないまま火力を集中されて、なすすべなく撃げき破はされる。二セット目序盤にアデーレが散兵を狩ったのと同じことを、ホライズンズにやり返される最悪の未来が待っている。


    　シルバーハンズは、覚悟を決めて、地獄に飛び込む。ホライズンズの散兵を受け止めるのではなく、逆に正面からぶつかりに行ったのだ。一人一殺が上等な戦果だとばかりの、恐れを知らない狂気の突撃だった。


    　レーザーがまず互いの選手に当たり始め、続いて粒りゆう子し砲ほうがストライクシェルを焼き始める。レールガンは、相対速度が最大秒速八十キロメートルでは、ほぼ命中しない。だから、レールガンを装備した選手を発見するや、シルバーハンズの選手は、安全なカモだとばかりに大胆に軌き道どうを寄せていく。セーフティシェルに守られるとはいえ、この相対速度から放たれる砲弾は、当たれば機体が木こっ端ぱみじんなのだから、正気の沙さ汰たではなかった。


    　息つく暇もなく、ホライズンズの散兵からの襲しゆう撃げきを受け続けていた。かならず二方向以上からの同時攻撃で、的を絞しぼらせない。慣かん性せい制御で追撃しようとすれば、横合いから狙ねらってくるペアによるカバーが入る。だが、それでも、互いに全速のイントルードで交差した後、慣性制御で後ろをとるのが、一番勝算がある。ひとり落とされても、ひとり取り返すのが、今のシルバーハンズにできる最高だった。多大な被害を出してでも、相手を同じだけ落とせば、チャンスはある。


    　大量の爆炎が、宇宙を赤と灰色に彩った。相手の一番嫌なことをつくくせ者、クリクリ・リヴィエルが、ホライズンズがもっとも前がかりになるこの瞬間まで抱え込んでいた自走式機雷を、一気にばらまいたのだ。


    〈罠わなって、相手がキメ顔で突っ込んできたタイミングがベストだよね！〉


    　近隣の動体に反応して自爆した機雷から、巨大なワイヤーのネットが広がって《アポロン》に絡みつく。トラップに二人、ホライズンズの選手が引っかかった。


    〈いいアシストだ〉


    　エイジェイが、ワイヤーで動きが鈍ったホライズンズの選手の未来の位置を予測して射撃する。いて欲しい場所に、いつもいるのがエイジェイだ。罠にかけた敵が必死にかわそうとするのを、撃うつクリクリは楽しそうだ。


    　だが、次の瞬間、爆炎から、一機の《アポロン》が飛び出した。カヴァロ機だった。楽しくなりすぎた一瞬の隙すきをつかれて、胸を撃ち抜かれたクリクリ機が爆散する。味方のホライズンズですらついてゆけないカヴァロ機の全力機動が、復ふく讐しゆうに燃えるシルバーハンズ編隊のど真ん中を、無傷で突き抜ける。


    〈ユウセー、わたしから離れないで！　直掩エスコートの防御力と引き離されたら、簡単にわたしが落ちておしまいだよ〉


    　アデーレも必死だ。


    　神経が焼き切れそうな緊張の中、さらなる戦いに飛び込む。足を止めると、包囲が狭まるからだ。


    　雄ゆう星せいは、今は《ホーリーグレイル・アサルト》を駆るアデーレに合わせる。かつて、彼女のそばを、僚りよう機きとして飛んでいたことを、懐なつかしく思えた。


    「そういえば、こんなこと、前にもあったよな！　あんときは、地球で、加か々が美みとか、篠しの原はらとか、西にし園ぞのとか、吉よし田だとかさ……」


    　初めて出会ったときから、アデーレ・コンテの機動はきれいだった。フェイントを入れたり、狙ねらいを外すように微妙にコースを変えたりしても、踊るようにその動きはなめらかだった。


    　アデーレが笑った。


    〈だから、ユウセーはすごい選手になるって言ったじゃん！〉


    　世界最高の舞台で、最強のチームと戦っている。だが、ここが終わりだとは思えなかった。もっと先へ行ける。もっとうまくなれる。もっと強くなれる。今日が始まりなのだ。


    　アデーレを狙った粒りゆう子し砲ほうの砲口の前に、《コントラクター・アサルト》を割り込ませる。荷電粒子の奔ほん流りゆうを受けたが、黒騎士は無傷だ。リーダー機を守る防御的キラーのポジションで出場するから、レーザーを防ぐレーザークロークだけでなく、粒子砲を減げん衰すいするイオンサプレッサーも積んでいるのだ。互いに干渉して防御効率が悪くなり、体温低下が激しくなる、無駄なチル・ウエポンの使い方だが、身を盾たてにしてリーダー機を守るためになら有効だ。


    「今、何人残ってる？　ホライズンズは、崩くずれたか？」


    　雄星が問いかけたとき、誰もカバーしていなかったはずの方向から光条が奔はしった。さっきアデーレに粒子砲を向けたホライズンズの機体が、一瞬遅れて爆発した。


    〈残りは、シルバーハンズが八人──。今、ホライズンズが九人になったとこだ。こんなイイとこに、おれが来たら、もう逆転するしかねえな〉


    　ジェシー・アインシュタインだった。シルバーハンズのエースが戻ってきたのだ。


    　シルバーハンズの生き残りは、ただ運よくフィールドに残っているのではない。慣かん性せい制御の連発に耐えられなくなった仲間が自みずからを犠牲にし、あるいは敵を倒すためチャレンジを重ねた結果、勝負を託されたのだ。雄星は、ここにいられることが誇ほこらしくてたまらなかった。もう、ただの憧あこがれではない。仲間として、親近感を覚えていた。


    「いいな、逆転！　試合に勝ったら、一緒にメシでも食いに行かねえか」


    〈やだよ。おれたちオトナは、酒飲めるところに行くから、おめえらガキとは別行動に決まってんだろ〉


    　ジェシーが、そう言って、大笑いした。チームメイトが、つられてゲラゲラ笑っていた。雄ゆう星せいと一緒に子ども扱あつかいされたアデーレだけが、怒っていた。


    　そうして、肩の力が抜けた会話を続けながら、猛攻をなんとか受け止めていた。ジェシーが復帰したとはいえ、ホライズンズは個人技こそが太陽系トップレベルなのだ。ジェシーの決定力をもってすら、試合を本当に支配できるのは短い時間だけだ。


    〈ジェシーは、こっちは気にしなくていいから、とにかく落とせそうなの全部落としてきて！〉


    　アデーレが、ジェシーのために、ついにフォーメーションを二つに割った。アデーレと雄星のほうが五人、ジェシーに三人だ。この状況で抽出できた、最大限の戦力だった。


    　だが、ジェシーはそんなアデーレに、頼れる兄貴分の顔で言ったのだ。


    〈そういう期待の低いオーダーはいらねえんだよ。本当にやってほしいことを、素直に言えよ。──ダリオを頼むってな〉


    　ケイトリンを墜おとした宇宙最強のチームのエース、ダリオ・エ・カヴァロを自分にまかせろと言っているのだ。アデーレが、ためらいがちに聞き返した。


    〈だいじょうぶ？　カヴァロだよ？〉


    〈一セット目から動き回ってへろへろのダリオを、シルバーハンズのエースが止められねえって？　……なめてくれんなよ〉


    　ジェシーの大口には、本当にやると思わせる凄みがあった。


    　そして、アデーレの命令で、修理済みとはいえ装甲が傷だらけのジェシー機が、ダリオと戦うために離れてゆく。


    「それで、こっちはどうするんだ？　逃げ回るのか？」


    　雄星が聞くたび、アデーレは前のめりの答えを返す。


    〈こっちも仕掛けるよ!!　でないと、ジェシーを見殺しにすることになっちゃう〉


    　フォーメーションが二つに分かれたことで、ホライズンズも、残り四ペアでは両方を包囲することは不可能になった。


    　これで、シルバーハンズの二個編隊に、ホライズンズがそれぞれ二ペアで攻撃を加える展開になる──と、雄星は思っていた。


    　だが、アデーレを狙ねらう波状攻撃は、いつまでも終わらない。それどころか、アデーレ編隊が減って、撃うち込まれる射撃が正確になっていた。


    「なんで、まだ単調にならねえで、新しい手を打てんだよ」


    　ホライズンズがまだ変幻自在の軌き道どうコントロールを失っていない理由がわからず、雄星は周囲を監視するカメラ画像に目を走らせる。スラスターの長い噴ふん射しや炎のほうへと、ホライズンズが集結しては機動を変えて、新たな攻撃に移っていた。まだ機能しているリンカーがいるのだ。カメラ画像を拡大すると、戦闘機のような特徴的な機影が現れる。そして、雄星は、あれをアデーレが最優先で叩たたこうとしていた戦術センスに、心の底から感心した。


    　速度を切り替えるタイミングで、その場所に必ず《ヘルメス》が急行していたのだ。ホライズンズがなぜ可変機を必要としたかが、はっきりとわかった。機体の速度を、今必要な速度に一瞬でも速く合わせられる推力が、散兵の時代の新しい強さだからだ。どこへでも迅速に駆けつけることができるリンカーがいれば、散兵は、可変機がカバーできる範囲内では、速度と位置取りで主導権を握り続けられる。


    　リオン・マクスウェル──世界を変えるってどんな気分だと、無邪気に雄ゆう星せいに尋ねた男が、そこにいる。


    「世界を変える気分、今、味わってるんじゃねえのかよ」


    　雄星の口元に、我知らず笑みが浮かんだ。《ヘルメス》が、星の海を縦横に飛び回り、ホライズンズの攻撃の起点になっている姿が、目に入った。不意になぜか、《ヘルメス》がこちらに注意を向けた気がした。


    　命中しないと知りつつ、レーザーをそちらへと撃うった。おまえのことを、しっかり見ているぞと、伝えたかった。《ヘルメス》が、変形すると、一瞬、こちらに挨あい拶さつするように、二本の指を立てて振った。そして、再度変形して飛び去ってゆく。


    　雄星は、胸が熱くなるのを抑えられなかった。さんざんフィールドの外で顔のない悪意を浴びせられてきたから、顔のわかる相手と戦うことが気持ちよかった。特別だと認識するから、ライバルになれる。絶対に負けたくないのに、そんな相手と競い合う時間は、きらめいて、そして手に入れがたいものだとわかるのだ。


    　リオンに速度を整えられたホライズンズの散兵が、速く、あるいはこちらが追い越してしまうほど遅く、揺さぶりをつけて襲いかかってくる。


    〈しつこいね。こいつら、次から次へと！〉


    　メリッタ・イズメイリが、ショットガンをぶっ放しながら叫ぶ。ほとんど悲鳴だった。


    　アデーレも、即席のフォーメーションを作って火力を集中してくる敵に、レーザーで応戦している。


    〈あたりまえじゃん！　ホライズンズは、絶対に負けられないんだよ。デビュー戦で負けたら散兵戦術のインパクトが残らなくなるじゃん。シーズン序盤は散兵のインパクトで乗り切って、その後のことだって万全に準備してるよ。……一年戦うためのカードを、この試合に勝つため切りまくってるんだから、いっくらでも出てくるよ〉


    　だが、今、ホライズンズが勝利のためになり振り構わず戦術をさらしているのは、それほどシルバーハンズが追い詰めているということだ。


    　前に立っているだけで、正気を失いそうなほど、ホライズンズは強い。


    　敵は残りあと八人だが、ヘルメット内ディスプレイに表示される戦況概要によると、せっかく撃げき破はした選手がベースに戻って選手交替しようとしていた。たった一機、敵リーダー、ガントラム・ウェーデマンを撃げき墜ついすればいいだけなのに、気が遠くなりそうだった。


    　疲労のピークにある中、自身も敵エース、ダリオ・エ・カヴァロと激しい対決マツチアツプをしているジェシーが、通信を入れてきた。


    〈こういう、きっつい試合のときは、中継を聞いてみろよ〉


    　雄ゆう星せいは、体と神経を鈍らせる疲労から逃れようと、ヘルメット内ディスプレイに、宇宙じゅうで放送されている試合中継を呼び出した。


    　映し出されていたのは、光と塵が渦巻く、見る者を圧する光景だった。シルバーハンズの白騎士が、息をつかせぬホライズンズの波状攻撃を、必死にかわしているところだ。まさに今、雄星たちが戦っている姿だ。


    　実況のアナウンサーも、実況席から身を乗り出している。


    〈すさまじい試合ですよ。ホライズンズが、開幕戦からここまで闘志を剥むき出しにするのを、見たことがあるでしょうか？　この一戦は、あるいは、今シーズンを左右する戦いなのかもしれません〉


    　解説者も、口調は冷静ながら、声には力と熱がこもっていた。


    〈そうなるでしょう。散兵戦術が、一試合目にして真価を問われる展開になっていますからね。ここで敗戦したら、ホライズンズは、今シーズンの戦略が根底から狂います〉


    〈それでも、勝ってほしいですね。シルバーハンズにとって、ホライズンズは、アントニオ・コンテオーナーの宣言どおりに優勝を狙ねらうなら、必ず倒さねばならない相手です〉


    　ケネディ市の観戦場で、シルバーハンズを応援する何万という観客サポーターが、エールを送っていた。その声は、月面のドーム都市を揺るがすかのようだった。


    　これほどたくさんの人々が応援してくれていると思うと、力がわいた。のどが渇ききったときに水を飲んだように、疲れた心を癒やす何かが染み渡る。


    　それでも、常にフィールドは支配されていて、シルバーハンズに決定打はない。ジェシーが参加してすら、ホライズンズのリーダー機を落とすにも、戦術を支えるリオン・マクスウェルの《ヘルメス》を潰つぶすにも、まだ足りない。


    　もはや、分ぶが悪くても最後のギャンブルをするしかないかと思いかけた中、最後のカードは、フィールドの外からもたらされた。


    　ロクサーヌ・ミャオから、通信が入ったのだ。


    〈準備だ、ユウセイ！　今、連盟に、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》の開封が許可された〉


    　試合に使えないものだと思いこんでいただけに、はじめは信じられなかった。


    「……封印解除だと!?　許可って、本当に出るもんだったのか？」


    〈言葉どおりのギリギリさ。……試合中の、一番いなきゃいけないときに、あたしがハンガーにいられなくて悪かったね。タマキや、ルーテナント・シラサキ白咲中尉や、コンテ老や、いろんな人の力を借りて、やっとだよ〉


    　彼女の声が疲れている。言われてみれば、確かにロクサーヌ・ミャオとは、試合前にハンガーで会ったのが最後で、試合開始後は通信で声を聞いただけだった。


    「環たまきまで、はたらいてくれたのか」


    〈コンテ老を抜かせば、一番、連盟に太いパイプを持ってるのが、タマキだからな。まあ、連盟も渋ったが、ホライズンズにあんなくっそ危ない重力兵器を使わせておいて、《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》だけは許さんなどと、さすがに言わさんよ。ただ、……まあ、ひとつだけ覚えておけ〉


    　そして、ロクサーヌは、一言ずつ、自身が発している言葉を吟ぎん味みするように言った。


    〈──フィールドの外のことに、あんたも《コントラクター》も苦しめられてきたが、そこには敵だけがいるわけじゃない。《王の御手》を解放させたのは、フィールドの外で、あんたを支えてくれた力だ〉


    　不意に、目の裏に熱くうるんだものがこみ上げた。ストライクフォールは、選手だけで成り立つスポーツではない。雄ゆう星せいは、上半身を支えているガイドダンパーを強く握った。そうしていないと、ヘルメットのバイザーを上げて涙をぬぐってしまいそうだったのだ。


    　ロクサーヌの声はやさしかった。


    〈封印解除は、シルバーハンズからは行えん。連盟の係の者が、そっちに繋つなぐはずだ。いいな？〉


    　偶然と人の思いに導かれて、時は今に至った。


    　知らないチャンネルからの、通話を要求する呼び出しサインが、ヘルメット内ディスプレイに灯ともっていた。雄星が回線を開くと、初めて聞く澄んだ声が、彼の耳をくすぐった。


    〈連盟から、《王の御手》の管理を担当することになりました、ミレーユ・ヒルトンです。さっそくです──〉


    「すぐやってくれ！」


    　勝ちたいと思った。自分のためにだけではなく、自分を取り巻くすべての人とともに勝利するために。


    〈シルバーハンズからの申しん請せいを受理して、これより《王の御手》の開封を行います〉


    　ストライクフォールに使われるあまたのチル・ウエポンのうち、唯一、発動に競技連盟の許可を必要とする武装の、最初の許可が発せられた。


    〈使用承認──封印解除──《王の御手》解放、発動準備完了。節度のある使用をお願いします〉


    　腕に嵌はまった拘こう束そく具ぐが、遠隔操作で、ゆっくりと外れて、宇宙へと流されていった。淡い光を曳ひいて《王の御手》の外部装甲が展開する。


    　今、ふたたび《コントラクター》は、宇宙に完全なかたちで解き放たれた。


    「掴つかめ、《コントラクター》！」


    　その黄金の手が、虚こ空くうを握りしめる。


    　もう、この手に何ができるか知っていた。だから、雄星が掴むものは、今、ただ夢を叶える何かではない。寄せられた信頼にこたえて、仲間とともに勝利にたどり着くための力だ。


    《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》から、光があふれる。そして、手応えを感じてぐいと腕を引いたとき、《コントラクター・アサルト》の右手が、淡い光で構成された一枚の盾たてを握っていた。触れたものの相対速度をゼロにする《キャッチャー》の盾だ。中世までの戦士がよく扱あつかったような、肘ひじから手までの腕に固定して持つ盾よりも大きい、全身の半分ほどが隠れる大楯だ。ただ、手に持つ装甲ではなくチル・ウエポンだから、取り回しは軽快だ。チル・ウエポンの設計図であるコーデックスを搭とう載さいし、そこに記載されたチル・ウエポンを戦況に合わせて創成することが、《王の御手》の本来の力なのだ。


    　直掩エスコートである雄ゆう星せいの動きが止まったとみたか、アデーレへと、長なが槍やりを突き込むように一人の選手が突進してきた。雄星は、その軌き道どうに慣かん性せい制御で割り込み、手にした《キャッチャー》の盾を構えて受け止める。触れたものから速度を奪うチル・ウエポンに接触して、槍を手放すまでの一瞬、相手は死に体だった。その刹せつ那なで、極限まで集中していた雄星の機体は、考えるより速くすべての動きを終えていた。盾の裏についていたプラズマブレードを抜くや、《キャッチャー》を素通りする荷電粒りゆう子しの刃やいばで、一刀のもとに斬り捨てたのだ。


    　セーフティシェルが発動したそのとき、アデーレが歓声をあげた。


    〈おめでと！　今、斬ったの、マリー・ロションだよ〉


    「マジか。正キラーじゃねえか」


    　幾いく多たの名勝負で決定的な仕事をしてきた、槍使いのキラーだった。大金星だった。だが、それでも勝利にはまだ遙はるか遠い。肝心のリーダー機は、ほとんどシルバーハンズ編隊に近づいてもおらず、無傷なのだ。


    　交替でフィールドに出たばかりのジェシーも、すでにきつそうに荒い息を吐いていた。体温低下で動きが落ちたホライズンズの選手に対して慣性制御の連発で先手をとり、得点王ダリオ・エ・カヴァロを十分に疲労させ、さらにひとり撃げき墜ついしたのだ。


    　普通の試合なら、十分な戦果だった。だが、今日の勝負は、たぶん両チームにとって特別だった。


    　ジェシーの漏もらした感慨が、消耗しきった雄星たち全員の感想だった。


    〈やつら、もうなり振り構わねえな……〉


    　雄星は、威力と間合いが伸びるが持っているだけで体温を奪われる、チル・ウエポンのプラズマブレードを鞘さやに収める。アデーレへと、また挟撃するように二つのペアが攻撃を仕掛けてきたからだ。雄星は、片方のペアの射線を機体でふさぐ。そのタイミングで、背中を守り合うアデーレが、もう一方に撃うち返していた。


    　ホライズンズの選手たちも、雄星たちほどでなくとも限界に近いはずだった。慣性制御以外にまともな制御手段がない秒速四十キロメートルでプレイし続けるとは、体温が低下し続けるということだ。楽ができない散兵で、攻撃を続けるのは、リンカーがいても過酷なはずだ。


    　集中力が切れたほうが崩くずれる。そして、おそらく崩れた後は持ち直せない。もはやまったくセオリーが存在しない状況で、ここから立て直すノウハウなど、世界中のどこにも存在しないからだ。


    　不意に、雄ゆう星せいは、攻撃が止やんでいることに気づいた。自分たちを休ませてくれる意味がわからず、まわりに攻撃の兆候がないか確認する。


    　そして、戦せん慄りつした。《ヘルメス》がいた。カメラ画像を拡大すると、機体は人型に変形し、その装甲の継ぎ目の線から淡い光を放っていた。


    《ヘルメス》の周囲の星の光が、歪ゆがんでいた。


    　重力兵器がくる。


    　休ませてくれるのではない。ホライズンズは巻き込まれないように移動しただけだ。


    　だが、有効範囲が縦横五十キロメートル深さ百キロメートルという超広範囲攻撃から、逃げ切れるのかすらわからない。固定座標しか狙ねらえないものではなく、狙いの修正くらいはできるはずだった。


    　だが、そのとき、《コントラクター・アサルト》の操縦槽コツクピツトが細かく振動を始めた。同時に、雄星は、脳波コントロールのフィードバックで、右手に引きつれを感じた。《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》が、まるで自分を使えとばかりに、自みずから震えているのだ。


    「みんな、俺の後ろに下がれ！」


    　何が起こるかはわからなかった。だが、この場面で、《コントラクター》に懸けると心を決められる男だったから、雄星はこのフィールドにいるのだ。


    《コントラクター》が、機体の前に《王の御手》を突き出した。大きく開いたその手が、震えていた。高まってゆく《ヘルメス》の光と共振している。


    《ヘルメス》の両足が、白銀の輝かがやきを宿す。五百キロメートルの距離を挟んで、二機のエキゾチック・ウエポンが発動した。《ヘルメス》が、そのエネルギーを飛ばそうとするように、光を宿した脚で鋭するどい回し蹴げりを放つ。


    「掴つかめぇッ！」


    　雄星の咆ほう哮こうにこたえて、黒騎士が、力を込めた指を小指から一本ずつ折ってゆく。宇宙空間から何かを掴み出そうとしていた。


    《王の御手》が、生み出したのは、小型の太陽が現れたような激しい輝きだ。その光の奔ほん流りゆうが、雄星の視界を焼く。


    　白とも金色ともつかない不可思議な光にのみ込まれながら、雄星は脳裏に幻を見ていた。それは太陽系を封鎖した大障壁が生成されると同時に、突如、地球の上空に現れたという黄金の《門ゲート》だ。その巨大な金色の円盤が、ずるりと引き戸を引くように横にズレようとしていた。《門》の奥に真っ暗なものがある。その無む尽じんの暗黒から、何かが噴ふき出そうとして──。


    　その白昼夢が、激しい衝しよう撃げきとともに霧散した。
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    　横合いから撃うたれたのだ。《王の御手ハンズ・オブ・ア・モナーク》の光は薄れていた。だが、《コントラクター・アサルト》は、まだ稼か働どうしていた。何らかのチル・ウエポンが生み出されていたのか、それとも他の作用なのか、《ヘルメス》の重力砲ほう撃げきを耐えきったのだ。


    　雄ゆう星せいは、激しい悪お寒かんを感じて、震えた。頭痛がして、吐き気が止まらなかった。ヘルメット内ディスプレイのバイタルモニタを確認すると、限界に近かった状態から、さらに体温をごっそり奪われていた。


    　ロクサーヌが、状況を知らせろと通信を入れてきた。アデーレも、彼を心配していた。雄星は、ただ、大丈夫だと返すしかない。撃ち漏もらしたらとどめを刺すつもりだったのだろうホライズンズが、リーダー機まで総掛かりで最後の突撃をかけてきていたからだ。《ヘルメス》は、もう動いていない。さすがにあの重力砲撃は、リオンにもすぐ動けないほどの体温低下をもたらしたのだ。


    　勝負どころでリンカーを使い潰つぶした今、ホライズンズにも後のない総攻撃だった。


    　まさに、死闘だった。シルバーハンズも、カウンターを狙ねらって、全力を絞しぼって応戦する。意地が、戦いを止めさせなかった。


    　ホライズンズは《コントラクター》を落としたいはずだった。だが、チル・ウエポン耐性に恵まれた雄星は、防御用チル・ウエポンを使える回数が桁けた外れに──今よりずっと下へ手ただった半年前ですらプロの試合を生き抜いたほど多い。そして、接近戦で仕留めようとすれば、雄星はそのために配置された接近戦の専門家、防御的キラーなのだ。


    〈また、《黒騎士ブラツクナイト》だ！　もう何交差クロス目ですか？　一回ぶつかるごとに、慣かん性せい制御で反転して再攻撃ですから、普通じゃないですよ。名だたる選手たちが、次々に脱落してますからね〉


    　画面を消し忘れていたスポーツ中継では、アナウンサーが、一交差ごとに興奮していた。解説者が話し出すと、傷だらけの《コントラクター》が大写しになった。


    〈直掩エスコートで、これだけ集中砲火を受けながら、まだ戦闘機動が取れる。ホライズンズは、みんな、訳がわからないと思いますよ。どう考えても、とっくに墜おちてないとおかしいですからね。……信じられますか？　昨年までただの高校生だった選手が、勝負を薄皮一枚で保たせて、前年覇者を追い詰めるのに、こんなに貢こう献けんしてる。この試合は、たぶん、すごいものを見てますよ。散兵戦術の実用化と、パワー型プレイヤーの時代の本格的な到来だ──〉


    　スポーツ実況の解説者が冷静な解説を加え、アナウンサーが白熱して、ただのファンに戻ったような大声をあげている。


    〈《コントラクター》を抜かない限り、ホライズンズは、アデーレ・コンテに届かない！　《ブラックナイト》なおも被弾！　黒騎士はまだ墜ちない!!　まだレーザークロークが残っているのか？　交差クロス終了しましたよ。──また反転して攻撃に移る！〉


    　体温が下がりすぎて、感覚ももうあやふやな中、聴覚だけはまだ鋭敏だ。とっくに限界を超えていたが、闘志が体を戦わせてくれた。


    　かわすような、上等なことをする余力はもうない。ただ身を盾たてにして、アデーレを守る。体温がなおもじりじりと下がり続けているせいで、朦もう朧ろうとする中、なお勝利のために役割を果たすことだけを考えていた。


    〈またブラックナイトだ！　《コントラクター・ブラックナイト》、まだ沈まない！　おそるべきタフネスだ。《コントラクター・ブラックナイト》！　なぜ、まだ戦っていられるのか？　技量の差を踏みつぶす、これがパワーの時代なのか？　ブラックナイトが、またひとり、斬り捨てた！〉


    　アナウンサーが興奮で頭が回らなくなったか、機体名を間違えて連呼していた。


    「……違ちげえよ。名前、間違えてんじゃねえか」


    　脳波コントロールでなければ、絶対に致命的な操縦ミスをしているはずだった。なのに、ただ試合と《コントラクター》のことしか考える余裕がない今、まるで機体と一体になったように快適だった。視界に敵機が現れたとき、射線をふさぐ運動がスムーズになっていた。狙ねらわれていることを察知した瞬間には、機体のほうが反応して回避運動を取り始めている。


    　統合スラスターシステムは、操縦者の操作を学習して進化することで、イメージ通り動けるようになってゆくのだと、ロクサーヌは言っていた。それどころか、雄ゆう星せいにはできないはずの動きを促して、二機に包囲された状態から、最小のスラスター噴ふん射しやで抜け出すことすらできた。まるで、英ひで俊としみたいな洗練された動きだと思った。


    　戦いの真っ最中なのに、そういうことかと、心の痛みとともに得心する。《コントラクター》の前の搭とう乗じよう者は弟だった。統合スラスターシステムは、本番前のテスト飛行や慣熟のための運転で、弟の動きを学習していたのだ。たぶん、英俊の夢イメージに導かれて、雄星は戦えている。ここには弟の名な残ごりがいて、夢は繋つながっている。


    　雄星は、限界を超えた体を止めさせようとする本能を、内から突き上げる衝動で払いのけたくて、咆ほう哮こうした。


    　目の前が開けていた。攻撃が止やんでいた。ついに、ホライズンズも限界が来たのだと思った。敵リーダーを墜おとすならこのタイミングしかないと、最後の力を振り絞しぼって、叫んだ。


    「ウェーデマンはどこだ！　アデーレ、ウェーデマンはどこだ？」


    　答えはなかった。


    　そのかわりに、大きくブザーが鳴り響いた。


    〈──試合終了。アデーレ・コンテ撃墜クラツシユにより、第二セット終了。〇対二で、ホライズンズの勝利です〉


    　非情なほど無機質なアナウンスが、戦いの興奮をぶった切った。


    　背後を振り返った。開けているのは、ホライズンズのエリアだけではなかった。後ろには、稼か働どうしている味方は、もう誰もいなかったのだ。


    



    　太陽系一部リーグ、第一節、シルバーハンズ対ホライズンズの試合は、〇対二で、ホライズンズが勝利した。紙一重のようだったが、結果を比べてみれば、試合終了時の残り人数は、シルバーハンズがわずか三人に対して、ホライズンズは七人──。シルバーハンズがほぼ全滅したとも、ホライズンズを昨シーズンの被撃げき墜ついワースト記録より手ひどく削って半壊させたとも、ただ大差の敗北だとも言えた。


    　試合の興奮の中では認識していなかったが、完敗だということだ。チーム戦術でも、選手個々の実力でも敗れ、慣かん性せい制御戦術を作り出したはずのシルバーハンズが、完全に後こう塵じんを拝はいしたことになった。目指す頂点は、高い。


    　ただ、もう操作する力も絞しぼり尽くして、フィールドから自動操縦でベースまで戻る間、ガイドダンパーに上半身を預けて目を閉じた雄ゆう星せいは、空気をうねらすような歓呼を聞いた。


    〈シルバーハンズ！　シルバーハンズ！〉


    　耳を圧する大音声が、渦を巻いていた。


    　試合中継が、まだ付けっぱなしになっていたのだ。


    　完敗だったはずなのに、観戦場では、シルバーハンズのファンたちから、大音量でエールが起こっていた。まだ試合が続いているのかと錯覚するほどにだ。


    〈ブラックナイト！　ブラックナイト!!〉


    　言葉にならない嗚お咽えつが、のどの奥から漏もれた。たとえ宇宙の何十億の人間に恨まれていたとしても、今、エールをくれている何万人かの人は、味方だと思えた。自然と、涙がこみあげた。受け入れられた気がした。夢の舞台に、そして、憧あこがれた世界にだ。すべてが、プレイによって許される、奇蹟のような世界がここにある。それが、しあわせな錯覚だったとしても、今はこの熱狂が、雄星の現実だった。


    　ただ、自分を呼んでくれる声がいとおしくて、何か返したかった。ひょっとしたら、あまりにも現実感がなくて、行動することでつながりを持ちたかったのかもしれない。


    　脳が塩漬けになったような疲労の中、なんとかできたのはひとつだけだった。傷だらけの《コントラクター・アサルト》が、右手を上げた。


    　ファンたちの歓声が、爆発するように、大きく観戦場を揺らした。


    　今度こそ指一本動かないくらい空っぽで、雄星は目を閉じた。自分を呼ぶ声が、まだ響いている。夢かうつつかもわからない中、弟の気配を感じた気がした。もしも、いつか自分も死ぬときがきたとしたら、こんな喝かつ采さいの中ならしあわせだろうと思えた。


    



    　軽く意識を失っていたようだった。


    　雄星が目を覚ますと、《コントラクター・アサルト》は自動操縦ですでに月面のハンガーに帰還していた。


    　誰かが操縦席から引っ張り出してくれたらしかった。ヘルメットを脱がされて、ロッカールームの仮眠用ベッドに横たわっていた。


    　体を起こす。パイロットスーツとかけられていた電気毛布のおかげで、一時的な低体温症からは脱したようだった。悪お寒かんはもうなくなっていたが、猛烈にのどが渇いた。


    　ベッドから下りて、誰もいないロッカールームを出る。今は、試合後のミーティング中だろうかと思いながら、廊ろう下かを歩く。ただ、足はミーティングルームではなく、ハンガーに向いていた。ともに夢を掴つかむべき相棒、《コントラクター・アサルト》の様子を見ておきたかったのだ。


    　ハンガーでは、ロクサーヌの指揮のもと、整備員たちが忙しく作業していた。一試合二セットで、延べ十九機が撃げき墜ついされるという、次の試合が危ぶまれるほどの被害を出したせいだ。


    　フィールドから戻ってきた機体が、修理するものと工場に送り返すものに分けられて、後送するものは続々コンテナ詰めされて運び出されている。そんな修しゆ羅ら場ばの中でも、走り回り、整備用ロボットに命令を出す整備員たちの表情は、決して暗くはない。まだハンガーに、大きく試合中継を映したディスプレイが浮かんでいるのだ。


    　試合が終わって時間は三十分近く経っているのに、まだ観戦場から興奮した観客が帰らず、スポーツ実況が続いていた。実況のアナウンサーと解説員が、試合動画のハイライトを再生してはコメントしている。見どころの多い試合だったにしても、このために放送を延長するのは、大盤振る舞いだ。オーナーのメディア王、アントニオ・コンテからのご祝儀だった。


    　そんな凄惨だが幸福な光景の中、戦い抜いた黒騎士が、片膝をついて駐機している。装甲は傷だらけで、溶とけて焼け焦こげ、貫通されていないのが不思議なほどだ。生き抜いたことが奇蹟だと思った。


    　雄ゆう星せいは、背後に、硬くて軽い足音を聞いた。振り返ると、まだパイロットスーツを着たままの、アデーレ・コンテだった。ヘルメットを脱いだ彼女は、さっきまで泣いていたかのように、目元を赤くしていた。


    「ごめんね。……わたしが、先に墜おちちゃったら、ダメだよね」


    　アデーレが、無念さをこらえきれないように、言葉を絞しぼり出した。


    　雄星は、同じ敗者である彼女に、それでもエールを送ってやりたかった。それほどの活躍だった。


    「俺たちは、どうせチャレンジャーだろ」


    　アデーレが、唇くちびるを尖らせて、拳こぶしを雄星の胸に軽く当てた。


    「わかってるよ！　負けたら、次は、具体的に見えたものを追いかければいい。目標がはっきりするし。……でも、勝ちたかったんだよ」


    　そう言って、自分の言葉でまた激情がこみ上げたか、彼女が、顔を歪ゆがめて涙をこらえている。目指す頂点が、その高さを見せつけた。客観的に見れば、これが順当な結果だといえるくらい実力差があったのだ。


    　次の戦いを前に、雄星たちは、思う存分悔くやしさを吐き出し合う。それは、力を出し尽くして負けた彼らの、特権であるのかもしれなかった。


    　──ただ、彼らは知らなかったのだ。


    　チームを導き続けた第一リーダー機のケイトリン・レヴェットが、この試合で限界を感じ、リーダー機を下りると決めていたことを。


    　さらなる激動のときが、シルバーハンズに襲いかかろうとしていた。


    　大きな変化に適応し、生き残るための戦いは、誰にとっても厳しい。その中でも、強者が明日も強者であるためのそれは、想像を超えるほど苛烈だ。


    　終戦のブザーを聞いたときから、次に勝つためのシルバーハンズの勝負は、すでにスタートしていた。


    



    　新しい時代が訪れるとき、否応なく、誰もが変化の波に呑のみ込まれる。


    　世界を変える慣かん性せい制御が生まれた昨シーズンですら、振り返ってみれば、まだ平和だった。


    　具体的な成果と、変化が目に見えるかたちになるのは、次のシーズンまで待つ必要があったからだ。予感された破壊的な進歩が現実になり、それによって社会がひずみ、そして変化を受け入れられない人々が暴発する。すべてが爆発し、実を結ぶときが、訪れようとしていた。


    　太陽系一部リーグ、第二十四シーズン──。


    　後に歴史として語られるべき、人類の巨大な試練となる伝説のシーズンが、この日、始まった。


    



    
      〈to be continued〉　

    

  


  
    あとがき


    



    　お久しぶりのご挨拶になります。長は谷せ敏さと司しです。


    　二巻から半年以内にはと思っていたのですが、少し遅れてしまいました。申し訳ありません。他社の話ですが、この三巻の刊行から二か月後の二〇一八年一月から、角川書店から以前刊行された『BEATLESS』という小説がアニメ化することになりまして。準備などでてんてこ舞いになっていました。『ストライクフォール』四巻は、きちんと出る予定ですので、ちょっとだけお待ちください。


    　三巻についてですが、先に本を読んでくださったかたは、ピンときてくださるかもしれませんが、シリーズ開始した頃からやってみたかったことに挑戦していまして。ストライクフォールの試合を、開始から終了までフル尺で描ききってみました。架空スポーツものなので、きちんとスポーツとして盛り上げておきたかったのです。


    　メカもの小説でも、戦闘シーンをここまでカメラ長回しで描くと、めずらしいものができたと思います。書いていて「こうやってスポーツ漫画の試合は長くなっていくんだな」と、しみじみ思えたのは、個人的に発見でした。スポーツものって、驚くほど時間がかかるのですね。シーンを拾っていくと、書き下ろしの小説でもこの状況なら、漫画連載なら試合が終わるまで現実時間で一年くらいかかったと思います。


    　あと、競い争う形態として、スポーツというのは本当に特殊ですね。戦争状況の物語だと、撃げき墜ついが出たとき、戦闘の続きよりもキャラの生死にドラマの焦点が移るので、純粋にメカの戦いを描き続けるのは難しいのです。いろいろ挑戦したぶん、読者さんの反応に戦々恐々としていたりも。楽しんでいただけるとよいのですが。


    　テーマがテーマだけに、スポーツものとしての魅力を描くことができるかは、このシリーズでは常について回ることになりそうです。今にして一巻の試合シーンと三巻を見比べると、ストライクフォールが見舞われた技術の爆発的進化って、自分がもし選手だったらぞっとするレベルなんですよね。


    　今巻では、スポーツが物語の前面に出るので、冒頭にストライクフォールのルールページがついています。架空スポーツものなのに、これまで全体ルールを見やすくまとめたものが存在しなかったのですよね。どうもすみません。


    　それでは、最後に謝辞を。メカに無茶を言うオーダーにこたえてくださったイラストレーターの筑つく波ばマサヒロさん。担当編集岩いわ浅あささん。この本に関わってくださった皆さん。本当にありがとうございます。家族友人の皆さん、心配かけております。そして、何よりも読者の皆様へ。心から感謝しています。


    　次巻以降も、止まることなく盛り上げてゆきますので、よろしくお願いします。
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